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例言 

 

１ 本書は、東近江市が実施する東近江市森

の文化資源調査事業の一環として、動植物や

地質、岩石、森林と人との関わりを調査した

結果の概要を記す。本事業は、対象範囲であ

る滋賀県東近江市域に位置する鈴鹿山脈の

山域を、「鈴鹿の森」と呼称して調査を実施

した。 

２ 本書に記した情報は、原則として 2023

年度（令和５年度）から 2024 年度（令和６

年度）までの間に実施した調査内容を記して

いる。ただし、追記する必要のある情報に関

しては、2025 年度（令和７年度）の調査結果

を記した場合もある。調査で得られなかった

内容に関しては、文献などを参照して補足し

ている。 

３ 本事業に伴う調査体制は、（1）～（3）の

とおりである。 

（1）自然分野調査員 

・深町 加津枝（京都大学大学院地球環境学
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特別研究員） 

・藤岡 康弘（滋賀県立琵琶湖博物館研究

部特別研究員） 

・亀甲 武志（近畿大学農学部水産学科准

教授） 

・磯部 敏雄（東近江市立朝桜中学校常勤

講師、鉱物化石研究家） 

・高柳 敦（京都大学大学院農学研究科准

教授） 

・千々岩 哲（滋賀自然環境研究会） 

・小西 民人（滋賀県森林インストラクタ

ー会副会長） 

・水田 有夏志（公益財団法人淡海環境保

全財団 技術マネージャー） 

・能政 研介（クマタカ生態研究グルー

プ） 

（2）令和５～６年度事務局 

東近江市 

企画部長   曽羽 道明 

 企画部次長  中堀 智之 

  企画部管理監 古川  暁 
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  室長     西川  寛 

  参事     明日 一史 
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  主任     竹村 祥子 
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４ 本書の執筆者は各章の題名の下に記載

し、編集は和田のどかが担当した。 
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１ 調査対象範囲（鈴鹿の森の概要）                  

 

本調査は、東近江市が実施する「森の文化

資源調査」の一環として実施したものである。 

本調査では、東近江市域に位置する鈴鹿山

脈の山域を「鈴鹿の森」と呼称し、その範囲

内において、地質、植物、昆虫、魚類、両生

類、爬虫類、鳥類、哺乳類、ならびに森林と

人との関わりについて、各種調査を実施した

（図１）。 

 

図１．鈴鹿の森の位置図 

 

鈴鹿山脈は、滋賀県、三重県、岐阜県との

県境沿いに位置する山脈である。東近江市域

における鈴鹿の森は、北は御池岳から南は御

在所岳に至るまで、南北約 21km、東西約 15km

にわたり、標高 1,000ｍを超える山々が連な

っている。山と谷が複雑に入り組んだ地形を

呈し、街道や集落は主に谷筋に沿って形成さ

れてきた。古くから近江と伊勢を結ぶ複数の

峠道が発達しており、山間部においても人の

往来が盛んであった。 

鈴鹿の森が位置する地域は、日本海側気候

と太平洋側気候の双方の影響を受けるとと

もに（図２）、石灰岩地帯や花崗岩地帯に代

表される多様な地質が分布している。鈴鹿の

森の北部は石灰岩質のなだらかな山容を特

徴とし、御池岳や藤原岳の山頂付近にはカル

スト地形が見られる。一方、中央部の竜ヶ岳

から南にかけての地域は花崗岩質で、鋭い山

容を有している。 

鈴鹿山脈の最高峰である御池岳の標高は

1,247ｍであるのに対し、永源寺ダムの貯水

池の最低水位（最低標高）は227ｍとされる。

このことから、鈴鹿の森における標高差は

1,000ｍを超えることがわかる。 

このような気候、地質、地形などの自然条

件によって、鈴鹿の森は多種多様な動植物が

生息する。さらに、積雪の影響を受けること

や、年間を通して湿度が高い傾向にあること

も、本地域の生態系形成に寄与しているもの

と考えられる。 

鈴鹿の森の植生の面積割合を、東近江市森

林クラウドシステムの林相区分図や国土数

値情報の国有林野データ等で集計すると、ス

ギ、ヒノキ、アカマツ、モミなどの針葉樹林

が約４割、ブナ、アカガシ、コナラなどの広

葉樹林が約６割となる。広葉樹林と針葉樹林

は、小規模な林分パッチがモザイク状に分布

し、相互に入り組んでいる地域も多い（図３）。 

一方で、近年はニホンジカによる採食圧の

増大に伴い、植生への影響が顕著となってい

る。 

本調査は、これまで包括的に調査される機

会が少なかった鈴鹿の森について、特に自然

分野の視点から調査を行い、当該地域におけ

る生物資源およびその現状を把握すること

を目的としたものである。 
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図２．日本の気候区分と鈴鹿の森（関口 1959 を元に改変） 

 

図３．鈴鹿の森全体の植生（林相区分図） 

※広葉樹を暗灰色、スギを斜線、ヒノキを格子で表示。 
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２ 日本列島と鈴鹿山脈の成り立ち 

和田 のどか 

 

（1）はじめに 

鈴鹿山脈の成り立ちについては、主に既存

文献を元に内容を整理した。 

東近江市内における鈴鹿山脈の成り立ち

は、永源寺町史（東近江市 2006）に詳しい。

本章において特に文中に引用文献の記載が

ないものは、永源寺町史（通史編）の第一章

第一節「地形と地質の形成史（執筆者 池田

碩・藤本秀弘）」からの引用として掲載して

いる。 

 

（2）日本列島の形成史 

日本列島の起源は、約７億年前に起こった

超大陸ロディニアの分裂に始まる（図１）。

ロディニアが分裂すると、その裂け目の中央

部に新たな海洋である古太平洋が誕生し、海

洋が徐々に拡大した。その結果、分裂した複

数の大陸塊は周囲へ分散していった。その一

つである南中国地塊が日本列島のルーツで

あることは、地質学的データから明らかにな

っている（磯崎ら 2011、Isozaki et al. 

2017）。その後しばらくの間、日本は現在の

大西洋両岸に類似した配置にあったが、約５

億年前の古生代初頭、カンブリア紀になると、

その沖合で太平洋プレートの沈み込みが始

まった。これにより、日本は新たな地殻が形

成される大陸縁辺の造山帯として成長して

いった（磯崎 2019）。 

その後も海洋プレートの沈み込みは続い

たが、約２億 3000 万年前の中生代初頭には

日本のルーツである南中国が北中国と衝突、

合体し、超大陸パンゲアと陸続きになり、ほ

ぼ現在のアジア大陸の形が出来上がった（磯

崎 2019）。 

大陸の一部から日本列島が形成され始め

た時期は、約 2000 万年前の新生代新第三紀

中新世とされている。この頃、日本海の形成

が始まり、日本列島はアジア大陸縁から分

離・独立した。さらに、約 1500 万年前頃に

は日本海が大きく拡大したことで、日本列島

図１．地質時代一覧及び東近江域で起こった出来事 
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は大陸縁から切り離された島弧の形態をと

るようになった（図２）。この結果、日本の

中新世における陸上生物群は、約 2000 万年

前から約 1500 万年前にかけて、明確な地理

的隔離を受けたと推察される。 

 

（3）日本列島形成時の鈴鹿山脈 

約 2000 万年前の新生代新第三紀中新世に

は、鈴鹿山脈およびその周辺の市域は、まだ

大陸の一部であった。鈴鹿山脈の山頂部各所

には、当時の河川の川底に堆積した礫層であ

る鈴鹿礫層が分布している。鈴鹿礫層は、政

所東部の尾根に最も広く分布し、そのほか政

所北方や渋川上流域の尾根筋などにも分布

している。 

これらのうち、渋川源流域に分布する鈴鹿

礫層中には、火山豆石を含む凝灰岩層が挟在

している。この凝灰岩の研究から、その形成

時期は約 1800 万年前であることが明らかと

なっている。この事実は、鈴鹿礫層の礫を運

搬、堆積させた河川（古鈴鹿川）が、日本海

が開く直前の時期に、大陸上を流れていた河

川であったことを示している。政所町東部の

尾根部では、この時代の河床を構成していた

花崗岩と、その上に、河川によって上流から

運搬された礫が堆積した鈴鹿礫層とが接す

る露頭を観察することができる。河床を形成

していた花崗岩と、その上位に堆積する礫層

との間には、おおよそ 6000 万年の時間的隔

たりがあると考えられている。 

鈴鹿礫層を堆積させた河川は、現在の奈良

県北東部にまで連続していたことが、礫層中

に含まれる湖東流紋岩類の礫の分布から明

らかとなっている。このことは、当時の鈴鹿

山脈が現在ほど高く隆起していなかったこ

とを示唆している。 

その後、前述のとおり約 1500 万年前に日

本海が拡大し、日本列島は現在の位置へと移

動したと考えられている。日本列島が大陸か

ら分離する直前に、大陸の大洋側の入り江に

堆積した地層は、滋賀県では甲賀市（旧甲賀

郡土山町）周辺に分布している。 

 

（4）古琵琶湖の誕生 

日本列島が形成後、今から約 400万年前に

なると、現在の瀬戸内海の延びる方向に陥没

帯が形成され、その一部が三重県伊賀上野方

面に延びていた。この陥没により形成された

沈降帯に古琵琶湖が誕生した。 

東近江市域に分布する古琵琶湖層群は、約

250～180 万年前にかけて、蒲生沼沢地と呼

ばれる比較的小規模な湖沼が不安定に点在

していた時期の堆積物である。これらの地層

は、愛知川河床、和南、甲津畑地域および湖

東地域に分布している。この時代には水系が

大きく変化し、琵琶湖の流出方向は西方の京

都方面となった一方、湖へ流入する水系は現

在の中部山岳地域を上流域としていたと考

えられている（里口 2025-a、図３）。 

このうち、山上の愛知川河床や甲津畑の和

図２．日本列島の成り立ち（山陰海岸ジオパーク「日本の成り立ち」（https://geo-

umibun.jp/nihon-2/）を元に作成（最終閲覧 2025/11/20）） 
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南川河床の古琵琶湖層からは、ゾウやシカの

足跡をはじめ、当時の樹木化石や多くの動植

物化石が産出している。これらの化石資料か

ら、当時この地域には、メタセコイア、スイ

ショウ、ヒノキ類などの針葉樹の巨木に混じ

って、ハンノキ、ヤチダモ、エゴノキなどの

広葉樹が林立し、背後の山地にはツガ、モミ、

サワグルミ、マンサクなどが生育する森林が

広がっていたと推測される。巨木が茂る森林

には、時折洪水が発生し、低地には湿地が形

成されていたと考えられる。 

ゾウやシカが巨木の林を往来していたこ

の時代は約 200万年前であり、この頃の鈴鹿

山脈は、まだ現在のように高く隆起していな

かった。そのため、現在の愛知川で見られる

ような大きな礫が運搬されることはまれで

あり、河川の流路も時期ごとに変化していた

と考えられる。 

 

（5）鈴鹿山脈の隆起 

 鈴鹿山脈の隆起は、約 130万年前頃に開始

されたと考えられている（横山 1995）。その

後、滋賀県の基本的な地形構造をなす比良山

地および鈴鹿山脈は隆起を続ける一方で、琵

琶湖を含む淡海盆地は沈降を継続してきた。

東近江市域の鈴鹿山脈では、このような地殻

変動により、甲津畑断層（広義には綿向山断

層）の活動が活発化し、甲津畑地域では、鈴

鹿山脈の地塊が古琵琶湖層群の上に、上盤側

の地塊が下盤側に乗り上げる衝上断層とし

て分布している様子が観察される。 

鈴鹿山脈の隆起により、中部山岳地域を上

流域としていた水系は分断され、現在のよう

に琵琶湖周辺地域を上流域とする水系が成

立した。なお、約 43 万年前には、琵琶湖は

現在の北湖中央付近にまで拡大し、その後は

大きな位置変化を伴わない、現在につながる

安定した湖となった（里口 2025-b、図３）。 

さらに、鈴鹿山脈の隆起に伴い、山地から

琵琶湖へ流下する河川の流路勾配が増大し

た。その結果、河川の侵食力が強まり、愛知

川流域では河岸段丘が発達した。このうち最

も古い高位段丘は、約 15～20 万年前に形成

されたと考えられており、現在の布引丘陵の

上面を構成している。この高位段丘を構成す

る地層中には、一般に「クサリ礫」と呼ばれ

る、著しく風化して脆弱化した礫や、赤色を

呈する「赤色土壌」が発達している。赤色土

図３．琵琶湖の変遷図 

琵琶湖の魚類図鑑の内容（里口 2025）を元に作成 
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壌の存在は、当時の気候が現在よりも温暖な

亜熱帯的環境であったことを示唆している。 

その後も継続的な隆起運動により、中位段

丘および低位段丘が形成された。このうち、

甲津畑地域の低位段丘堆積物からは、約３万

年前と考えられる地層中からコメツガやチ

ョウセンゴヨウなど、寒冷な気候条件を示す

植物化石が産出している。この低位段丘堆積

物中には、２種類の火山灰層が確認されてい

る。そのうちの一つは姶良火山灰であり、約

２万５千年前に九州の姶良カルデラが活動

した際に、ほぼ日本全域に降下した広域火山

灰である。東近江市域では、厚さ約 15cm の

層として認められる。もう一つは、約 7300 年

前に九州の鬼界カルデラの噴火によっても

たらされたアカホヤ火山灰である。この火山

灰層は、低位段丘や崖錘堆積物（がけ崩れに

よって生じた砕屑物が堆積した地形）の表層

近くに含まれており、永源寺地区のほぼ全域

に分布している。この時代はすでに縄文時代

に相当し、滋賀県内各地において人間活動の

痕跡を示す遺跡が確認されている。 
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期

褶曲構造の形成
鈴鹿衝上地塊
（霊仙山層及び大君ケ畑
層）の形成

秦
荘
石
英
斑
岩
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灰
岩
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岩
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岩
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尾
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砕
岩

谷
尻
谷
斑
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崗
岩
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鹿
花
崗
岩
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越
谷
花
崗
閃
緑
斑
岩
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新
世

沈降
（第一瀬戸内海）

千
種
層

内陸盆地の形成
（第二瀬戸内海）

完
新
世

　
多
志
田
川
累
層

段丘堆積物

鈴鹿山脈の上昇
傾動地塊化

2.5億
年前

1.5億
年前

（緑色岩ー石灰岩相の列の外側）

砕屑岩層

砕屑岩層
（緑色岩ー石灰岩相

の列の内側）

層序・岩相区分

　
石
榑
累
層

　
米
野
累
層

　
桜
村
累
層

　
大
泉
累
層

　
草
津
累
層

　
蒲
生
累
層

地史

　
古
野
累
層

第四紀

更
新
世

沖積層及び崖錐堆積物

　
美
鹿
累
層

古
琵
琶
湖
層
群

東
海
層
群

新
生
代

古第三紀

新第三紀
鮮
新
世

Ⅰ Ⅱ
鈴
鹿
花
崗
岩
及
び
周
辺
の

貫
入
岩
類

ジュラ紀
ジュラ系の堆積
（一部はオリオストスト
ロームの形成）

愛
知
川
層
群

後
期中

生
代

三畳紀
チャートから泥岩への
連続の堆積
（大君ケ畑層） 大

君
ケ
畑
層
群

白亜紀

後
期

琵琶湖環状複合火成岩体
湖東コールドロン形成
珪長質火成活動

湖
東
流
紋
岩
類

地質時代

古
生
代

ペルム紀
（二畳紀）

緑色岩類の形成
（海底火山活動）と石灰
岩及びチャートの堆積
（霊仙山層）

霊
仙
山
層

鈴鹿山脈稜線の礫層

鈴鹿山脈 西側 ← → 鈴鹿山脈 東側

段丘堆積物

１万
年前

10万
年前

100万
年前

1千万
年前

200万
年前

2千万
年前

6千万
年前

7千万
年前

8千万
年前

図４．鈴鹿山脈の地質史概要（御在所山地域の地質（地質研究 1989）を元に作成） 
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３ 鈴鹿の森の地質と鉱山 

磯部 敏雄 

                      

 

（1）はじめに 

鈴鹿の森の地質と鉱山については、主に既

存文献を元に内容を整理した。 

鈴鹿の森における地質や鉱山については、

鈴鹿山脈の成り立ちと同様に永源寺町史（東

近江市 2006）に詳しい。本章において特に

文中に文献の記載がないものは、永源寺町史

（通史編）の第一章第一節「地形と地質の形

成史（執筆者 池田碩・藤本秀弘）」からの引

用として掲載している。また一部の鉱物につ

いては実際に現地を調査し、撮影を行った。 

 

（2）鈴鹿の森の地質 

（ア）石灰岩 

鈴鹿の森で最も古い地質時代に形成され

たのは、御池岳から藤原岳および竜ヶ岳方面

と、藤川谷から雨乞岳方面にかけての広い地

域に分布する石灰岩と緑色岩類である。 

石灰岩中にはフズリナ（原生動物有孔虫類

に属し、石炭紀前期に繁栄した小型有孔虫か

ら進化し、ペルム紀に絶滅した生物）やウミ

ユリの化石が含まれており、ペルム紀の初め

（約 2.9～2.8 億年前）に形成されたもので

あることがわかる。 

石灰岩は主に平行六面体の結晶である方

解石から成り、炭酸カルシウムを 50％以上

含む岩石を指す。石灰岩は海底火山の上にサ

ンゴ礁が発達し、堆積してできた生物起源の

ものである。炭酸カルシウムは雨水に溶解す

るため、溶触によってドリーネや鍾乳洞を作

ることがある。 

（イ）緑色岩類 

緑色岩類はマグネシウムと鉄が多くを占

める火成岩で、玄武岩を代表とする苦鉄質火

成岩を起源とする。元々海底火山活動で形成

された玄武岩などが、地下深くで地表より高

い温度と圧力を受けることにより緑色岩類

が作られる。海洋プレートが沈み込む過程で、

海底の堆積物が大陸側に押し付けられて形

成された付加体の中に多く見られる。 

玄武岩が緑色岩になる相当の変成作用を

受けた時、緑色の鉱物ができるため岩石全体

が緑色系統の色になるが、鉄分が多く含む場

合には表面が風化して茶色や赤紫などの多

様な色に変化する。 

緑色岩類の中には、玄武岩の溶岩が海底

（海水中）で固まったことを示す枕状溶岩が

含まれており、海底火山活動に伴って形成さ

れたものであることがわかっている。 

（ウ）砕屑岩類（砂岩・泥岩） 

砂岩と泥岩等の砕屑岩類は、主に中生代ジ

ュラ紀（約 2〜1.5 億年前）に形成された岩

石であり、当時の海底に堆積した砂や泥が固

結してできたもので、付加体を構成する岩石

である。 

砂岩は、陸域から供給された砂が、流れの

強い海底環境で堆積してできた岩石である。

大雨や地震、海底斜面の崩壊などをきっかけ

として、海底にたまっていた砂や泥が一気に

流れ下り、深い海底に広がって堆積する現象

があり、これをタービダイト堆積という。砂

岩には、このような堆積過程を反映した層理

が明瞭に見られることが多い。 

一方、泥岩は、より静穏な深海環境におい

て、細粒の泥がゆっくりと沈降・堆積し、圧

密・固結して形成された岩石である。粒子が

細かいため割れやすく、後の地殻変動による

変形を受けやすい性質をもつ。 

これらの砂岩と泥岩は互層をなして分布

することが多く、プレートの沈み込みに伴う
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付加体形成の過程で褶曲や断層などの変形

を受けながら、現在の鈴鹿山脈の地質構造を

形づくっている。 

（エ）チャート 

緑色岩が分布する地域に伴ってみられる

チャートからは、放散虫（海に生息する微小

な浮遊性生物）や、コノドント（カンブリア

紀から三畳紀にかけての海成層に含まれる

示準化石で、原始的な脊椎動物の歯と考えら

れている）の微化石が産出している。これら

の化石の年代測定により、これらのチャート

は古生代後期のペルム紀に形成された地層

であることが明らかになっている。 

チャートとは、放散虫などの珪質（けいし

つ）の殻をもつ微小生物の遺骸が、深海底に

きわめて長い時間をかけて堆積し、圧密・固

結してできた珪質堆積岩である。堆積速度が

非常に遅いため、長い地質年代を連続的に記

録する岩石として知られている。 

これらのチャートは、日本列島の他地域に

分布する同種岩石の研究成果から、もともと

は現在の赤道付近に位置する海洋域の深海

底で形成されたと考えられている。その後、

海洋プレートの移動に伴って大陸縁へと運

ばれ、ジュラ紀（約 2～1.5 億年前）にユー

ラシア大陸縁辺部へ付加したと推定されて

いる。 

一方、石灰岩や緑色岩類以外の鈴鹿の森に

分布する砕屑岩類（砂岩・泥岩など）に含ま

れるチャートからは、中生代三畳紀（約 2.5

～2億年前）からジュラ紀にかけての放散虫

やコノドントの微化石が確認されている。 

このことから、鈴鹿の森地域には、大きく

分けて①古生代後半のペルム紀の地層、②中

生代の三畳紀からジュラ紀にかけての地層、

という異なる二つの時代に形成された堆積

岩類が分布していることがわかる。 

特に杠葉尾町周辺の地域では、中生代の地

層中に、古生代の石灰岩や泥岩の礫を含む露

頭が確認されている。これは、古生代と中生

代の地層が明瞭に区別されて分布している

のではなく、プレートの沈み込みと付加の過

程において、異なる時代の堆積物が混在、攪

乱された状態を示すものである。 

このように、年代や起源の異なる岩石が無

秩序に混在した堆積構造はメランジュと呼

ばれ、鈴鹿の森地域の各所で観察することが

できる。 

（オ）湖東流紋岩 

ジュラ紀にプレート運動に伴って大陸縁

辺部に付加した地域（広くは美濃・丹波帯）

は、白亜紀（約 1.5 億年前～6,600 万年前）

になると、再び活発な火山活動の舞台となっ

た。地表では大規模な火砕流噴火を伴う火山

活動が繰り返し発生し、その噴出物が広範囲

に堆積することで、湖東流紋岩類と総称され

る厚い火山岩層が形成された。 

湖東流紋岩は、主に流紋岩質マグマに由来

する溶結凝灰岩を主体とする火山噴出物か

らなり、激しい爆発的噴火によって放出され

た火山灰や軽石が高温のまま堆積、圧密され

て形成された岩石である。 

鈴鹿の森内では、日本コバ付近から南東方

向にかけて、この溶結
ようけつ

凝灰岩
ぎょうかいがん

が連続的に分

布している。また、火砕流の噴出火口裂
ふんしゅつかこうれつ

（カ

ルデラ形成期の噴火に伴って生じた裂け目）

と考えられる火道角礫（火道角礫岩、火山礫

凝灰岩とも呼ばれる）が、甲津畑町や杠葉尾

町などの地域で観察される。 

これらの地質構造から、湖東流紋岩を形成

した火山活動は、二重構造をもつ大規模カル

デラの形成を伴っていたと推定される。その

規模は、現在世界最大級のカルデラである阿

蘇カルデラ（東西約 18km、南北約 24km）に

匹敵すると考えられており、白亜紀当時、東

近江市域を含む滋賀県一帯が極めて活発な

火山活動域であったことを示している。 
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図１．鈴鹿の森の地質概要 
（地質情報は産総研地質調査総合センター，20 万分の 1 日本シームレス地質図 V2

（https://gbank.gsj.jp/seamless/）より加工、背景は国土地理院標準地図を使用、黒線は市境界線） 
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（カ）花崗岩 

白亜紀には、地表での大規模な火山活動に

加え、地下深部においても活発な火成活動が

進行した。この時期、マグマが地殻深部でゆ

っくりと冷却、固結することにより、花崗岩

類が形成され、すでにジュラ紀に大陸縁辺部

へ付加していた地層や岩石中に貫入した。 

神崎川流域からその上流域、御在所岳をは

じめとする尾根部に広く分布する、いわゆる

花崗岩体は、この白亜紀の深成作用によって

形成されたものである。これらの花崗岩は、

石英、長石、黒雲母などを主成分とし、粗粒

で結晶が明瞭な岩石であることが特徴で、地

下深部で長い時間をかけて冷却したことを

示している。 

花崗岩体の貫入は、周囲の地層に熱的影響

を与え、接触変成作用を引き起こすとともに、

後の隆起・侵食過程を通じて現在の山地地形

の形成にも大きく関与している。御在所岳周

辺にみられる急峻な岩稜や岩壁は、花崗岩の

硬さと節理の発達に起因する地形であり、鈴

鹿山脈の景観を特徴づける重要な要素とな

っている。 

なおジュラ紀から白亜紀にかけての地質

時代は、世界的にみると恐竜（大型爬虫類）

が繁栄した時代として知られており、日本各

地からも足跡や骨格などの化石が発見され

ている。近隣の三重県、福井県、岐阜県にお

いても、恐竜の足跡化石や骨格化石が報告さ

れている。一方、滋賀県では、これまで恐竜

の化石は確認されていない。この主な要因と

しては、恐竜が生息していた中生代の陸成堆

積層が県内に広く保存されていないためで

あり、当時の活発な火山活動やその後の侵食

によって、化石の保存に適した地層が失われ

たことによるものと考えられる。 

またこの時代には現在の日本海はまだ形

成されておらず、将来の日本列島にあたる地

域は、ユーラシア大陸の縁辺部を構成してい

た。 

鈴鹿の森地域に見られる多様な岩石と地

質構造は、こうした大陸縁辺域における火成

活動や堆積作用、プレート運動の歴史を現在

に伝える貴重な記録といえる。 

 

（3）鈴鹿の森の鉱山 

かつて鈴鹿の森内には幾つもの鉱山があ

り、採掘に従事する人々で賑わった時期があ

った。なかでも近代以降も盛んに稼業する鉱

山が密集していたのは、甲津畑町から藤切川

沿いに伊勢へ通じる千草街道周辺で、今でも

各所で鉱山の建物跡や鉱
こう

滓
さい

が見られる。 

千草街道周辺の鉱山は主に銅を掘り起こ

したものであるが、これは中生代末（約 7000

～6600 万年前頃）に中～古生代の地層の中

に貫入した花崗岩類のマグマに含まれてい

た熱水と周りの岩石とが反応して形成され

たものである。 

千草街道周辺以外にも鈴鹿の森では、足原

谷鉱山（蓼畑町）、蓬谷鉱山（政所町）、東椋
とうりょう

鉱山（君ヶ畑町）、蛭谷鉱山（蛭谷町）、朝日

谷鉱山（蛭谷町）、佐目子谷マンガン試掘抗

（佐目町）などの鉱山がみられる。 

とくに千草街道周辺の鉱山としては、次の

ようなものがある。 

（ア）ジュルミチ鉱山 

 黄鉄鉱
おうてっこう

を主体とし、少量の方
ほう

鉛鉱
えんこう

、閃
せん

亜鉛鉱
あえんこう

、黄銅鉱
おうどうこう

を伴う（中村 1962）。 

（イ）大蔵谷旧鉱 

花崗岩中の緑色岩捕獲岩中に胚胎
はいたい

（空間や

構造内に地層や岩石があること）する鉱床で、

磁硫
じりゅう

鉄鉱
てっこう

及び黄銅鉱からなる。 

（ウ）サブクラ谷上流旧鉱 

 緑色岩中に胚胎しており、鉱石は磁硫鉄鉱

を主体とし、相当量の方鉛鉱、閃亜鉛鉱と少

量の黄鉄鉱、黄銅鉱を伴う。鉱石の品位は亜
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鉛が 0.98～14.5％、鉛が 5.1～13.0％のもの

が確認されている（中村 1962）。 

（エ）御池鉱山 

 鉱床は緑色岩中に発達しており、鉱脈には

塊状鉱、板状鉱、縞状鉱、角礫状鉱などさま

ざまな産状がある。主要鉱石鉱物は黄鉄鉱、

硫砒
りゅうへい

鉄鋼
てっこう

、磁砒
じ へ い

鉄鋼
てっこう

、閃亜鉛鉱、黄銅鉱、方

鉛鉱からなる。一般に鉱床上部では磁硫鉄鉱

に富み、下部では黄鉄鉱に富む傾向がある。

方鉛鉱中には銀分が含まれ、また磁硫鉄鉱に

富み、下部では黄鉄鉱に富む傾向にある。方

鉛鉱中には銀分が含まれ、また磁硫鉄鉱中に

は微量のニッケル及びコバルトが含まれて

いる。昭和 28 年（1953 年）には並鉱（銅

3.3％）、上鉱（銅 5.2％）を 125トン生産し

ている（北 1956）。昭和 30年の時点での可

採鉱量は、磁硫鉄鉱主体のもので５万トンと

されている。この鉱山周辺には、杉峠鉱山、

向山鉱山など類似した産状と鉱石鉱物を産

する鉱床がある。 

（オ）杉峠鉱山 

花崗
か こ う

斑岩
はんがん

との境界付近の緑色岩中に胚胎

する。貯鉱に見られる鉱石鉱物は黄銅鉱、磁

硫鉄鉱、黄鉄鉱で、良質鉱の銅品位は、銅 7

～8％である（地質調査所大阪駐在員事務所 

1954）。 

（カ）向山鉱山 

御池、杉峠鉱山と同じく緑色岩中に胚胎す

る鉱床である。鉱石鉱物は磁硫鉄鉱、黄鉄鉱、

黄銅鉱、四面銅鉱からなる。銅品位はあまり

よくない（地質調査所大阪支所 1950）。 

 

 

（4）参考文献 

東近江市（2008）「永源寺町史 通史編」株式会社ぎょ

うせい 

中村威（1962）「滋賀県御池地区」未利用鉄資源，No.9，

通商産業省，p458-461 

北卓治（1956）「滋賀県御池鉱山磁硫鉄鉱鉱床調査」未

利用鉄資源, 通商産業省, 2, p285-301 

地質調査所大阪駐在事務所（1954）「金属之部 33 銅.

鉱種別管内調査鉱山一覧表」p23-30 

地質調査所大阪駐在事務所（1950）「滋賀県地下資源調

査報告（第１・２班）」p32 
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４ 日本と鈴鹿の森の植物 

小西 民人 

                     

（1）はじめに 

世界各地の植物相に関わるものとして、気

温や降水量（降雪も含めて）、季節による日

照時間・日射角度の変化、基盤の岩石・表層

土壌、火山や地震などの地殻変動、氷河期な

どの歴史、流水の浸食作用、高地・低地・海

岸などの地形、風や劇的な気象現象による地

形の変化などの物理的な影響や人や他の生

物の関わりによる影響などが考えられる。 

南北に長い日本列島の中央部に位置する

鈴鹿山脈の植物相を考えるのにもこれらの

影響を考慮する必要がある。ここでは、既存

文献及び令和５年度から実施しているルー

トセンサスによる植物相調査の結果を元に、

日本全体と鈴鹿の森の植物相の概要につい

て述べる。 

 

（2）日本の植物相の概要―水平分布・垂直分

布 

地球の北半球の中緯度に位置する日本に

は四季の変化があり、雪を含めて降水量は豊

富で、植物の生育には十分な条件を有してい

るといえる。そのため、植物相の多様性を左

右する主な要因は、気温と考えられる。日本

は南北に長い弧状列島を形成しており、緯度

の違いにより気温に大きな差がある。そのた

め、気候帯でいうと、北に亜寒帯、南に亜熱

帯、その間が温帯という違いが生じ、植物相

が大きく異なっている。また、中部地方の標

高 3000ｍを越える山塊を代表として、列島

に数本の脊梁山脈が走り、高度差によって気

温も異なり、植物相の多様性の要因ともなっ

ている。前者による植物相の差異を水平分布、

後者による差異を垂直分布と呼ぶ。その両者

を地図上にまとめたものが図１であり、表に

まとめたものが表１である。なお、表１の（ ）

は垂直分布での区分である。図１を北から森

林タイプ毎に具体的にみていく。 

（ア）常緑針葉樹林 

常緑針葉樹は細い葉を持つことによって

耐寒性を有する樹木で、寒冷な地方に樹林と

して発達する。北海道中央部の大雪・日高山

系に見られるエゾマツ、アカエゾマツ、トド

マツの樹林は特徴的で、水平分布でいう亜寒

帯林に当たる。本州中部の高山につながる脊

梁部にも見られるが、こちらはシラビソ、オ

オシラビソ、コメツガ、トウヒなどが構成樹

種であり、垂直分布の亜高山帯出現の樹林と

すべきである。また、高山帯にはハイマツの

群落も見られる。 

（イ）針広混交林 

北海道の渡島半島以北には、エゾマツやト

ドマツの針葉樹とミズナラ、エゾイタヤ、シ

ナノキ、ハルニレなどの落葉広葉樹（夏緑広

葉樹）がモザイク的に分布することが知られ

ている。これらは亜寒帯林への遷移を示すエ

コトーンと考えられている。また、構成種か

らこの林は冷温帯の一部との見方もある。 

実際には鈴鹿の森でも針広混交林が確認

される。これらはモミと広葉樹との混交林や、

人工林であるスギ、ヒノキ、アカマツと広葉

樹との混交林であることが多い。稀に天然ス

ギと広葉樹の針広混交林も見られる。 

（ウ）落葉広葉樹林（夏緑広葉樹林） 

いわゆる冷温帯の樹林で、北海道渡島半島

から中部地方の山地部まで幅広く、さらに近

畿、中国、四国、九州の脊梁部まで見られる。

光の弱まる冬季を耐えるため、葉で作った栄

養などを本体に戻して糖度をあげ、不要な葉

を落とす。葉は薄くて比較的広めである。林
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床への光の透過度は高く、特に葉を落とした

後の早春には多くの光が林床に届き、春植物

の生長を促す。常緑広葉樹林から見ると林床

の多様性は高い。構成種は、ブナやミズナラ

などの落葉性のブナ科やカエデ属、カバノキ

科、サクラ属、マンサク科、クルミ科などが

ある。林床にはササ類が多く見られる。また、

川の近くなどの湿ったところでは、ケヤキ、

ハルニレなどのニレ科やクルミ科、フサザク

ラなどの樹木が優勢になる。特に山奥の谷沿

いの斜面では、トチノキ、カツラ、サワグル

ミなどからなる渓畔林が発達し、日本の冷温

帯を特徴づける。 

（エ）モミ・ツガ林 

冷温帯の落葉広葉樹林（夏緑広葉樹林）の

南には暖温帯の常緑広葉樹林が分布し、落葉

樹から常緑樹へと変化する。しかし、特に太

平洋側を中心にその境界地域にモミ、ツガを

主とする針葉樹林帯が見られ、ここを両者の

エコトーンとして中間温帯が提唱されてい

る。出現樹種は２種以外にイヌブナ、アカシ

デ、イヌシデなど。 

（オ）常緑広葉樹林 

常緑広葉樹林の分布は、東北の海岸以南の

低地を中心に南部日本を幅広く覆っている。

温暖な気候故に１年中光合成が可能なため、

葉を厚くし数年の使用に耐えられる樹種が

優占している。ヤブツバキ、タブノキ、スダ

ジイ、ウラジロガシなどツバキ科、クスノキ

科、ブナ科などの常緑樹がある。 

なお、奄美や沖縄などの南西諸島にも常緑

広葉樹が分布しているが、こちらはアコウや

ガジュマル、木性シダのヘゴなどで亜熱帯に

属する樹種である。 

 

図１．日本の主な植物相分布 

※吉岡（1973）を一部改変 

 

 

表１．日本の植物相の水平分布              ※（  ）内は対応関係にある垂直分布 

気候帯 

（垂直区分） 
森林タイプ 代表的樹木 

亜寒帯 

（高山帯） 

（亜高山帯） 

常緑針葉樹林 エゾマツ、トドマツ、アカエゾマツ 

（ハイマツ） 

（シラビソ、オオシラビソ、コメツガ） 

冷温帯 

（山地帯） 

針広混交林 

 

落葉広葉樹林 

エゾマツ、トドマツ、ミズナラ、エゾイタヤ、 

シナノキ 

ブナ、ミズナラ 

中間温帯 

（低山帯） 

モミ・ツガ林 モミ、ツガ、イヌブナ、アカシデ、イヌシデ 

暖温帯 

（丘陵帯） 

（低地帯） 

常緑広葉樹林 スダジイ、タブノキ、ヤブツバキ、ウラジロガシ、アカ

ガシ 

亜熱帯 常緑広葉樹林 アコウ、ガジュマル、ヘゴ 
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（3）積雪による植物相への影響 

日本列島の背骨を走る脊梁山脈の存在が、

冬の季節風により日本海側に多量の積雪を

もたらし、結果として、元は同種でも形態的

に差異が生じたり、すみわけが見られたりし

ている。例えば、落葉樹の場合、太平洋側の

ブナは葉が小さくて厚いのに対して、日本海

側のブナは葉が広くて薄い。また、太平洋側

のクロモジやマンサクは、日本海側ではより

葉の大きなオオバクロモジ、マルバマンサク

となる。さらに、常緑樹の場合、積雪による

雪下の保温効果や積雪圧に適応した形態な

どを獲得した例がある。太平洋側のアオキ、

ヤブツバキ、ユズリハ、ミヤマシキミ、カヤ、

イヌガヤは、日本海側ではそれぞれヒメアオ

キ、ユキツバキ、エゾユズリハ、ツルシキミ、

チャボガヤ、ハイイヌガヤという背の低い樹

木となる。ササ類でも太平洋側はミヤコザサ、

スズタケが多いのに対して、日本海側ではチ

シマザサやクマイザサが多く分布するとい

うような進化的影響やすみわけが見られる。 

 

（4）日本の地域的な植物相 

最初に述べたように、植物相に影響を与え

るのは気温という物理現象だけでなく、（3）

で述べた積雪の影響やその他の条件も影響

を及ぼしている。生育地が花崗岩地、石灰岩

地、蛇紋岩地など地質的な違いの影響は非常

に大きいなど、日本各地で独特な植物相の区

分（植物区系）が知られている。図２はその

地図上の分布図で全部で９区系、表２は各植

物区系の代表的固有植物である。 

えぞ－むつ地域は亜寒帯の針葉樹林に依

存する種で特徴づけられる。関東地域は東北

南部から関東の太平洋側までである。日本海

地域は前出の（3）で、冬季の積雪に適応し

た種が特徴となる。フォッサマグナ地域は中

部山岳から富士火山帯、さらに延長して硫黄

島まで達し、火山の影響を強く受けている。 

そはやき（襲速紀）地域は西日本の太平洋

側に位置し、温暖多雨の気候の影響を受ける。

美濃－三河地域は静岡の一部から愛知・岐阜

の一部を指す。 

 

図２．日本の植物区系 
※前川（1974）を転載 

 

表２．日本の植物区系の各地域における主な固有

植物 

Y えぞ－むつ

地域 

トドマツ、アカエゾマツ、ミヤ

マハンモドキ、他 

K 関東地域 シバヤナギ、アブラツツジ、ミ

ミガタテンナンショウ、他 

J 日本海地域 トガクシショウマ、サンカヨ

ウ、トキワイカリソウ、他 

F フォッサマ

グナ地域 

ハコネコメツツジ、ハコネウツ

ギ、他 

S そはやき地

域 

キレンゲショウマ、バイカアマ

チャ、他 

M 美濃－三河

地域 

ホソバシャクナゲ、ハナノキ、

シデコブシ、他 

A 阿哲地域 キビヒトリシズカ、アテツマン

サク、ヤマトレンギョウ、他 

B 小笠原地域 ワダンノキ、オガサワラツツ

ジ、他 

R 琉球地域 リュウキュウマツ、オキナワウ

ラジロカシ、他 
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阿哲地域は岡山・広島の石灰岩地に生育す

る種に特徴がある。小笠原地域は小笠原諸島

の植物種で固有種が多い。琉球地域は亜熱帯

植物が特徴である。 

 

（5）滋賀県の植物区系 

（4）の植物区系から滋賀県は日本海地域

とそはやき地域の２地域が接している場所

となる。村瀬はその著「滋賀県の植物地理概

説」で、滋賀県の植物区系を図３のように 10

区に分け、日本海植物区系（日本海地域）に

a.湖北植物区、b.伊吹山植物区、c.鈴鹿北部

植物区、d.鈴鹿中・南部植物区、e.三国山・

赤坂山植物区、f.箱館山・生杉植物区、g.比

良山植物区の７区、瀬戸内植物区系（そはや

き地域）に h.比叡山植物区、i.琵琶湖沿岸植

物区、j.湖東・湖南植物区の３区を当てた。

筆者は鈴鹿地域の調査から d.鈴鹿中・南部

植物区については、中間温帯の存在の関係上、

そはやき地域に入れるべきと考える。 

 

（6）鈴鹿の森の植物区 

 鈴鹿の森の地域には c.鈴鹿北部植物区と

d.鈴鹿中・南部植物区があり、この両者には

緯度の違いがあるが、それは微々たるもので、

圧倒的に両者を分けるものは地質にある。北

部には主に石灰岩地、中・南部には主に花崗

岩地があり、植物相を大きく異なるものにし

ている。なお、場所によって異なるが、標高

600～700ｍあたりから冷温帯になり、鈴鹿の

山中では、冷温帯の植物の出現が多い。 

（ア）鈴鹿北部植物区 

東近江市における鈴鹿北部植物区に当た

る地域は藤原岳南部の治田峠が境で、そこよ

り北の狭い範囲となる。山でいうと、南から

順に藤原岳、御池岳、鈴ヶ岳となり、ドリー

ネやカレンフェルトなどのカルスト地形が

特徴的である。石灰岩は植物の生育には向か

ない地質で、巨木を確認することは難しい。

以前はササ類が優占していたが、近年ではシ

カの食害を受け、地面がむき出しになってい

る場所も多い。御池岳では、21世紀に残した

い日本の自然 100選と環境省によって「特定

植物群落」に指定されているオオイタヤメイ

ゲツ林をはじめ、マメグミなどの低木林が山

頂部に見られ、斜面ではオニグルミ、谷筋の

崩壊地にはサワグルミの大木などが確認で

きる。また、冷温帯に生育するテツカエデや

ブナも見られる。草本としては、藤原岳のフ

クジュソウをはじめとして、ヒロハノアマナ、

ミノコバイモ、キクザキイチゲ、アズマイチ

ゲなどの春植物や石灰岩地を好むヒメフウ

ロが多く見られたが、これも減少の傾向にあ

る。シカが好まないガガイモ、イワヒメワラ

ビ、コバノイシカグマなどが目立つようにな

っている。 

 

（イ）鈴鹿中・南部植物区 

治田峠から南の御在所岳、雨乞岳に至る鈴

鹿山脈の広い範囲が鈴鹿中・南部植物区に当

たる。 

東近江市内では、北から県境に沿って、銚

子岳、静ヶ岳、竜ヶ岳、釈迦ヶ岳、羽鳥峰、

水晶岳、御在所岳などが連なり、県境から離

れたところでは、天狗堂、日本コバ、銚子ヶ

口、雨乞岳などの多くの山を有し、複雑多様

な自然景観を作り出している。花崗岩の風化

による奇異な形の巨岩も多く見られ、谷筋で

は神崎川の清流などがアウトドアアクティ

ビティの場となっている。 

これらの山々のいずれにおいても山頂の

近くでは冷温帯に当たり、ブナやミズナラが

優占する森林帯を見ることができる。 

また、シロヤシオ、ベニドウダン、サラサ

ドウダン、ホンシャクナゲなどのツツジ科低

木林が多いのも特徴である。他に、特異的な

存在として、御在所岳のアカヤシオ、銚子ヶ

口のアカモノなどがあげられる。  
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図３．滋賀県の植物区系  

※村瀬忠義 1979 のものを転載 
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（7）鈴鹿の森の特筆すべき植生 

鈴鹿の森の植物区に代表される植物のほ

かに特筆すべき樹木などの植生として、以下

のものが挙げられる。 

・冷温帯のブナのそばに暖温帯のアカガシ

がかなりの確率で存在する。 

・一部の地域で、トチノキ、カツラ、サワグ

ルミなどを構成樹種とする渓畔林が見られ

る。 

・アスナロ、ゴヨウマツなどの常緑針葉樹林

もあり、特にアスナロ林はかなりの広さに拡

がっている。 

・中間温帯を代表するモミが稜線沿いに残

され、特に日本コバの衣掛山から政所にかけ

ての登山道に純林状態で確認できる。 

・甲津畑から杉峠へ向かう千草街道の一部

にミズナラやイタヤカエデなどのカエデ属、

天然スギ、トチノキ、クマシデ、ブナなどの

大木・巨木が生育しているが、現在は枯れて

いるものも多い。 

・永源寺ダムより上流部の愛知崖付近を中

心にユクノキが集中して生育している。 

・高地にも里地にもホオノキが多く見られ

る。 

・古刹永源寺の東側に位置する永源寺ダム

沿いにヤマイバラというバラ科のイバラの

仲間が何本もぶら下がっている。 

他にもミズメ林やオヒョウ、イヌブナ、ヤ

マナラシ、キハダなども確認している。 

草本としては、フクオウソウ、イワカガミ、

キンコウカ、タテヤマリンドウ、ヒメイチゲ、

クガイソウ、ハナゼキショウ、ウスギナツノ

タムラソウをはじめとして多くのものが四

季を彩る。 

また、近年はシカの食害の影響が目立つよ

うになっている。樹木ではクサギやオオバア

サガラ、ジャケツイバラ、草本ではマツカゼ

ソウやカリガネソウなどのシカの不嗜好性

植物が増え、今後注目してその推移をみる必

要がある。それらに加えて、外来種の動向に

も留意すべきである。 

 

（8）参考文献 

吉岡邦二（1973）「植物地理」発行：共立出版, p91 

前川文夫（1974）「日本の植物区系」, 発行：玉川大学

出版部, p1-178 

村瀬忠義（1979）「滋賀県の植物地理概説」, 滋賀県の

自然（滋賀自然環境研究会騙）, 滋賀県自然保護財団, 

P899−928 

 

18



 

19 

 

５ 鈴鹿の森の昆虫 

寺本 憲之                  

 

（1）はじめに 

鈴鹿山脈の昆虫相をまとめた報告は、三重

県側では「鈴鹿山脈の昆虫（三重昆虫談話会 

2016）」があるが、滋賀県側では「湖東三山

地域学術調査報告書（滋賀県 1975）」と限ら

れた地域であり、かつ簡単な報告しかみられ

ない。そこで、2024～2025 年に東近江市の鈴

鹿山脈の昆虫相の調査を行った。 

現地調査は、スイーピング（すくい取り網

捕獲）法、ビーティング（たたき網）法、ラ

イトトラップ（夜間採集）法、バージンメス

トラップ（処女メスをかごに入れてオスを誘

引する）法、（幼虫が入っている植物葉・虫

瘤などの）シェルター採集・飼育法（幼虫→

成虫）などの方法で個体を採集、標本を作製

して同定して種リストを作成した。 

種リストは、目・科・亜科・種・学名と採

集年月日（年・月）、採集方法、寄主植物、採

集地などの項目を入れて、それぞれの項目で

検索できるようにした。また、既存文献から

本地域で記録がある種を抽出して、種リスト

に追加した。 

 

（2）昆虫相から見た鈴鹿山脈の特徴 

東近江市の鈴鹿の森は多様な樹木や草本、

河川、地形（河川敷・裸地・草地など）を有

し、多様な昆虫がそれらを利活用できる環境

が整った生息地（ハビタット）である。 

また、鈴鹿の源流の森には、人の生活に利

用されたコナラの薪炭林、アカガシ帯、ブナ

帯などブナ科植物が広く分布している。ブナ

科植物は、多くの昆虫・動物が利用できる樹

種であり、例えば、チョウ目では、ブナ科植

物は利用する種が最も多い樹種グループで

ある（寺本 2008）。 

 

（3）滋賀県と鈴鹿の森の種数の比較 

滋賀県全域で確認されている昆虫類は

2024 年時点で 27 目、8,767 種である（滋賀

県 2025）。 

一方、東近江市の鈴鹿の森で 2024 年まで

に確認された昆虫類は 16目、805種であり、

滋賀県で確認された昆虫種数の約９％が確

認されている（表１）。種数が多かった分類

群として、チョウ目 390種（滋賀県の 16％）、

コウチュウ目 109種（同３％）、ハチ目 63種

（同９％）、カメムシ目 60 種（同７％）、ハ

エ目 54 種（同８％）、トビケラ目 48 種（同

24%）、バッタ目 37 種（同 29％）、トンボ目

22種（同 22％）、が挙げられる。 

チョウ目は精力的に行った現地調査の成

果であり、卜ビケラ目は詳しく調査された文

献の存在が大きい。他方、コウチュウ目、ハ

チ目、ハエ目、カメムシ目は滋賀県全体の母

種数が大きいため鈴鹿山脈の昆虫種数の割

合が小さくなっている。したがって、これら

の目は今後の調査による解明が期待される

分類群である。 

なお、2016 年時点での三重県側の鈴鹿山

脈でまとめられた昆虫種数は、16目、3,501

種（三重昆虫談話会 2016）であり、本調査

805 種の４倍以上に上る。種数が多かった分

類群として、コウチュウ目 1,573種、チョウ

目 714 種、ハチ目 411 種、ハエ目 323種、カ

メムシ目 249 種、バッタ目 91 種、トンボ目

52種、カゲロウ目 35種が挙げられる（表２）。 

 

（4）地域・環境ごとの昆虫の特徴と分布 

確認された昆虫類をみると、鈴鹿の森の特

徴である森林面積の広さ、ブナ科植物などの

広葉樹の樹種の多様性を反映し、樹林性の昆

虫が多く確認されている。ブナ科植物では、 
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ヤママユ、オドリハマキモドキ、ヒロバスゴ

モリキバガ、ムラサキシジミなどのシジミチ

ョウ類など多くのチョウ目の幼虫がそれら

の葉を利用している。ハムシ類、力ミキリム

シ類などの植食性のコウチュウ目は、特定の

植物のみを利用する種が多いことから、植生

の多様性が高いほど昆虫の多様性も高くな

ると考えられる。チョウ目はその最たる例で

ある。 

一方で、鈴鹿の森には愛知川に流入する豊

富な渓流環境や、川沿いに広がる河原などの

裸地環境、集落周辺の水田や耕作放棄地とい

った草地環境など、面積は小さいものの森林

とは異なる環境が存在し、そこにはそれぞれ

の環境に適応した昆虫が生息している。 

（ア）森林性の昆虫類 

コナラをはじめとする多様な樹種を含む

落葉広葉樹の林には多種の昆虫類が生息す

る。樹液にはルリタテハ、ゴマダラチョウな

どタテハチョウ類（チョウ目）、ミヤマクワ

ガタ、カナブン、ミヤマカミキリ（コウチュ

ウ目）やオオスズメバチ（ハチ目）など多く

の昆虫類が集まる。 

登山道を歩くとハンノキ類にはオオミズ

アオ（チョウ目）の幼虫が葉を食べ、樹上か

らニイニイゼミ、ツクツクボウシ、ミンミン

ゼミやヒグラシ（カメムシ目）の鳴き声が聞

こえ、薄暗い林内を歩くとヒグラシが次々に

飛び立つ。ヒグラシには蝋物質を体表全体に

付けたセミヤドリガ（チョウ目）の白い幼虫

が寄生している個体も見かける。 

林縁では捕食性のヤマトシリアゲ（シリア

ゲムシ目）、そしてホソクビツユムシ、ヤマ

トフキバッタ（バッタ目）、コミスジ、コツ

バメ（チョウ目）など山地に生息する昆虫が

草の上に止まっている様子がみられる。 

サクラやマツ類などの古木では、樹幹の穴

や割れ目にあるアリ巣中でハリブトシリア

ゲアリ（ハチ目）と共生するキマダラルリツ

表１.滋賀県と鈴鹿の森の種数の比較 

  （2025 年 3 月現在） 

目 

鈴鹿の森 

（2024） 

① 

滋賀県 

（2024） 

② 
①/② 

（%） 

種数（種） 種数（種） 

チョウ目 390 2427 16  

コウチュウ目 109 3211 3  

ハチ目 63 741 9  

ハエ目 54 712 8  

カメムシ目 60 824 7  

トンボ目 22 102 22  

バッタ目 37 127 29  

カマキリ目 3 9 33  

カワゲラ目 5 90 6  

シリアゲムシ目 3 17 18  

ハサミムシ目 2 8 25  

トビケラ目 48 203 24  

カゲロウ目 3 77 4  

ナナフシ目 1 6 17  

アミカゲロウ目 3 59 5  

ヘビトンボ目 2 8 25  

合 計 805 8621 9  

表２．鈴鹿山脈（三重県）の種数 

目 

鈴鹿山脈（三重県） 

（2016） 

種数（種） 

チョウ目 714 

コウチュウ目 1573 

ハチ目 411 

ハエ目 323 

カメムシ目 249 

トンボ目 52 

バッタ目 91 

カマキリ目 4 

シリアゲムシ目 5 

ハサミムシ目 4 

カゲロウ目 35 

ナナフシ目 4 

アミカゲロウ目 25 

ヘビトンボ目 2 

ゴキブリ目 2 

チャタテ目 7 

合 計 3501 
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バメ（チョウ目）の幼虫が見られる。このチ

ョウ目の幼虫は、この共生アリによって口移

しに動物質の餌を与えられるとともに外敵

から守られる。代わりにこの幼虫は背中の蜜

腺から共生アリに蜜を与える。 

シカの増加に伴い食糞性のオオセンチコ

ガネなどのコガネムシ類（コウチュウ目）も

多くみられる。 

（イ）草地性の昆虫類 

農地付近や森林内の開けた明るい雑草群

落にはベニシジミ、ヤマトシジミ、ウラナミ

シジミなどのシジミチョウ類やモンキチョ

ウ、スジグロシロチョウなどのシロチョウ類

（チョウ目）、シラホシカメムシ、トゲカメ

ムシなど（カメムシ目）やナナホシテントウ、

ナミテントウやイタドリハムシなど（コウチ

ュウ目）、ショウリョウバッタなどバッタ類

（バッタ目）、ニホンミツバチなどハナバチ

類（ハチ目）やキゴシハナアブ、クロハナア

ブなどハナアブ類（ハエ目）といった訪花性

の昆虫がみられる。またイネ科植物の草間で

はキリギリス、クツワムシなど（バッタ目）

が鳴く。夏には南日本から飛来したウスバキ

トンボなど（トンボ目）が水田上で多く飛翔

する姿がみられる。また杠葉尾町の集落周辺

にはススキ群落が繁茂している場所があり、

秋にはツユムシやウスイロササキリ、エンマ

コオロギなど（バッタ目）の鳴き声が聞こえ

る。 

（ウ）裸地性の昆虫類 

愛知川沿いには広い砂礫質の河原が広が

っており、山道などにも開けた裸地環境に生

息する昆虫類がみられる。河原や山道を歩く

とハンミョウ（コウチュウ目）が飛び立ち、

石の下にはアオゴミムシなどのゴミムシ類

（コウチュウ目）が生息している。開けた裸

地の空中ではアキアカネ、シオカラトンボな

ど（トンボ目）が飛び交い、クルマバッタな

ど草地に生息するバッタ類（バッタ目）もみ

られる。 

（エ）水生昆虫類 

鈴鹿の森を流れる河川の多くが急峻な谷

を流れる渓流であり、特に清流に生息する種

が多数確認される。トビケラ目が詳細に調査

されているが、河川に生息する水生昆虫は他

にも力ワゲラ目、カゲロウ目、コウチュウ目、

カメムシ目など多数生息している。河原の石

の上や近隣の薄暗い林内にはハグロトンボ、

アサヒナカワトンボなど（トンボ目）がみら

れ、河川内の石の下にはヒゲナガカワトビケ

ラなど（トビケラ目）の幼虫が豊富にみられ

る。これら水生昆虫はイワナなど渓流に生息

する魚類の重要な餌となっており、水生昆虫

の豊富さは河川の生態系を形成する重要な

要素である。 

（オ）コケ類を食べる原始的な昆虫類 

 愛知川の支流にあたる神崎川沿いの針葉

樹林帯の暗所では一年中湧水が滴り落ちて

いる場所があり、露出した岩肌などにはジャ

ゴケが一年中生育繁殖している。そこには幼

虫がジャゴケを食べるニッポンヒロコバネ

（チョウ目）が生息している。本種の成虫は

歯を持ち、現存しているチョウ目の中で最も

原始的なガ類である。滋賀県では本種は杠葉

尾町でしか確認されていなく、本調査で少な

くとも 33 年間は同所で生息していることが

確認された（寺本 2021）。 

 

（5）参考文献 

三重昆虫談話会（2016）「鈴鹿山脈の昆虫」，401pp. 

滋賀県（1975）「湖東三山地域の昆虫相」湖東三山地域

学術調査報告書，55-69+8pls. 

滋賀県（2022）滋賀県ニホンザル第二種特定鳥獣管理

計画（第５次）．

https://www.pref.shiga.lg.jp/kensei/koho/e-

shinbun/oshirase/336852.html 

滋賀県昆虫目録作成グループ （2025）滋賀県昆虫目録

2025. https://sites.google.com/view/shigainsect/ 

寺本憲之（2008）「ドングリの木はなぜイモムシ、ケム

シだらけなのか？」，218pp.+4pls.サンライズ出版． 

寺本憲之（2021）「びわ湖の森のイモムシ、ケムシたち」，

123pp. サンライズ出版． 
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６ 鈴鹿の森とその周辺水域の魚類 

藤岡 康弘、亀甲 武志、花岡 駿一                     

 

（1）はじめに 

鈴鹿の森が存在する琵琶湖水系は、在来の

魚類が 70 種ほど生息しており（藤岡ら 

2024）、固有種も多く日本列島の淡水魚の分

布の中心となっており、また、現在でも新た

な種が発見されるなど極めて重要な水系で

ある。琵琶湖水系は、開発などにより絶滅危

惧種なども多くなっているが、一方で個体数

の多い種も多く、それらをねらって現在も漁

業が盛んである。 

琵琶湖と河川は水域としての連続性があ

るものの、流れの速さ、水深、水温や餌とな

る生物の存在様式や隠れ家などによって生

息する魚類相が湖、内湖や河川などによって

大きく異なっている。また、湖と川などを季

節的に移動（回遊）する魚類も多い。さらに、

河川でも上流と下流では流程に沿って顕著

な変化が見られる。 

以下では、鈴鹿の森とその周辺水域の特徴

を述べるとともに、現地調査及び文献調査を

元に愛知川水系を中心に生息する魚類の特

徴を述べる。 

 

（2）鈴鹿の森とその周辺水域の特徴 

滋賀県の東部に位置する鈴鹿山脈は、日本

列島のほぼ中央部に位置して南北に走って

いる。鈴鹿山脈の西面の降水は、北から天野

川、芹川、犬上川、宇曽川、愛知川、日野川、

野洲川として流れ、すべて琵琶湖に注いで琵

琶湖水系の主要な水域となっている。 

東近江市にはこれらの河川の中で宇曽川、

愛知川と日野川の支流の佐久良川が流れ、そ

れぞれが独立した河川として琵琶湖に流入

している。また、愛知川を中心として、上記

３河川によって形成された広大な扇状地は、

湖東平野と呼ばれて稲作が盛んであり、上記

の河川から網目状にひかれた大小の水路に

は水が流れ、多様な水域が形成されている。

さらに、愛知川下流部には、伊庭内湖などの

琵琶湖岸の湿地帯が広がり、湧水などと併せ

て独自の景観を見せている。 

 

（3）愛知川上流水域の魚類 

（ア）現地調査による結果（亀甲、花岡） 

永源寺ダムを境としてその上流の愛知川

上流部は、鈴鹿の森の多くを占めている。 

愛知川の上流部を構成する御池川、茶屋川、

神崎川のうち、御池川の源流から下流末端ま

での本流７地点では、サケ科のアマゴとコイ

科のタカハヤが全地点で確認されており、生

息数もかなり多いことが明らかになってい

る。アマゴの生息密度の高さは、漁協による

放流の影響が出ているものと考えられる。さ

らに、イワナが中間点から上流に出現してお

り、御池川に流入する支流ではイワナの生息

密度がさらに高まることが示されている。下

流部では、アカザとカワヨシノボリが、上流

部ではカジカ大卵型が限定的に出現してい

る。 

茶屋川では、本流の５地点で調査を行った。

その結果、イワナ、アマゴ、カワムツ、タカ

ハヤ、アカザ、カジカ（大卵型）、カワヨシノ

ボリの計７種が確認された。下流域では、主

にカワムツ、カワヨシノボリが出現した。下

流から中流域にかけては、カワムツ、タカハ

ヤの生息密度が高く、中流から上流域にかけ

ては、イワナ、アマゴの生息密度が高くなる

ことが確認された。 

神崎川では、本流の上流域３地点で調査を

行った。その結果、アマゴ、タカハヤ、アジ

メドジョウ、カジカの４種が確認された。イ

ワナの生息は確認されなかったが、神崎川に
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流入する支流ではイワナの生息が確認され

た。 

さらに、愛知川上流水域では、遺伝子分析

の結果から在来イワナ（原種）も見られてい

る。 

 

表１．現地調査で確認された愛知川上流水域の魚

類一覧 

魚種名 

調査場所, 年月日 

御池川 茶屋川 神崎川 

2024 年 

11, 12 月 

2025 年 

11 月 

2025 年 

9, 10 月 

イワナ 〇 〇 （〇） 

アマゴ 〇 〇 ○ 

カワムツ 〇 〇  

タカハヤ 〇 〇 〇 

アジメ 

ドジョウ 
  〇 

アカザ 〇   

カジカ 

（大卵型） 
〇 〇 〇 

カ ワ ヨ シ

ノボリ 
〇 〇  

合計種数 7 6 4 

※〇は生息が確認されたことを示す。 

※（〇）は、各河川の調査時には確認されなかったが、

該当河川に流入する支線の調査時に確認されたこと

を示す。 

※愛知川上流で分岐する３支流の河川での調査であり、

永源寺ダムから愛知川と御池川の分岐点までの間の

調査は未実施。 

 

 

（イ）文献による調査記録（藤岡） 

滋賀県水産試験場が神崎川および神崎川

と御池川との合流点付近を 1995、1996年（滋

賀県水試 1997）及び 2002、2003年（滋賀県

水試 2005）に調査した結果によれば、それ

ぞれ 12 種と８種が分布すると報告されてい

る（表２）。これらの中で、ニジマスは外来

種であり河川漁業のために放流された魚で

ある。 

また、アユとウナギは、本水域の在来種で

はあるがいずれも回遊魚である。永源寺ダム

により下流からの遡上ができなくなってい

ることを考えると、人為的に導入された（放

流された）ものが捕獲されたものと考えられ

る。2002 年の調査ではアユおよびウナギの

記録は確認されていないが、地元関係者から

は当時も放流が行われていたとの証言があ

り、その頃にも生息していた可能性が高いと

推察される。 

アマゴは大正期に一度姿を消したとされ

ており（山本 1981）、その後河川漁業のため

に放流されたものが定着していると思われ

る。「アマゴ」は大正期以前には生息してい

たことになるが、この「アマゴ」がビワマス

の稚魚や河川残留型であった可能性も残さ

れており、アマゴが在来種として自然分布し

ていた可能性は低いものと考えられる。 

生息する魚類の中で最も上流に生息する

のはイワナであり、一部重なりながらもその

下流にアマゴとタカハヤが、さらにその下流

水域にカジカ（大卵型）とアブラハヤ、アカ

ザ、カワムツ、ニジマスが、本流には上記に

加えてオイカワ、アジメドジョウ、カワヨシ

ノボリが分布する。 

イワナの国内分布は、青森県から滋賀県の

鈴鹿の森までの水域には連続的にみられる

が、鈴鹿の森より南域では和歌山県や中国山

地などに不連続に分布する。鈴鹿の森では、

標高700ｍ以上の尾根に近い沢にまでイワナ

が生息しており、安定した水供給に支えられ

た特徴的な生息環境が形成されている。しか

し、同地域の最高標高は約 1200ｍ程度にと

どまるため、地球温暖化に伴う夏季水温の上

昇が進行した場合、より低水温の水域へ逃避

できず絶滅に至る可能性がある。さらに、降

水量の減少等により沢が枯渇すれば、生息環

境そのものが失われるリスクも高いと考え

られる。 

これらのことから、現在愛知川上流水域に

はイワナ、オイカワ、カワムツ、タカハヤ、

アブラハヤ、アジメドジョウ、アカザ、カワ
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ヨシノボリ、カジカ（大卵型）の９種が生息

すると考えられる。また、永源寺ダムにはウ

グイ、コイ（養殖品種）、ゲンゴロウブナ（ヘ

ラブナ）が生息しており、ウグイは自然分布

の可能性が高い。 

 

表２．文献調査で確認された愛知川上流水域の魚

類一覧 

魚種名 

調査年月日 

1994 年 

6,12 月 

2002 年 

8,9 月 

ウナギ 〇  

アユ 〇  

イワナ 〇 〇 

アマゴ 〇 〇 

ニジマス 〇  

カワムツ 〇 〇 

オイカワ 〇  

アブラハヤ 〇  

タカハヤ 〇 〇 

カマツカ 〇  

アジメドジョウ 〇 〇 

アカザ 〇 〇 

カワヨシノボリ 〇 〇 

カジカ（大卵型） 〇 〇 

合計種数 12 8 

※茶屋川と神崎川の合流点より上流水域の神崎川 

 

 

（4）愛知川中流水域の魚類（藤岡） 

 永源寺ダムの下流から八日市地区の市街

部における愛知川中流水域の魚類相につい

ては、上述の滋賀県水産試験場による調査報

告がある（滋賀県水試 1997, 2005）。これら

によれば 1994 年には 18 種が、2002 と 2003

年には 21 種がそれぞれ確認されている（表

３）。 

これらはいずれも在来種で、アユ、ウナ

ギ、ヨシノボリ（オウミヨシノボリと思わ

れる）は回遊魚で琵琶湖から遡上してきた

ものである。 

 

表３．文献調査で確認された愛知川中流水域の魚

類一覧 

魚種名 

調査年月日 

1994 年 

7,12 月 

2002 年 9 月, 

2003 年 6 月 

スナヤツメ 〇 〇 

ウナギ 〇  

アユ 〇 〇 

アマゴ 〇 〇 

カワムツ 〇 〇 

オイカワ 〇 〇 

ウグイ 〇  

アブラハヤ 〇 〇 

ムギツク 〇 〇 

モツゴ  〇 

カマツカ 〇 〇 

イトモロコ  〇 

ギンブナ 〇 〇 

アブラボテ  〇 

ドジョウ  〇 

シマドジョウ 〇 〇 

アジメドジョウ  〇 

ギギ 〇 〇 

アカザ 〇 〇 

ナマズ 〇  

ドンコ 〇 〇 

ヨシノボリ 〇 〇 

カワヨシノボリ  〇 

カジカ（大卵型） 〇 〇 

合計種数 18 21 

※国道 307号線の春日橋の上流約３kmから 1.5kmの水

域 

 

（5）愛知川下流水域の魚類（藤岡） 

 愛知川の国道８号から下流水域には、同上

の研究報告によれば 1994 年と 1995 年の調

査では、外来魚を含む 14種が、2002年と 2003

年では 13 種が確認されている（表４）。こ

れらの中でカムルチー、オオクチバス、ブル

ーギルは国外外来種であり、ヌマチチブは国

内外来種である。したがって下流水域の在来
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魚類相としては、14種程度と考えられる。 

これらの中で、ウナギ、アユ、ビワマス、

ニゴロブナ、ヨシノボリ（おそらくオウミヨ

シノボリと考えられる）、ウツセミカジカは

回遊魚であり、琵琶湖から遡上してきたもの

と考えられる。 

以上の（3）～（5）の結果を総合すると、

愛知川の全域では在来魚 29 種、国外外来魚

４種、国内外来魚２種の合計 35 種の生息が

確認されていることになる。 

 

表４．文献調査で確認された愛知川下流水域の魚

類一覧 

魚種名 

調査年月日 

1994 年 7 月, 

1995 年 1 月 

2002 年 9 月, 

2003 年 6 月 

スナヤツメ 〇  

ウナギ 〇  

アユ 〇 〇 

ビワマス 〇  

オイカワ 〇 〇 

カマツカ 〇  

ニゴロブナ 〇 〇 

ギンブナ 〇 〇 

シマドジョウ 〇 〇 

ナマズ  〇 

カムルチー  〇 

オオクチバス  〇 

ブルーギル  〇 

ヨシノボリ 〇 〇 

ヌマチチブ 〇 〇 

ウキゴリ 〇 〇 

ウツセミカジカ 〇 〇 

合計種数 14 13 

※彦根市新海町の栗見橋の上流約１km から下流 500m

の水域 

 

 

（6）湖東平野の水田域の魚類相（藤岡） 

上述のように、東近江市には湖東平野と呼

ばれる平坦な台地が広がり、多くは水田で水

路網が伸びている。 

水田地帯の魚類相については、2025 年度

の市民参加型調査による報告（藤岡ら2025）

があり、これによれば、八日市地区の白鳥川

では、ゲンゴロウブナ、オイカワ、カマツカ、

タイリクバラタナゴ、シマドジョウ、カワヨ

シノボリ、オオクチバス、ブルーギルの８種

が確認されている。これらの中で在来種は、

ゲンゴロウブナ、オイカワ、カマツカ、シマ

ドジョウ、カワヨシノボリの５種である。 

また、愛東地区の経田川の生息魚として、

アユ、オイカワ、カワムツ、タモロコ、ドン

コ、ドジョウ、トウヨシノボリの７種が報告

されている。 

さらに、五個荘地区の大同川では、アユ、

オイカワ、カワムツ、ギンブナ、カネヒラ、

ウキゴリ、ドジョウ、シマドジョウ、ドンコ、

トウヨシノボリ、メダカの 11 種が捕獲され

ている。 

これらの魚類の中で上記の愛知川の調査

では報告がなかった在来魚類は、ゲンゴロウ

ブナ、タモロコ、カネヒラの３種であった。 

上記の水域は琵琶湖を除く内陸部の淡水

魚類相であり、愛知川を含める（3）～（6）

の結果を総合すると、在来魚 32 種、外来魚

６種の合計 38種生息が確認されている。 
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７ 鈴鹿の森の爬虫類・両生類 

能政 研介                     

 

（1）はじめに 

鈴鹿山脈の爬虫類・両生類相については岡

田・角田（1963）による報告や、鈴鹿山脈北

部の霊仙地域に生息する種の報告（村長 

2002）があるほか、鈴鹿山脈周辺に位置する

各自治体の市町村史に記述がみられる。 

その多くは過去の目撃情報や記録をまと

めたもので、ひとつの地域の爬虫類・両生類

相調査を詳細に行った報告はみられない。 

今回、文献調査により滋賀県及び鈴鹿山脈

の爬虫類・両生類相を整理したことに加え、

東近江市森の文化資源調査として、鈴鹿山脈

中央部に位置する愛知川上流の御池川およ

び茶屋川流域を中心とした地域で現地調査

を行い、爬虫類・両生類の生息状況を確認し

た。 

広大な鈴鹿山脈から見れば限られた一部

の地域ではあるが、鈴鹿山脈の爬虫類・両生

類相に関する貴重な基礎資料になると考え

られる。 

 

（2）滋賀県の爬虫類・両生類相 

滋賀県の爬虫類・両生類は滋賀県レッドデ

ータブック 2020年度版によると、爬虫類 17

種、両生類 21 種が確認されている（滋賀県

生き物総合調査委員会 2021）。 

2020 年以降、爬虫類は確認種数に変更は

ないが、両生類では新たに発見されたクロサ

ンショウウオ（関・水戸 2023）のほか、ヒメ

タゴガエル（Eto et al. 2022）、アズマヒキ

ガエル（Fukutani et al. 2023）、ホムラハ

コネサンショウウオ（Yoshikawa & Matsui 

2022）が分類の見直しにより追加され、2025

年現在、滋賀県に生息する両生類は 25 種と

なっている（表１、表２）。 

また従来ニホンアマガエルとされていた

種が日本の東西で２種に分けられ、滋賀県に

生息する種はヒガシニホンアマガエルとな

った（Shimada et al. 2025）。 

このような分子遺伝解析を用いた種の分

類は今後も進むと考えられる。 

 

（3）鈴鹿山脈の爬虫類・両生類相 

鈴鹿山脈の爬虫類・両生類相については岡

田・角田（1963）が爬虫類 11種、両生類 16

種を報告しているほか、村長（2002）は霊仙

山周辺に生息する種として爬虫類 10 種、両

生類 12種を報告している。 

その他、滋賀県レッドデータブック（滋賀

県生き物総合調査委員会 2021）や甲賀市レ

ッドリスト 2022（甲賀市みなくち子どもの

森自然館 2022）、永源寺町史（東近江市 2008）、

日野町史（松井 2005）、亀山市史（富田・清

水 2011）を参照し、鈴鹿山脈全体では爬虫類

13種、両生類 20種の記録が確認された（表

１、表２）。 

比較的分布が限られる種として、本州中部

地方から紀伊半島にかけて分布しているナ

ガレヒキガエルやマホロバサンショウウオ

が生息しているが、鈴鹿山脈に固有の種はみ

られない。 

なお鈴鹿山脈南部はアズマヒキガエルと

ニホンヒキガエル、ヒガシニホントカゲとニ

ホントカゲの分布の境界になっていると考

えられるが、それぞれの分布域の詳細は不明

である。 

 

（4）現地調査対象地の環境的特徴 

今回現地調査を実施したのは、愛知川に流

入する御池川および茶屋川流域を中心とす

る地域である。大部分が標高 300ｍ～1000ｍ

前後の急峻な山地で、斜面の多くは植林や落
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葉広葉樹林に覆われている。平地は少なく、

杠葉尾町や黄和田町の集落周辺に比較的広

い農地が見られるが、多くは耕作放棄地とな

っている。御池川と茶屋川の２つの大きな支

流が流れ、それぞれに細い沢が数多く流入し、

流水環境は非常に豊富である。一方で止水環

境は少なく、砂防堰堤によって造成された止

水域が沢沿いに存在するほか、愛知川沿いに

比較的広い面積のわんどが見られる。また、

林道上や山地の尾根上に小規模な水たまり

が見られる。杠葉尾町の集落周辺には稲作が

行われている水田地帯が存在し、春から夏に

かけては貴重な止水環境となっている。 

 

（5）現地調査結果 

2023 年９月から実施している現地調査の 

結果、爬虫類 12種、両生類 14種が確認さ

れた（表１、表２）。 

（ア）爬虫類 

爬虫類については河川下流域に生息する

ニホンスッポンなどのカメ類と、滋賀県では

野洲川以南に分布するニホントカゲを除き、

滋賀県に生息する爬虫類の大半が確認され

た。 

ニホンイシガメは愛知川沿いのわんどで

確認されたほか、犬上川水系上流の調整池で

も多数の個体が確認された。平野部から山地

まで広い範囲に生息し、鈴鹿山脈の渓流域に

も生息する唯一のカメ類である。 

ヒガシニホントカゲとニホンカナヘビは

集落周辺から山地の登山道まで広い範囲で

確認された。また、ニホンヤモリは道の駅奥

永源寺渓流の里の外壁や街灯で夜間に採餌

している個体が複数確認された。 

ヘビ類は滋賀県産既知種の８種すべてが

確認された。シマヘビとヤマカガシが最も多

No. 目名 科名 和名 学名 

現

地 

調

査 

鈴

鹿 

山

脈 

滋

賀 

県 

1 カメ目 イシガメ科 ニホンイシガメ Mauremys japonica ○ ○ ○ 

2     ミナミイシガメ Mauremys mutica mutica   ○ 

3     クサガメ Mauremys reevesii   ○ 

4 
  

ヌマガメ科 ミシシッピアカミミ

ガメ 
Trachemys scripta elegans   ○ 

5   スッポン科 ニホンスッポン Pelodiscus japonicus   ○ 

6 有鱗目 ヤモリ科 ニホンヤモリ Gekko japonicus ○ ○ ○ 

7   トカゲ科 ニホントカゲ Plestiodon japonicus  ○ ○ 

8     ヒガシニホントカゲ Plestiodon finitimus ○ ○ ○ 

9   カナヘビ科 ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoides ○ ○ ○ 

10   タカチホヘビ科 タカチホヘビ Achalinus spinalis ○ ○ ○ 

11   ナミヘビ科 シマヘビ Elaphe quadrivirgata ○ ○ ○ 

12     アオダイショウ Elaphe climacophora ○ ○ ○ 

13     ジムグリ Euprepiophis conspicillatus ○ ○ ○ 

14     シロマダラ Lycodon orientalis ○ ○ ○ 

15     ヒバカリ Hebius vibakari vibakari ○ ○ ○ 

16     ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus ○ ○ ○ 

17   クサリヘビ科 ニホンマムシ Gloydius blomhoffii ○ ○ ○ 

2 目 9 科 17 種 種数 12 13 17 

注）種の並び順及び和名は「河川水辺の国勢調査ための生物リスト-令和 6 年度リスト-（国土交通省,2024 年 10

月 16 日更新）」に準拠した。 

表１. 鈴鹿の森の爬虫類種一覧（2025 年３月現在） 
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くの地点で確認され、シマヘビは農地や河原

など開けた場所で、ヤマカガシは林道上や登

山道上で多く確認された。アオダイショウと

ニホンマムシも林内や河原などの複数個所

で確認されている。ジムグリとヒバカリはや

や稀で、いずれも山林内や林道上で確認され

た。シロマダラは 2003 年に蛭谷町で採集さ

れた幼蛇の標本が、タカチホヘビは君ヶ畑町

で車に轢かれた１個体が確認されたのみで

あった。ともに夜行性で発見が難しい種であ

るが、広く分布していると考えられる。 

（イ）両生類 

① 山地の源流域に生息する種 

山地の源流域に生息する種として、ヒダサ

ンショウウオ、マホロバサンショウウオ、ナ

ガレヒキガエル、ナガレタゴガエル、カジカ

ガエルが確認された。 

ヒダサンショウウオとナガレタゴガエル

は御池川や茶屋川に流入する小規模な沢で

確認された。ナガレヒキガエルは比較的川幅

No. 目名 科名 和名 学名 

現

地 

調

査 

鈴

鹿 

山

脈 

滋

賀 

県 

1 有尾目 サンショウ 

ウオ科 

   

  

  

  

クロサンショウウオ Hynobius nigrescens   ○ 

2   ヒダサンショウウオ Hynobius kimurae ○ ○ ○ 

3   ヤマトサンショウウオ Hynobius vandenburghi   ○ 

4   マホロバサンショウウオ Hynobius guttatus ○ ○ ○ 

5   ハコネサンショウウオ Onychodactylus japonicus  ○ ○ 

6   ホムラハコネサンショウウ

オ 

Onychodactylus pyrrhonotus   ○ 

7   オオサンショウ

ウオ科 

オオサンショウウオ Andrias japonicus  ○ ○ 

8   イモリ科 アカハライモリ Cynops pyrrhogaster ○ ○ ○ 

9 無尾目 ヒキガエル科 ニホンヒキガエル Bufo japonicus  ○ ○ 

10     アズマヒキガエル Bufo formosus ○ ○ ○ 

11     ナガレヒキガエル Bufo torrenticola ○ ○ ○ 

12   アマガエル科 ヒガシニホンアマガエル Dryophytes leopardus ○ ○ ○ 

13   アカガエル科 タゴガエル Rana tagoi ○ ○ ○ 

14     ナガレタゴガエル Rana sakuraii ○ ○ ○ 

15     ニホンアカガエル Rana japonica  ○ ○ 

16     ヤマアカガエル Rana ornativentris ○ ○ ○ 

17     ヒメタゴガエル Rana kyoto   ○ 

18     トノサマガエル Pelophylax nigromaculatus ○ ○ ○ 

19     ナゴヤダルマガエル Pelophylax porosus 
brevipodus 

  ○ 

20     ウシガエル Lithobates catesbeianus  ○ ○ 

21     ツチガエル Glandirana rugosa ○ ○ ○ 

22   ヌマガエル科 ヌマガエル Fejervarya kawamurai  ○ ○ 

23   アオガエル科 シュレーゲルアオガエル Zhangixalus schlegelii ○ ○ ○ 

24     モリアオガエル Zhangixalus arboreus ○ ○ ○ 

25     カジカガエル Buergeria buergeri ○ ○ ○ 

2 目 8 科 25 種 種数 14 20 25 

注）種の並び順及び和名は「河川水辺の国勢調査ための生物リスト-令和 6 年度リスト-（国土交通省,2024 年 10

月 16 日更新）」に準拠した。  

注）岡田・角田（1963）にはオオダイガハラサンショウウオの記載があるが現在の分布から判断して採用しなか

った。  

表２. 鈴鹿の森の両生類種一覧（2025 年３月現在） 

29



 

30 

 

の広い渓流沿いの淵や滝つぼで確認された。

マホロバサンショウウオはわずかに伏流水

が流れる斜面で確認された。県内での生息地

は限られ、湖東側の伊吹山地から鈴鹿山脈に

かけてのみ分布している。 

これらの種は鈴鹿山脈の中でも特に山深

い、山岳地帯の渓谷の清流に生息する種であ

り、鈴鹿の森の豊かさを特徴づける両生類で

ある。 

② 山地から山裾の広範囲に生息する種 

山地から山裾までの広い範囲に生息する

種として、アカハライモリ、アズマヒキガエ

ル、タゴガエル、ヤマアカガエル、シュレー

ゲルアオガエル、モリアオガエルが確認され

た。 

アズマヒキガエル、ヤマアカガエルは林道

上の水たまりで産卵している個体が確認さ

れた。タゴガエルは水の染み出る岩の隙間で

特徴的な鳴き声が確認された。モリアオガエ

ルは水田やわんど、林道上の水たまりで白い

泡状の卵塊が多数確認された。 

③ 水田などの止水域に生息する種 

水田などの止水域に生息する種として、ヒ

ガシニホンアマガエル、トノサマガエル、ツ

チガエルが確認された。 

いずれも平野部では普通にみられる種で

あるが、調査範囲では杠葉尾町の水田地帯と

愛知川沿いのわんどでしか見つかっておら

ず、分布は非常に限定的である。また永源寺

ダムより下流の平野部の個体群との遺伝的

交流はないと考えられ、鈴鹿山中に孤立した

個体群である。 

かつて山間の集落にはほぼ必ず水田が存

在し、永源寺地区でもほとんどの集落で小規

模ながら稲作が行われていた（東近江市

2025）。しかし現在、調査を実施した範囲内

で稲作が行われているのは杠葉尾町といっ

た一部の集落のみであり、人の手によって作

り出された水辺の生物の貴重な生息環境と

なっている。鈴鹿山脈全体でみても山中に水

田が残っているのは野洲川流域の甲賀市土

山町鮎川などわずかな地域のみであり、山中

に残る湿地環境として貴重である。 

 

（6）今後の課題 

今後の調査の課題として、生体が見つかっ

ていないシロマダラやタカチホヘビなどの

夜行性の爬虫類の調査、文献での記録はある

ものの現地調査では発見に至っていないハ

コネサンショウウオの探索があげられる。 
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８ 鈴鹿の森の鳥類 

山﨑 亨                     

 

（1）はじめに 

鳥類相を把握する調査手法は大きく分け

て①定点観察と②ラインセンサスである。定

点観察は特定の地点に滞在し、そこから目撃

できた種および鳴声で確認できた種とその

数を記録する方法である。一方、ラインセン

サスは決められたコースを概ね時速 2km ほ

どで歩き、両側 50ｍの範囲内で目撃できた

種または鳴いている種を特定し、地図上に記

録していく方法である。 

2023年 4月から 2025年 4月までに実施し

た調査は次のとおりである。 

① 定点観察 
2024 年 12月 30日：君ヶ畑町集落内 

2025 年４月 20日：木地師やまの子の家

（古民家周辺） 

② ラインセンサス 

2023 年 10月６日：大山谷林道 

2023 年 11月９日：木地師やまの子の家

～蛭谷町 

 

（2）既存文献における鈴鹿山脈の山脈の種

数、希少種 

 鈴鹿山脈だけを対象にした鳥類のリスト

はない。滋賀県自然環境保全課が「滋賀県で

大切すべき野生生物－滋賀県レッドデータ

ブック 2020 年版－」に絶滅危惧種・絶滅危

機増大種・希少種として記載されている種に

ついて、分布域が「永源寺町」と「鈴鹿山脈」

とされている種を取りまとめたのが表 1 で

ある。 

 なお、種リストをまとめるにあたっては、

2016～2018 年度に東近江市が実施した「東

近江市民参加型生物多様性調査業務報告書」

（びわ湖の森の生き物研究会）および私が

2002 年～2006 年に蛭谷町周辺で確認した種

リストを参考にした。 

 その結果、2025 年 7 月時点での鈴鹿の森

における鳥類の種リストは巻末付表のとお

り、38科 95種となる。ただし、表 1にある

カヤクグリとゴジュウカラは少なくとも鈴

鹿の森では確認していないので、種リストに

は加えていない。 

 

（3）鈴鹿山脈の鳥類相 

鈴鹿山脈は東日本と西日本の動物相の境

界部に位置するだけでなく、冬季には滋賀県

側は日本海側気候の影響を強く受けるため、

多様な気象状況を有する。さらに標高も湖東

平野から鈴鹿山脈最高峰の御池岳（1,247ｍ）

まで 1,000ｍ近い標高差があるだけでなく、

滋賀県側は地形がきわめて複雑で、多くの谷

が複雑に入り込んでおり、多様な小環境が存

在している。このため、鈴鹿山脈には鳥類に

とって様々なハビタットが存在し、生息する

鳥類の種数が多い。 

 

（4）鈴鹿の森の鳥類相の特徴 

（ア）猛禽類の宝庫 

昼行性の猛禽類であるクマタカ・オオタ

カ・ハイタカ・ツミが周年生息し、繁殖して

いる。かつてはイヌワシも繁殖していたこと

が確認されている。また夏に日本に飛来し繁

殖するハチクマ・サシバも旅鳥として通過す

るだけでなく、サシバは山間部で連続して繁

殖しており、ハチクマも最近は繁殖する個体

が増加しつつある。また、主に冬鳥として北

方から飛来するノスリの一部も繁殖してい

る。さらに、夜行性の猛禽類であるオオコノ

ハズク（留鳥）・コノハズク（夏鳥）・アオバ

ズク（夏鳥）・フクロウ（留鳥）が生息してお

り、アオバズクとフクロウは繁殖が確認され

31



 

32 

 

ている。このように生態系食物連鎖の上位に

位置する猛禽類の多種が繁殖しているとい

うことは、鈴鹿の森には多種多様な獲物や環

境が存在することを意味している。 

とくに、共に大型猛禽でありながら、ハビ

タットが大きく異なるイヌワシとクマタカ

の両種が生息できることは、きわめて希で貴

重なことである。開放環境をハンティング場

所とするイヌワシが生息できた理由は、御池

岳や藤原岳の山頂部に存在するカルスト地

形に広がる自然開放地の存在に加え、古くか

ら人々が森林資源を多様な形で利用するこ

とによって人為的開放地が創出されてきた

ことに起因している。しかし、東近江市に生

息していた１ペアのイヌワシは 2017 年末に

消失してしまった。その原因は戦後の拡大造

林政策によって大規模に植林された人工林

が生育し、伐採されない状態が続いているこ

とや人為的な開放地が激減したことによる。 

クマタカは東南アジアの熱帯雨林に生息

するクマタカ属の 1種で、典型的な森林性の

猛禽である。鈴鹿の森にはクマタカの繁殖ペ

アが連続して生息しているが、これはハンテ

ィング可能な林内空間の広い成熟した森林

が多いことや獲物となる様々な中小動物が

多く生息していることに起因している。 

（イ）夏緑広葉樹林で繁殖する鳥が多い 

東近江市の鈴鹿の森は他の地域に比べて

夏緑広葉樹林が多く、春から初夏にかけて多

数の昆虫が発生するため、これを捕食して繁

殖する夏鳥のクロツグミ・オオルリ・キビタ

キが多く飛来する。また、水辺に近い林床部

で小動物を捕食する夏鳥のアカショウビン

も少なからず繁殖している。さらに夏緑広葉

樹林の果実を食する留鳥のイカル・アオバ

ト・コガラも多く生息し、繁殖している。ま

た、夜行性のトラツグミの生息数が多いこと

も特徴的である。トラツグミは主にミミズを

捕食し、夏緑広葉樹林には腐葉土が多いこと

がその要因であると思われる。 

また、天然のスギやモミと夏緑広葉樹が混

生している針広混交林はより多様な小環境

を有していることから生息する鳥類が多く、

ヤマガラ・シジュウカラ・ヒガラ・エナガ・

アオゲラ・キビタキ（夏鳥）が生息繁殖して

いる。 

 

表 1．滋賀県で大切にすべき野生生物-滋賀県レッドデータブック 2020 年版-に記載されている絶滅

危惧種・絶滅危機増大種・希少種  
 

永源寺町で検索  鈴鹿山脈で検索 

絶滅危惧種 ヤマセミ  絶滅危惧種 

   
イヌワシ 

絶滅危機増大種 

  
ハチクマ  クマタカ 

コルリ  オオコノハズク 

希少種  ツミ  コノハズク 

ハイタカ  絶滅危機増大種 

  
ヨタカ 

サシバ  コマドリ 

オオアカゲラ  コルリ 

サンショウクイ  希少種 

  
オシドリ 

ヤブサメ  ジュウイチ 

センダイムシクイ  ツミ 

ミソサザイ  アカショウビン 

キビタキ  ヤイロチョウ 

オオルリ  メボソムシクイ 

カヤクグリ  ゴジュウカラ 

   ミソサザイ 

   カワガラス 
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（ウ）渓谷で繁殖する鳥が多い 

鈴鹿の森には御池川・神崎川・茶屋川だけ

でなく、多数の支川が複雑に入り込んでいる

ことから、渓谷や渓流を好むミソサザイ・オ

オルリ（夏鳥）・カワガラス・ヤマセミ・アカ

ショウビン（夏鳥）・キセキレイ・ヤマドリ

が生息している。ヤマセミは山間部の渓流で

魚を捕食する大型のカワセミの仲間で、20年

ほど前までは普通に見られていたが、急激に

姿を消し、現在ではほとんど見られない状態

になっている。 

（エ）渡り鳥の通過場所 

春には南方の越冬地から北方の繁殖地に

向かう多くの夏鳥が鈴鹿の森を通過する。小

鳥類はその姿を見ることが難しいが、猛禽類

のハチクマ・サシバ・ノスリが鈴鹿の森の上

空を渡っていくのを目撃することができる。 

秋には北方の繁殖地から多くの野鳥が南

下してくる。マヒワ・アトリ・ツグミは群で

南下してくることが多く、犬上川の南端にあ

たる谷の源流部から南側の東近江市に吹き

抜ける風の通り道には多くの鳥が集結して

通過することから、「鳥越」という地名のつ

いた所もある。   

（オ）本州中部以北で繁殖する鳥が繁殖 

鈴鹿山脈では本州中部以北の森林で繁殖

する夏鳥のコルリが一部の山頂部付近で繁

殖することが知られているが、東近江市でも

シャクナゲやササの生育する山頂部付近で

コルリの繁殖する場所がある。鈴鹿の森は東

日本と西日本の動物相の境界部に位置して

いることから、山頂部付近では他にも中部以

北で繁殖する種が繁殖している可能性もあ

る。 

 

（5）鈴鹿の森の季節ごとの代表的な鳥類 

（ア）夏鳥 

オオルリ・キビタキ・サンコウチョウ・ク

ロツグミ・サンショウクイ・アカショウビン・

ツバメ・イワツバメ・サシバ・ハチクマ・ア

オバズク・ヨタカ 

（イ）冬鳥 

アトリ・マヒワ・ジョウビタキ・ルリビタキ・

ツグミ・シロハラ 
（ウ）旅鳥 

コマドリ・メボソムシクイ・エゾビタキ・

アマツバメ・ハリオアマツバメ 

（エ）留鳥 

ヤマガラ・シジュウカラ・ヒガラ・コガラ・

エナガ・メジロ・アオゲラ・オオアカゲラ・

コゲラ・キセキレイ・ミソサザイ・カワガラ

ス・ヤマドリ 

 

（6）鈴鹿の森の鳥類相の変化 

 鳥類相は植生の変化による生息環境の変

化により、大きく変化する。1980 年代の拡大

造林政策が鈴鹿山脈でも広域に進められて

いた時には、伐採地を好むイヌワシ、ヨタカ

が安定して生息していたが、植林されたスギ

が大きく生育する一方、伐採がほとんど行わ

れなくなったことから、うっぺいした森林環

境が広がり、イヌワシは 2017 年に東近江市

から姿を消し、ヨタカも激減した。 

また、シカの急増による下層植生の激減に

より、ウグイス、コルリなどの灌木を好む鳥

も減少した。 

さらに原因は不明であるが、御池川、神崎

川などの河川ではヤマセミが激減し、現在で

はほぼ絶滅状態にある。 

（ア）絶滅または激減した種 

イヌワシ・コノハズク・ヨタカ・ヤマセミ 

（イ）増加した種 

キビタキ・アカショウビン・ミサゴ 

（ウ）侵入してきた外来種 

ガビチョウ・ソウシチョウ 

 

（7）参考文献 

「滋賀県で大切すべき野生生物-滋賀県レッドデータ
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ブック 2020年版-」（2021年 滋賀県自然環境保全課） 

「東近江市民参加型生物多様性調査業務報告書 2016

年度,2017 年度,2028 年度」（びわ湖の森の生き物研究

会） 
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９ 鈴鹿の森の哺乳類 

千々岩 哲            

 

（1）はじめに 

東近江市の鈴鹿の森は鈴鹿山脈の中央に

位置し、紀伊山地と本州山岳地帯を結ぶ野生

動物の回廊として重要な位置にある。しかし、

野生動物の生息地としての鈴鹿山地の環境

は、近年、急激な個体数の増加及び分布域の

拡大をみせるニホンジカ（滋賀県・三重県教

育委員会 2024）の採食圧による植生への影

響（藤木ほか 2014）と気候変動に伴う豪雨

災害による影響を強く受けていると考えら

れる。特に消失著しい草本や低木に依存的な

種に対してその影響は大きいと考えられる。 

鈴鹿の森の自然環境及びそこに生息する

様々な動物群について調査を進め、現状を記

録することは、今後の展望を考えていく上で

非常に重要である。そこで、①文献調査と、

②自動撮影カメラによる哺乳類相の調査、③

現地調査の結果を中心に情報を整理し、報告

する。 

 

（2）調査手法 

（ア）文献調査 

既存文献調査として、東近江市の特に旧永

源寺町に関する哺乳類について記録されて

いる文献を収集し、情報を整理した。なお、

旧永源寺町には平野部も存在しており、森林

地帯ではない部分も含まれていることに留

意する必要がある。 

（イ）自動撮影カメラによる調査 

東近江市が事業として実施した以下の２

事業について、概要を述べる。 

① 哺乳類相解析調査業務（森博調査） 

令和５年度及び令和６年度に、（仮称）東

近江市森の文化博物館基本計画における「哺

乳類相解析調査業務（以下、森博調査）」とし

て、鈴鹿の森内に５台の自動撮影カメラを設

置し、哺乳類の出現状況を調査した。カメラ

名を森博１～５と名付け、設置地点ごとに撮

影状況を整理した。 

② 東近江市生物多様性の保全を重視した森

づくりプロジェクトにかかるモデル林の森

林生態系モニタリング調査業務（モデル林調

査） 

令和３年度から令和５年度の期間に、「東

近江市生物多様性の保全を重視した森づく

りプロジェクトにかかるモデル林の森林生

態系モニタリング調査業務（以下、モデル林

調査）」として、鈴鹿の森内にある当事業の

主伐地や間伐モデル林内に６台の自動撮影

カメラを設置し、哺乳類の出現状況を調査し

た。カメラ名をｋ１～６と名付け、設置地点

ごとに撮影状況を整理した。 

（ウ）現地調査 

2024 年 10 月 14 日に哺乳類相解析調査業

務の自動撮影カメラ設置地点を巡回し、対象

地域の植生環境の概要把握を行った。哺乳類

の痕跡を確認した際には、痕跡の種類及び位

置を記録した。植生については、現地で確認

した種類に加え、環境省植生図を参考とした。 

 

（3）文献調査における哺乳類相 

文献調査の結果を表１に示す。文献調査で

は、ノネコとノイヌを含めると７目 16科 25

種の生息情報があった。小型哺乳類について

は、捕獲を中心とした調査が必要であること

から、過去の生息情報は限定的であり、カワ

ネズミやスミスネズミ、ヤマネの生息情報は

見当たらなかった。しかし、かつての当地の

自然環境を思えば、これら３種が生息してい

た（もしくは生息している）可能性がある。 
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表１．確認された哺乳類一覧（○は確認された種を表す。番号の詳細は下の注記参照） 

＊目録は河川水辺の国勢調査 2024 年度版生物目録に準じた。 

1:旧永源寺町内ロードキル情報（令和 2 年度） 

2:旧永源寺町内ロードキル情報（令和 3 年度） 

3:旧永源寺町内ロードキル情報（令和 4 年度） 

4:旧永源寺町内ロードキル情報（令和 5 年度） 

5:滋賀県の社寺林におけるムササどの分布．千々岩哲（2008）リスとムササビ 21．2-11 

6:社寺建造物を指標とした滋賀県内のアライグマ分布状況．千々岩哲・川道美枝子（2013）滋賀自然環境研究会誌 11．25-38 

7:永源寺町史 通史編 さまざまな生物相_p77⁻100_H18_永源寺町史編さん委員会 

8:第 6 回鈴鹿山脈カモシカ保護地域特別調査報告書．2023．滋賀県・三重県教育委員会 

9:東近江市生物多様性の保全を重視した森づくりプロジェクトにかかるモデル林の森林生態系モニタリング調査業務報告書 

（令和３年度、令和４年度、令和５年度）. 東近江市環境部森と水政策課事業 

10: 哺乳類相調査業務報告書（令和５年度、令和６年度）. 東近江市企画部森の文化推進課事業 

11:2024 年 10 月 14 日における現地踏査により痕跡を確認した種  

番

号 
目名 科名 種名 学名 

文献調査 
自動撮影カメラ

による調査 

現地 

調査 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 11 

1 モグラ目 

（食虫目）  

トガリ 

ネズミ科 
ジネズミ 

Crocidura 
dsinezumi     

  ○  
  

 

2 モグラ科 
ヒミズ 

Urotrichus 
talpoides     

  ○  
  

 

3   コウベモグラ Mogera wogura 
    

  ○  
  

 

4 コウモリ目 

（翼手目） 

キクガシラ 

コウモリ科 

コキクガシラ 

コウモリ 

Rhinolophus 
cornutus     

  ○  
  

 

5 キクガシラ 

コウモリ 

Rhinolophus 
ferrumequinum     

  ○  
  

 

6 サル目 

（霊長目） 

オナガザル

科 
ニホンザル Macaca fuscata  ○ ○ ○   ○  ○ ○  

7 ウサギ目 ウサギ科 
ノウサギ 

Lepus 
brachyurus     

  ○  ○ ○  

8 ネズミ目 

（齧歯目） 

  

  

  

  

リス科 ニホンリス Sciurus lis 
    

    ○ ○ ○ 

9   
ムササビ 

Petaurista 
leucogenys     

○  ○  
  

○ 

10 ネズミ科 
アカネズミ 

Apodemus 
speciosus     

  ○  
 

○  

11   
ヒメネズミ 

Apodemus 
argenteus     

  ○  
  

 

12   
カヤネズミ 

Micromys 
minutus     

  ○  
  

 

 
  ネズミ科 Muridae sp. 

    
    ○ ○  

13 ネコ目 

（食肉目） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

クマ科 
ツキノワグマ 

Ursus 
thibetanus     

  ○  
  

 

14 アライグマ

科 
アライグマ Procyon lotor 

    

 ○   
  

 

15 イヌ科 
タヌキ 

Nyctereutes 
procyonoides 

○ ○ ○ ○   ○  ○ ○  

16   キツネ Vulpes vulpes ○ 
 

○ ○   ○  ○ ○  

17   
ノイヌ 

Canis 
familiaris     

  ○  
  

 

18 イタチ科 テン Martes melampus 
   

○   ○  ○ ○  

19   
シベリアイタチ 

Mustela 
sibirica     

  ○  
  

 

20   ニホンイタチ Mustela itatsi 
    

  ○  
  

 
 

  イタチ属の一種 Mustela sp. 
    

    ○  
 

21   アナグマ Meles anakuma 
    

  ○  ○ ○  

22 ジャコウネ

コ科 
ハクビシン Paguma larvata 

 
○ ○ ○     ○ ○  

23 ネコ科 ノネコ Felis catus 
    

  ○  
  

 

24 ウシ目 イノシシ科 イノシシ Sus scrofa 
    

  ○  ○ ○  

25 （偶蹄目） シカ科 ニホンジカ Cervus nippon 
    

  ○ ○ ○ ○ ○ 

26   ウシ科 
カモシカ 

Capricornis 
crispus     

  ○ ○ ○ ○  

  7 目 16 科 26 種 2 3 4 5 1 1 23 2 13 13 3 
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記録された文献数では、ニホンザルとタヌ

キが最多の５文献、ニホンザル、キツネの２

種が４文献、ハクビシンが３文献であった。

モグラ目やネズミ目の小型哺乳類は、１文献

であり、確認情報が乏しい状況にあった。ま

た、ツキノワグマとアライグマも１文献であ

り、これらの生息情報も限られた。 

カモシカについては、三重県側での鈴鹿

山脈カモシカ保護地域における長期モニタ

リングにより、近年、生息密度が著しく低

下し、生息が危ぶまれていると言われてい

る（橋本・森 2018）。カモシカの減少理由

としては、採食物が重複するニホンジカが

急増したことにより植生が衰退し、縄張り

性の本種を追いやっていると推測される。 

ツキノワグマについては、鈴鹿山脈での繁

殖に関する情報得られていないことから、環

境省は個体群の生息域には位置づけていな

い。 

鈴鹿の森の哺乳類の生息種はいずれも環

境省レッドリストに該当しなかったが、ツキ

ノワグマは種の保存法によって国際取引上

の保護対象に、カモシカは文化財保護法によ

って特別天然記念物に指定される。 

滋賀県レッドリストには、ジネズミ、キク

ガシラコウモリ、ニホンザル、ムササビ、カ

ヤネズミ、ツキノワグマ、カモシカの 7種が

該当した。うち絶滅危惧種はキクガシラコウ

モリとカモシカであった。森林性だけでなく、

ジネズミやカヤネズミのような里地、草地に

依存的な種も含まれた。なお、侵略的外来種

と考えられるアライグマ、ハクビシン、ノイ

ヌ、ノネコが確認されており、その影響が懸

念されるが、詳しい生息状況は分かっていな

い。 

 

（4）自動撮影カメラにおける哺乳類相 

（ア）種ごとのカメラ撮影枚数 

自動撮影カメラの種ごとの撮影数を表２

に示す。 

撮影数が最も多かったのはニホンジカで、

総撮影数は 704 記録と突出していた。次に、

ニホンザルの 394 記録とタヌキの 360 記録

が多く、テン、キツネ、アナグマと続いた。

これらの種はいずれも身近な生き物として

知られる代表種と言える。 

ニホンジカの撮影記録が多かったのは、そ

の生息数が多いことが大きな要因と考えら

れる。タヌキやキツネについては、自動撮影

カメラの設置地点が主要な移動ルートと重

なっていたことが考えられる。ニホンザルに

ついては、群れで行動していることから、自

動撮影カメラの設置地点を群れが通過する

ことで記録数が伸びたものと考えられる。 

（イ）各環境における哺乳類相 

自動撮影カメラで撮影された結果（表２）

から、設置地点の環境ごとに哺乳類相を考察

する。 

① 河川沿いの夏緑広葉樹林 

森博１の環境は河川沿いの夏緑広葉樹林

で、フサザクラ、イタヤカエデ、シラキなど

から構成される夏緑広葉樹林で、ツクバネウ

ツギなどの低木類が急傾斜地に散在してい

た。草本類と低木類は非常に限られ、岩や礫

が露出している状況にあった。 

自動撮影カメラでの哺乳類の合計撮影数、

種数は共に少なく、特に他の地点で多いニホ

ンジカやニホンザルについても撮影数が少

ない結果となった。撮影期間が短いことから

今回の結果のみではっきりとしたことは言

えないため、今後も継続的なモニタリングが

必要であると言える。 

② 集落周辺の針葉樹林（人工林） 

森博２の環境は集落周辺のスギ壮齢林で、神

社の社
しゃ

叢
そう

林
りん

にあたる。信仰との関係やニホン

ジカの不嗜好性植物（橋本・藤木 2014）の

ためか、林内はユズリハが優占し、その他の

植物は乏しい状況にあった。 
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表２．自動撮影カメラにより確認された哺乳類の地点ごとの撮影数 

※モデル林調査の自動撮影カメラは、時期により積雪のため撮影不可となった日あり 

 

 

表３．モデル林調査と森博調査で記録された哺乳類の繁殖情報 

種名 構成 

調査年度 

2021 2022 2023 2024 

ﾓﾃﾞﾙ林 ﾓﾃﾞﾙ林 ﾓﾃﾞﾙ林 
森博 

1 

森博 

2 

森博 

3 

森博 

4 

森博 

5 

森博 

1 

森博 

2 

森博 

3 

森博 

4 

森博 

5 

ニホンザル 親子 1 5 1   2   2  11 6 10 

群れ          14    

亜成獣         6 3    

幼獣          2 1  2 

アナグマ 親子            2  

イノシシ 親子      6        

ニホンジカ 親子          4  4  

幼獣          52    

カモシカ 親子             2 

※イノシシは幼獣最大 4 頭 

 

  

森博調査期間：2023年 10 月８日～ 

2025 年３月 30 日（539 日） 

モデル林調査期間：2021 年 12月 19 日～ 

2023年 12月２日（713 日） 

種名 

合計 

撮影 

数 

森博１ 森博２ 森博３ 森博４ 森博５ ｋ１ ｋ２ ｋ３ ｋ４ ｋ５ ｋ６ 

河川 

沿い 

広葉林 

集落 

周辺 

針葉林 

広葉樹 

と 

針葉樹 

の境界 

広葉樹 

と 

針葉樹 

の境界 

谷地形 

広葉樹 

間伐林 

針葉樹 

間伐林 

針葉樹 

間伐林 

針葉樹 

沢沿い 

針葉樹 

単木 

保護 

主伐地 

シカ 

柵内 

主伐地 

ニホンザル 394 7 86 48 68 33 48 24 22 31 17 10 

ノウサギ 43   4 10 28   1    

ニホンリス 8   1 1 3  1 2    

アカネズミ 75      9 50 16    

ネズミ科 48 25  1 1  3 14 4    

タヌキ 360 62 138 29 74 34 12 7 1 3   

キツネ 85  27 7 36 13  1    1 

テン 89 6 6 12 28 9 3 11 10 2 1 1 

イタチ属 1     1       

ニホンアナグマ 86 26 18 7 11 9 5  4 6   

ハクビシン 65 17 11 2 5 1 9 7 7 5 1  

イノシシ 21   17 2      2  

ニホンジカ 704 35 117 67 127 69 116 22 13 84 54  

カモシカ 22 2   2 13 1 4     

合計種数 14 8 7 11 12 11 9 10 10 6 5 3 

合計撮影数 2,001 180 403 195 365 213 206 141 80 131 75 12 
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自動撮影カメラで撮影された種数は７種

と少なかったものの、ニホンジカ、タヌキ、

ニホンザルの撮影数が多かった。特にタヌキ

は他の撮影地点と比べても非常に多い結果

となった。 

③ 山地の夏緑広葉樹林 

 森博３～５はいずれも針葉樹林が隣接部

にある夏緑広葉樹林であり、クリ、コナラ、

カナクギノキ、ホオノキ、ヤマナラシ、ウラ

ジロノキ、ミズナラ、ハウチワカエデ、シロ

モジなどが見られた。 

自動撮影カメラで撮影された哺乳類の種

数は 11～12 種と最多となった。山地の広葉

樹林は多様な哺乳類相が利用している場で

あると考えられる。 

しかしながら実生や稚樹は乏しく、下層植

生はニホンジカの不嗜好性植物であるアセ

ビやイワヒメワラビ（橋本・藤木 2014）が

見られた。森博３の周辺では、高さがおよそ

２ｍ以下の植物や枝葉が消失するディアラ

インが形成されていた。 

④ 山地の針葉樹林（人工林） 

モデル林調査のｋ１～４は間伐施業が実

施されたスギ林であり、撮影枚数は少ないも

のの種数は多い地点で 10 種となった。針葉

樹林であっても、餌となる植生があれば餌場

や移動経路として利用しているものと考え

られる。 

スギ林内の下層植生は乏しく、ニホンジカ

の不嗜好性植物であるマツカゼソウ（橋本・

藤木 2014）が多く見られた。 

⑤ 山地の主伐地 

モデル林調査のｋ５、ｋ６は主伐地であり、

ｋ５はスパイラルグリーンによる単木保護、

ｋ６はシカ防除柵によって苗木の獣害を防

いでいる。どちらも哺乳類の撮影数や種数が

少ない結果となったが、今回整理した調査よ

り後に撮影された 2024 年以降の結果では、

ノウサギも多く撮影されている。主伐再造林

により下層植生が増え、ニホンジカやノウサ

ギによる植生利用が見られた。 

 

（5）現地調査における哺乳類相 

（ア）各環境における哺乳類相 

① 集落周辺の針葉樹林（人工林） 

 森博２の環境を踏査した結果、ムササビが

使用していると思われる樹洞や、ムササビま

たはモモンガによるヒノキ種子（球果）の食

痕が多く確認された。また、設置地点以外の

社叢林でもムササビが使用していると推察

される樹洞が確認された。 

② 旧集落跡地 

森博調査のカメラ設置地点以外の現地調

査として、茨川町の集落跡にも足を運んだ。

集落跡にはオニグルミが複数生育しており、

落下したオニグルミ種子の多くにニホンリ

スの食痕が確認された。 

（イ）全地点で共通する特徴 

① ニホンジカによる下層植生の衰退 

全地点の現地調査により共通して見られ

ることは、ニホンジカなどによる採食圧によ

り、低木類、草本類の衰退、消失である。下

層植生の衰退に伴う種子や昆虫類の減少（食

物資源の変化）が懸念されるとともに、植生

衰退による昆虫相の変化がげっ歯類やコウ

モリ類などの小型哺乳類に及ぼす影響も憂

慮される。また、それらを捕食する中型哺乳

類、猛禽類の生息にも影響が及ぶ可能性もあ

る。 

② タヌキの溜め糞が尾根に少ない 

タヌキは移動しやすい主尾根（主稜線）を

移動経路とすることが多く、特に鞍部では、

溜め糞が確認されることが多い。しかし、今

回の現地踏査では、主尾根を含めてタヌキの

溜め糞が確認されなかった。主尾根は起伏が

少ないことから、ニホンジカが好んで利用す

る環境でもあり、ディアラインが形成され、

落葉の堆積も乏しかったことから、タヌキの
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採食物となる果実や昆虫類、土壌動物などの

減少や変化が本種の環境利用に少なからず

影響している可能性がある。 

 

（6）自動撮影カメラで確認された哺乳類の

繁殖情報 

モデル林調査、森博調査における写真記録

から、繁殖情報（幼獣の記録）を整理した。

全体を通した要点として以下のことが挙げ

られる。 

・２つの調査により対象地域において、母

子が確認されたのはニホンザル、アナグ

マ、イノシシ、ニホンジカ、カモシカの

合計５種であり、当該地での繁殖が確認

された。 

・2023 年度の繁殖情報は２種であったが、

2024 年度は５種であった。 

・繁殖が確認されたのは森博３（山地の広

葉樹林）の３種が最大で、他のカメラは

１、２種の確認であった。 

 

（7）哺乳類の撮影数の月変化 

森博調査により記録された自動撮影カメ

ラの撮影数の月変化を図１に示す。特に撮影

数が多かったニホンザル、タヌキ、アナグマ、

ニホンジカについて傾向を整理した。要点と

して以下のことが挙げられる。 

・ニホンザルの撮影数は６月～10月に多く、

初夏から秋にかけて自動撮影カメラ設置

エリアの利用頻度が高まる傾向がうかが

える。 

・タヌキは、各月の撮影数から年間を通じた

利用があった。2024 年８月～11 月には撮

影数が多くなり、幼獣の成長と分散が関係

していると考えられる。 

・アナグマについては、2024 年４月～８月の

間で比較的撮影数が多くなった。親子の撮

影もあったことから、自動撮影カメラ設置

地点に比較的近い場所に巣穴があり、撮影

数が伸びた可能性がある。 

・ニホンジカの撮影数は年間を通して多い

傾向にある。猟期にあたる 2023年 11月～

 

図１．各月における各種の撮影数の月変化 
※ニホンジカ、タヌキ、ニホンザルに限り撮影数を記した。 
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翌年３月には安定した撮影数にあるが、１

年後の 2024 年 11月～翌年３月には、１月

を除き大きく減少した。 

 

（8）哺乳類相から見た鈴鹿の森の特徴 

（ア）夏緑広葉樹林が多い 

鈴鹿の森のエリアで確認されている哺乳

類の多くは森林性である。鈴鹿山脈上部の冷

涼な気候、急峻な地形、まとまりのある夏緑

広葉樹林などがカモシカなどの冷温帯林に

生息する哺乳類の生息を可能にしていると

考えられる。また、クリ、ブナ、ミズナラな

どで構成される森林は、菌根菌との共生から

生物多様性や生産性、炭素固定機能などが高

いと考えられる。 

夏緑広葉樹林には、特に果実や種子が多く

生産され、それらを好んで採食するアカネズ

ミ、ヒメネズミなどのネズミ類が数多く生息

していると考えられる。このほかにも水辺を

好むニホンイタチや、樹上性で果実食の強い

ニホンザルやテン、夜間を中心に異なるニッ

チで暮らすコウモリ類やムササビなど、生活

様式が異なる様々な種が確認されており、鈴

鹿の森の哺乳類相の多様性を示している。 

（イ）多様な地質が存在 

多様な哺乳類の生息を可能としている理

由のひとつに地質が挙げられる。石灰岩質

では、樹木の生育が悪く稜線上に草地が広

がるだけでなく、洞穴が散在し、洞穴性コ

ウモリ類に生息の場を提供している。花崗

岩質は風化が早く、粘土質の土壌、貧栄養

の湿地植生など独特の環境を生みだす。例

えば、湿地や草地は、ネズミ類やノウサギ

に生息地を提供し、その捕食者となる鳥獣

もまた、その恩恵を受ける。このように多

様な地質は様々な草花、昆虫類の生息を可

能にし、捕食者である哺乳類の多様性を高

めている可能性がある。 

（ウ）下層植生の衰退による環境変化 

対象地域の森林植生は、ニホンジカによる

採食圧により下層植生が大きく減少または

消失し、落葉の採食もあって土壌Ａ層（堆積

有機物層の直下にある腐植に富む暗色の層

位）が薄くなり、降雨による表土流出や斜面

崩壊なども起きている。また、下層植生の消

失だけでなく渓流、河川への砂礫の流入量が

増えたことで魚類や水生昆虫などが暮らす

巨石や玉石などによる複雑な河川形状も減

少し、水辺植生も衰退している。採食物とな

る様々な植物、昆虫類、魚類などが生育・生

息場所を失うことで、捕食者である哺乳類、

特に小型のネズミ類やコウモリ類の生息に

大きな影響を及ぼしている可能性がある。 

 

（9）今後の調査計画 

 自動撮影カメラによるモニタリングの他

に、現時点で生息情報が得られていない哺乳

類を主たる対象として調査を実施する必要

があると言える。そこで令和７年度からは、

樹洞を利用する哺乳類に注目した巣箱設置

型の調査を実施している。対象とするのは、

ムササビ、モモンガ、ヤマネ、ヒメネズミで

ある。モモンガとヤマネは、高い位置にある

巣箱ほど選好性が高く、ヒメネズミはその傾

向がないことが示されている（鈴木ほか2008、

小林 2014）。ムササビは、スギ人工林で営巣

する傾向があり（Suzuki 2023）、モモンガと

ヤマネは天然林とスギ-ヒノキ人工林が混在

する環境を好む（鈴木ら 2008、小林 2014）。 

調査対象として考えている４種の生息は、

樹上を生活の場としており、森林生態系の多

様性、複雑性を示すものと考えられる。ムサ

サビやモモンガは、集落の社寺林にも生息、

営巣することから、４種の確認を目的とした

巣箱調査は、集落との暮らしとも結びつくま

さに森の文化としての指標種になりえると

言える。既にモモンガやムササビの痕跡や目

視が確認されている箇所もあり、今後も継続
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して調査を実施予定である。 
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10 鈴鹿の森における森林と人との関わり 

深町加津枝、水田有夏志 

（1）はじめに

鈴鹿山脈の滋賀県側には愛知川とその上

流域を構成する御池川、茶屋川、神崎川、な

どの河川に沿って古くから住みついた人々

が山、谷、巨岩、動植物などと関わり、また

様々な地域と交流しながら、独自の歴史、暮

らし、文化を育んできた。 

鈴鹿における「森林と人との関わり」に関

する調査ついては、まず全体を見通して、地

域におけるワークショップ、地域住民への聞

き取り調査および関係する文献資料などか

ら情報収集を行い、これらの情報を「暮らし」、

「信仰」、「生業」、「交流」、「伝説」、「土地利

用」に分類し、それぞれについて鈴鹿の森の

特徴をまとめた（（2）（ア）～（カ））。 
また、地域に着目し、東近江市茨川町に関

する聞き取り調査や文献調査、現地調査を行

い、その特徴をまとめた。聞き取り調査では、

元住民７名を対象に、廃村までの昭和中期頃

（1945〜1965 年）の茨川町での暮らしや生

業および森林資源利用の特徴などを把握し

た（（3）（ア）、（イ））。 

（2）全体を見通した特徴（水田）

（ア）暮らし

① 山村に根づいた多様な食文化

鈴鹿の森の山村地域の食文化に注目する

と、「ハレ」の日の信仰や祭における食とし

て、「黄和田のちん」や岳（だけ）詣りの山

の神の神事における夜食などが見られた。

また、「ケ」としての日常的な食では、クサ

ギの葉、カヤの実など山村ならではの食文

化が見られた。田畑が少ない山村地域では、

山の資源をあく抜きなどの技術を駆使して

食べ続けてきた姿が伺われた。 

② 独自に発達した水文化

鈴鹿の森には御池川、茶屋川、神崎川とい

う大きな川が流れており、これらは集落や田

畑より低い位置にあるため、人々は生活用水

や田用水の確保に苦心した。このため、谷水

を引いて利用するために独自の「水文化」を

発展させた。政所町や君ヶ畑町では谷水を水

槽に貯め（図１）、杠葉尾町では水路網を発

達させ、また黄和田町では愛知川から隧道と

水路で水を引くなど、集落ごとに独自性のあ

る導水方法を生み出している。 

図 1．水利用施設（政所町） 

（イ）信仰

① 鈴鹿の森の自然（山・巨木・滝・池・鉱

山）が生み出した多彩な信仰 

鈴鹿の森には多数の滝があり、萱尾瀧は愛

知川流域の雨乞信仰のメッカとも言われた。

また、永源寺本山と深いつながりのあった識

蘆（しきろ）の滝、比叡山の回峰修験僧が訪

れた風越谷の不動の滝は仏教とのつながり

があった。滝とともに岩は神の依り代として

の磐座信仰の対象であり、池や山も雨乞信仰

の対象となり、また集落ごとに山の神信仰の

行事も行われ、巨木がその対象となる地域も

あった。 

鈴鹿の森には豊富な森林資源があり、これ
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を背景にして木地師文化が発展した。蛭谷町

の筒井八幡神社や君ヶ畑町の大皇器地祖神

社は木地師と深い関わりがあり、木地師の始

祖と言われる惟喬親王に対する信仰には篤

いものがある。 

お金明神は佐目町の村の創世神話とも言

える伝説が共有文書に残されており、鉱山の

神がやがて雨乞の神に変わっていった様子

が伺える。村人の様々な願いや信仰を集め、

盛んに参詣されていた「お金明神」という天

狗にそっくりな奇岩が今も神崎川の上流に

残されており（図２）、鈴鹿の森の多彩な信

仰を象徴するものと言える。 

図２．お金明神 

（ウ）生業

① 豊富な森林資源を背景として発達した炭

焼と林業 

森林資源が豊富な奥永源寺地域では、これ

らを利用した生業が盛んで、豊富な広葉樹を

活用した薪炭林生産は、昭和 30 年代の燃料

革命までの間、この地域の主産業であり、今

も山の至る所に炭窯跡が残されている（図

３）。 

スギ、ヒノキを中心とする林業も盛んで、

特に君ヶ畑町のスギは色つやも良く、三重方

面にも出荷されていた。林業生産が盛んな時

期の伐採、搬出、製材などに関する技術や情

報が今も地域住民の記憶の中にあり、鈴鹿の

森の山中には 300 年生の立派なスギ林や索

道など林業の遺物も残されている。 

図３．炭窯跡（杠葉尾町） 

② 鉱山と人々の暮らし、信仰

鈴鹿山脈はかつて鉱業が盛んで、鈴鹿の森

の山奥には坑口、住居跡、学校跡、神社跡、

水力発電跡など当時の操業の様子や鉱山に

携わった人々の暮らしの痕跡が今も残され

ている（図４）。 

千草街道の桜地蔵は、鉱山の隆盛によって

「あかがね地蔵」に変わり、やがて鉱山の衰

退とともに元の桜地蔵に戻ったという。こう

した鉱山と暮らしや信仰とのかかわりを示

す情報が数多く見られるのも鈴鹿の森の特

徴である。 

図４．御池鉱山跡 

（エ）交流

① 街道と峠を通じて、盛んに行われた交易

鈴鹿の森には治田峠、石榑峠、八風峠、根

の平峠など数多くの峠があり（図５）、また

八風街道、千草街道がその峠を越えて伊勢方

面や東国とつながっていた。また、筒井峠、
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宮坂峠は奥永源寺と彦根方面をつなぐ道の

途上にある重要な拠点であった。これらの峠

や街道を利用して、山越商人が交易を行い、

物資や文化の交流を行ってきた。街道沿いに

は旅人の目印であった巨木並木が見られ、往

時の面影を今にとどめている。 

図５．八風峠 

② 木地師を統括する氏子駈・氏子狩による

全国ネットワーク 

蛭谷町、君ヶ畑町は全国の木地師を統括し

て氏子駈・氏子狩を行い、金銭を徴収する一

方で免許状や鑑札などを発行してきたが、こ

うした行為を通じて全国各地と交流を続け

てきた。蛭谷町の路傍に残された供養塔は、

現在の長浜市余呉町尾羽梨の木地師が建立

したもので、木地師による地域間交流の痕跡

として貴重である（図６）。 

図６．蛭谷町の

木地師供養塔 

③ 廃村となった茨川町と伊勢側との交流

茨川町は昭和 40 年に最後の住民が移転し

て廃村となったが（図７）、かつての住民へ

の聞き取り調査により炭の販売、村の必需品

の購入などで三重県側（いなべ市北勢町新町

及び阿下喜）と深い交流があったことが明ら

かになった。 

生業としての炭焼では、茨川町などに三

重県側から相当な数の人が入っており、相

互に深い交流があった。 

図７．茨川町の廃村 

（オ）伝説

① 山村住民と自然との関係を表す伝説

鈴鹿の森の伝説には狼、大蛇、竜など動物

に関するものが数多く見られる。また、鈴鹿

の森には天狗堂（図８）、天狗の滝、天狗岩

など天狗の名のついた地名があるが、天狗は

イヌワシ（狗鷲）を象徴するものと言われる。

これらは、かつての山村住民と生きものとの

関係や、人々が生きものをどのように捉えて

いたかを表している。 

図８ 天狗堂 

伝説には山や谷の名前の由来や、それがど

のような場所であったのかを説明するもの

が見られた。また、暮らしや生業に関する伝

承も多く、危険な場所での伐採を戒める言い
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伝えは、今後の森林施業や土地利用に教訓を

与えるものとして貴重である。 

（カ）土地利用

① 山村の土地利用の変遷とその痕跡

鈴鹿の森の土地利用上の最も大きな変化

は、戦後の燃料革命と拡大造林政策による天

然林の人工林化であった。時代の変化ととも

に人々の意識や価値観が変化し、生業や暮ら

しを大きく変え、土地利用にも影響を及ぼし

たと言える。 

茅葺屋根などに利用する茅を採取する茅

場がかつては集落周辺や尾根部に見られた

が（図９）、植生遷移や植林によって消滅し

たところも多い。しかし、地域住民への聞き

取りや現地の痕跡などから、その場所の特定

が可能である。また、人工林化が進んだ現在

でも、尾根部にモミ、アカマツ、アカガシの

大木が残され、森林の境界やかつての土地利

用の様子を垣間見ることができる。 

地域住民への聞き取りや地券取調総絵図

などの資料により、かつての土地利用や昔の

暮らし、生業、人々の想いを明らかにすると

ともに、それらを今後の取組に生かすことが

重要である。 

図９ 茅場跡といわれる盤石の丘 

（3）昭和中期頃の茨川町（深町）

（ア）暮らし

① 対象地の概要

東近江市茨川町は鈴鹿山脈中央部、愛知川

上流、三重県との県境に位置する。1877 年の

戸数（人口）は 14 戸（58 人）、1956 年は 8

戸（38 人）であったが、1965 年に廃村とな

った。集落中心部（標高 560ｍ）は茶屋川が

流れる谷沿いにあった（図 10）。 

森林はミズナラ・シデ林など落葉広葉樹林

が大きな面積を占め、スギなどの人工林もあ

った。農地は畑となり、林業、養蚕、茶葉生

産が主な生業であった。 

図 10  昭和前期の

茨川町（筒井正氏提

供） 

集落中心部から東へ 1.5km 行くと治田峠

があり、治田峠から東へ６km 下ると三重県

いなべ市北勢町新町にたどり着いた。木炭の

販売、郵便物の受取や日常の買い物は主に三

重県側で行っていた。 

② 暮らし

茨川町では、春は山菜採り、夏は茶葉生産、

秋は茅刈り、冬に狩猟と草鞋作り、雪融けか

ら根雪になるまで炭焼きという季節に応じ

た暮らしがあった。５〜10 月にはスギを中

心とする人工林の手入れや伐採などを行っ

た。各世帯が茅刈場を持っており、共有地と

なる茅刈場が１か所あった。茅は炭俵編みや

家屋の屋根、炭焼き小屋の屋根に使った。 

③ 食文化

集落内や集落周辺には自給用の農作物を

育てた畑があった（図11）。畑ではダイコン、
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ニンジン、ハクサイ、ホウレンソウ、シソ、

ジャガイモ、トマト、キュウリ、小豆などを

栽培した。また、集落付近の森林内でシイタ

ケを栽培した。

山菜としては、イタドリ、ゼンマイ、ワラ

ビ、フキ、ウド、クサギ、タラノキ、サンシ

ョウ、ヨモギなどが採集された。おやつとし

てアケビ、クマイチゴ、グミ、クリなどを食

べた。 

図 11  昭和前期の茨川町の民家と畑 

（筒井正氏提供） 

狩猟の対象は、ニホンジカ、イノシシなど

であり、食料や毛皮として利用した。付近の

川からは、イワナ、ドジョウ、ウナギなどの

川魚をとって食べた。 

（イ）主な生業

① 炭焼き

主な生業は炭焼きであり、販売、物々交換、

自給用に利用した。対象樹種はコナラ、ミズ

ナラ、イヌシデなどの落葉広葉樹であった。

樹齢が 12〜13 年で直径 12〜13cm の樹木を

材として利用した。木炭は三重県の新町（現

在のいなべ市北勢町新町）の炭問屋に運んで

販売した。標高差は最大 600ｍ程度あり、徒

歩で行きは３時間ほど、帰りに４〜５時間を

要した。 

炭焼きは、茨川町在住者だけでなく、他村

から単身で茨川町に来て立木や山の権利を

購入して行う人もいた。炭焼き窯は水場の近

くに多く、簡素な作りの炭焼き小屋を作って

食事や休憩の場として利用した。付近に小さ

な畑もつくり青菜などを育て、味噌汁の具な

どとして食べた。また、小屋のある谷筋で釣

ったイワナを石で焼いて食べた。 

茨川町では、炭焼きをする住民だけでなく、

炭問屋のある三重県側の農家も運び手とし

て雇用され木炭を運んだ。特に、初冬と初春

に多数の運び手が雇用され多くの木炭が出

荷された。 
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y
c
o
p
o
d
i
u
m
 
c
l
a
v
a
t
u
m
 
v
a
r
.
n
i
p
p
o
n
i
c
u
m
 

ヒ
カ

ゲ
ノ

カ
ズ

ラ
属

ヒ
カ

ゲ
ノ

カ
ズ

ラ
科

ヒ
カ

ゲ
ノ

カ
ズ

ラ
目

2
 

ク
ラ

マ
ゴ

ケ
S
e
l
a
g
i
n
e
l
l
a
 
r
e
m
o
t
i
f
o
l
i
a
 

イ
ワ

ヒ
バ

属
イ

ワ
ヒ

バ
科

イ
ワ

ヒ
バ

目

3
 

ス
ギ

ナ
E
q
u
i
s
e
t
u
m
 
a
r
v
e
n
s
e
 

ト
ク

サ
属

ト
ク

サ
科

ト
ク

サ
目

4
 

フ
ユ

ノ
ハ

ナ
ワ

ラ
ビ

B
o
t
r
y
c
h
i
u
m
 
t
e
r
n
a
t
u
m
 
v
a
r
.
t
e
r
n
a
t
u
m
 

ハ
ナ

ワ
ラ

ビ
属

ハ
ナ

ヤ
ス

リ
科

ハ
ナ

ヤ
ス

リ
目

5
 

ゼ
ン

マ
イ

 
O
s
m
u
n
d
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ゼ
ン

マ
イ

属
 

ゼ
ン

マ
イ

科
 

ゼ
ン

マ
イ

目
 

6
 

ヤ
シ

ャ
ゼ

ン
マ

イ
O
s
m
u
n
d
a
 
l
a
n
c
e
a
 

ゼ
ン

マ
イ

属
 

ゼ
ン

マ
イ

科
 

ゼ
ン

マ
イ

目
 

7
 

コ
バ

ノ
イ

シ
カ

グ
マ

D
e
n
n
s
t
a
e
d
t
i
a
 
s
c
a
b
r
a
 

コ
バ

ノ
イ

シ
カ

グ
マ

属
コ

バ
ノ

イ
シ

カ
グ

マ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

8
 

イ
ワ

ヒ
メ

ワ
ラ

ビ
H
y
p
o
l
e
p
i
s
 
p
u
n
c
t
a
t
a
 

イ
ワ

ヒ
メ

ワ
ラ

ビ
属

コ
バ

ノ
イ

シ
カ

グ
マ

科
ウ

ラ
ボ

シ
目

9
 

ワ
ラ

ビ
P
t
e
r
i
d
i
u
m
 
a
q
u
i
l
i
n
u
m
 
s
s
p
.
j
a
p
o
n
i
c
u
m
 

ワ
ラ

ビ
属

コ
バ

ノ
イ

シ
カ

グ
マ

科
ウ

ラ
ボ

シ
目

1
0
 

ク
ジ

ャ
ク

シ
ダ

A
d
i
a
n
t
u
m
 
p
e
d
a
t
u
m
 

ホ
ウ

ラ
イ

シ
ダ

属
イ

ノ
モ

ト
ソ

ウ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

1
1
 

イ
ワ

ガ
ネ

ゼ
ン

マ
イ

C
o
n
i
o
g
r
a
m
m
e
 
i
n
t
e
r
m
e
d
i
a
 

イ
ワ

ガ
ネ

ゼ
ン

マ
イ

属
イ

ノ
モ

ト
ソ

ウ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

1
2
 

イ
ワ

ガ
ネ

ソ
ウ

C
o
n
i
o
g
r
a
m
m
e
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

イ
ワ

ガ
ネ

ゼ
ン

マ
イ

属
イ

ノ
モ

ト
ソ

ウ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

1
3
 

オ
オ

バ
ノ

イ
ノ

モ
ト

ソ
ウ

P
t
e
r
i
s
 
c
r
e
t
i
c
a
 

イ
ノ

モ
ト

ソ
ウ

属
イ

ノ
モ

ト
ソ

ウ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

1
4
 

オ
オ

バ
ノ

ハ
チ

ジ
ョ

ウ
シ

ダ
P
t
e
r
i
s
 
t
e
r
m
i
n
a
l
i
s
 
v
a
r
.
t
e
r
m
i
n
a
l
i
s
 

イ
ノ

モ
ト

ソ
ウ

属
イ

ノ
モ

ト
ソ

ウ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

1
5
 

ト
ラ

ノ
オ

シ
ダ

A
s
p
l
e
n
i
u
m
 
i
n
c
i
s
u
m
 

チ
ャ

セ
ン

シ
ダ

属
チ

ャ
セ

ン
シ

ダ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

1
6
 

コ
タ

ニ
ワ

タ
リ

A
s
p
l
e
n
i
u
m
 
s
c
o
l
o
p
e
n
d
r
i
u
m
 

チ
ャ

セ
ン

シ
ダ

属
チ

ャ
セ

ン
シ

ダ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

1
7
 

ゲ
ジ

ゲ
ジ

シ
ダ

 
P
h
e
g
o
p
t
e
r
i
s
 
d
e
c
u
r
s
i
v
e
p
i
n
n
a
t
a
 

ミ
ヤ

マ
ワ

ラ
ビ

属
ヒ

メ
シ

ダ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

1
8
 

ハ
リ

ガ
ネ

ワ
ラ

ビ
T
h
e
l
y
p
t
e
r
i
s
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ヒ
メ

シ
ダ

属
ヒ

メ
シ

ダ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

1
9
 

シ
シ

ガ
シ

ラ
B
l
e
c
h
n
u
m
 
n
i
p
o
n
i
c
u
m
 

シ
シ

ガ
シ

ラ
属

シ
シ

ガ
シ

ラ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

2
0
 

イ
ヌ

ワ
ラ

ビ
A
n
i
s
o
c
a
m
p
i
u
m
 
n
i
p
o
n
i
c
u
m
 

ウ
ラ

ボ
シ

ノ
コ

ギ
リ

シ
ダ

属
メ

シ
ダ

科
ウ

ラ
ボ

シ
目

2
1
 

リ
ョ

ウ
メ

ン
シ

ダ
A
r
a
c
h
n
i
o
d
e
s
 
s
t
a
n
d
i
s
h
i
i
 

カ
ナ

ワ
ラ

ビ
属

オ
シ

ダ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

2
2
 

ヤ
ブ

ソ
テ

ツ
C
y
r
t
o
m
i
u
m
 
f
o
r
t
u
n
e
i
 
v
a
r
.
f
o
r
t
u
n
e
i
 

ヤ
ブ

ソ
テ

ツ
属

オ
シ

ダ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

2
3
 

オ
シ

ダ
D
r
y
o
p
t
e
r
i
s
 
c
r
a
s
s
i
r
h
i
z
o
m
a
 

オ
シ

ダ
属

オ
シ

ダ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

2
4
 

オ
オ

ク
ジ

ャ
ク

シ
ダ

D
r
y
o
p
t
e
r
i
s
 
d
i
c
k
i
n
s
i
i
 

オ
シ

ダ
属

オ
シ

ダ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

2
5
 

ク
マ

ワ
ラ

ビ
D
r
y
o
p
t
e
r
i
s
 
l
a
c
e
r
a
 

オ
シ

ダ
属

オ
シ

ダ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

2
6
 

オ
ク

マ
ワ

ラ
ビ

D
r
y
o
p
t
e
r
i
s
 
u
n
i
f
o
r
m
i
s
 

オ
シ

ダ
属

オ
シ

ダ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

2
7
 

イ
ノ

デ
P
o
l
y
s
t
i
c
h
u
m
 
p
o
l
y
b
l
e
p
h
a
r
o
n
 

イ
ノ

デ
属

オ
シ

ダ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

2
8
 

ジ
ュ

ウ
モ

ン
ジ

シ
ダ

 
P
o
l
y
s
t
i
c
h
u
m
 
t
r
i
p
t
e
r
o
n
 

イ
ノ

デ
属

オ
シ

ダ
科

ウ
ラ

ボ
シ

目

2
9
 

ノ
キ

シ
ノ

ブ
L
e
p
i
s
o
r
u
s
 
t
h
u
n
b
e
r
g
i
a
n
u
s
 

ノ
キ

シ
ノ

ブ
属

ウ
ラ

ボ
シ

科
ウ

ラ
ボ

シ
目

3
0
 

モ
ミ

A
b
i
e
s
 
f
i
r
m
a
 

モ
ミ

属
マ

ツ
科

マ
ツ

目

3
1
 

ア
カ

マ
ツ

P
i
n
u
s
 
d
e
n
s
i
f
l
o
r
a
 

マ
ツ

属
マ

ツ
科

マ
ツ

目

3
2
 

ヒ
ノ

キ
C
h
a
m
a
e
c
y
p
a
r
i
s
 
o
b
t
u
s
a
 

ヒ
ノ

キ
属

ヒ
ノ

キ
科

ヒ
ノ

キ
目

3
3
 

ス
ギ

C
r
y
p
t
o
m
e
r
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ス
ギ

属
ヒ

ノ
キ

科
ヒ

ノ
キ

目

3
4
 

ア
ス

ナ
ロ

T
h
u
j
o
p
s
i
s
 
d
o
l
a
b
r
a
t
a
 
v
a
r
.
d
o
l
a
b
r
a
t
a
 

ア
ス

ナ
ロ

属
ヒ

ノ
キ

科
ヒ

ノ
キ

目

3
5
 

イ
ヌ

ガ
ヤ

C
e
p
h
a
l
o
t
a
x
u
s
 
h
a
r
r
i
n
g
t
o
n
i
a
 

イ
ヌ

ガ
ヤ

属
イ

チ
イ

科
ヒ

ノ
キ

目

3
6
 

ハ
イ

イ
ヌ

ガ
ヤ

C
e
p
h
a
l
o
t
a
x
u
s
 
h
a
r
r
i
n
g
t
o
n
i
a
 
v
a
r
.
n
a
n
a
 

イ
ヌ

ガ
ヤ

属
イ

チ
イ

科
ヒ

ノ
キ

目

3
7
 

カ
ヤ

T
o
r
r
e
y
a
 
n
u
c
i
f
e
r
a
 
v
a
r
.
n
u
c
i
f
e
r
a
 

カ
ヤ

属
イ

チ
イ

科
ヒ

ノ
キ

目

3
8
 

チ
ャ

ボ
ガ

ヤ
T
o
r
r
e
y
a
 
n
u
c
i
f
e
r
a
 
v
a
r
.
r
a
d
i
c
a
n
s
 

カ
ヤ

属
イ

チ
イ

科
ヒ

ノ
キ

目

3
9
 

シ
キ

ミ
I
l
l
i
c
i
u
m
 
a
n
i
s
a
t
u
m
 

シ
キ

ミ
属

マ
ツ

ブ
サ

科
シ

キ
ミ

目

4
0
 

マ
ツ

ブ
サ

S
c
h
i
s
a
n
d
r
a
 
r
e
p
a
n
d
a
 

マ
ツ

ブ
サ

属
マ

ツ
ブ

サ
科

シ
キ

ミ
目

48



4
9
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

属
名

 
科

名
 

目
名

 
環

境
省

 
R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

別
名

 

4
1
 

フ
タ

リ
シ

ズ
カ

C
h
l
o
r
a
n
t
h
u
s
 
s
e
r
r
a
t
u
s
 

チ
ャ

ラ
ン

属
セ

ン
リ

ョ
ウ

科
セ

ン
リ

ョ
ウ

目

4
2
 

ド
ク

ダ
ミ

 
H
o
u
t
t
u
y
n
i
a
 
c
o
r
d
a
t
a
 

ド
ク

ダ
ミ

属
 

ド
ク

ダ
ミ

科
 

コ
シ

ョ
ウ

目

4
3
 

ミ
ヤ

コ
ア

オ
イ

A
s
a
r
u
m
 
a
s
p
e
r
u
m
 
v
a
r
.
a
s
p
e
r
u
m
 

カ
ン

ア
オ

イ
属

ウ
マ

ノ
ス

ズ
ク

サ
科

コ
シ

ョ
ウ

目

4
4
 

ハ
リ

エ
ン

ジ
ュ

R
o
b
i
n
i
a
 
p
s
e
u
d
o
a
c
a
c
i
a
 

ハ
リ

エ
ン

ジ
ュ

属
マ

メ
科

マ
メ

目

4
5
 

ス
ズ

カ
カ

ン
ア

オ
イ

A
s
a
r
u
m
 
r
i
g
e
s
c
e
n
s
 
v
a
r
.
b
r
a
c
h
y
p
o
d
i
o
n
 

カ
ン

ア
オ

イ
属

ウ
マ

ノ
ス

ズ
ク

サ
科

コ
シ

ョ
ウ

目

4
6
 

ホ
オ

ノ
キ

M
a
g
n
o
l
i
a
 
o
b
o
v
a
t
a
 

モ
ク

レ
ン

属
モ

ク
レ

ン
科

モ
ク

レ
ン

目

4
7
 

タ
ム

シ
バ

M
a
g
n
o
l
i
a
 
s
a
l
i
c
i
f
o
l
i
a
 

モ
ク

レ
ン

属
モ

ク
レ

ン
科

モ
ク

レ
ン

目

4
8
 

カ
ナ

ク
ギ

ノ
キ

L
i
n
d
e
r
a
 
e
r
y
t
h
r
o
c
a
r
p
a
 

ク
ロ

モ
ジ

属
ク

ス
ノ

キ
科

ク
ス

ノ
キ

目

4
9
 

ヤ
マ

コ
ウ

バ
シ

L
i
n
d
e
r
a
 
g
l
a
u
c
a
 

ク
ロ

モ
ジ

属
ク

ス
ノ

キ
科

ク
ス

ノ
キ

目

5
0
 

ダ
ン

コ
ウ

バ
イ

 
L
i
n
d
e
r
a
 
o
b
t
u
s
i
l
o
b
a
 

ク
ロ

モ
ジ

属
ク

ス
ノ

キ
科

ク
ス

ノ
キ

目

5
1
 

ア
ブ

ラ
チ

ャ
ン

L
i
n
d
e
r
a
 
p
r
a
e
c
o
x
 
v
a
r
.
p
r
a
e
c
o
x
 

ク
ロ

モ
ジ

属
ク

ス
ノ

キ
科

ク
ス

ノ
キ

目

5
2
 

シ
ロ

モ
ジ

L
i
n
d
e
r
a
 
t
r
i
l
o
b
a
 

ク
ロ

モ
ジ

属
ク

ス
ノ

キ
科

ク
ス

ノ
キ

目

5
3
 

ク
ロ

モ
ジ

L
i
n
d
e
r
a
 
u
m
b
e
l
l
a
t
a
 
v
a
r
.
u
m
b
e
l
l
a
t
a
 

ク
ロ

モ
ジ

属
ク

ス
ノ

キ
科

ク
ス

ノ
キ

目

5
4
 

シ
ロ

ダ
モ

N
e
o
l
i
t
s
e
a
 
s
e
r
i
c
e
a
 
v
a
r
.
s
e
r
i
c
e
a
 

シ
ロ

ダ
モ

属
ク

ス
ノ

キ
科

ク
ス

ノ
キ

目

5
5
 

キ
シ

ダ
マ

ム
シ

グ
サ

A
r
i
s
a
e
m
a
 
k
i
s
h
i
d
a
e
 

テ
ン

ナ
ン

シ
ョ

ウ
属

サ
ト

イ
モ

科
オ

モ
ダ

カ
目

5
6
 

ス
ズ

カ
マ

ム
シ

グ
サ

A
r
i
s
a
e
m
a
 
p
s
e
u
d
o
a
n
g
u
s
t
a
t
u
m
 
v
a
r
.
 
s
u
z
u
k
a
e
n
s
e
 

テ
ン

ナ
ン

シ
ョ

ウ
属

サ
ト

イ
モ

科
オ

モ
ダ

カ
目

5
7
 

オ
オ

マ
ム

シ
グ

サ
A
r
i
s
a
e
m
a
 
t
a
k
e
d
a
e
 

テ
ン

ナ
ン

シ
ョ

ウ
属

サ
ト

イ
モ

科
オ

モ
ダ

カ
目

5
8
 

オ
オ

ハ
ン

ゲ
P
i
n
e
l
l
i
a
 
t
r
i
p
a
r
t
i
t
a
 

ハ
ン

ゲ
属

サ
ト

イ
モ

科
オ

モ
ダ

カ
目

5
9
 

ノ
ギ

ラ
ン

M
e
t
a
n
a
r
t
h
e
c
i
u
m
 
l
u
t
e
o
v
i
r
i
d
e
 

ノ
ギ

ラ
ン

属
キ

ン
コ

ウ
カ

科
ヤ

マ
ノ

イ
モ

目

6
0
 

ヤ
マ

ノ
イ

モ
D
i
o
s
c
o
r
e
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ヤ
マ

ノ
イ

モ
属

ヤ
マ

ノ
イ

モ
科

ヤ
マ

ノ
イ

モ
目

6
1
 

ヒ
メ

ド
コ

ロ
D
i
o
s
c
o
r
e
a
 
t
e
n
u
i
p
e
s
 

ヤ
マ

ノ
イ

モ
属

ヤ
マ

ノ
イ

モ
科

ヤ
マ

ノ
イ

モ
目

6
2
 

オ
ニ

ド
コ

ロ
D
i
o
s
c
o
r
e
a
 
t
o
k
o
r
o
 

ヤ
マ

ノ
イ

モ
属

ヤ
マ

ノ
イ

モ
科

ヤ
マ

ノ
イ

モ
目

6
3
 

シ
ョ

ウ
ジ

ョ
ウ

バ
カ

マ
H
e
l
o
n
i
o
p
s
i
s
 
o
r
i
e
n
t
a
l
i
s
 
v
a
r
.
o
r
i
e
n
t
a
l
i
s
 

シ
ョ

ウ
ジ

ョ
ウ

バ
カ

マ
属

シ
ュ

ロ
ソ

ウ
科

ユ
リ

目

6
4
 

ツ
ク

バ
ネ

ソ
ウ

P
a
r
i
s
 
t
e
t
r
a
p
h
y
l
l
a
 

ツ
ク

バ
ネ

ソ
ウ

属
シ

ュ
ロ

ソ
ウ

科
ユ

リ
目

6
5
 

ホ
ウ

チ
ャ

ク
ソ

ウ
D
i
s
p
o
r
u
m
 
s
e
s
s
i
l
e
 

チ
ゴ

ユ
リ

属
イ

ヌ
サ

フ
ラ

ン
科

ユ
リ

目

6
6
 

チ
ゴ

ユ
リ

D
i
s
p
o
r
u
m
 
s
m
i
l
a
c
i
n
u
m
 

チ
ゴ

ユ
リ

属
イ

ヌ
サ

フ
ラ

ン
科

ユ
リ

目

6
7
 

サ
ル

ト
リ

イ
バ

ラ
S
m
i
l
a
x
 
c
h
i
n
a
 
v
a
r
.
c
h
i
n
a
 

サ
ル

ト
リ

イ
バ

ラ
属

サ
ル

ト
リ

イ
バ

ラ
科

ユ
リ

目

6
8
 

ウ
バ

ユ
リ

C
a
r
d
i
o
c
r
i
n
u
m
 
c
o
r
d
a
t
u
m
 
v
a
r
.
c
o
r
d
a
t
u
m
 

ウ
バ

ユ
リ

属
ユ

リ
科

ユ
リ

目

6
9
 

サ
サ

ユ
リ

L
i
l
i
u
m
 
j
a
p
o
n
i
c
u
m
 

ユ
リ

属
ユ

リ
科

ユ
リ

目

7
0
 

オ
ニ

ユ
リ

L
i
l
i
u
m
 
l
a
n
c
i
f
o
l
i
u
m
 

ユ
リ

属
ユ

リ
科

ユ
リ

目

7
1
 

ヤ
マ

ジ
ノ

ホ
ト

ト
ギ

ス
T
r
i
c
y
r
t
i
s
 
a
f
f
i
n
i
s
 

ホ
ト

ト
ギ

ス
属

ユ
リ

科
ユ

リ
目

7
2
 

ケ
ヤ

キ
Z
e
l
k
o
v
a
 
s
e
r
r
a
t
a
 

ケ
ヤ

キ
属

ニ
レ

科
バ

ラ
目

 

7
3
 

ム
ク

ノ
キ

A
p
h
a
n
a
n
t
h
e
 
a
s
p
e
r
a
 

ム
ク

ノ
キ

属
ア

サ
科

バ
ラ

目
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キ
ケ

マ
ン

属
ケ

シ
科

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
目

1
4
6
 

タ
ケ

ニ
グ

サ
M
a
c
l
e
a
y
a
 
c
o
r
d
a
t
a
 

タ
ケ

ニ
グ

サ
属

ケ
シ

科
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

目

1
4
7
 

ア
ケ

ビ
A
k
e
b
i
a
 
q
u
i
n
a
t
a
 

ア
ケ

ビ
属

ア
ケ

ビ
科

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
目

1
4
8
 

ミ
ツ

バ
ア

ケ
ビ

A
k
e
b
i
a
 
t
r
i
f
o
l
i
a
t
a
 
s
s
p
.
t
r
i
f
o
l
i
a
t
a
 

ア
ケ

ビ
属

ア
ケ

ビ
科

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
目

1
4
9
 

ア
オ

ツ
ヅ

ラ
フ

ジ
C
o
c
c
u
l
u
s
 
t
r
i
l
o
b
u
s
 

ア
オ

ツ
ヅ

ラ
フ

ジ
属

ツ
ヅ

ラ
フ

ジ
科

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
目

1
5
0
 

ル
イ

ヨ
ウ

ボ
タ

ン
C
a
u
l
o
p
h
y
l
l
u
m
 
r
o
b
u
s
t
u
m
 

ル
イ

ヨ
ウ

ボ
タ

ン
属

メ
ギ

科
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

目

1
5
1
 

ナ
ン

テ
ン

N
a
n
d
i
n
a
 
d
o
m
e
s
t
i
c
a
 

ナ
ン

テ
ン

属
メ

ギ
科

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
目

1
5
2
 

イ
チ

リ
ン

ソ
ウ

A
n
e
m
o
n
e
 
n
i
k
o
e
n
s
i
s
 

イ
チ

リ
ン

ソ
ウ

属
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

科
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

目

1
5
3
 

キ
ク

ザ
キ

イ
チ

ゲ
A
n
e
m
o
n
e
 
p
s
e
u
d
o
a
l
t
a
i
c
a
 
v
a
r
.
p
s
e
u
d
o
a
l
t
a
i
c
a
 

イ
チ

リ
ン

ソ
ウ

属
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

科
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

目

1
5
4
 

ボ
タ

ン
ヅ

ル
 

C
l
e
m
a
t
i
s
 
a
p
i
i
f
o
l
i
a
 
v
a
r
.
a
p
i
i
f
o
l
i
a
 

セ
ン

ニ
ン

ソ
ウ

属
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

科
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

目

1
5
5
 

ハ
ン

シ
ョ

ウ
ヅ

ル
C
l
e
m
a
t
i
s
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

セ
ン

ニ
ン

ソ
ウ

属
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

科
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

目

1
5
6
 

セ
ン

ニ
ン

ソ
ウ

C
l
e
m
a
t
i
s
 
t
e
r
n
i
f
l
o
r
a
 

セ
ン

ニ
ン

ソ
ウ

属
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

科
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

目

1
5
7
 

ケ
キ

ツ
ネ

ノ
ボ

タ
ン

R
a
n
u
n
c
u
l
u
s
 
c
a
n
t
o
n
i
e
n
s
i
s
 

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
属

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
科

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
目

1
5
8
 

カ
ワ

チ
ブ

シ
A
c
o
n
i
t
u
m
 
g
r
o
s
s
e
d
e
n
t
a
t
u
m
 

ト
リ

カ
ブ

ト
属

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
科

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
目

1
5
9
 

ウ
マ

ノ
ア

シ
ガ

タ
R
a
n
u
n
c
u
l
u
s
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
属

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
科

キ
ン

ポ
ウ

ゲ
目

51



5
2
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

属
名

 
科

名
 

目
名

 
環

境
省

 
R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

別
名

 

1
6
0
 

ア
ワ

ブ
キ

M
e
l
i
o
s
m
a
 
m
y
r
i
a
n
t
h
a
 

ア
ワ

ブ
キ

属
ア

ワ
ブ

キ
科

ヤ
マ

モ
ガ

シ
目

1
6
1
 

ミ
ヤ

マ
ハ

ハ
ソ

M
e
l
i
o
s
m
a
 
t
e
n
u
i
s
 

ア
ワ

ブ
キ

属
ア

ワ
ブ

キ
科

ヤ
マ

モ
ガ

シ
目

1
6
2
 

ヤ
マ

グ
ル

マ
T
r
o
c
h
o
d
e
n
d
r
o
n
 
a
r
a
l
i
o
i
d
e
s
 

ヤ
マ

グ
ル

マ
属

ヤ
マ

グ
ル

マ
科

ヤ
マ

グ
ル

マ
目

1
6
3
 

ヤ
マ

シ
ャ

ク
ヤ

ク
P
a
e
o
n
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ボ
タ

ン
属

 
ボ

タ
ン

科
 

ユ
キ

ノ
シ

タ
目

N
T
 

希
少

種
 

1
6
4
 

ヤ
ブ

コ
ウ

ジ
A
r
d
i
s
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ヤ
ブ

コ
ウ

ジ
属

サ
ク

ラ
ソ

ウ
科

ツ
ツ

ジ
目

1
6
5
 

マ
ン

サ
ク

H
a
m
a
m
e
l
i
s
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 

マ
ン

サ
ク

属
マ

ン
サ

ク
科

ユ
キ

ノ
シ

タ
目

1
6
6
 

カ
ツ

ラ
C
e
r
c
i
d
i
p
h
y
l
l
u
m
 
j
a
p
o
n
i
c
u
m
 

カ
ツ

ラ
属

カ
ツ

ラ
科

ユ
キ

ノ
シ

タ
目

1
6
7
 

ユ
ズ

リ
ハ

D
a
p
h
n
i
p
h
y
l
l
u
m
 
m
a
c
r
o
p
o
d
u
m
 
v
a
r
.
m
a
c
r
o
p
o
d
u
m
 

ユ
ズ

リ
ハ

属
ユ

ズ
リ

ハ
科

ユ
キ

ノ
シ

タ
目

1
6
8
 

ト
リ

ア
シ

シ
ョ

ウ
マ

A
s
t
i
l
b
e
 
t
h
u
n
b
e
r
g
i
i
 
v
a
r
.
c
o
n
g
e
s
t
a
 

チ
ダ

ケ
サ

シ
属

ユ
キ

ノ
シ

タ
科

ユ
キ

ノ
シ

タ
目

1
6
9
 

ア
カ

シ
ョ

ウ
マ

A
s
t
i
l
b
e
 
t
h
u
n
b
e
r
g
i
i
 
v
a
r
.
t
h
u
n
b
e
r
g
i
i
 

チ
ダ

ケ
サ

シ
属

ユ
キ

ノ
シ

タ
科

ユ
キ

ノ
シ

タ
目

1
7
0
 

シ
ロ

バ
ナ

ネ
コ

ノ
メ

ソ
ウ

C
h
r
y
s
o
s
p
l
e
n
i
u
m
 
a
l
b
u
m
 
v
a
r
.
a
l
b
u
m
 

ネ
コ

ノ
メ

ソ
ウ

属
ユ

キ
ノ

シ
タ

科
ユ

キ
ノ

シ
タ

目

1
7
1
 

ネ
コ

ノ
メ

ソ
ウ

C
h
r
y
s
o
s
p
l
e
n
i
u
m
 
g
r
a
y
a
n
u
m
 

ネ
コ

ノ
メ

ソ
ウ

属
ユ

キ
ノ

シ
タ

科
ユ

キ
ノ

シ
タ

目

1
7
2
 

ヤ
マ

ネ
コ

ノ
メ

ソ
ウ

C
h
r
y
s
o
s
p
l
e
n
i
u
m
 
j
a
p
o
n
i
c
u
m
 

ネ
コ

ノ
メ

ソ
ウ

属
ユ

キ
ノ

シ
タ

科
ユ

キ
ノ

シ
タ

目

1
7
3
 

ヨ
ツ

シ
ベ

ヤ
マ

ネ
コ

ノ
メ

ソ
ウ

C
h
r
y
s
o
s
p
l
e
n
i
u
m
 
j
a
p
o
n
i
c
u
m
 
v
a
r
.
 
t
e
t
r
a
n
d
r
u
m
 

ネ
コ

ノ
メ

ソ
ウ

属
ユ

キ
ノ

シ
タ

科
ユ

キ
ノ

シ
タ

目
ヨ

ツ
シ

ベ
ヤ

マ
ネ

コ
ノ

メ

1
7
4
 

ア
カ

ヒ
ダ

ボ
タ

ン
C
h
r
y
s
o
s
p
l
e
n
i
u
m
 
n
a
g
a
s
e
i
 
v
a
r
.
 
p
o
r
p
h
y
r
a
n
t
h
e
s
 

ネ
コ

ノ
メ

ソ
ウ

属
ユ

キ
ノ

シ
タ

科
ユ

キ
ノ

シ
タ

目

1
7
5
 

ニ
ッ

コ
ウ

ネ
コ

ノ
メ

C
h
r
y
s
o
s
p
l
e
n
i
u
m
 
m
a
c
r
o
s
t
e
m
o
n
 

v
a
r
.
s
h
i
o
b
a
r
e
n
s
e
 

ネ
コ

ノ
メ

ソ
ウ

属
ユ

キ
ノ

シ
タ

科
ユ

キ
ノ

シ
タ

目

1
7
6
 

チ
ャ

ル
メ

ル
ソ

ウ
M
i
t
e
l
l
a
 
f
u
r
u
s
e
i
 
v
a
r
.
s
u
b
r
a
m
o
s
a
 

チ
ャ

ル
メ

ル
ソ

ウ
属

ユ
キ

ノ
シ

タ
科

ユ
キ

ノ
シ

タ
目

1
7
7
 

コ
チ

ャ
ル

メ
ル

ソ
ウ

M
i
t
e
l
l
a
 
p
a
u
c
i
f
l
o
r
a
 

チ
ャ

ル
メ

ル
ソ

ウ
属

ユ
キ

ノ
シ

タ
科

ユ
キ

ノ
シ

タ
目

1
7
8
 

タ
キ

ミ
チ

ャ
ル

メ
ル

ソ
ウ

M
i
t
e
l
l
a
 
s
t
y
l
o
s
a
 
v
a
r
.
 
s
t
y
l
o
s
a
 

チ
ャ

ル
メ

ル
ソ

ウ
属

ユ
キ

ノ
シ

タ
科

ユ
キ

ノ
シ

タ
目

N
T
 

そ
の

他
 

重
要

種
 

1
7
9
 

ダ
イ

モ
ン

ジ
ソ

ウ
 

S
a
x
i
f
r
a
g
a
 
f
o
r
t
u
n
e
i
 
v
a
r
.
a
l
p
i
n
a
 

ユ
キ

ノ
シ

タ
属

ユ
キ

ノ
シ

タ
科

ユ
キ

ノ
シ

タ
目

1
8
0
 

ユ
キ

ノ
シ

タ
S
a
x
i
f
r
a
g
a
 
s
t
o
l
o
n
i
f
e
r
a
 

ユ
キ

ノ
シ

タ
属

ユ
キ

ノ
シ

タ
科

ユ
キ

ノ
シ

タ
目

1
8
1
 

ミ
ツ

バ
ベ

ン
ケ

イ
ソ

ウ
H
y
l
o
t
e
l
e
p
h
i
u
m
 
v
e
r
t
i
c
i
l
l
a
t
u
m
 

v
a
r
.
v
e
r
t
i
c
i
l
l
a
t
u
m
 

ム
ラ

サ
キ

ベ
ン

ケ
イ

ソ
ウ

属
ベ

ン
ケ

イ
ソ

ウ
科

 
ユ

キ
ノ

シ
タ

目
そ

の
他

 
重

要
種

 

1
8
2
 

コ
モ

チ
マ

ン
ネ

ン
グ

サ
S
e
d
u
m
 
b
u
l
b
i
f
e
r
u
m
 

マ
ン

ネ
ン

グ
サ

属
ベ

ン
ケ

イ
ソ

ウ
科

 
ユ

キ
ノ

シ
タ

目

1
8
3
 

ヒ
メ

レ
ン

ゲ
S
e
d
u
m
 
s
u
b
t
i
l
e
 

マ
ン

ネ
ン

グ
サ

属
ベ

ン
ケ

イ
ソ

ウ
科

 
ユ

キ
ノ

シ
タ

目

1
8
4
 

ノ
ブ

ド
ウ

A
m
p
e
l
o
p
s
i
s
 
g
l
a
n
d
u
l
o
s
a
 
v
a
r
.
h
e
t
e
r
o
p
h
y
l
l
a
 

ノ
ブ

ド
ウ

属
ブ

ド
ウ

科
 

ブ
ド

ウ
目

 

1
8
5
 

キ
レ

ハ
ノ

ブ
ド

ウ
A
m
p
e
l
o
p
s
i
s
 
g
l
a
n
d
u
l
o
s
a
 
v
a
r
.
 
h
e
t
e
r
o
p
h
y
l
l
a
 

f
.

c
i
t
r
u
l
l
o
i
d
e
s

ノ
ブ

ド
ウ

属
ブ

ド
ウ

科
 

ブ
ド

ウ
目

 

1
8
6
 

ヤ
ブ

カ
ラ

シ
C
a
y
r
a
t
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ヤ
ブ

カ
ラ

シ
属

ブ
ド

ウ
科

 
ブ

ド
ウ

目
 

1
8
7
 

ツ
タ

P
a
r
t
h
e
n
o
c
i
s
s
u
s
 
t
r
i
c
u
s
p
i
d
a
t
a
 

ツ
タ

属
ブ

ド
ウ

科
 

ブ
ド

ウ
目

 

1
8
8
 

サ
ン

カ
ク

ヅ
ル

V
i
t
i
s
 
f
l
e
x
u
o
s
a
 

ブ
ド

ウ
属

 
ブ

ド
ウ

科
 

ブ
ド

ウ
目

 

1
8
9
 

ア
マ

ヅ
ル

V
i
t
i
s
 
s
a
c
c
h
a
r
i
f
e
r
a
 
v
a
r
.
s
a
c
c
h
a
r
i
f
e
r
a
 

ブ
ド

ウ
属

 
ブ

ド
ウ

科
 

ブ
ド

ウ
目

 

1
9
0
 

ネ
ム

ノ
キ

A
l
b
i
z
i
a
 
j
u
l
i
b
r
i
s
s
i
n
 
v
a
r
.
j
u
l
i
b
r
i
s
s
i
n
 

ネ
ム

ノ
キ

属
マ

メ
科

マ
メ

目

1
9
1
 

イ
タ

チ
ハ

ギ
A
m
o
r
p
h
a
 
f
r
u
t
i
c
o
s
a
 

イ
タ

チ
ハ

ギ
属

マ
メ

科
マ

メ
目

1
9
2
 

ヤ
ブ

マ
メ

A
m
p
h
i
c
a
r
p
a
e
a
 
e
d
g
e
w
o
r
t
h
i
i
 

ヤ
ブ

マ
メ

属
マ

メ
科

マ
メ

目

1
9
3
 

ユ
ク

ノ
キ

C
l
a
d
r
a
s
t
i
s
 
s
h
i
k
o
k
i
a
n
a
 

フ
ジ

キ
属

マ
メ

科
マ

メ
目

1
9
4
 

ノ
サ

サ
ゲ

D
u
m
a
s
i
a
 
t
r
u
n
c
a
t
a
 

ノ
サ

サ
ゲ

属
マ

メ
科

マ
メ

目

1
9
5
 

ヌ
ス

ビ
ト

ハ
ギ

H
y
l
o
d
e
s
m
u
m
 
p
o
d
o
c
a
r
p
u
m
 
s
s
p
.
o
x
y
p
h
y
l
l
u
m
 

v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
u
m
 

ヌ
ス

ビ
ト

ハ
ギ

属
マ

メ
科

マ
メ

目

1
9
6
 

ト
ウ

コ
マ

ツ
ナ

ギ
I
n
d
i
g
o
f
e
r
a
 
b
u
n
g
e
a
n
a
 
v
a
r
.
b
u
n
g
e
a
n
a
 

コ
マ

ツ
ナ

ギ
属

マ
メ

科
マ

メ
目

1
9
7
 

ヤ
マ

ハ
ギ

L
e
s
p
e
d
e
z
a
 
b
i
c
o
l
o
r
 
v
a
r
.
b
i
c
o
l
o
r
 

ハ
ギ

属
マ

メ
科

マ
メ

目

52



5
3
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

属
名

 
科

名
 

目
名

 
環

境
省

 
R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

別
名

 

1
9
8
 

メ
ド

ハ
ギ

L
e
s
p
e
d
e
z
a
 
c
u
n
e
a
t
a
 
v
a
r
.
c
u
n
e
a
t
a
 

ハ
ギ

属
マ

メ
科

マ
メ

目

1
9
9
 

ネ
コ

ハ
ギ

L
e
s
p
e
d
e
z
a
 
p
i
l
o
s
a
 
v
a
r
.
p
i
l
o
s
a
 

ハ
ギ

属
マ

メ
科

マ
メ

目

2
0
0
 

ク
ズ

P
u
e
r
a
r
i
a
 
l
o
b
a
t
a
 
s
s
p
.
l
o
b
a
t
a
 

ク
ズ

属
マ

メ
科

マ
メ

目

2
0
1
 

コ
メ

ツ
ブ

ツ
メ

ク
サ

T
r
i
f
o
l
i
u
m
 
d
u
b
i
u
m
 

シ
ャ

ジ
ク

ソ
ウ

属
マ

メ
科

マ
メ

目

2
0
2
 

ム
ラ

サ
キ

ツ
メ

ク
サ

T
r
i
f
o
l
i
u
m
 
p
r
a
t
e
n
s
e
 

シ
ャ

ジ
ク

ソ
ウ

属
マ

メ
科

マ
メ

目
ア

カ
ツ

メ
ク

サ

2
0
3
 

シ
ロ

ツ
メ

ク
サ

T
r
i
f
o
l
i
u
m
 
r
e
p
e
n
s
 

シ
ャ

ジ
ク

ソ
ウ

属
マ

メ
科

マ
メ

目

2
0
4
 

ビ
ワ

コ
エ

ビ
ラ

フ
ジ

 
V
i
c
i
a
 
v
e
n
o
s
a
 
s
s
p
.
s
t
o
l
o
n
i
f
e
r
a
 

ソ
ラ

マ
メ

属
マ

メ
科

マ
メ

目
希

少
種

 

2
0
5
 

フ
ジ

W
i
s
t
e
r
i
a
 
f
l
o
r
i
b
u
n
d
a
 

フ
ジ

属
マ

メ
科

マ
メ

目

2
0
6
 

ナ
ワ

シ
ロ

グ
ミ

E
l
a
e
a
g
n
u
s
 
p
u
n
g
e
n
s
 

グ
ミ

属
 

グ
ミ

科
 

バ
ラ

目
 

2
0
7
 

ケ
ケ

ン
ポ

ナ
シ

H
o
v
e
n
i
a
 
t
r
i
c
h
o
c
a
r
p
a
 
v
a
r
.
r
o
b
u
s
t
a
 

ケ
ン

ポ
ナ

シ
属

ク
ロ

ウ
メ

モ
ド

キ
科

バ
ラ

目
 

2
0
8
 

ヒ
メ

コ
ウ

ゾ
B
r
o
u
s
s
o
n
e
t
i
a
 
m
o
n
o
i
c
a
 

カ
ジ

ノ
キ

属
ク

ワ
科

バ
ラ

目
 

2
0
9
 

ク
ワ

ク
サ

F
a
t
o
u
a
 
v
i
l
l
o
s
a
 

ク
ワ

ク
サ

属
ク

ワ
科

バ
ラ

目
 

2
1
0
 

ヤ
ブ

マ
オ

B
o
e
h
m
e
r
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
v
a
r
.
l
o
n
g
i
s
p
i
c
a
 

カ
ラ

ム
シ

属
イ

ラ
ク

サ
科

バ
ラ

目
 

2
1
1
 

カ
ラ

ム
シ

B
o
e
h
m
e
r
i
a
 
n
i
v
e
a
 
v
a
r
.
c
o
n
c
o
l
o
r
 

カ
ラ

ム
シ

属
イ

ラ
ク

サ
科

バ
ラ

目
 

2
1
2
 

メ
ヤ

ブ
マ

オ
B
o
e
h
m
e
r
i
a
 
p
l
a
t
a
n
i
f
o
l
i
a
 

カ
ラ

ム
シ

属
イ

ラ
ク

サ
科

バ
ラ

目
 

2
1
3
 

ナ
ガ

バ
ヤ

ブ
マ

オ
B
o
e
h
m
e
r
i
a
 
s
i
e
b
o
l
d
i
a
n
a
 

カ
ラ

ム
シ

属
イ

ラ
ク

サ
科

バ
ラ

目
 

2
1
4
 

ア
カ

ソ
B
o
e
h
m
e
r
i
a
 
s
i
l
v
e
s
t
r
i
i
 

カ
ラ

ム
シ

属
イ

ラ
ク

サ
科

バ
ラ

目
 

2
1
5
 

コ
ア

カ
ソ

B
o
e
h
m
e
r
i
a
 
s
p
i
c
a
t
a
 

ヤ
ブ

マ
オ

属
イ

ラ
ク

サ
科

バ
ラ

目
 

2
1
6
 

ウ
ワ

バ
ミ

ソ
ウ

E
l
a
t
o
s
t
e
m
a
 
i
n
v
o
l
u
c
r
a
t
u
m
 

ウ
ワ

バ
ミ

ソ
ウ

属
イ

ラ
ク

サ
科

バ
ラ

目
 

2
1
7
 

ヤ
マ

ト
キ

ホ
コ

リ
E
l
a
t
o
s
t
e
m
a
 
l
a
e
t
e
v
i
r
e
n
s
 

ウ
ワ

バ
ミ

ソ
ウ

属
イ

ラ
ク

サ
科

バ
ラ

目
 

2
1
8
 

ム
カ

ゴ
イ

ラ
ク

サ
L
a
p
o
r
t
e
a
 
b
u
l
b
i
f
e
r
a
 

ム
カ

ゴ
イ

ラ
ク

サ
属

イ
ラ

ク
サ

科
バ

ラ
目

 

2
1
9
 

ミ
ヤ

マ
イ

ラ
ク

サ
L
a
p
o
r
t
e
a
 
c
u
s
p
i
d
a
t
a
 

ム
カ

ゴ
イ

ラ
ク

サ
属

イ
ラ

ク
サ

科
バ

ラ
目

 

2
2
0
 

カ
テ

ン
ソ

ウ
N
a
n
o
c
n
i
d
e
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

カ
テ

ン
ソ

ウ
属

イ
ラ

ク
サ

科
バ

ラ
目

 

2
2
1
 

ミ
ズ

P
i
l
e
a
 
h
a
m
a
o
i
 

ミ
ズ

属
イ

ラ
ク

サ
科

バ
ラ

目
 

2
2
2
 

ヤ
マ

ミ
ズ

P
i
l
e
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ミ
ズ

属
イ

ラ
ク

サ
科

バ
ラ

目
 

2
2
3
 

ミ
ヤ

コ
ミ

ズ
P
i
l
e
a
 
k
i
o
t
e
n
s
i
s
 

ミ
ズ

属
イ

ラ
ク

サ
科

バ
ラ

目
 

希
少

種
 

2
2
4
 

ア
オ

ミ
ズ

P
i
l
e
a
 
p
u
m
i
l
a
 

ミ
ズ

属
イ

ラ
ク

サ
科

バ
ラ

目
 

2
2
5
 

イ
ラ

ク
サ

U
r
t
i
c
a
 
t
h
u
n
b
e
r
g
i
a
n
a
 

イ
ラ

ク
サ

属
イ

ラ
ク

サ
科

バ
ラ

目
 

2
2
6
 

ヒ
メ

キ
ン

ミ
ズ

ヒ
キ

A
g
r
i
m
o
n
i
a
 
n
i
p
p
o
n
i
c
a
 

キ
ン

ミ
ズ

ヒ
キ

属
バ

ラ
科

 
バ

ラ
目

 

2
2
7
 

キ
ン

ミ
ズ

ヒ
キ

A
g
r
i
m
o
n
i
a
 
p
i
l
o
s
a
 
v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 

キ
ン

ミ
ズ

ヒ
キ

属
バ

ラ
科

 
バ

ラ
目

 

2
2
8
 

ア
ズ

キ
ナ

シ
A
r
i
a
 
a
l
n
i
f
o
l
i
a
 

ア
ズ

キ
ナ

シ
属

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

2
2
9
 

ウ
ラ

ジ
ロ

ノ
キ

A
r
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ア
ズ

キ
ナ

シ
属

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

2
3
0
 

ヤ
マ

ブ
キ

シ
ョ

ウ
マ

A
r
u
n
c
u
s
 
d
i
o
i
c
u
s
 
v
a
r
.
k
a
m
t
s
c
h
a
t
i
c
u
s
 

ヤ
マ

ブ
キ

シ
ョ

ウ
マ

属
バ

ラ
科

 
バ

ラ
目

 

2
3
1
 

ヤ
マ

ザ
ク

ラ
C
e
r
a
s
u
s
 
j
a
m
a
s
a
k
u
r
a
 
v
a
r
.
j
a
m
a
s
a
k
u
r
a
 

サ
ク

ラ
属

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

2
3
2
 

カ
ス

ミ
ザ

ク
ラ

C
e
r
a
s
u
s
 
l
e
v
e
i
l
l
e
a
n
a
 

サ
ク

ラ
属

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

2
3
3
 

ク
サ

ボ
ケ

C
h
a
e
n
o
m
e
l
e
s
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ボ
ケ

属
 

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

2
3
4
 

シ
モ

ツ
ケ

ソ
ウ

F
i
l
i
p
e
n
d
u
l
a
 
m
u
l
t
i
j
u
g
a
 
v
a
r
.
m
u
l
t
i
j
u
g
a
 

シ
モ

ツ
ケ

ソ
ウ

属
バ

ラ
科

 
バ

ラ
目

 
そ

の
他

 
重

要
種

 

2
3
5
 

ダ
イ

コ
ン

ソ
ウ

 
G
e
u
m
 
j
a
p
o
n
i
c
u
m
 

ダ
イ

コ
ン

ソ
ウ

属
 

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

2
3
6
 

ヤ
マ

ブ
キ

K
e
r
r
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ヤ
マ

ブ
キ

属
バ

ラ
科

 
バ

ラ
目

 

2
3
7
 

オ
オ

ウ
ラ

ジ
ロ

ノ
キ

M
a
l
u
s
 
t
s
c
h
o
n
o
s
k
i
i
 

リ
ン

ゴ
属

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

2
3
8
 

イ
ヌ

ザ
ク

ラ
P
a
d
u
s
 
b
u
e
r
g
e
r
i
a
n
a
 

ウ
ワ

ミ
ズ

ザ
ク

ラ
属

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
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5
4
 

 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

属
名

 
科

名
 

目
名

 
環

境
省

 
R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

別
名

 

2
3
9
 

ウ
ワ

ミ
ズ

ザ
ク

ラ
 

P
a
d
u
s
 
g
r
a
y
a
n
a
 

ウ
ワ

ミ
ズ

ザ
ク

ラ
属

 
バ

ラ
科

 
バ

ラ
目

 
 

 
 

 
 

 

2
4
0
 

ミ
ツ

バ
ツ

チ
グ

リ
 

P
o
t
e
n
t
i
l
l
a
 
f
r
e
y
n
i
a
n
a
 

キ
ジ

ム
シ

ロ
属

 
バ

ラ
科

 
バ

ラ
目

 
 

 
 

 
 

 

2
4
1
 

ヘ
ビ

イ
チ

ゴ
 

P
o
t
e
n
t
i
l
l
a
 
h
e
b
i
i
c
h
i
g
o
 

キ
ジ

ム
シ

ロ
属

 
バ

ラ
科

 
バ

ラ
目

 
 

 
 

 
 

 

2
4
2
 

ヤ
ブ

ヘ
ビ

イ
チ

ゴ
 

P
o
t
e
n
t
i
l
l
a
 
i
n
d
i
c
a
 

キ
ジ

ム
シ

ロ
属

 
バ

ラ
科

 
バ

ラ
目

 
 

 
 

 
 

 

2
4
3
 

カ
マ

ツ
カ

 
P
s
e
u
d
o
g
o
b
i
o
 
e
s
o
c
i
n
u
s
 

カ
マ

ツ
カ

属
 

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
4
4
 

ヤ
マ

ナ
シ

 
P
y
r
u
s
 
p
y
r
i
f
o
l
i
a
 

ナ
シ

属
 

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
4
5
 

ノ
イ

バ
ラ

 
R
o
s
a
 
m
u
l
t
i
f
l
o
r
a
 
v
a
r
.
m
u
l
t
i
f
l
o
r
a
 

バ
ラ

属
 

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
4
6
 

ミ
ヤ

コ
イ

バ
ラ

 
R
o
s
a
 
p
a
n
i
c
u
l
i
g
e
r
a
 

バ
ラ

属
 

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
4
7
 

フ
ユ

イ
チ

ゴ
 

R
u
b
u
s
 
b
u
e
r
g
e
r
i
 

キ
イ

チ
ゴ

属
 

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
4
8
 

ク
マ

イ
チ

ゴ
 

R
u
b
u
s
 
c
r
a
t
a
e
g
i
f
o
l
i
u
s
 

キ
イ

チ
ゴ

属
 

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
4
9
 

ク
サ

イ
チ

ゴ
 

R
u
b
u
s
 
h
i
r
s
u
t
u
s
 

キ
イ

チ
ゴ

属
 

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
5
0
 

ニ
ガ

イ
チ

ゴ
 

R
u
b
u
s
 
m
i
c
r
o
p
h
y
l
l
u
s
 

キ
イ

チ
ゴ

属
 

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
5
1
 

ナ
ワ

シ
ロ

イ
チ

ゴ
 

R
u
b
u
s
 
p
a
r
v
i
f
o
l
i
u
s
 

キ
イ

チ
ゴ

属
 

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
5
2
 

コ
バ

ノ
フ

ユ
イ

チ
ゴ

 
R
u
b
u
s
 
p
e
c
t
i
n
e
l
l
u
s
 

キ
イ

チ
ゴ

属
 

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
5
3
 

ナ
ガ

バ
モ

ミ
ジ

イ
チ

ゴ
 

R
u
b
u
s
 
p
a
l
m
a
t
u
s
 
v
a
r
.
 
p
a
l
m
a
t
u
s
 

キ
イ

チ
ゴ

属
 

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
5
4
 

エ
ビ

ガ
ラ

イ
チ

ゴ
 

R
u
b
u
s
 
p
h
o
e
n
i
c
o
l
a
s
i
u
s
 

キ
イ

チ
ゴ

属
 

バ
ラ

科
 

バ
ラ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
5
5
 

ナ
ナ

カ
マ

ド
 

S
o
r
b
u
s
 
c
o
m
m
i
x
t
a
 
v
a
r
.
c
o
m
m
i
x
t
a
 

ナ
ナ

カ
マ

ド
属

 
バ

ラ
科

 
バ

ラ
目

 
 

 
 

 
 

 

2
5
6
 

ク
リ

 
C
a
s
t
a
n
e
a
 
c
r
e
n
a
t
a
 

ク
リ

属
 

ブ
ナ

科
 

ブ
ナ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
5
7
 

ス
ダ

ジ
イ

 
C
a
s
t
a
n
o
p
s
i
s
 
s
i
e
b
o
l
d
i
i
 
s
s
p
.
s
i
e
b
o
l
d
i
i
 

シ
イ

属
 

ブ
ナ

科
 

ブ
ナ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
5
8
 

ブ
ナ

 
F
a
g
u
s
 
c
r
e
n
a
t
a
 

ブ
ナ

属
 

ブ
ナ

科
 

ブ
ナ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
5
9
 

イ
ヌ

ブ
ナ

 
F
a
g
u
s
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ブ
ナ

属
 

ブ
ナ

科
 

ブ
ナ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
6
0
 

ア
カ

ガ
シ

 
Q
u
e
r
c
u
s
 
a
c
u
t
a
 

コ
ナ

ラ
属

 
ブ

ナ
科

 
ブ

ナ
目

 
 

 
 

 
 

 

2
6
1
 

ミ
ズ

ナ
ラ

 
Q
u
e
r
c
u
s
 
c
r
i
s
p
u
l
a
 
v
a
r
.
c
r
i
s
p
u
l
a
 

コ
ナ

ラ
属

 
ブ

ナ
科

 
ブ

ナ
目

 
 

 
 

 
 

 

2
6
2
 

ア
ラ

カ
シ

 
Q
u
e
r
c
u
s
 
g
l
a
u
c
a
 

コ
ナ

ラ
属

 
ブ

ナ
科

 
ブ

ナ
目

 
 

 
 

 
 

 

2
6
3
 

シ
ラ

カ
シ

 
Q
u
e
r
c
u
s
 
m
y
r
s
i
n
i
f
o
l
i
a
 

コ
ナ

ラ
属

 
ブ

ナ
科

 
ブ

ナ
目

 
 

 
 

 
 

 

2
6
4
 

ウ
ラ

ジ
ロ

ガ
シ

 
Q
u
e
r
c
u
s
 
s
a
l
i
c
i
n
a
 

コ
ナ

ラ
属

 
ブ

ナ
科

 
ブ

ナ
目

 
 

 
 

 
 

 

2
6
5
 

コ
ナ

ラ
 

Q
u
e
r
c
u
s
 
s
e
r
r
a
t
a
 
s
s
p
.
s
e
r
r
a
t
a
 
v
a
r
.
s
e
r
r
a
t
a
 

コ
ナ

ラ
属

 
ブ

ナ
科

 
ブ

ナ
目

 
 

 
 

 
 

 

2
6
6
 

ツ
ク

バ
ネ

ガ
シ

 
Q
u
e
r
c
u
s
 
s
e
s
s
i
l
i
f
o
l
i
a
 

コ
ナ

ラ
属

 
ブ

ナ
科

 
ブ

ナ
目

 
 

 
 

 
 

 

2
6
7
 

オ
オ

ツ
ク

バ
ネ

ガ
シ

 
Q
u
e
r
c
u
s
 
x
 
t
a
k
a
o
y
a
m
e
n
s
i
s
 

コ
ナ

ラ
属

 
ブ

ナ
科

 
ブ

ナ
目

 
 

 
 

 
 

 

2
6
8
 

ヤ
マ

モ
モ

 
M
o
r
e
l
l
a
 
r
u
b
r
a
 

ヤ
マ

モ
モ

属
 

ヤ
マ

モ
モ

科
 

ブ
ナ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
6
9
 

オ
ニ

グ
ル

ミ
 

J
u
g
l
a
n
s
 
m
a
n
d
s
h
u
r
i
c
a
 
v
a
r
.
s
a
c
h
a
l
i
n
e
n
s
i
s
 

ク
ル

ミ
属

 
ク

ル
ミ

科
 

ブ
ナ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
7
0
 

サ
ワ

グ
ル

ミ
 

P
t
e
r
o
c
a
r
y
a
 
r
h
o
i
f
o
l
i
a
 

サ
ワ

グ
ル

ミ
属

 
ク

ル
ミ

科
 

ブ
ナ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
7
1
 

ケ
ヤ

マ
ハ

ン
ノ

キ
 

A
l
n
u
s
 
h
i
r
s
u
t
a
 

ハ
ン

ノ
キ

属
 

カ
バ

ノ
キ

科
 

ブ
ナ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
7
2
 

ミ
ズ

メ
 

B
e
t
u
l
a
 
g
r
o
s
s
a
 

カ
バ

ノ
キ

属
 

カ
バ

ノ
キ

科
 

ブ
ナ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
7
3
 

サ
ワ

シ
バ

 
C
a
r
p
i
n
u
s
 
c
o
r
d
a
t
a
 
v
a
r
.
c
o
r
d
a
t
a
 

シ
デ

属
 

カ
バ

ノ
キ

科
 

ブ
ナ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
7
4
 

ク
マ

シ
デ

 
C
a
r
p
i
n
u
s
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

シ
デ

属
 

カ
バ

ノ
キ

科
 

ブ
ナ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
7
5
 

ア
カ

シ
デ

 
C
a
r
p
i
n
u
s
 
l
a
x
i
f
l
o
r
a
 

シ
デ

属
 

カ
バ

ノ
キ

科
 

ブ
ナ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
7
6
 

イ
ヌ

シ
デ

 
C
a
r
p
i
n
u
s
 
t
s
c
h
o
n
o
s
k
i
i
 

シ
デ

属
 

カ
バ

ノ
キ

科
 

ブ
ナ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
7
7
 

ツ
ノ

ハ
シ

バ
ミ

 
C
o
r
y
l
u
s
 
s
i
e
b
o
l
d
i
a
n
a
 
v
a
r
.
s
i
e
b
o
l
d
i
a
n
a
 

ハ
シ

バ
ミ

属
 

カ
バ

ノ
キ

科
 

ブ
ナ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
7
8
 

ア
マ

チ
ャ

ヅ
ル

 
G
y
n
o
s
t
e
m
m
a
 
p
e
n
t
a
p
h
y
l
l
u
m
 
v
a
r
.
p
e
n
t
a
p
h
y
l
l
u
m
 

ア
マ

チ
ャ

ヅ
ル

属
 

ウ
リ

科
 

ウ
リ

目
 

 
 

 
 

 
 

2
7
9
 

ス
ズ

メ
ウ

リ
 

Z
e
h
n
e
r
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ス
ズ

メ
ウ

リ
属

 
ウ

リ
科

 
ウ

リ
目
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5
5
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

属
名

 
科

名
 

目
名

 
環

境
省

 
R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

別
名

 

2
8
0
 

コ
マ

ユ
ミ

E
u
o
n
y
m
u
s
 
a
l
a
t
u
s
 
f
.
c
i
l
i
a
t
o
d
e
n
t
a
t
u
s
 

ニ
シ

キ
ギ

属
ニ

シ
キ

ギ
科

ニ
シ

キ
ギ

目

2
8
1
 

コ
バ

ノ
コ

マ
ユ

ミ
E
u
o
n
y
m
u
s
 
a
l
a
t
u
s
 
f
.
m
i
c
r
o
p
h
y
l
l
u
s
 

ニ
シ

キ
ギ

属
ニ

シ
キ

ギ
科

ニ
シ

キ
ギ

目
コ

バ
マ

ユ
ミ

2
8
2
 

マ
ユ

ミ
E
u
o
n
y
m
u
s
 
s
i
e
b
o
l
d
i
a
n
u
s
 

ニ
シ

キ
ギ

属
ニ

シ
キ

ギ
科

ニ
シ

キ
ギ

目

2
8
3
 

ミ
ヤ

マ
ナ

ル
コ

ユ
リ

P
o
l
y
g
o
n
a
t
u
m
 
l
a
s
i
a
n
t
h
u
m
 

ア
マ

ド
コ

ロ
属

キ
ジ

カ
ク

シ
科

キ
ジ

カ
ク

シ
目

2
8
4
 

コ
ミ

ヤ
マ

カ
タ

バ
ミ

O
x
a
l
i
s
 
a
c
e
t
o
s
e
l
l
a
 
v
a
r
.
a
c
e
t
o
s
e
l
l
a
 

カ
タ

バ
ミ

属
カ

タ
バ

ミ
科

カ
タ

バ
ミ

目

2
8
5
 

カ
タ

バ
ミ

O
x
a
l
i
s
 
c
o
r
n
i
c
u
l
a
t
a
 

カ
タ

バ
ミ

属
カ

タ
バ

ミ
科

カ
タ

バ
ミ

目

2
8
6
 

ム
ラ

サ
キ

カ
タ

バ
ミ

O
x
a
l
i
s
 
c
o
r
y
m
b
o
s
a
 

カ
タ

バ
ミ

属
カ

タ
バ

ミ
科

カ
タ

バ
ミ

目

2
8
7
 

オ
ッ

タ
チ

カ
タ

バ
ミ

O
x
a
l
i
s
 
d
i
l
l
e
n
i
i
 

カ
タ

バ
ミ

属
カ

タ
バ

ミ
科

カ
タ

バ
ミ

目

2
8
8
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p
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ダ
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b
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f
e
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f
l
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ソ
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キ
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p
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i
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l
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ヤ
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x
 
u
d
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ナ
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ン
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オ
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ボ
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c
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c
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c
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i
e
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e
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キ
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キ
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ボ
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ボ
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キ
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l
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c
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i
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c
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c
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e
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e
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p
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e
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ソ
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オ
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ト
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p
e
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c
u
m
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u
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o
p
e
t
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t
u
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ソ
ウ
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ト
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キ
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オ
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b
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ソ
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ソ
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l
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ソ
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p
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p
y
r
r
i
c
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p
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p
r
a
e
c
o
x
 

キ
ブ

シ
属

キ
ブ

シ
科

ミ
ツ

バ
ウ

ツ
ギ

目

3
1
5
 

ヌ
ル

デ
R
h
u
s
 
j
a
v
a
n
i
c
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i
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i
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i
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d
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d
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r
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c
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p
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c
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e
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c
e
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u
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u
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c
e
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u
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u
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c
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p
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c
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c
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p
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c
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c
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p
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r
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c
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p
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c
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u
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c
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i
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v
e
 

カ
エ

デ
属

ム
ク

ロ
ジ

科
ム

ク
ロ
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c
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u
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c
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i
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c
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u
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p
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n
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p
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p
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P
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P
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u
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シ

属
 

タ
デ

科
ナ

デ
シ

コ
目

3
6
1
 

ナ
ガ

バ
ギ

シ
ギ

シ
R
u
m
e
x
 
c
r
i
s
p
u
s
 

ギ
シ

ギ
シ

属
 

タ
デ

科
ナ

デ
シ

コ
目

56



5
7
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

属
名

 
科

名
 

目
名

 
環

境
省

 
R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

別
名

 

3
6
2
 

エ
ゾ

ノ
ギ

シ
ギ

シ
R
u
m
e
x
 
o
b
t
u
s
i
f
o
l
i
u
s
 

ギ
シ

ギ
シ

属
 

タ
デ

科
ナ

デ
シ

コ
目

3
6
3
 

ノ
ミ

ノ
ツ

ヅ
リ

A
r
e
n
a
r
i
a
 
s
e
r
p
y
l
l
i
f
o
l
i
a
 
v
a
r
.
s
e
r
p
y
l
l
i
f
o
l
i
a
 

ノ
ミ

ノ
ツ

ヅ
リ

属
ナ

デ
シ

コ
科

ナ
デ

シ
コ

目

3
6
4
 

ミ
ミ

ナ
グ

サ
C
e
r
a
s
t
i
u
m
 
f
o
n
t
a
n
u
m
 
s
s
p
.
v
u
l
g
a
r
e
 

v
a
r
.
a
n
g
u
s
t
i
f
o
l
i
u
m
 

ミ
ミ

ナ
グ

サ
属

ナ
デ

シ
コ

科
ナ

デ
シ

コ
目

3
6
5
 

オ
ラ

ン
ダ

ミ
ミ

ナ
グ

サ
C
e
r
a
s
t
i
u
m
 
g
l
o
m
e
r
a
t
u
m
 

ミ
ミ

ナ
グ

サ
属

ナ
デ

シ
コ

科
ナ

デ
シ

コ
目

3
6
6
 

ツ
メ

ク
サ

S
a
g
i
n
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ツ
メ

ク
サ

属
ナ

デ
シ

コ
科

ナ
デ

シ
コ

目

3
6
7
 

ナ
ン

バ
ン

ハ
コ

ベ
S
i
l
e
n
e
 
b
a
c
c
i
f
e
r
a
 
v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 

マ
ン

テ
マ

属
ナ

デ
シ

コ
科

ナ
デ

シ
コ

目

3
6
8
 

サ
ワ

ハ
コ

ベ
S
t
e
l
l
a
r
i
a
 
d
i
v
e
r
s
i
f
l
o
r
a
 
v
a
r
.
d
i
v
e
r
s
i
f
l
o
r
a
 

ハ
コ

ベ
属

ナ
デ

シ
コ

科
ナ

デ
シ

コ
目

3
6
9
 

コ
ハ

コ
ベ

S
t
e
l
l
a
r
i
a
 
m
e
d
i
a
 

ハ
コ

ベ
属

ナ
デ

シ
コ

科
ナ

デ
シ

コ
目

3
7
0
 

オ
オ

ヤ
マ

ハ
コ

ベ
S
t
e
l
l
a
r
i
a
 
m
o
n
o
s
p
e
r
m
a
 
v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ハ
コ

ベ
属

ナ
デ

シ
コ

科
ナ

デ
シ

コ
目

3
7
1
 

ミ
ド

リ
ハ

コ
ベ

S
t
e
l
l
a
r
i
a
 
n
e
g
l
e
c
t
a
 

ハ
コ

ベ
属

ナ
デ

シ
コ

科
ナ

デ
シ

コ
目

3
7
2
 

ミ
ヤ

マ
ハ

コ
ベ

S
t
e
l
l
a
r
i
a
 
s
e
s
s
i
l
i
f
l
o
r
a
 

ハ
コ

ベ
属

ナ
デ

シ
コ

科
ナ

デ
シ

コ
目

3
7
3
 

ノ
ミ

ノ
フ

ス
マ

S
t
e
l
l
a
r
i
a
 
u
l
i
g
i
n
o
s
a
 
v
a
r
.
u
n
d
u
l
a
t
a
 

ハ
コ

ベ
属

ナ
デ

シ
コ

科
ナ

デ
シ

コ
目

3
7
4
 

イ
ノ

コ
ヅ

チ
A
c
h
y
r
a
n
t
h
e
s
 
b
i
d
e
n
t
a
t
a
 
v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 

イ
ノ

コ
ヅ

チ
属

ヒ
ユ

科
ナ

デ
シ

コ
目

3
7
5
 

ア
リ

タ
ソ

ウ
D
y
s
p
h
a
n
i
a
 
a
m
b
r
o
s
i
o
i
d
e
s
 

ア
カ

ザ
属

ヒ
ユ

科
ナ

デ
シ

コ
目

ケ
ア

リ
タ

ソ
ウ

3
7
6
 

マ
ル

ミ
ノ

ヤ
マ

ゴ
ボ

ウ
P
h
y
t
o
l
a
c
c
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ヤ
マ

ゴ
ボ

ウ
属

ヤ
マ

ゴ
ボ

ウ
科

ナ
デ

シ
コ

目

3
7
7
 

ウ
リ

ノ
キ

A
l
a
n
g
i
u
m
 
p
l
a
t
a
n
i
f
o
l
i
u
m
 
f
.
m
a
c
r
o
p
h
y
l
l
u
m
 

ウ
リ

ノ
キ

属
ミ

ズ
キ

科
ミ

ズ
キ

目

3
7
8
 

ミ
ズ

キ
C
o
r
n
u
s
 
c
o
n
t
r
o
v
e
r
s
a
 
v
a
r
.
c
o
n
t
r
o
v
e
r
s
a
 

ミ
ズ

キ
属

ミ
ズ

キ
科

ミ
ズ

キ
目

3
7
9
 

ヤ
マ

ボ
ウ

シ
C
o
r
n
u
s
 
k
o
u
s
a
 
s
s
p
.
k
o
u
s
a
 

ミ
ズ

キ
属

ミ
ズ

キ
科

ミ
ズ

キ
目

3
8
0
 

ク
マ

ノ
ミ

ズ
キ

C
o
r
n
u
s
 
m
a
c
r
o
p
h
y
l
l
a
 

ミ
ズ

キ
属

ミ
ズ

キ
科

ミ
ズ

キ
目

3
8
1
 

ツ
ル

ア
ジ

サ
イ

C
a
l
y
p
t
r
a
n
t
h
e
 
p
e
t
i
o
l
a
r
i
s
 

ツ
ル

ア
ジ

サ
イ

属
ア

ジ
サ

イ
科

ミ
ズ

キ
目

3
8
2
 

ク
サ

ア
ジ

サ
イ

C
a
r
d
i
a
n
d
r
a
 
a
l
t
e
r
n
i
f
o
l
i
a
 
v
a
r
.
a
l
t
e
r
n
i
f
o
l
i
a
 

ク
サ

ア
ジ

サ
イ

属
ア

ジ
サ

イ
科

ミ
ズ

キ
目

3
8
3
 

ウ
ツ

ギ
D
e
u
t
z
i
a
 
c
r
e
n
a
t
a
 
v
a
r
.
c
r
e
n
a
t
a
 

ウ
ツ

ギ
属

ア
ジ

サ
イ

科
ミ

ズ
キ

目

3
8
4
 

ウ
ラ

ジ
ロ

ウ
ツ

ギ
D
e
u
t
z
i
a
 
m
a
x
i
m
o
w
i
c
z
i
a
n
a
 

ウ
ツ

ギ
属

ア
ジ

サ
イ

科
ミ

ズ
キ

目

3
8
5
 

ノ
リ

ウ
ツ

ギ
H
e
t
e
r
o
m
a
l
l
a
 
p
a
n
i
c
u
l
a
t
a
 

ノ
リ

ウ
ツ

ギ
属

ア
ジ

サ
イ

科
ミ

ズ
キ

目

3
8
6
 

コ
ア

ジ
サ

イ
H
o
r
t
e
n
s
i
a
 
h
i
r
t
a
 

ア
ジ

サ
イ

属
ア

ジ
サ

イ
科

ミ
ズ

キ
目

3
8
7
 

ヤ
マ

ア
ジ

サ
イ

H
o
r
t
e
n
s
i
a
 
s
e
r
r
a
t
a
 
v
a
r
.
s
e
r
r
a
t
a
 

ア
ジ

サ
イ

属
ア

ジ
サ

イ
科

ミ
ズ

キ
目

3
8
8
 

イ
ワ

ガ
ラ

ミ
S
c
h
i
z
o
p
h
r
a
g
m
a
 
h
y
d
r
a
n
g
e
o
i
d
e
s
 

イ
ワ

ガ
ラ

ミ
属

ア
ジ

サ
イ

科
ミ

ズ
キ

目

3
8
9
 

ツ
リ

フ
ネ

ソ
ウ

I
m
p
a
t
i
e
n
s
 
t
e
x
t
o
r
i
i
 

ツ
リ

フ
ネ

ソ
ウ

属
ツ

リ
フ

ネ
ソ

ウ
科

ツ
ツ

ジ
目

3
9
0
 

サ
カ

キ
C
l
e
y
e
r
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

サ
カ

キ
属

サ
カ

キ
科

ツ
ツ

ジ
目

3
9
1
 

ヒ
サ

カ
キ

E
u
r
y
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ヒ
サ

カ
キ

属
サ

カ
キ

科
ツ

ツ
ジ

目

3
9
2
 

ギ
ン

レ
イ

カ
 

L
y
s
i
m
a
c
h
i
a
 
a
c
r
o
a
d
e
n
i
a
 

オ
カ

ト
ラ

ノ
オ

属
サ

ク
ラ

ソ
ウ

科
ツ

ツ
ジ

目

3
9
3
 

コ
ナ

ス
ビ

L
y
s
i
m
a
c
h
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

オ
カ

ト
ラ

ノ
オ

属
サ

ク
ラ

ソ
ウ

科
ツ

ツ
ジ

目

3
9
4
 

ク
リ

ン
ソ

ウ
P
r
i
m
u
l
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

サ
ク

ラ
ソ

ウ
属

サ
ク

ラ
ソ

ウ
科

ツ
ツ

ジ
目

絶
滅

危
機

増
大

種
 

3
9
5
 

ヤ
ブ

ツ
バ

キ
C
a
m
e
l
l
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ツ
バ

キ
属

ツ
バ

キ
科

ツ
ツ

ジ
目

3
9
6
 

チ
ャ

ノ
キ

C
a
m
e
l
l
i
a
 
s
i
n
e
n
s
i
s
 
v
a
r
.
s
i
n
e
n
s
i
s
 

ツ
バ

キ
属

ツ
バ

キ
科

ツ
ツ

ジ
目

3
9
7
 

ナ
ツ

ツ
バ

キ
S
t
e
w
a
r
t
i
a
 
p
s
e
u
d
o
c
a
m
e
l
l
i
a
 

ナ
ツ

ツ
バ

キ
属

ツ
バ

キ
科

ツ
ツ

ジ
目

3
9
8
 

タ
ン

ナ
サ

ワ
フ

タ
ギ

S
y
m
p
l
o
c
o
s
 
c
o
r
e
a
n
a
 

ハ
イ

ノ
キ

属
ハ

イ
ノ

キ
科

ツ
ツ

ジ
目

3
9
9
 

サ
ワ

フ
タ

ギ
S
y
m
p
l
o
c
o
s
 
s
a
w
a
f
u
t
a
g
i
 

ハ
イ

ノ
キ

属
ハ

イ
ノ

キ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
0
0
 

オ
オ

イ
ワ

カ
ガ

ミ
S
c
h
i
z
o
c
o
d
o
n
 
s
o
l
d
a
n
e
l
l
o
i
d
e
s
 
v
a
r
.
m
a
g
n
u
s
 

イ
ワ

カ
ガ

ミ
属

イ
ワ

ウ
メ

科
ツ

ツ
ジ

目

4
0
1
 

イ
ワ

ウ
チ

ワ
S
h
o
r
t
i
a
 
u
n
i
f
l
o
r
a
 

イ
ワ

ウ
チ

ワ
属

イ
ワ

ウ
メ

科
ツ

ツ
ジ

目

57



5
8
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

属
名

 
科

名
 

目
名

 
環

境
省

 
R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

別
名

 

4
0
2
 

オ
オ

バ
ア

サ
ガ

ラ
P
t
e
r
o
s
t
y
r
a
x
 
h
i
s
p
i
d
u
s
 

ア
サ

ガ
ラ

属
エ

ゴ
ノ

キ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
0
3
 

エ
ゴ

ノ
キ

S
t
y
r
a
x
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 

エ
ゴ

ノ
キ

属
エ

ゴ
ノ

キ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
0
4
 

サ
ル

ナ
シ

A
c
t
i
n
i
d
i
a
 
a
r
g
u
t
a
 
v
a
r
.
a
r
g
u
t
a
 

マ
タ

タ
ビ

属
マ

タ
タ

ビ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
0
5
 

ウ
ラ

ジ
ロ

マ
タ

タ
ビ

A
c
t
i
n
i
d
i
a
 
a
r
g
u
t
a
 
v
a
r
.
h
y
p
o
l
e
u
c
a
 

マ
タ

タ
ビ

属
マ

タ
タ

ビ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
0
6
 

マ
タ

タ
ビ

A
c
t
i
n
i
d
i
a
 
p
o
l
y
g
a
m
a
 

マ
タ

タ
ビ

属
マ

タ
タ

ビ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
0
7
 

リ
ョ

ウ
ブ

C
l
e
t
h
r
a
 
b
a
r
b
i
n
e
r
v
i
s
 

リ
ョ

ウ
ブ

属
リ

ョ
ウ

ブ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
0
8
 

ホ
ツ

ツ
ジ

E
l
l
i
o
t
t
i
a
 
p
a
n
i
c
u
l
a
t
a
 

ホ
ツ

ツ
ジ

属
ツ

ツ
ジ

科
ツ

ツ
ジ

目

4
0
9
 

イ
ワ

ナ
シ

E
p
i
g
a
e
a
 
a
s
i
a
t
i
c
a
 

イ
ワ

ナ
シ

属
ツ

ツ
ジ

科
ツ

ツ
ジ

目

4
1
0
 

ハ
ナ

ヒ
リ

ノ
キ

L
e
u
c
o
t
h
o
e
 
g
r
a
y
a
n
a
 
v
a
r
.
g
r
a
y
a
n
a
 

イ
ワ

ナ
ン

テ
ン

属
ツ

ツ
ジ

科
ツ

ツ
ジ

目

4
1
1
 

ネ
ジ

キ
L
y
o
n
i
a
 
o
v
a
l
i
f
o
l
i
a
 
v
a
r
.
e
l
l
i
p
t
i
c
a
 

ネ
ジ

キ
属

ツ
ツ

ジ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
1
2
 

ア
セ

ビ
P
i
e
r
i
s
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
s
s
p
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 
v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ア
セ

ビ
属

ツ
ツ

ジ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
1
3
 

イ
チ

ヤ
ク

ソ
ウ

P
y
r
o
l
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 

イ
チ

ヤ
ク

ソ
ウ

属
ツ

ツ
ジ

科
ツ

ツ
ジ

目

4
1
4
 

ツ
リ

ガ
ネ

ツ
ツ

ジ
R
h
o
d
o
d
e
n
d
r
o
n
 
b
e
n
h
a
l
l
i
i
 

ツ
ツ

ジ
属

ツ
ツ

ジ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
1
5
 

ト
サ

ノ
ミ

ツ
バ

ツ
ツ

ジ
R
h
o
d
o
d
e
n
d
r
o
n
 
d
i
l
a
t
a
t
u
m
 
v
a
r
.
d
e
c
a
n
d
r
u
m
 

ツ
ツ

ジ
属

ツ
ツ

ジ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
1
6
 

ホ
ン

シ
ャ

ク
ナ

ゲ
R
h
o
d
o
d
e
n
d
r
o
n
 
j
a
p
o
n
o
h
e
p
t
a
m
e
r
u
m
 

v
a
r
.
h
o
n
d
o
e
n
s
e
 

ツ
ツ

ジ
属

ツ
ツ

ジ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
1
7
 

ヤ
マ

ツ
ツ

ジ
R
h
o
d
o
d
e
n
d
r
o
n
 
k
a
e
m
p
f
e
r
i
 
v
a
r
.
k
a
e
m
p
f
e
r
i
 

ツ
ツ

ジ
属

ツ
ツ

ジ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
1
8
 

ユ
キ

グ
ニ

ミ
ツ

バ
ツ

ツ
ジ

R
h
o
d
o
d
e
n
d
r
o
n
 
l
a
g
o
p
u
s
 
v
a
r
.
n
i
p
h
o
p
h
i
l
u
m
 

ツ
ツ

ジ
属

ツ
ツ

ジ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
1
9
 

モ
チ

ツ
ツ

ジ
R
h
o
d
o
d
e
n
d
r
o
n
 
m
a
c
r
o
s
e
p
a
l
u
m
 

ツ
ツ

ジ
属

ツ
ツ

ジ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
2
0
 

コ
バ

ノ
ミ

ツ
バ

ツ
ツ

ジ
R
h
o
d
o
d
e
n
d
r
o
n
 
r
e
t
i
c
u
l
a
t
u
m
 

ツ
ツ

ジ
属

ツ
ツ

ジ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
2
1
 

ア
ク

シ
バ

V
a
c
c
i
n
i
u
m
 
j
a
p
o
n
i
c
u
m
 
v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
u
m
 

ス
ノ

キ
属

ツ
ツ

ジ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
2
2
 

ナ
ツ

ハ
ゼ

V
a
c
c
i
n
i
u
m
 
o
l
d
h
a
m
i
i
 

ス
ノ

キ
属

ツ
ツ

ジ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
2
3
 

ス
ノ

キ
V
a
c
c
i
n
i
u
m
 
s
m
a
l
l
i
i
 
v
a
r
.
g
l
a
b
r
u
m
 

ス
ノ

キ
属

ツ
ツ

ジ
科

ツ
ツ

ジ
目

4
2
4
 

ア
オ

キ
A
u
c
u
b
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ア
オ

キ
属

ア
オ

キ
科

ア
オ

キ
目

4
2
5
 

ヒ
メ

ヨ
ツ

バ
ム

グ
ラ

G
a
l
i
u
m
 
g
r
a
c
i
l
e
n
s
 

ヤ
エ

ム
グ

ラ
属

ア
カ

ネ
科

リ
ン

ド
ウ

目

4
2
6
 

ク
ル

マ
ム

グ
ラ

G
a
l
i
u
m
 
j
a
p
o
n
i
c
u
m
 

ヤ
エ

ム
グ

ラ
属

ア
カ

ネ
科

リ
ン

ド
ウ

目

4
2
7
 

ヨ
ツ

バ
ム

グ
ラ

G
a
l
i
u
m
 
t
r
a
c
h
y
s
p
e
r
m
u
m
 

ヤ
エ

ム
グ

ラ
属

ア
カ

ネ
科

リ
ン

ド
ウ

目

4
2
8
 

ツ
ル

ア
リ

ド
オ

シ
M
i
t
c
h
e
l
l
a
 
u
n
d
u
l
a
t
a
 

ツ
ル

ア
リ

ド
オ

シ
属

ア
カ

ネ
科

リ
ン

ド
ウ

目

4
2
9
 

ハ
シ

カ
グ

サ
N
e
a
n
o
t
i
s
 
h
i
r
s
u
t
a
 

ハ
シ

カ
グ

サ
属

ア
カ

ネ
科

リ
ン

ド
ウ

目

4
3
0
 

ヘ
ク

ソ
カ

ズ
ラ

P
a
e
d
e
r
i
a
 
f
o
e
t
i
d
a
 

ヘ
ク

ソ
カ

ズ
ラ

属
ア

カ
ネ

科
リ

ン
ド

ウ
目

4
3
1
 

ア
カ

ネ
R
u
b
i
a
 
a
r
g
y
i
 

ア
カ

ネ
属

ア
カ

ネ
科

リ
ン

ド
ウ

目

4
3
2
 

フ
デ

リ
ン

ド
ウ

G
e
n
t
i
a
n
a
 
z
o
l
l
i
n
g
e
r
i
 

リ
ン

ド
ウ

属
リ

ン
ド

ウ
科

リ
ン

ド
ウ

目

4
3
3
 

ア
ケ

ボ
ノ

ソ
ウ

S
w
e
r
t
i
a
 
b
i
m
a
c
u
l
a
t
a
 

セ
ン

ブ
リ

属
リ

ン
ド

ウ
科

リ
ン

ド
ウ

目

4
3
4
 

セ
ン

ブ
リ

S
i
a
l
i
s
 
s
i
b
i
r
i
c
a
 

セ
ン

ブ
リ

属
セ

ン
ブ

リ
科

ヘ
ビ

ト
ン

ボ
目

4
3
5
 

ツ
ル

リ
ン

ド
ウ

T
r
i
p
t
e
r
o
s
p
e
r
m
u
m
 
j
a
p
o
n
i
c
u
m
 

ツ
ル

リ
ン

ド
ウ

属
リ

ン
ド

ウ
科

リ
ン

ド
ウ

目

4
3
6
 

テ
イ

カ
カ

ズ
ラ

T
r
a
c
h
e
l
o
s
p
e
r
m
u
m
 
a
s
i
a
t
i
c
u
m
 

テ
イ

カ
カ

ズ
ラ

属
キ

ョ
ウ

チ
ク

ト
ウ

科
リ

ン
ド

ウ
目

4
3
7
 

カ
ナ

ム
グ

ラ
H
u
m
u
l
u
s
 
s
c
a
n
d
e
n
s
 

カ
ラ

ハ
ナ

ソ
ウ

属
ア

サ
科

バ
ラ

目
 

4
3
8
 

イ
ガ

ホ
オ

ズ
キ

P
h
y
s
a
l
i
a
s
t
r
u
m
 
e
c
h
i
n
a
t
u
m
 

イ
ガ

ホ
オ

ズ
キ

属
ナ

ス
科

ナ
ス

目

4
3
9
 

ホ
オ

ズ
キ

P
h
y
s
a
l
i
s
 
a
l
k
e
k
e
n
g
i
 
v
a
r
.
f
r
a
n
c
h
e
t
i
i
 

ホ
オ

ズ
キ

属
ナ

ス
科

ナ
ス

目

4
4
0
 

ヤ
マ

ホ
ロ

シ
S
o
l
a
n
u
m
 
j
a
p
o
n
e
n
s
e
 

ナ
ス

属
ナ

ス
科

ナ
ス

目

4
4
1
 

ア
メ

リ
カ

イ
ヌ

ホ
オ

ズ
キ

S
o
l
a
n
u
m
 
p
t
y
c
h
a
n
t
h
u
m
 

ナ
ス

属
ナ

ス
科

ナ
ス

目

4
4
2
 

ハ
ダ

カ
ホ

オ
ズ

キ
T
u
b
o
c
a
p
s
i
c
u
m
 
a
n
o
m
a
l
u
m
 

ハ
ダ

カ
ホ

オ
ズ

キ
属

ナ
ス

科
ナ

ス
目

58



5
9
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

属
名

 
科

名
 

目
名

 
環

境
省

 
R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

別
名

 

4
4
3
 

オ
ニ

ル
リ

ソ
ウ

C
y
n
o
g
l
o
s
s
u
m
 
a
s
p
e
r
r
i
m
u
m
 

オ
オ

ル
リ

ソ
ウ

属
ム

ラ
サ

キ
科

ム
ラ

サ
キ

目

4
4
4
 

ヤ
マ

ル
リ

ソ
ウ

N
i
h
o
n
 
j
a
p
o
n
i
c
u
m
 

ル
リ

ソ
ウ

属
ム

ラ
サ

キ
科

ム
ラ

サ
キ

目

4
4
5
 

ミ
ズ

タ
ビ

ラ
コ

T
r
i
g
o
n
o
t
i
s
 
b
r
e
v
i
p
e
s
 

キ
ュ

ウ
リ

グ
サ

属
ム

ラ
サ

キ
科

ム
ラ

サ
キ

目

4
4
6
 

ヤ
マ

ト
ア

オ
ダ

モ
F
r
a
x
i
n
u
s
 
l
o
n
g
i
c
u
s
p
i
s
 

ト
ネ

リ
コ

属
モ

ク
セ

イ
科

シ
ソ

目

4
4
7
 

マ
ル

バ
ア

オ
ダ

モ
F
r
a
x
i
n
u
s
 
s
i
e
b
o
l
d
i
a
n
a
 

ト
ネ

リ
コ

属
モ

ク
セ

イ
科

シ
ソ

目

4
4
8
 

イ
ボ

タ
ノ

キ
L
i
g
u
s
t
r
u
m
 
o
b
t
u
s
i
f
o
l
i
u
m
 
s
s
p
.
o
b
t
u
s
i
f
o
l
i
u
m
 

イ
ボ

タ
ノ

キ
属

モ
ク

セ
イ

科
シ

ソ
目

4
4
9
 

ミ
ヤ

マ
イ

ボ
タ

L
i
g
u
s
t
r
u
m
 
t
s
c
h
o
n
o
s
k
i
i
 
v
a
r
.
t
s
c
h
o
n
o
s
k
i
i
 

イ
ボ

タ
ノ

キ
属

モ
ク

セ
イ

科
シ

ソ
目

4
5
0
 

ヒ
イ

ラ
ギ

N
u
c
h
e
q
u
u
l
a
 
n
u
c
h
a
l
i
s
 

モ
ク

セ
イ

属
モ

ク
セ

イ
科

シ
ソ

目

4
5
1
 

オ
オ

バ
コ

P
l
a
n
t
a
g
o
 
a
s
i
a
t
i
c
a
 
v
a
r
.
a
s
i
a
t
i
c
a
 

オ
オ

バ
コ

属
オ

オ
バ

コ
科

シ
ソ

目

4
5
2
 

ヘ
ラ

オ
オ

バ
コ

P
l
a
n
t
a
g
o
 
l
a
n
c
e
o
l
a
t
a
 

オ
オ

バ
コ

属
オ

オ
バ

コ
科

シ
ソ

目

4
5
3
 

タ
チ

イ
ヌ

ノ
フ

グ
リ

V
e
r
o
n
i
c
a
 
a
r
v
e
n
s
i
s
 

ク
ワ

ガ
タ

ソ
ウ

属
オ

オ
バ

コ
科

シ
ソ

目

4
5
4
 

オ
オ

イ
ヌ

ノ
フ

グ
リ

V
e
r
o
n
i
c
a
 
p
e
r
s
i
c
a
 

ク
ワ

ガ
タ

ソ
ウ

属
オ

オ
バ

コ
科

シ
ソ

目

4
5
5
 

キ
ラ

ン
ソ

ウ
A
j
u
g
a
 
d
e
c
u
m
b
e
n
s
 

キ
ラ

ン
ソ

ウ
属

シ
ソ

科
シ

ソ
目

4
5
6
 

ニ
シ

キ
ゴ

ロ
モ

A
j
u
g
a
 
y
e
s
o
e
n
s
i
s
 
v
a
r
.
y
e
s
o
e
n
s
i
s
 

キ
ラ

ン
ソ

ウ
属

シ
ソ

科
シ

ソ
目

4
5
7
 

ム
ラ

サ
キ

シ
キ

ブ
C
a
l
l
i
c
a
r
p
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ム
ラ

サ
キ

シ
キ

ブ
属

シ
ソ

科
シ

ソ
目

4
5
8
 

ヤ
ブ

ム
ラ

サ
キ

C
a
l
l
i
c
a
r
p
a
 
m
o
l
l
i
s
 

ム
ラ

サ
キ

シ
キ

ブ
属

シ
ソ

科
シ

ソ
目

4
5
9
 

ク
サ

ギ
C
l
e
r
o
d
e
n
d
r
u
m
 
t
r
i
c
h
o
t
o
m
u
m
 

ク
サ

ギ
属

シ
ソ

科
シ

ソ
目

4
6
0
 

ト
ウ

バ
ナ

C
l
i
n
o
p
o
d
i
u
m
 
g
r
a
c
i
l
e
 

ト
ウ

バ
ナ

属
シ

ソ
科

シ
ソ

目

4
6
1
 

イ
ヌ

ト
ウ

バ
ナ

C
l
i
n
o
p
o
d
i
u
m
 
m
i
c
r
a
n
t
h
u
m
 
v
a
r
.
m
i
c
r
a
n
t
h
u
m
 

ト
ウ

バ
ナ

属
シ

ソ
科

シ
ソ

目

4
6
2
 

テ
ン

ニ
ン

ソ
ウ

C
o
m
a
n
t
h
o
s
p
h
a
c
e
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

テ
ン

ニ
ン

ソ
ウ

属
シ

ソ
科

シ
ソ

目

4
6
3
 

ミ
カ

エ
リ

ソ
ウ

C
o
m
a
n
t
h
o
s
p
h
a
c
e
 
s
t
e
l
l
i
p
i
l
a
 
v
a
r
.
s
t
e
l
l
i
p
i
l
a
 

テ
ン

ニ
ン

ソ
ウ

属
シ

ソ
科

シ
ソ

目

4
6
4
 

ナ
ギ

ナ
タ

コ
ウ

ジ
ュ

E
l
s
h
o
l
t
z
i
a
 
c
i
l
i
a
t
a
 

ナ
ギ

ナ
タ

コ
ウ

ジ
ュ

属
シ

ソ
科

シ
ソ

目

4
6
5
 

カ
キ

ド
オ

シ
G
l
e
c
h
o
m
a
 
h
e
d
e
r
a
c
e
a
 
s
s
p
.
g
r
a
n
d
i
s
 

カ
キ

ド
オ

シ
属

シ
ソ

科
シ

ソ
目

4
6
6
 

ア
キ

チ
ョ

ウ
ジ

I
s
o
d
o
n
 
l
o
n
g
i
t
u
b
u
s
 

ヤ
マ

ハ
ッ

カ
属

シ
ソ

科
シ

ソ
目

4
6
7
 

ラ
シ

ョ
ウ

モ
ン

カ
ズ

ラ
M
e
e
h
a
n
i
a
 
u
r
t
i
c
i
f
o
l
i
a
 

ラ
シ

ョ
ウ

モ
ン

カ
ズ

ラ
属

シ
ソ

科
シ

ソ
目

4
6
8
 

イ
ヌ

コ
ウ

ジ
ュ

M
o
s
l
a
 
s
c
a
b
r
a
 

イ
ヌ

コ
ウ

ジ
ュ

属
シ

ソ
科

シ
ソ

目

4
6
9
 

レ
モ

ン
エ

ゴ
マ

P
e
r
i
l
l
a
 
c
i
t
r
i
o
d
o
r
a
 

シ
ソ

属
シ

ソ
科

シ
ソ

目

4
7
0
 

ア
キ

ノ
タ

ム
ラ

ソ
ウ

S
a
l
v
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ア
キ

ギ
リ

属
シ

ソ
科

シ
ソ

目

4
7
1
 

ウ
ス

ギ
ナ

ツ
ノ

タ
ム

ラ
ソ

ウ
S
a
l
v
i
a
 
l
u
t
e
s
c
e
n
s
 
（

K
o
i
d
z
.
）

K
o
i
d
z
.
 
v
a
r
.
 

l
u
t
e
s
c
e
n
s
 

ア
キ

ギ
リ

属
シ

ソ
科

シ
ソ

目

4
7
2
 

タ
ツ

ナ
ミ

ソ
ウ

S
c
u
t
e
l
l
a
r
i
a
 
i
n
d
i
c
a
 
v
a
r
.
i
n
d
i
c
a
 

タ
ツ

ナ
ミ

ソ
ウ

属
シ

ソ
科

シ
ソ

目

4
7
3
 

デ
ワ

ノ
タ

ツ
ナ

ミ
ソ

ウ
 

S
c
u
t
e
l
l
a
r
i
a
 
m
u
r
a
m
a
t
s
u
i
 

タ
ツ

ナ
ミ

ソ
ウ

属
シ

ソ
科

シ
ソ

目

4
7
4
 

ツ
ル

ニ
ガ

ク
サ

T
e
u
c
r
i
u
m
 
v
i
s
c
i
d
u
m
 
v
a
r
.
m
i
q
u
e
l
i
a
n
u
m
 

ニ
ガ

ク
サ

属
シ

ソ
科

シ
ソ

目

4
7
5
 

カ
リ

ガ
ネ

ソ
ウ

T
r
i
p
o
r
a
 
d
i
v
a
r
i
c
a
t
a
 

カ
リ

ガ
ネ

ソ
ウ

属
シ

ソ
科

シ
ソ

目

4
7
6
 

ム
ラ

サ
キ

サ
ギ

ゴ
ケ

M
a
z
u
s
 
m
i
q
u
e
l
i
i
 

サ
ギ

ゴ
ケ

属
サ

ギ
ゴ

ケ
科

シ
ソ

目

4
7
7
 

ミ
ゾ

ホ
オ

ズ
キ

M
i
m
u
l
u
s
 
n
e
p
a
l
e
n
s
i
s
 

ミ
ゾ

ホ
オ

ズ
キ

属
ハ

エ
ド

ク
ソ

ウ
科

シ
ソ

目

4
7
8
 

ハ
エ

ド
ク

ソ
ウ

P
h
r
y
m
a
 
n
a
n
a
 

ハ
エ

ド
ク

ソ
ウ

属
ハ

エ
ド

ク
ソ

ウ
科

シ
ソ

目

4
7
9
 

シ
コ

ク
マ

マ
コ

ナ
M
e
l
a
m
p
y
r
u
m
 
l
a
x
u
m
 
v
a
r
.
l
a
x
u
m
 

マ
マ

コ
ナ

属
ハ

マ
ウ

ツ
ボ

科
シ

ソ
目

4
8
0
 

ハ
グ

ロ
ソ

ウ
P
e
r
i
s
t
r
o
p
h
e
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ハ
グ

ロ
ソ

ウ
属

キ
ツ

ネ
ノ

マ
ゴ

科
シ

ソ
目

4
8
1
 

ク
マ

ツ
ヅ

ラ
V
e
r
b
e
n
a
 
o
f
f
i
c
i
n
a
l
i
s
 

ク
マ

ツ
ヅ

ラ
属

ク
マ

ツ
ヅ

ラ
科

シ
ソ

目
希

少
種

 

4
8
2
 

ハ
ナ

イ
カ

ダ
H
e
l
w
i
n
g
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
s
s
p
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 

v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ハ
ナ

イ
カ

ダ
属

ハ
ナ

イ
カ

ダ
科

モ
チ

ノ
キ

目

59



6
0
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

属
名

 
科

名
 

目
名

 
環

境
省

 
R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

別
名

 

4
8
3
 

イ
ヌ

ツ
ゲ

I
l
e
x
 
c
r
e
n
a
t
a
 
v
a
r
.
c
r
e
n
a
t
a
 

モ
チ

ノ
キ

属
モ

チ
ノ

キ
科

モ
チ

ノ
キ

目

4
8
4
 

タ
ラ

ヨ
ウ

I
l
e
x
 
l
a
t
i
f
o
l
i
a
 

モ
チ

ノ
キ

属
モ

チ
ノ

キ
科

モ
チ

ノ
キ

目

4
8
5
 

ヒ
メ

モ
チ

I
l
e
x
 
l
e
u
c
o
c
l
a
d
a
 

モ
チ

ノ
キ

属
モ

チ
ノ

キ
科

モ
チ

ノ
キ

目

4
8
6
 

ア
オ

ハ
ダ

I
l
e
x
 
m
a
c
r
o
p
o
d
a
 

モ
チ

ノ
キ

属
モ

チ
ノ

キ
科

モ
チ

ノ
キ

目

4
8
7
 

ソ
ヨ

ゴ
I
l
e
x
 
p
e
d
u
n
c
u
l
o
s
a
 

モ
チ

ノ
キ

属
モ

チ
ノ

キ
科

モ
チ

ノ
キ

目

4
8
8
 

イ
ヌ

ホ
オ

ズ
キ

S
o
l
a
n
u
m
 
n
i
g
r
u
m
 

ナ
ス

属
ナ

ス
科

ナ
ス

目

4
8
9
 

ク
ロ

ソ
ヨ

ゴ
I
l
e
x
 
s
u
g
e
r
o
k
i
i
 
v
a
r
.
s
u
g
e
r
o
k
i
i
 

モ
チ

ノ
キ

属
モ

チ
ノ

キ
科

モ
チ

ノ
キ

目

4
9
0
 

ツ
リ

ガ
ネ

ニ
ン

ジ
ン

A
d
e
n
o
p
h
o
r
a
 
t
r
i
p
h
y
l
l
a
 
v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ツ
リ

ガ
ネ

ニ
ン

ジ
ン

属
キ

キ
ョ

ウ
科

キ
ク

目

4
9
1
 

ヤ
マ

ホ
タ

ル
ブ

ク
ロ

C
a
m
p
a
n
u
l
a
 
p
u
n
c
t
a
t
a
 
v
a
r
.
h
o
n
d
o
e
n
s
i
s
 

ホ
タ

ル
ブ

ク
ロ

属
キ

キ
ョ

ウ
科

キ
ク

目

4
9
2
 

ホ
タ

ル
ブ

ク
ロ

C
a
m
p
a
n
u
l
a
 
p
u
n
c
t
a
t
a
 
v
a
r
.
p
u
n
c
t
a
t
a
 

ホ
タ

ル
ブ

ク
ロ

属
キ

キ
ョ

ウ
科

キ
ク

目

4
9
3
 

ツ
ル

ニ
ン

ジ
ン

C
o
d
o
n
o
p
s
i
s
 
l
a
n
c
e
o
l
a
t
a
 

ツ
ル

ニ
ン

ジ
ン

属
キ

キ
ョ

ウ
科

キ
ク

目

4
9
4
 

タ
ニ

ギ
キ

ョ
ウ

P
e
r
a
c
a
r
p
a
 
c
a
r
n
o
s
a
 
v
a
r
.
c
a
r
n
o
s
a
 

タ
ニ

ギ
キ

ョ
ウ

属
キ

キ
ョ

ウ
科

キ
ク

目

4
9
5
 

キ
ッ

コ
ウ

ハ
グ

マ
A
i
n
s
l
i
a
e
a
 
a
p
i
c
u
l
a
t
a
 

モ
ミ

ジ
ハ

グ
マ

属
キ

ク
科

キ
ク

目

4
9
6
 

ヨ
モ

ギ
A
r
t
e
m
i
s
i
a
 
i
n
d
i
c
a
 
v
a
r
.
m
a
x
i
m
o
w
i
c
z
i
i
 

ヨ
モ

ギ
属

キ
ク

科
キ

ク
目

4
9
7
 

シ
ロ

ヨ
メ

ナ
A
s
t
e
r
 
l
e
i
o
p
h
y
l
l
u
s
 
v
a
r
.
l
e
i
o
p
h
y
l
l
u
s
 

シ
オ

ン
属

キ
ク

科
キ

ク
目

4
9
8
 

ノ
コ

ン
ギ

ク
A
s
t
e
r
 
m
i
c
r
o
c
e
p
h
a
l
u
s
 
v
a
r
.
o
v
a
t
u
s
 

シ
オ

ン
属

キ
ク

科
キ

ク
目

4
9
9
 

シ
ラ

ヤ
マ

ギ
ク

A
s
t
e
r
 
s
c
a
b
e
r
 

シ
オ

ン
属

キ
ク

科
キ

ク
目

5
0
0
 

イ
ナ

カ
ギ

ク
A
s
t
e
r
 
s
e
m
i
a
m
p
l
e
x
i
c
a
u
l
i
s
 

シ
オ

ン
属

キ
ク

科
キ

ク
目

5
0
1
 

シ
ュ

ウ
ブ

ン
ソ

ウ
A
s
t
e
r
 
v
e
r
t
i
c
i
l
l
a
t
u
s
 

シ
オ

ン
属

キ
ク

科
キ

ク
目

5
0
2
 

サ
ジ

ガ
ン

ク
ビ

ソ
ウ

C
a
r
p
e
s
i
u
m
 
g
l
o
s
s
o
p
h
y
l
l
u
m
 

ガ
ン

ク
ビ

ソ
ウ

属
 

キ
ク

科
キ

ク
目

5
0
3
 

ヒ
メ

ガ
ン

ク
ビ

ソ
ウ

C
a
r
p
e
s
i
u
m
 
r
o
s
u
l
a
t
u
m
 

ガ
ン

ク
ビ

ソ
ウ

属
 

キ
ク

科
キ

ク
目

5
0
4
 

ス
ズ

カ
ア

ザ
ミ

C
i
r
s
i
u
m
 
s
u
z
u
k
a
e
n
s
e
 

ア
ザ

ミ
属

キ
ク

科
キ

ク
目

5
0
5
 

ベ
ニ

バ
ナ

ボ
ロ

ギ
ク

 
C
r
a
s
s
o
c
e
p
h
a
l
u
m
 
c
r
e
p
i
d
i
o
i
d
e
s
 

ベ
ニ

バ
ナ

ボ
ロ

ギ
ク

属
 

キ
ク

科
キ

ク
目

5
0
6
 

ダ
ン

ド
ボ

ロ
ギ

ク
 

E
r
e
c
h
t
i
t
e
s
 
h
i
e
r
a
c
i
i
f
o
l
i
u
s
 

v
a
r
.
h
i
e
r
a
c
i
i
f
o
l
i
u
s
 

タ
ケ

ダ
グ

サ
属

キ
ク

科
キ

ク
目

5
0
7
 

ヒ
メ

ジ
ョ

オ
ン

E
r
i
g
e
r
o
n
 
a
n
n
u
u
s
 

ム
カ

シ
ヨ

モ
ギ

属
キ

ク
科

キ
ク

目

5
0
8
 

ハ
ル

ジ
オ

ン
E
r
i
g
e
r
o
n
 
p
h
i
l
a
d
e
l
p
h
i
c
u
s
 

ム
カ

シ
ヨ

モ
ギ

属
キ

ク
科

キ
ク

目

5
0
9
 

ハ
キ

ダ
メ

ギ
ク

G
a
l
i
n
s
o
g
a
 
q
u
a
d
r
i
r
a
d
i
a
t
a
 

コ
ゴ

メ
ギ

ク
属

キ
ク

科
キ

ク
目

5
1
0
 

ニ
ガ

ナ
I
x
e
r
i
d
i
u
m
 
d
e
n
t
a
t
u
m
 
s
s
p
.
d
e
n
t
a
t
u
m
 

ニ
ガ

ナ
属

キ
ク

科
キ

ク
目

5
1
1
 

ハ
ナ

ニ
ガ

ナ
I
x
e
r
i
d
i
u
m
 
d
e
n
t
a
t
u
m
 
s
s
p
.
n
i
p
p
o
n
i
c
u
m
 

v
a
r
.
a
l
b
i
f
l
o
r
u
m
 

ニ
ガ

ナ
属

キ
ク

科
キ

ク
目

5
1
2
 

イ
ワ

ニ
ガ

ナ
I
x
e
r
i
s
 
s
t
o
l
o
n
i
f
e
r
a
 

タ
カ

サ
ゴ

ソ
ウ

属
キ

ク
科

キ
ク

目
ジ

シ
バ

リ
 

5
1
3
 

ヤ
マ

ニ
ガ

ナ
L
a
c
t
u
c
a
 
r
a
d
d
e
a
n
a
 
v
a
r
.
e
l
a
t
a
 

ア
キ

ノ
ノ

ゲ
シ

属
キ

ク
科

キ
ク

目

5
1
4
 

コ
オ

ニ
タ

ビ
ラ

コ
L
a
p
s
a
n
a
s
t
r
u
m
 
a
p
o
g
o
n
o
i
d
e
s
 

ヤ
ブ

タ
ビ

ラ
コ

属
キ

ク
科

キ
ク

目

5
1
5
 

セ
ン

ボ
ン

ヤ
リ

L
e
i
b
n
i
t
z
i
a
 
a
n
a
n
d
r
i
a
 

セ
ン

ボ
ン

ヤ
リ

属
キ

ク
科

キ
ク

目

5
1
6
 

ヒ
ヨ

ド
リ

バ
ナ

E
u
p
a
t
o
r
i
u
m
 
m
a
k
i
n
o
i
 

ヒ
ヨ

ド
リ

バ
ナ

属
キ

ク
科

キ
ク

目

5
1
7
 

ハ
コ

ネ
ヒ

ヨ
ド

リ
E
u
p
a
t
o
r
i
u
m
 
c
h
i
n
e
n
s
e
 
s
s
p
.
 
S
a
c
h
a
l
i
n
e
n
s
e
 

v
a
r
.
 
h
a
k
o
n
e
n
s
e
 

ヒ
ヨ

ド
リ

バ
ナ

属
キ

ク
科

キ
ク

目

5
1
8
 

サ
ワ

ギ
ク

N
e
m
o
s
e
n
e
c
i
o
 
n
i
k
o
e
n
s
i
s
 

サ
ワ

ギ
ク

属
キ

ク
科

キ
ク

目

5
1
9
 

ム
ラ

サ
キ

ニ
ガ

ナ
P
a
r
a
p
r
e
n
a
n
t
h
e
s
 
s
o
r
o
r
i
a
 

ム
ラ

サ
キ

ニ
ガ

ナ
属

キ
ク

科
キ

ク
目

5
2
0
 

オ
オ

カ
ニ

コ
ウ

モ
リ

P
a
r
a
s
e
n
e
c
i
o
 
n
i
k
o
m
o
n
t
a
n
u
s
 

コ
ウ

モ
リ

ソ
ウ

属
キ

ク
科

キ
ク

目

5
2
1
 

コ
ウ

ヤ
ボ

ウ
キ

P
e
r
t
y
a
 
s
c
a
n
d
e
n
s
 

コ
ウ

ヤ
ボ

ウ
キ

属
キ

ク
科

キ
ク

目

5
2
2
 

フ
キ

P
e
t
a
s
i
t
e
s
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 
v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 

フ
キ

属
キ

ク
科

キ
ク

目
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6
1
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

属
名

 
科

名
 

目
名

 
環

境
省

 
R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

別
名

 

5
2
3
 

コ
ウ

ゾ
リ

ナ
P
i
c
r
i
s
 
h
i
e
r
a
c
i
o
i
d
e
s
 
s
s
p
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 

v
a
r
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 

コ
ウ

ゾ
リ

ナ
属

キ
ク

科
キ

ク
目

5
2
4
 

メ
ナ

モ
ミ

S
i
g
e
s
b
e
c
k
i
a
 
p
u
b
e
s
c
e
n
s
 

メ
ナ

モ
ミ

属
キ

ク
科

キ
ク

目

5
2
5
 

セ
イ

タ
カ

ア
ワ

ダ
チ

ソ
ウ

S
o
l
i
d
a
g
o
 
a
l
t
i
s
s
i
m
a
 

ア
キ

ノ
キ

リ
ン

ソ
ウ

属
キ

ク
科

キ
ク

目

5
2
6
 

ア
キ

ノ
キ

リ
ン

ソ
ウ

S
o
l
i
d
a
g
o
 
v
i
r
g
a
u
r
e
a
 
s
s
p
.
a
s
i
a
t
i
c
a
 

v
a
r
.
a
s
i
a
t
i
c
a
 

ア
キ

ノ
キ

リ
ン

ソ
ウ

属
キ

ク
科

キ
ク

目

5
2
7
 

ヤ
マ

ボ
ク

チ
S
y
n
u
r
u
s
 
p
a
l
m
a
t
o
p
i
n
n
a
t
i
f
i
d
u
s
 
v
a
r
.
i
n
d
i
v
i
s
u
s
 

ヤ
マ

ボ
ク

チ
属

キ
ク

科
キ

ク
目

5
2
8
 

キ
ク

バ
ヤ

マ
ボ

ク
チ

S
y
n
u
r
u
s
 
p
a
l
m
a
t
o
p
i
n
n
a
t
i
f
i
d
u
s
 

v
a
r
.
p
a
l
m
a
t
o
p
i
n
n
a
t
i
f
i
d
u
s
 

ヤ
マ

ボ
ク

チ
属

キ
ク

科
キ

ク
目

5
2
9
 

セ
イ

ヨ
ウ

タ
ン

ポ
ポ

T
a
r
a
x
a
c
u
m
 
o
f
f
i
c
i
n
a
l
e
 

タ
ン

ポ
ポ

属
キ

ク
科

キ
ク

目

5
3
0
 

ア
カ

オ
ニ

タ
ビ

ラ
コ

Y
o
u
n
g
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
s
s
p
.
e
l
s
t
o
n
i
i
 

オ
ニ

タ
ビ

ラ
コ

属
キ

ク
科

キ
ク

目

5
3
1
 

ア
オ

オ
ニ

タ
ビ

ラ
コ

Y
o
u
n
g
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
s
s
p
.
j
a
p
o
n
i
c
a
 

オ
ニ

タ
ビ

ラ
コ

属
キ

ク
科

キ
ク

目

5
3
2
 

ウ
ド

A
r
a
l
i
a
 
c
o
r
d
a
t
a
 

タ
ラ

ノ
キ

属
ウ

コ
ギ

科
セ

リ
目

5
3
3
 

タ
ラ

ノ
キ

A
r
a
l
i
a
 
e
l
a
t
a
 

タ
ラ

ノ
キ

属
ウ

コ
ギ

科
セ

リ
目

5
3
4
 

コ
シ

ア
ブ

ラ
C
h
e
n
g
i
o
p
a
n
a
x
 
s
c
i
a
d
o
p
h
y
l
l
o
i
d
e
s
 

コ
シ

ア
ブ

ラ
属

ウ
コ

ギ
科

セ
リ

目

5
3
5
 

タ
カ

ノ
ツ

メ
G
a
m
b
l
e
a
 
i
n
n
o
v
a
n
s
 

タ
カ

ノ
ツ

メ
属

ウ
コ

ギ
科

セ
リ

目

5
3
6
 

キ
ヅ

タ
H
e
d
e
r
a
 
r
h
o
m
b
e
a
 

キ
ヅ

タ
属

ウ
コ

ギ
科

セ
リ

目

5
3
7
 

オ
オ

バ
チ

ド
メ

H
y
d
r
o
c
o
t
y
l
e
 
j
a
v
a
n
i
c
a
 

チ
ド

メ
グ

サ
属

ウ
コ

ギ
科

セ
リ

目

5
3
8
 

オ
オ

チ
ド

メ
H
y
d
r
o
c
o
t
y
l
e
 
r
a
m
i
f
l
o
r
a
 

チ
ド

メ
グ

サ
属

ウ
コ

ギ
科

セ
リ

目

5
3
9
 

ヒ
メ

チ
ド

メ
H
y
d
r
o
c
o
t
y
l
e
 
y
a
b
e
i
 

チ
ド

メ
グ

サ
属

ウ
コ

ギ
科

セ
リ

目

5
4
0
 

シ
シ

ウ
ド

A
n
g
e
l
i
c
a
 
p
u
b
e
s
c
e
n
s
 
v
a
r
.
p
u
b
e
s
c
e
n
s
 

シ
シ

ウ
ド

属
セ

リ
科

セ
リ

目

5
4
1
 

シ
ャ

ク
A
n
t
h
r
i
s
c
u
s
 
s
y
l
v
e
s
t
r
i
s
 

シ
ャ

ク
属

セ
リ

科
セ

リ
目

5
4
2
 

ツ
ボ

ク
サ

C
e
n
t
e
l
l
a
 
a
s
i
a
t
i
c
a
 

ツ
ボ

ク
サ

属
セ

リ
科

セ
リ

目

5
4
3
 

セ
ン

ト
ウ

ソ
ウ

C
h
a
m
a
e
l
e
 
d
e
c
u
m
b
e
n
s
 

セ
ン

ト
ウ

ソ
ウ

属
セ

リ
科

セ
リ

目

5
4
4
 

ミ
ツ

バ
C
r
y
p
t
o
t
a
e
n
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ミ
ツ

バ
属

セ
リ

科
セ

リ
目

5
4
5
 

セ
リ

O
e
n
a
n
t
h
e
 
j
a
v
a
n
i
c
a
 
s
s
p
.
j
a
v
a
n
i
c
a
 

セ
リ

属
セ

リ
科

セ
リ

目

5
4
6
 

オ
ヤ

ブ
ジ

ラ
ミ

T
o
r
i
l
i
s
 
s
c
a
b
r
a
 

ヤ
ブ

ジ
ラ

ミ
属

セ
リ

科
セ

リ
目

5
4
7
 

ニ
ワ

ト
コ

S
a
m
b
u
c
u
s
 
r
a
c
e
m
o
s
a
 
s
s
p
.
s
i
e
b
o
l
d
i
a
n
a
 

v
a
r
.
s
i
e
b
o
l
d
i
a
n
a
 

ニ
ワ

ト
コ

属
ガ

マ
ズ

ミ
科

 
マ

ツ
ム

シ
ソ

ウ
目

5
4
8
 

ガ
マ

ズ
ミ

 
V
i
b
u
r
n
u
m
 
d
i
l
a
t
a
t
u
m
 

ガ
マ

ズ
ミ

属
 

ガ
マ

ズ
ミ

科
 

マ
ツ

ム
シ

ソ
ウ

目

5
4
9
 

コ
バ

ノ
ガ

マ
ズ

ミ
V
i
b
u
r
n
u
m
 
e
r
o
s
u
m
 

ガ
マ

ズ
ミ

属
 

ガ
マ

ズ
ミ

科
 

マ
ツ

ム
シ

ソ
ウ

目

5
5
0
 

オ
オ

カ
メ

ノ
キ

V
i
b
u
r
n
u
m
 
f
u
r
c
a
t
u
m
 

ガ
マ

ズ
ミ

属
 

ガ
マ

ズ
ミ

科
 

マ
ツ

ム
シ

ソ
ウ

目

5
5
1
 

ヤ
ブ

デ
マ

リ
V
i
b
u
r
n
u
m
 
p
l
i
c
a
t
u
m
 
v
a
r
.
t
o
m
e
n
t
o
s
u
m
 

ガ
マ

ズ
ミ

属
 

ガ
マ

ズ
ミ

科
 

マ
ツ

ム
シ

ソ
ウ

目

5
5
2
 

ゴ
マ

キ
 

V
i
b
u
r
n
u
m
 
s
i
e
b
o
l
d
i
i
 
v
a
r
.
s
i
e
b
o
l
d
i
i
 

ガ
マ

ズ
ミ

属
 

ガ
マ

ズ
ミ

科
 

マ
ツ

ム
シ

ソ
ウ

目
ゴ

マ
ギ

 

5
5
3
 

ミ
ヤ

マ
シ

グ
レ

V
i
b
u
r
n
u
m
 
u
r
c
e
o
l
a
t
u
m
 
f
.
p
r
o
c
u
m
b
e
n
s
 

ガ
マ

ズ
ミ

属
 

ガ
マ

ズ
ミ

科
 

マ
ツ

ム
シ

ソ
ウ

目

5
5
4
 

ミ
ヤ

マ
ガ

マ
ズ

ミ
V
i
b
u
r
n
u
m
 
w
r
i
g
h
t
i
i
 
v
a
r
.
w
r
i
g
h
t
i
i
 

ガ
マ

ズ
ミ

属
 

ガ
マ

ズ
ミ

科
 

マ
ツ

ム
シ

ソ
ウ

目

5
5
5
 

ツ
ク

バ
ネ

ウ
ツ

ギ
A
b
e
l
i
a
 
s
p
a
t
h
u
l
a
t
a
 
v
a
r
.
s
p
a
t
h
u
l
a
t
a
 

ツ
ク

バ
ネ

ウ
ツ

ギ
属

ス
イ

カ
ズ

ラ
科

マ
ツ

ム
シ

ソ
ウ

目

5
5
6
 

ス
イ

カ
ズ

ラ
L
o
n
i
c
e
r
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ス
イ

カ
ズ

ラ
属

ス
イ

カ
ズ

ラ
科

マ
ツ

ム
シ

ソ
ウ

目

5
5
7
 

オ
ト

コ
エ

シ
P
a
t
r
i
n
i
a
 
v
i
l
l
o
s
a
 

オ
ミ

ナ
エ

シ
属

ス
イ

カ
ズ

ラ
科

マ
ツ

ム
シ

ソ
ウ

目

5
5
8
 

タ
ニ

ウ
ツ

ギ
W
e
i
g
e
l
a
 
h
o
r
t
e
n
s
i
s
 

タ
ニ

ウ
ツ

ギ
属

ス
イ

カ
ズ

ラ
科

マ
ツ

ム
シ

ソ
ウ

目

※
令

和
５

年
４

月
か

ら
令

和
７

年
1
2
月

ま
で

の
期

間
に

実
施

し
た

植
生

調
査

で
確

認
さ

れ
た

種
を

記
載

し
た

。
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6
2
 

付
表

２
．

鈴
鹿

の
森

で
見

ら
れ

る
昆

虫
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

1
 

ニ
ッ

ポ
ン

ヒ
ロ

コ
バ

ネ
N
e
o
m
i
c
r
o
p
t
e
r
y
x
 
n
i
p
p
o
n
e
n
s
i
s
 

コ
バ

ネ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ジ

ャ
ゴ

ケ
 

2
 

キ
オ

ビ
コ

ヒ
ゲ

ナ
ガ

N
e
m
o
p
h
o
r
a
 
b
i
f
a
s
c
i
a
t
e
l
l
a
 

ヒ
ゲ

ナ
ガ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

3
 

ホ
ソ

オ
ビ

ヒ
ゲ

ナ
ガ

N
e
m
o
p
h
o
r
a
 
a
u
r
i
f
e
r
a
 

ヒ
ゲ

ナ
ガ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

広
葉

樹
の

枯
葉

 

4
 

ニ
セ

ク
ヌ

ギ
キ

ム
モ

ン
ハ

モ
グ

リ
T
i
s
c
h
e
r
i
a
 
d
e
c
i
d
u
a
 
s
i
o
r
k
i
o
n
l
a
 

ム
モ

ン
ハ

モ
グ

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ク

ヌ
ギ

，
ア

ベ
マ

キ
，

カ
シ

ワ
，

ミ
ズ

ナ
ラ

，
コ

ナ
ラ

な
ど

ブ
ナ

科

5
 

ク
ロ

ツ
ヤ

ミ
ノ

ガ
B
a
m
b
a
l
i
n
a
 
s
p
.
 

ミ
ノ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

多
く

の
樹

木
、

灌
木

、
蘚

類
 

6
 

シ
バ

ミ
ノ

ガ
N
i
p
p
o
n
p
s
y
c
h
e
 
f
u
s
c
e
s
c
e
n
s
 

ミ
ノ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

イ
ネ

科
，

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科

7
 

チ
ャ

ミ
ノ

ガ
E
u
m
e
t
a
 
m
i
n
u
s
c
u
l
a
 

ミ
ノ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ツ
バ

キ
科

：
チ

ャ
ノ

キ
、

ブ
ナ

科
：

コ
ナ

ラ
、

ク
ス

ノ
キ

科
：

ク
ス

ノ
キ

、
ア

オ
モ

ジ
、

バ
ラ

科
：

ソ
メ

イ
ヨ

シ
ノ

、
ウ

メ
、

ミ
ソ

ハ
ギ

科
：

サ
ス

ル
ベ

リ
、

カ
エ

デ
科

：
モ

ミ
ジ

、
カ

バ
ノ

キ
科

：
ハ

ン
ノ

キ
、
カ

キ
ノ

キ
科

：
カ

キ
ノ

キ
、

ク
ワ

科
：

オ
オ

イ
タ

ビ
、

ア
オ

イ
科

：
ハ

マ
ボ

ウ

8
 

ハ
ス

オ
ビ

ハ
マ

キ
ホ

ソ
ガ

P
o
v
o
l
n
y
a
 
o
b
l
i
q
u
a
t
e
l
l
a
 

ホ
ソ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ブ
ナ

科
：

ク
ヌ

ギ
 

9
 

ア
ト

ヒ
ゲ

コ
ガ

科
の

一
種

 
s
p
.
1

A
c
r
o
l
e
p
i
i
d
a
e
 
s
p
.
 

ア
ト

ヒ
ゲ

コ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ー

 

1
0
 

ク
ロ

マ
イ

コ
モ

ド
キ

L
a
m
p
r
y
s
t
i
c
a
 
i
g
n
e
o
l
a
 

マ
ル

ハ
キ

バ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
キ

ク
科

：
イ

タ
ド

リ
，

オ
オ

イ
タ

ド
リ

1
1
 

ム
モ

ン
ハ

ビ
ロ

キ
バ

ガ
S
c
y
t
h
r
o
p
i
o
d
e
s
 
l
i
v
i
d
u
l
a
 

ヒ
ゲ

ナ
ガ

キ
バ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

1
2
 

ヒ
ロ

バ
ス

ゴ
モ

リ
キ

バ
ガ

N
u
n
t
i
a
 
i
n
c
o
g
n
i
t
e
l
l
a
 

ホ
ソ

キ
バ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

1
3
 

ツ
ツ

ミ
ノ

ガ
科

の
一

種
s
p
.
1
 

C
o
l
e
o
p
h
o
r
i
d
a
e
 
s
p
.
1
 

ツ
ツ

ミ
ノ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ヨ
モ

ギ
の

葉
肉

を
食

う

1
4
 

キ
オ

ビ
キ

バ
ガ

M
a
c
r
o
b
a
t
h
r
a
'
 
q
u
e
r
c
e
a
 

カ
ザ

リ
バ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ブ
ナ

科
：

コ
ナ

ラ
、

ア
ラ

カ
シ

 

1
5
 

ウ
ス

キ
ボ

シ
キ

バ
ガ

T
e
l
e
i
o
d
e
s
 
h
o
r
t
e
n
s
i
s
 

キ
バ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

1
6
 

ウ
バ

メ
ガ

シ
ハ

マ
キ

キ
バ

ガ
C
o
n
c
u
b
i
n
a
 
t
r
i
g
o
n
a
l
i
s
 

キ
バ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

 
ブ

ナ
科

：
ウ

バ
メ

ガ
シ

，
コ

ナ
ラ

 

1
7
 

ク
ロ

ク
モ

シ
ロ

キ
バ

ガ
E
t
h
m
i
o
p
s
i
s
 
t
e
g
u
l
i
f
e
r
a
 

キ
バ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ブ
ナ

科
：

コ
ナ

ラ
、

カ
シ

ワ
、

ウ
バ

メ
ガ

シ
 

1
8
 

コ
キ

ボ
シ

キ
バ

ガ
T
e
l
e
i
o
d
e
s
 
g
a
n
g
w
o
n
e
n
s
i
s
 

キ
バ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

コ
ナ

ラ

1
9
 

サ
ク

ラ
キ

バ
ガ

A
n
a
c
a
m
p
s
i
s
 
a
n
i
s
o
g
r
a
m
m
a
 

キ
バ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

バ
ラ

科
：

サ
ク

ラ
、

ウ
メ

、
モ

モ
、

ス
モ

モ
、

ア
ン

ズ
、

カ
ズ

ミ
ザ

ク
ラ

、
ソ

メ
イ

ヨ
シ

ノ
、
エ

ド
ヒ

ガ
ン

、
オ

オ
ヤ

マ
ザ

ク
ラ

、
オ

ウ
ト

ウ
、

ブ
ン

ゴ
ウ

メ

2
0
 

ナ
ラ

ク
ロ

オ
ビ

キ
バ

ガ
N
u
n
t
i
a
 
i
n
c
o
g
n
i
t
e
l
l
a
 

キ
バ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

コ
ナ

ラ
な

ど
ブ

ナ
科

2
1
 

セ
ミ

ヤ
ド

リ
ガ

E
p
i
p
o
m
p
o
n
i
a
 
n
a
w
a
i
 

セ
ミ

ヤ
ド

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ヒ

グ
ラ

シ
、

ミ
ン

ミ
ン

ゼ
ミ

、
ア

ブ
ラ

ゼ
ミ

、
ツ

ク
ツ

ク
ホ

ウ
シ

、
ニ

イ
ニ

イ
ゼ

ミ
、

ヒ
メ

ハ
ル

ゼ
ミ

2
2
 

ア
オ

イ
ラ

ガ
P
a
r
a
s
a
 
c
o
n
s
o
c
i
a
 

イ
ラ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

要
注

目
種

 
ー

 

2
3
 

ア
カ

イ
ラ

ガ
P
h
r
i
x
o
l
e
p
i
a
 
s
e
r
i
c
e
a
 

イ
ラ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ツ
バ

キ
科

：
チ

ャ
、

バ
ラ

科
：

ウ
メ

、
モ

モ
、

カ
キ

ノ
キ

科
：

カ
キ

、
ブ

ナ
科

：
ク

ヌ
ギ

、
コ

ナ
ラ

、
ク

リ
、

ク
ワ

科
：

ク
ワ

、
ヤ

ナ
ギ

科
：

ヤ
ナ

ギ
、

ア
ブ

ラ
ナ

科
：

ダ
イ

コ
ン

、
ヒ

ル
ガ

オ
科

：
サ

ツ
マ

イ
モ

、
バ

ラ
科

：
サ

ク
ラ

、
ソ

メ
イ

ヨ
シ

ノ
、

カ
エ

デ
科

：
コ

ハ
ウ

チ
ワ

カ
エ

デ
、

ツ
ツ

ジ
科

：
ネ

ジ
キ

2
4
 

ウ
ス

ト
ビ

イ
ラ

ガ
C
e
r
a
t
o
n
e
m
a
 
s
e
r
i
c
e
u
m
 

イ
ラ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

カ
エ

デ
科

：
ヤ

マ
モ

ミ
ジ

、
ア

ワ
ブ

キ
科

：
ア

ワ
ブ

キ
、

フ
サ

ザ
ク

ラ
科

：
フ

サ
ザ

ク
ラ

、
マ

ン
サ

ク
科

：
マ

ル
バ

マ
ン

サ
ク

、
マ

ン
サ

ク
、

リ
ョ

ウ
ブ

科
：

リ
ョ

ウ
ブ

2
5
 

カ
ギ

バ
イ

ラ
ガ

H
e
t
e
r
o
g
e
n
e
a
 
a
s
e
l
l
a
 

イ
ラ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ブ
ナ

科
：

ク
ヌ

ギ
・

コ
ナ

ラ
・

ク
リ

、
カ

バ
ノ

キ
科

：
ヤ

マ
ハ

ン
ノ

キ
・

ク
マ

シ
デ

、
バ

ラ
科

：
ヤ

マ
ザ

ク
ラ

、
カ

エ
デ

科
：

イ
ロ

ハ
カ

エ
デ

2
6
 

ク
ロ

シ
タ

ア
オ

イ
ラ

ガ
P
a
r
a
s
a
 
s
i
n
i
c
a
 

イ
ラ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ブ
ナ

科
：

ク
ヌ

ギ
、

ク
リ

、
バ

ラ
科

：
サ

ク
ラ

、
ウ

メ
、

カ
キ

ノ
キ

科
：

カ
キ

 

2
7
 

テ
ン

グ
イ

ラ
ガ

M
i
c
r
o
l
e
o
n
 
l
o
n
g
i
p
a
l
p
i
s
 

イ
ラ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

バ
ラ

科
：

サ
ク

ラ
、

ナ
シ

、
ア

ン
ズ

、
キ

イ
チ

ゴ
、

ツ
バ

キ
科

：
チ

ャ
、

カ
キ

ノ
キ

科
：

カ
キ

、
バ

ラ
科

：
モ

ミ
ジ

イ
チ

ゴ
、

ヒ
メ

バ
ラ

イ
チ

ゴ
、

ブ
ナ

科
：

ク
ヌ

ギ
、

ク
リ

、
ツ

ツ
ジ

科
：

ツ
ツ

ジ
、

ヤ
ナ

ギ
科

：
ネ

コ
ヤ

ナ
ギ

、
カ

エ
デ

科
：

モ
ミ

ジ

2
8
 

ナ
シ

イ
ラ

ガ
N
a
r
o
s
o
i
d
e
u
s
 
f
l
a
v
i
d
o
r
s
a
l
i
s
 

イ
ラ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

バ
ラ

科
：

ナ
シ

，
ソ

メ
イ

ヨ
シ

ノ
，

ブ
ナ

科
コ

ナ
ラ

属
：

ク
ヌ

ギ
、

ク
リ

属
：

ク
リ

、
カ

キ
ノ

キ
科

：
カ

キ
ノ

キ
，

ヤ
ナ

ギ
科

：
ヤ

マ
ナ

ラ
シ

、
マ

メ
科

：
ダ

イ
ズ

、
ス

イ
カ

ズ
ラ

科
：

ツ
ク

シ
ヤ

ブ
ウ

ツ
ギ

、
ニ

レ
科

：
ケ

ヤ
キ

62



6
3
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

2
9
 

ヒ
メ

ク
ロ

イ
ラ

ガ
S
c
o
p
e
l
o
d
e
s
 
c
o
n
t
r
a
c
t
a
 

イ
ラ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

カ
キ

ノ
キ

科
：

カ
キ

ノ
キ

、
バ

ラ
科

：
サ

ク
ラ

、
ト

ウ
ダ

イ
グ

サ
科

：
ア

ブ
ラ

ギ
リ

、
ニ

レ
科

：
ケ

ヤ
キ

、
ニ

ガ
キ

科
：

シ
ン

ジ
ュ

、
ブ

ナ
科

コ
ナ

ラ
属

：
ク

ヌ
ギ

、
：

ア
メ

リ
カ

フ
ウ

3
0
 

ム
ラ

サ
キ

イ
ラ

ガ
A
u
s
t
r
a
p
o
d
a
 
d
e
n
t
a
t
a
 

イ
ラ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ブ
ナ

科
：

ク
ヌ

ギ
、

ク
リ

、
バ

ラ
科

：
サ

ク
ラ

、
ウ

メ
、

ツ
バ

キ
科

：
チ

ャ
、

ヤ
ナ

ギ
科

：
ヤ

ナ
ギ

3
1
 

シ
ロ

シ
タ

ホ
タ

ル
ガ

N
e
o
c
h
a
l
c
o
s
i
a
 
r
e
m
o
t
a
 

マ
ダ

ラ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ハ

イ
ノ

キ
科

：
サ

ワ
フ

タ
ギ

、
ク

ロ
ミ

ノ
ニ

シ
ゴ

リ
、

タ
ン

ナ
サ

ワ
フ

タ
ギ

3
2
 

ホ
タ

ル
ガ

P
i
d
o
r
u
s
 
a
t
r
a
t
u
s
 

マ
ダ

ラ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ツ

バ
キ

科
：

ヒ
サ

カ
キ

、
サ

カ
キ

、
ハ

マ
ヒ

サ
カ

キ
、

ニ
シ

キ
ギ

科
：

マ
サ

キ

3
3
 

ア
ト

ボ
シ

ハ
マ

キ
H
o
s
h
i
n
o
a
 
l
o
n
g
i
c
e
l
l
a
n
a
 

ハ
マ

キ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

ブ
ナ

科
：

コ
ナ

ラ
、
ミ

ズ
ナ

ラ
、
カ

シ
ワ

，
ク

リ
、
カ

バ
ノ

キ
科

：
ハ

ン
ノ

キ
、

マ
ン

サ
ク

科
：

マ
ン

サ
ク

、
モ

ク
セ

イ
科

：
ア

オ
ダ

モ
、

ツ
ツ

ジ
科

：
ナ

ツ
ハ

ゼ
、

バ
ラ

科
：

リ
ン

ゴ
、

ミ
チ

ノ
ク

ナ
シ

、
ヤ

ナ
ギ

科
：

ヤ
マ

ナ
ラ

シ
、

ヤ
ナ

ギ
類

、
バ

ラ
科

：
セ

イ
ヨ

ウ
バ

ラ
、

ナ
シ

、
ク

ル
ミ

科
：

オ
ニ

グ
ル

ミ

3
4
 

ウ
ス

ト
ビ

ハ
マ

キ
P
a
n
d
e
m
i
s
 
c
h
l
o
r
o
g
r
a
p
t
a
 

ハ
マ

キ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
バ

ラ
科

：
リ

ン
ゴ

、
ナ

シ
、

バ
ラ

科
：

エ
ド

ヒ
ガ

ン
、

ク
ス

ノ
キ

科
：

ア
ブ

ラ
チ

ャ
ン

、
ハ

ン
ノ

キ
科

、
ヤ

ナ
ギ

科
：

ハ
コ

ヤ
ナ

ギ
、

マ
ツ

科
：

ト
ウ

ヒ

3
5
 

ウ
ツ

キ
ヒ

メ
ハ

マ
キ

O
l
e
t
h
r
e
u
t
e
s
 
e
l
e
c
t
a
n
u
s
 

ハ
マ

キ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

3
6
 

オ
オ

ナ
ミ

ス
ジ

キ
ヒ

メ
ハ

マ
キ

P
s
e
u
d
o
h
e
d
y
a
 
r
e
t
r
a
c
t
a
 

ハ
マ

キ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ア

カ
シ

デ
・

ク
マ

シ
デ

・
サ

ワ
シ

バ
・

ハ
シ

バ
ミ

・
オ

オ
ツ

ノ
ハ

シ
バ

ミ

3
7
 

コ
シ

ロ
ア

シ
ヒ

メ
ハ

マ
キ

H
y
s
t
r
i
c
h
o
s
c
e
l
u
s
 
s
p
a
t
h
a
n
u
m
 

ハ
マ

キ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ア

ラ
カ

シ
，

ウ
バ

メ
ガ

シ
な

ど
な

ど
ブ

ナ
科

3
8
 

シ
リ

グ
ロ

ハ
マ

キ
A
r
c
h
i
p
s
 
n
i
g
r
i
c
a
u
d
a
n
a
 

ハ
マ

キ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

ブ
ナ

科
：

ミ
ズ

ナ
ラ

，
カ

シ
ワ

，
コ

ナ
ラ

、
シ

イ
、
カ

バ
ノ

キ
科

：
イ

ヌ
シ

デ
、

ダ
ケ

カ
ン

バ
、

カ
キ

ノ
キ

科
：

カ
キ

、
バ

ラ
科

：
リ

ン
ゴ

，
ヒ

メ
リ

ン
ゴ

，
ナ

シ
、

ク
ワ

科
：

ク
ワ

、
ス

イ
カ

ズ
ラ

科
：

ガ
マ

ズ
ミ

、
マ

ン
サ

ク
科

：
マ

ン
サ

ク
、

マ
メ

科
：

フ
ジ

3
9
 

シ
ロ

マ
ル

モ
ン

ヒ
メ

ハ
マ

キ
Z
e
i
r
a
p
h
e
r
a
 
d
e
m
u
t
a
t
a
 

ハ
マ

キ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

4
0
 

チ
ャ

ハ
マ

キ
H
o
m
o
n
a
 
m
a
g
n
a
n
i
m
a
 

ハ
マ

キ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ツ

バ
キ

科
：

チ
ャ

、
ミ

カ
ン

科
：

ミ
カ

ン
類

、
マ

メ
科

：
ネ

ム
ノ

キ
、

ミ
ズ

キ
科

：
ク

マ
ノ

ミ
ズ

キ
，

マ
キ

科
：

イ
ヌ

マ
キ

4
1
 

ツ
マ

マ
ル

モ
ン

ヒ
メ

ハ
マ

キ
E
u
d
e
m
i
s
 
b
r
e
v
i
s
e
t
o
s
a
 

ハ
マ

キ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
バ

ラ
科

：
カ

ス
ミ

ザ
ク

ラ
、

エ
ゾ

ノ
ウ

ワ
ミ

ズ
ザ

ク
ラ

、
ズ

ミ
、
ブ

ナ
科

：
コ

ナ
ラ

4
2
 

ツ
マ

モ
ン

エ
グ

リ
ハ

マ
キ

A
c
l
e
r
i
s
 
p
a
r
a
d
i
s
e
a
n
a
 

ハ
マ

キ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
バ

ラ
科

：
リ

ン
ゴ

・
ズ

ミ
・

ナ
シ

・
ナ

ナ
カ

マ
ド

、
ム

ク
ロ

ジ
科

：
カ

エ
デ

類
 

4
3
 

ハ
マ

キ
ガ

科
の

一
種

ハ
マ

キ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

4
4
 

ヒ
メ

ハ
マ

キ
ガ

亜
科

の
一

種
s
p
.
1

O
l
e
t
h
r
e
u
t
i
n
a
e
 

s
p
.
1
 

ハ
マ

キ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

4
5
 

プ
ラ

イ
ヤ

ハ
マ

キ
 

S
c
y
t
h
r
o
p
i
o
d
e
s
 
l
i
v
i
d
u
l
a
 

ハ
マ

キ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

：
ク

ヌ
ギ

、
ナ

ラ
、

カ
シ

ワ
、

コ
ナ

ラ
、

ミ
ズ

ナ
ラ

 

4
6
 

ミ
ダ

レ
カ

ク
モ

ン
ハ

マ
キ

A
r
c
h
i
p
s
 
f
u
s
c
o
c
u
p
r
e
a
n
u
s
 

ハ
マ

キ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

各
種

落
葉

広
葉

樹
、
バ

ラ
科

：
バ

ラ
、
ブ

ナ
科

：
カ

シ
ワ

、
ブ

ナ
、
ヤ

ナ
ギ

科
：

ヤ
ナ

ギ
、

カ
キ

ノ
キ

科
：

カ
キ

、
ク

ワ
科

：
ク

ワ
、

マ
メ

科
：

ダ
イ

ズ
、

バ
ラ

科
：

リ
ン

ゴ
の

花
、

ナ
シ

の
花

、
シ

ソ
科

：
ハ

ク
サ

ン
カ

メ
バ

ヒ
キ

オ
コ

シ
、

ド
ク

ダ
ミ

科
：

ド
ク

ダ
ミ

、
イ

チ
ョ

ウ
科

：
イ

チ
ョ

ウ

4
7
 

リ
ン

ゴ
コ

カ
ク

モ
ン

ハ
マ

キ
A
d
o
x
o
p
h
y
e
s
 
o
r
a
n
a
 
f
a
s
c
i
a
t
a
 

ハ
マ

キ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
バ

ラ
科

，
ブ

ナ
科

，
ヤ

ナ
ギ

科
，

カ
バ

ノ
キ

科
，

ウ
コ

ギ
科

：
ハ

リ
ギ

リ
，

マ
メ

科
な

ど
多

科

4
8
 

オ
ド

リ
ハ

マ
キ

モ
ド

キ
L
i
t
o
b
r
e
n
t
h
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ハ
マ

キ
モ

ド
キ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ク
ヌ

ギ
．

ア
ベ

マ
キ

，
コ

ナ
ラ

，
ア

カ
ガ

シ
，

ア
ラ

カ
シ

な
ど

ブ
ナ

科

4
9
 

ア
カ

マ
ダ

ラ
メ

イ
ガ

O
n
c
o
c
e
r
a
 
s
e
m
i
r
u
b
e
l
l
a
 

メ
イ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

メ
ド

ハ
ギ

（
マ

メ
科

）

5
0
 

ウ
ス

グ
ロ

ア
カ

オ
ビ

マ
ダ

ラ
メ

イ
ガ

A
c
r
o
b
a
s
i
s
 
f
u
s
c
a
t
e
l
l
a
 

メ
イ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

5
1
 

オ
オ

ウ
ス

ベ
ニ

ト
ガ

リ
メ

イ
ガ

E
n
d
o
t
r
i
c
h
a
 
i
c
e
l
u
s
a
l
i
s
 

メ
イ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

マ
メ

科
：

シ
ロ

ツ
メ

ク
サ

類

5
2
 

キ
ベ

リ
ト

ガ
リ

メ
イ

ガ
E
n
d
o
t
r
i
c
h
a
 
m
i
n
i
a
l
i
s
 

メ
イ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

5
3
 

ギ
ン

モ
ン

シ
マ

メ
イ

ガ
 

P
y
r
a
l
i
s
 
r
e
g
a
l
i
s
 

メ
イ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

動
物

性
：

ス
ズ

メ
バ

チ
科

：
オ

オ
ス

ズ
メ

バ
チ

，
ケ

ブ
カ

ス
ズ

メ
バ

チ
，

セ
グ

ロ
ア

シ
ナ

ガ
バ

チ
の

巣

5
4
 

コ
ネ

ア
オ

フ
ト

メ
イ

ガ
L
e
p
i
d
o
g
m
a
 
m
e
l
a
n
o
b
a
s
i
s
 

メ
イ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

5
5
 

ト
ビ

イ
ロ

シ
マ

メ
イ

ガ
H
y
p
s
o
p
y
g
i
a
 
r
e
g
i
n
a
 

メ
イ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

イ
チ

イ
科

：
イ

チ
イ

，
マ

ツ
科

：
エ

ゾ
マ

ツ
、

ヒ
ノ

キ
科

：
タ

マ
ヒ

ム
ロ

，
ヒ

ノ
キ

科
：

ス
ギ

の
球

果

5
6
 

ナ
カ

ア
カ

ス
ジ

マ
ダ

ラ
メ

イ
ガ

N
e
p
h
o
p
t
e
r
i
x
 
b
i
c
o
l
o
r
e
l
l
a
 

メ
イ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ブ
ナ

科
：

コ
ナ

ラ
，

ミ
ズ

ナ
ラ
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6
4
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

5
7
 

ナ
カ

ム
ラ

サ
キ

フ
ト

メ
イ

ガ
L
i
s
t
a
 
f
i
c
k
i
 

メ
イ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ブ
ナ

科
コ

ナ
ラ

属
：

カ
シ

ワ
 

5
8
 

ハ
ス

ジ
フ

ト
メ

イ
ガ

E
p
i
l
e
p
i
a
 
d
e
n
t
a
t
a
 

メ
イ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

5
9
 

マ
エ

グ
ロ

ツ
ヅ

リ
ガ

C
a
t
a
p
r
o
s
o
p
u
s
 
m
o
n
s
t
r
o
s
u
s
 

メ
イ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

6
0
 

マ
ツ

ノ
マ

ダ
メ

イ
ガ

D
i
o
r
y
c
t
r
i
a
 
a
b
i
e
t
e
l
l
a
 

メ
イ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

マ
ツ

科
：

ト
ド

マ
ツ

、
エ

ゾ
マ

ツ
、

ス
ト

ロ
ー

ブ
マ

ツ
、

ド
イ

ツ
ト

ウ
ヒ

、
ス

ギ
科

：
ス

ギ

6
1
 

ミ
ド

リ
ネ

グ
ロ

フ
ト

メ
イ

ガ
S
t
e
r
i
c
t
a
 
f
l
a
v
o
p
u
n
c
t
a
 

メ
イ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

6
2
 

ウ
コ

ン
ノ

メ
イ

ガ
P
l
e
u
r
o
p
t
y
a
 
r
u
r
a
l
i
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ダ
イ

ズ
、

ダ
イ

ズ
の

花
、

イ
ン

ゲ
ン

マ
メ

、
ミ

ド
リ

マ
メ

（
マ

メ
科

）
、

カ
ラ

ム
シ

、
ア

カ
ソ

、
イ

ラ
ク

サ
（

イ
ラ

ク
サ

科
）

、
カ

ナ
ム

グ
ラ

（
ク

ワ
科

）
な

ど
多

科

6
3
 

オ
オ

シ
ロ

モ
ン

ノ
メ

イ
ガ

C
h
a
b
u
l
a
 
t
e
l
p
h
u
s
a
l
i
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

6
4
 

キ
ア

ヤ
ヒ

メ
ノ

メ
イ

ガ
D
i
a
s
e
m
i
a
 
a
c
c
a
l
i
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ミ
ツ

バ
（

セ
リ

科
）

6
5
 

キ
ン

モ
ン

ガ
P
s
y
c
h
o
s
t
r
o
p
h
i
a
 
m
e
l
a
n
a
r
g
i
a
 

ア
ゲ

ハ
モ

ド
キ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

リ
ョ

ウ
ブ

科
：

リ
ョ

ウ
ブ

6
6
 

ク
ロ

ス
カ

シ
ト

ガ
リ

ノ
メ

イ
ガ

C
o
t
a
c
h
e
n
a
 
a
l
y
s
o
n
i
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ニ
レ

科
：

エ
ノ

キ

6
7
 

ク
ロ

ス
ジ

キ
ン

ノ
メ

イ
ガ

P
l
e
u
r
o
p
t
y
a
 
b
a
l
t
e
a
t
a
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ヌ
ル

デ
な

ど
ウ

ル
シ

科
，

ク
ヌ

ギ
，

ク
リ

な
ど

ブ
ナ

科

6
8
 

ク
ロ

ス
ジ

ノ
メ

イ
ガ

T
y
s
p
a
n
o
d
e
s
 
s
t
r
i
a
t
u
s
 
s
t
r
i
a
t
u
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

キ
ブ

シ
（

キ
ブ

シ
科

）
、

ミ
ツ

バ
ウ

ツ
ギ

、
ヤ

マ
ボ

ウ
シ

（
ミ

ズ
キ

科
）

6
9
 

コ
ブ

ノ
メ

イ
ガ

C
n
a
p
h
a
l
o
c
r
o
c
i
s
 
m
e
d
i
n
a
l
i
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ア
ワ

、
エ

ノ
コ

ロ
グ

サ
、

ヒ
エ

、
ジ

ュ
ズ

ダ
マ

、
コ

ム
ギ

、
オ

オ
ム

ギ
、

サ
ト

ウ
キ

ビ
、

ス
ズ

メ
ノ

ヒ
エ

、
イ

ヌ
ビ

エ
、

カ
ラ

ス
ム

ギ
、

ハ
ダ

カ
ム

ギ
、

イ
ネ

7
0
 

ゴ
マ

ダ
ラ

ノ
メ

イ
ガ

の
一

種
 

C
o
n
o
g
e
t
h
e
s
 
s
p
.
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ー
 

7
1
 

シ
ロ

オ
ビ

ノ
メ

イ
ガ

S
p
o
l
a
d
e
a
 
r
e
c
u
r
v
a
l
i
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ホ
ウ

レ
ン

ソ
ウ

、
フ

ダ
ン

ソ
ウ

、
テ

ン
サ

イ
，
ア

カ
ザ

、
サ

ト
ウ

ダ
イ

コ
ン
（

ア
カ

ザ
科

）
、

ウ
リ

類
（

ウ
リ

科
）

、
モ

ヨ
ウ

ビ
ユ

、
ケ

イ
ト

ウ
、

ヒ
ユ

、
ヒ

ナ
タ

イ
ノ

コ
ズ

チ
（

ヒ
ユ

科
）

、
ツ

ル
ナ

（
ザ

ク
ロ

ソ
ウ

科
）

な
ど

多
科

7
2
 

シ
ロ

ス
ジ

ツ
ト

ガ
C
r
a
m
b
u
s
 
a
r
g
y
r
o
p
h
o
r
u
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

7
3
 

シ
ロ

テ
ン

キ
ノ

メ
イ

ガ
N
a
c
o
l
e
i
a
 
c
o
m
m
i
x
t
a
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ミ
ツ

バ
（

セ
リ

科
）

7
4
 

シ
ロ

テ
ン

ノ
メ

イ
ガ

D
i
a
t
h
r
a
u
s
t
a
 
b
r
e
v
i
f
a
s
c
i
a
l
i
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

7
5
 

シ
ロ

ヒ
ト

モ
ン

ノ
メ

イ
ガ

A
n
a
l
t
h
e
s
 

s
e
m
i
t
r
i
t
a
l
i
s
 

o
r
b
i
c
u
l
a
r
i
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ア
ワ

ブ
キ

科
：

ア
ワ

ブ
キ

7
6
 

シ
ロ

モ
ン

ノ
メ

イ
ガ

B
o
c
c
h
o
r
i
s
 
i
n
s
p
e
r
s
a
l
i
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

7
7
 

ゼ
ニ

ガ
サ

ミ
ズ

メ
イ

ガ
 

P
a
r
a
c
y
m
o
r
i
z
a
 
p
r
o
d
i
g
a
l
i
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

7
8
 

ツ
ト

ガ
A
n
c
y
l
o
l
o
m
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

シ
バ

、
イ

ネ
（

イ
ネ

科
）

7
9
 

ツ
ト

ガ
科

 
ノ

メ
イ

ガ
亜

科
 
s
p
.
1

P
y
r
a
u
s
t
i
n
a
e
 
s
p
.
1
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

8
0
 

ナ
カ

グ
ロ

ツ
ト

ガ
C
r
a
m
b
u
s
 
v
i
r
g
a
t
e
l
l
u
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

8
1
 

ネ
モ

ン
ノ

メ
イ

ガ
N
a
c
o
l
e
i
a
 
t
a
m
p
i
u
s
a
l
i
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

8
2
 

ノ
メ

イ
ガ

亜
科

の
一

種
P
y
r
a
u
s
t
i
n
a
e
 
s
p
.
1
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

8
3
 

ヒ
メ

ク
ロ

ミ
ス

ジ
ノ

メ
イ

ガ
O
m
i
o
d
e
s
 
m
i
s
e
r
u
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

イ
ネ

科
：

チ
ゴ

ザ
サ

8
4
 

ヒ
メ

シ
ロ

テ
ン

ノ
メ

イ
ガ

D
i
a
t
h
r
a
u
s
t
a
 
p
r
o
f
u
n
d
a
l
i
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

8
5
 

フ
ト

シ
ロ

ス
ジ

ツ
ト

ガ
C
r
a
m
b
u
s
 
k
u
z
a
k
a
i
e
n
s
i
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

分
布

上
 

重
要

種
 

未
知

 

8
6
 

ホ
ソ

ス
ジ

ツ
ト

ガ
P
s
e
u
d
a
r
g
y
r
i
a
 
i
n
t
e
r
r
u
p
t
e
l
l
a
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

8
7
 

ホ
ソ

ミ
ス

ジ
ノ

メ
イ

ガ
P
l
e
u
r
o
p
t
y
a
 
c
h
l
o
r
o
p
h
a
n
t
a
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ゴ
マ

ノ
ハ

グ
サ

科
：

キ
リ

、
エ

ゴ
ノ

キ
科

：
ハ

ク
ウ

ン
ボ

ク
、
ブ

ナ
科

コ
ナ

ラ
属

：
ク

ヌ
ギ

、
バ

ラ
科

：
ソ

メ
イ

ヨ
シ

ノ
 

8
8
 

マ
エ

ア
カ

ス
カ

シ
ノ

メ
イ

ガ
P
a
l
p
i
t
a
 
n
i
g
r
o
p
u
n
c
t
a
l
i
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ネ
ズ

ミ
モ

チ
、
キ

ン
モ

ク
セ

イ
、
イ

ボ
タ

ノ
キ

、
ヒ

イ
ラ

ギ
の

花
、
オ

リ
ー

ブ
，

リ
ュ

ウ
キ

ュ
ウ

モ
ク

セ
イ

な
ど

モ
ク

セ
イ

科

8
9
 

マ
タ

ス
ジ

ノ
メ

イ
ガ

P
a
g
y
d
a
 
q
u
i
n
q
u
e
l
i
n
e
a
t
a
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ク
マ

ツ
ヅ

ラ
科

：
ム

ラ
サ

キ
シ

キ
ブ

9
0
 

マ
メ

ノ
メ

イ
ガ

M
a
r
u
c
a
 
v
i
t
r
a
t
a
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

サ
サ

ゲ
、
ア

ズ
キ

の
花

、
ア

ズ
キ

の
莢

、
ダ

イ
ズ

、
イ

ン
ゲ

ン
マ

メ
（

マ
メ

科
）
 

9
1
 

ミ
ツ

テ
ン

ノ
メ

イ
ガ

M
a
b
r
a
 
c
h
a
r
o
n
i
a
l
i
s
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

枯
葉

 

64



6
5
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

9
2
 

モ
ン

キ
ク

ロ
ノ

メ
イ

ガ
H
e
r
p
e
t
o
g
r
a
m
m
a
 
l
u
c
t
u
o
s
a
l
e
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ブ
ド

ウ
科

：
ブ

ド
ウ

、
エ

ビ
ヅ

ル
、

ヤ
ブ

カ
ラ

シ
、

ヤ
マ

ブ
ド

ウ
、

ノ
ブ

ド
ウ

 

9
3
 

モ
ン

シ
ロ

ル
リ

ノ
メ

イ
ガ

U
r
e
s
i
p
h
i
t
a
 
t
r
i
c
o
l
o
r
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ユ
キ

ノ
シ

タ
科

：
ウ

ツ
ギ

9
4
 

モ
ン

ス
カ

シ
キ

ノ
メ

イ
ガ

P
s
e
u
d
e
b
u
l
e
a
 
f
e
n
t
o
n
i
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

未
知

 

9
5
 

ヨ
ス

ジ
ノ

メ
イ

ガ
P
a
g
y
d
a
 
q
u
a
d
r
i
l
i
n
e
a
t
a
 

ツ
ト

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ク
マ

ツ
ヅ

ラ
科

：
ム

ラ
サ

キ
シ

キ
ブ

9
6
 

イ
カ

リ
モ

ン
ガ

 
P
t
e
r
o
d
e
c
t
a
 
f
e
l
d
e
r
i
 

イ
カ

リ
モ

ン
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
オ

シ
ダ

科
：

イ
ノ

デ

9
7
 

ア
シ

ベ
ニ

カ
ギ

バ
O
r
e
t
a
 
p
u
l
c
h
r
i
p
e
s
 

カ
ギ

バ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ス

イ
カ

ズ
ラ

科
：

ガ
マ

ズ
ミ

、
サ

ン
ゴ

ジ
ュ

、
ゴ

マ
ギ

、
カ

ン
ボ

ク
，

ブ
ド

ウ
科

：
ノ

ブ
ド

ウ

9
8
 

ウ
ス

イ
ロ

カ
ギ

バ
C
a
l
l
i
d
r
e
p
a
n
a
 
p
a
l
l
e
o
l
a
 

カ
ギ

バ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ウ

ル
シ

科
：

ウ
ル

シ
、

ヤ
マ

ウ
ル

シ
、

ツ
タ

ウ
ル

シ

9
9
 

ウ
ス

ギ
ヌ

ガ
ギ

バ
M
a
c
r
o
c
i
l
i
x
 
m
y
s
t
i
c
a
t
a
 
w
a
t
s
o
n
i
 

カ
ギ

バ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
 
ブ

ナ
科

：
ク

ヌ
ギ

、
コ

ナ
ラ

、
ミ

ズ
ナ

ラ
、

ア
ラ

カ
シ

、
ウ

ラ
ジ

ロ
ガ

シ
 

1
0
0
 

ウ
ス

ジ
ロ

ト
ガ

リ
バ

P
a
r
a
p
s
e
s
t
i
s
 
a
l
b
i
d
a
 

カ
ギ

バ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

：
ブ

ナ
 

1
0
1
 

オ
オ

カ
ギ

バ
C
y
c
l
i
d
i
a
 

s
u
b
s
t
i
g
m
a
r
i
a
 

n
i
g
r
a
l
b
a
t
a
 

カ
ギ

バ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ウ

リ
ノ

キ
科

：
ウ

リ
ノ

キ

1
0
2
 

オ
オ

バ
ト

ガ
リ

バ
T
e
t
h
e
a
 
a
m
p
l
i
a
t
a
 
a
m
p
l
i
a
t
a
 

カ
ギ

バ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ク

ヌ
ギ

，
ミ

ズ
ナ

ラ
な

ど
ブ

ナ
科

1
0
3
 

オ
オ

マ
エ

ベ
ニ

ト
ガ

リ
バ

T
e
t
h
e
a
 
c
o
n
s
i
m
i
l
i
s
 
c
o
n
s
i
m
i
l
i
s
 

カ
ギ

バ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
バ

ラ
科

：
ナ

ナ
カ

マ
ド

、
ソ

メ
イ

ヨ
シ

ノ
、

ウ
ワ

ミ
ズ

ザ
ク

ラ
 

1
0
4
 

ヒ
ト

ツ
メ

カ
ギ

バ
A
u
z
a
t
a
 
s
u
p
e
r
b
a
 
s
u
p
e
r
b
a
 

カ
ギ

バ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ミ

ズ
キ

科
：

ミ
ズ

キ
、

ク
マ

ノ
ミ

ズ
キ

1
0
5
 

フ
タ

テ
ン

シ
ロ

カ
ギ

バ
D
i
t
r
i
g
o
n
a
 
v
i
r
g
o
 

カ
ギ

バ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ミ

ズ
キ

科
：

ミ
ズ

キ
、

ク
マ

ノ
ミ

ズ
キ

1
0
6
 

ホ
シ

ベ
ッ

コ
ウ

カ
ギ

バ
D
e
r
o
c
a
 
i
n
c
o
n
c
l
u
s
a
 
p
h
a
s
m
a
 

カ
ギ

バ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ミ

ズ
キ

科
：

ク
マ

ノ
ミ

ズ
キ

、
ヤ

マ
ボ

ウ
シ

1
0
7
 

マ
エ

キ
カ

ギ
バ

A
g
n
i
d
r
a
 
s
c
a
b
i
o
s
a
 
s
c
a
b
i
o
s
a
 

カ
ギ

バ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

コ
ナ

ラ
属

：
ク

ヌ
ギ

、
コ

ナ
ラ

、
ク

リ
属

：
ク

リ
 

1
0
8
 

ム
ラ

サ
キ

ト
ガ

リ
バ

E
p
i
p
s
e
s
t
i
s
 
o
r
n
a
t
a
 

カ
ギ

バ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

：
ア

ラ
カ

シ
、

ア
カ

ガ
シ

、
ミ

ズ
ナ

ラ
、

コ
ナ

ラ
、

シ
ラ

カ
シ

、
カ

シ
ワ

 

1
0
9
 

モ
ン

ト
ガ

リ
バ

T
h
y
a
t
i
r
a
 
b
a
t
i
s
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

カ
ギ

バ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
バ

ラ
科

：
キ

イ
チ

ゴ
，

エ
ビ

ガ
ラ

イ
チ

ゴ
、

カ
ジ

イ
チ

ゴ
、

ク
ロ

イ
チ

ゴ
、

モ
ミ

ジ
イ

チ
ゴ

1
1
0
 

ク
ロ

ホ
シ

フ
タ

オ
D
y
s
a
e
t
h
r
i
a
 
m
o
z
a
 

ツ
バ

メ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ス

イ
カ

ズ
ラ

科
：

ガ
マ

ズ
ミ

、
コ

バ
ノ

ガ
マ

ズ
ミ

、
オ

ト
コ

ヨ
ウ

ゾ
メ

1
1
1
 

ア
ト

グ
ロ

ア
ミ

メ
エ

ダ
シ

ャ
ク

C
a
b
e
r
a
 

g
r
i
s
e
o
l
i
m
b
a
t
a
 

g
r
i
s
e
o
l
i
m
b
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
未

知
 

1
1
2
 

ウ
ス

ア
オ

シ
ャ

ク
D
i
n
d
i
c
a
 
v
i
r
e
s
c
e
n
s
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ク

ヌ
ギ

、
ミ

ズ
ナ

ラ
、

ク
リ

な
ど

ブ
ナ

科

1
1
3
 

ウ
ス

イ
ロ

オ
オ

エ
ダ

シ
ャ

ク
A
m
r
a
i
c
a
 
s
u
p
e
r
a
n
s
 
s
u
p
e
r
a
n
s
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ニ

シ
キ

ギ
科

：
マ

ユ
ミ

、
ツ

リ
バ

ナ
、

マ
サ

キ
、

ツ
ル

ウ
メ

モ
ド

キ
、

ヒ
ロ

ハ
ツ

リ
バ

ナ

1
1
4
 

ウ
ス

ウ
ラ

ナ
ミ

ヒ
メ

シ
ャ

ク
S
c
o
p
u
l
a
 
l
o
n
g
i
c
e
r
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
未

知
 

1
1
5
 

ウ
ス

オ
エ

ダ
シ

ャ
ク

C
h
i
a
s
m
i
a
 
h
e
b
e
s
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
マ

メ
科

：
ヤ

マ
ハ

ギ
、

メ
ド

ハ
ギ

、
ヤ

ハ
ズ

ソ
ウ

、
マ

ル
バ

ハ
ギ

1
1
6
 

ウ
ス

オ
ビ

ヒ
メ

エ
ダ

シ
ャ

ク
E
u
c
h
r
i
s
t
o
p
h
i
a
 

c
u
m
u
l
a
t
a
 

c
u
m
u
l
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
カ

エ
デ

科
：

ウ
リ

ハ
ダ

カ
エ

デ
、

ウ
リ

カ
エ

デ
、

ホ
ザ

キ
カ

エ
デ

1
1
7
 

ウ
ス

キ
ク

ロ
テ

ン
ヒ

メ
シ

ャ
ク

S
c
o
p
u
l
a
 
i
g
n
o
b
i
l
i
s
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

ベ
ン

ケ
イ

ソ
ウ

科
：

コ
モ

チ
マ

ン
ネ

ン
グ

サ
、
カ

タ
バ

ミ
科

：
カ

タ
バ

ミ
、

ケ
シ

科
：

ム
ラ

サ
キ

ケ
マ

ン
、

ス
ミ

レ
科

：
マ

ル
バ

ス
ミ

レ
、

ユ
リ

科
：

ホ
ウ

チ
ャ

ク
ソ

ウ
、
ニ

シ
キ

ギ
科
：
ツ

ル
ウ

メ
モ

ド
キ

、
バ

ラ
科
：
コ

シ
ジ

シ
モ

ツ
ケ

、
ウ

ワ
ミ

ズ
ザ

ク
ラ

1
1
8
 

ウ
ス

キ
ツ

バ
メ

エ
ダ

シ
ャ

ク
O
u
r
a
p
t
e
r
y
x
 
n
i
v
e
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ヌ
ガ

ヤ
科

、
ブ

ナ
科

：
ク

ヌ
ギ

、
ニ

レ
科

、
マ

メ
科

、
モ

チ
ノ

キ
科

：
い

ぬ
つ

げ
、

ク
ロ

ウ
メ

モ
ド

キ
科

、
ツ

バ
キ

科
、

ス
イ

カ
ズ

ラ
科

，
ア

サ
科

：
エ

ノ
キ

1
1
9
 

ウ
ス

キ
ヒ

メ
シ

ャ
ク

I
d
a
e
a
 
b
i
s
e
l
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
広

葉
樹

の
枯

葉
、

落
葉

 

1
2
0
 

ウ
ス

ク
モ

ナ
ミ

シ
ャ

ク
H
e
t
e
r
o
p
h
l
e
p
s
 
f
u
s
c
a
 
f
u
s
c
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
コ

ア
カ

ソ
（

飼
育

）

1
2
1
 

ウ
ス

ク
ロ

テ
ン

ヒ
メ

シ
ャ

ク
S
c
o
p
u
l
a
 
i
g
n
o
b
i
l
i
s
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

ベ
ン

ケ
イ

ソ
ウ

科
：

コ
モ

チ
マ

ン
ネ

ン
グ

サ
、
カ

タ
バ

ミ
科

：
カ

タ
バ

ミ
、

ケ
シ

科
：

ム
ラ

サ
キ

ケ
マ

ン
、

ス
ミ

レ
科

：
マ

ル
バ

ス
ミ

レ
、

ユ
リ

科
：

ホ
ウ

チ
ャ

ク
ソ

ウ
、
ニ

シ
キ

ギ
科
：
ツ

ル
ウ

メ
モ

ド
キ

、
バ

ラ
科
：
コ

シ
ジ

シ
モ

ツ
ケ

、
ウ

ワ
ミ

ズ
ザ

ク
ラ

1
2
2
 

ウ
ス

グ
ロ

ナ
ミ

エ
ダ

シ
ャ

ク
P
h
a
n
e
r
o
t
h
y
r
i
s
 

s
i
n
e
a
r
i
a
 

n
o
c
t
i
v
o
l
a
n
s
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ク

ル
ミ

科
：

オ
ニ

グ
ル

ミ
、

サ
ワ

グ
ル

ミ

65



 

6
6
 

 番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

1
2
3
 

ウ
ス

サ
カ

ハ
チ

ヒ
メ

シ
ャ

ク
 

S
c
o
p
u
l
a
 
s
e
m
i
g
n
o
b
i
l
i
s
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
ヤ

マ
ノ

イ
モ

（
ヤ

マ
イ

モ
科

）
 

1
2
4
 

ウ
ス

ジ
ロ

エ
ダ

シ
ャ

ク
 

E
c
t
r
o
p
i
s
 
o
b
l
i
q
u
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
ブ

ナ
科

：
カ

シ
ワ

・
ク

リ
の

球
果

の
針

、
バ

ラ
科

：
リ

ン
ゴ

、
ヤ

ナ
ギ

科
、

ク
ル

ミ
科

：
オ

ニ
グ

ル
ミ

、
マ

メ
科

：
ダ

イ
ズ

、
ス

イ
カ

ズ
ラ

科
：

タ
ニ

ウ
ツ

キ
、

キ
ク

科
、

マ
ツ

科
 

1
2
5
 

ウ
ス

ト
ビ

ス
ジ

エ
ダ

シ
ャ

ク
 

E
c
t
r
o
p
i
s
 
a
i
g
n
e
r
i
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
ク

ル
ミ

科
：

サ
ワ

グ
ル

ミ
、

フ
サ

ザ
ク

ラ
科

：
フ

サ
ザ

ク
ラ

、
ミ

ズ
キ

科
：

ミ
ズ

キ
、

カ
ツ

ラ
科

：
カ

ツ
ラ

 

1
2
6
 

ウ
ス

ト
ビ

モ
ン

ナ
ミ

シ
ャ

ク
 

E
u
l
i
t
h
i
s
 
l
e
d
e
r
e
r
i
 
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
ブ

ド
ウ

科
：

ブ
ド

ウ
、

ヤ
マ

ブ
ド

ウ
、

ツ
タ

、
イ

ワ
ガ

ラ
ミ

 

1
2
7
 

ウ
ス

ベ
ニ

ス
ジ

ヒ
メ

シ
ャ

ク
 

T
i
m
a
n
d
r
a
 
d
i
c
h
e
l
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
タ

デ
科

：
ミ

ゾ
ソ

バ
、

ス
イ

バ
 

1
2
8
 

エ
グ

リ
エ

ダ
シ

ャ
ク

 
F
a
s
c
e
l
l
i
n
a
 
c
h
r
o
m
a
t
a
r
i
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
ク

ス
ノ

キ
科

：
タ

ブ
ノ

キ
、

シ
キ

ミ
科

：
シ

キ
ミ

、
モ

ク
レ

ン
科

：
サ

ネ
カ

ズ
ラ

 

1
2
9
 

エ
ダ

シ
ャ

ク
亜

科
の

一
種

 
 

s
p
.
1
 

E
n
n
o
m
i
n
a
e
 
 
s
p
.
1
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

1
3
0
 

オ
オ

ト
ビ

ス
ジ

エ
ダ

シ
ャ

ク
 

E
c
t
r
o
p
i
s
 
e
x
c
e
l
l
e
n
s
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 

ヤ
ナ

ギ
科

、
ヤ

マ
モ

モ
科

、
カ

バ
ノ

キ
科

、
ブ

ナ
科

、
マ

ン
サ

ク
科

、
バ

ラ
科

、
マ

メ
科

、
ツ

バ
キ

科
、

キ
ク

科
、

イ
チ

ョ
ウ

科
、

ス
ギ

科
、

ス
イ

カ
ズ

ラ
科

、
ア

ヤ
メ

科
、

ト
ウ

ダ
イ

グ
サ

科
：

ヒ
マ

、
タ

デ
科

、
バ

ラ
科

：
リ

ン
ゴ

、
ス

イ
カ

ズ
ラ

科
：

ハ
ス

カ
ッ

プ
、

イ
チ

イ
科

：
イ

チ
イ

、
サ

ク
ラ

ソ
ウ

科
：

オ
カ

ト
ラ

ノ
オ

 

1
3
1
 

オ
オ

ノ
コ

メ
エ

ダ
シ

ャ
ク

 
A
c
r
o
d
o
n
t
i
s
 
f
u
m
o
s
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
キ

ブ
シ

科
：

キ
ブ

シ
、

ミ
ツ

バ
ウ

ツ
ギ

科
：

ミ
ツ

バ
ウ

ツ
ギ

、
ゴ

ン
ズ

イ
 

1
3
2
 

オ
オ

バ
ナ

ミ
ガ

タ
エ

ダ
シ

ャ
ク

 
H
y
p
o
m
e
c
i
s
 
l
u
n
i
f
e
r
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
バ

ラ
科

：
ズ

ミ
、

ウ
メ

、
ミ

ヤ
マ

ニ
ガ

イ
チ

ゴ
、

ニ
レ

科
：

ハ
ル

ニ
レ

、
カ

バ
ノ

キ
科

：
ヤ

マ
ハ

ン
ノ

キ
、

ブ
ナ

科
コ

ナ
ラ

属
：

コ
ナ

ラ
、

ブ
ナ

科
ク

リ
属

：
ク

リ
 

1
3
3
 

キ
ガ

シ
ラ

オ
オ

ナ
ミ

シ
ャ

ク
 

G
a
n
d
a
r
i
t
i
s
 
a
g
n
e
s
 
a
g
n
e
s
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
マ

タ
タ

ビ
科

：
サ

ル
ナ

シ
、

ユ
キ

ノ
シ

タ
科

：
イ

ワ
ガ

ラ
ミ

 

1
3
4
 

キ
シ

タ
エ

ダ
シ

ャ
ク

 
A
r
i
c
h
a
n
n
a
 
m
e
l
a
n
a
r
i
a
 
f
r
a
t
e
r
n
a
 
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
ツ

ツ
ジ

科
：

ア
セ

ビ
、

ミ
ヤ

マ
キ

リ
シ

マ
、

レ
ン

ゲ
ツ

ツ
ジ

、
ヤ

マ
ツ

ツ
ジ

 

1
3
5
 

キ
ス

ジ
シ

ロ
ヒ

メ
シ

ャ
ク

 
S
c
o
p
u
l
a
 
a
s
t
h
e
n
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
未

知
 

1
3
6
 

キ
タ

ウ
ン

モ
ン

エ
ダ

シ
ャ

ク
 

J
a
n
k
o
w
s
k
i
a
 
p
s
e
u
d
a
t
h
l
e
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
ヤ

ナ
ギ

科
：

ヤ
ナ

ギ
属

 

1
3
7
 

キ
ヒ

メ
シ

ャ
ク

 
I
d
a
e
a
 
n
u
d
a
r
i
a
 
i
n
f
u
s
c
a
r
i
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
未

知
 

1
3
8
 

キ
ベ

リ
シ

ロ
ナ

ミ
シ

ャ
ク

 
G
a
n
d
a
r
i
t
i
s
 
p
l
a
c
i
d
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
ユ

キ
ノ

シ
タ

科
：

ガ
ク

ウ
ツ

ギ
、

ノ
リ

ウ
ツ

ギ
、

イ
ワ

ガ
ラ

ミ
 

1
3
9
 

キ
マ

ダ
ラ

オ
オ

ナ
ミ

シ
ャ

ク
 

G
a
n
d
a
r
i
t
i
s
 
f
i
x
s
e
n
i
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
マ

タ
タ

ビ
科

：
サ

ル
ナ

シ
、

マ
タ

タ
ビ

、
ユ

キ
ノ

シ
タ

科
：

イ
ワ

ガ
ラ

ミ
 

1
4
0
 

キ
マ

ダ
ラ

ツ
バ

メ
エ

ダ
シ

ャ
ク

 
T
h
i
n
o
p
t
e
r
y
x
 

c
r
o
c
o
p
t
e
r
a
 

s
t
r
i
o
l
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
ブ

ド
ウ

科
：

ブ
ド

ウ
、

ノ
ブ

ド
ウ

 

1
4
1
 

キ
リ

バ
エ

ダ
シ

ャ
ク

 
E
n
n
o
m
o
s
 
n
e
p
h
o
t
r
o
p
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
ミ

ズ
ナ

ラ
（

ブ
ナ

科
）
、

ヤ
シ

ャ
ブ

シ
（

カ
バ

ノ
キ

科
）
、
ニ

レ
（

ニ
レ

科
）

、
サ

ク
ラ

、
リ

ン
ゴ

、
マ

メ
ザ

ク
ラ
（

バ
ラ

科
）
、
シ

ナ
ノ

キ
（

シ
ナ

ノ
キ

科
）
、

ヤ
ナ

ギ
科

な
ど

多
科

 

1
4
2
 

ク
ロ

オ
ビ

フ
ユ

ナ
ミ

シ
ャ

ク
 

O
p
e
r
o
p
h
t
e
r
a
 
r
e
l
e
g
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

1
4
3
 

ク
ロ

ク
モ

エ
ダ

シ
ャ

ク
 

A
p
o
c
l
e
o
r
a
 
r
i
m
o
s
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
ヒ

ノ
キ

科
：

ヒ
ノ

キ
，

ビ
ャ

ク
シ

ン
 

1
4
4
 

ク
ロ

ズ
ウ

ス
キ

エ
ダ

シ
ャ

ク
 

L
o
m
o
g
r
a
p
h
a
 

s
i
m
p
l
i
c
i
o
r
 

s
i
m
p
l
i
c
i
o
r
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 
ブ

ナ
科

コ
ナ

ラ
属

：
ミ

ズ
ナ

ラ
、

ク
ヌ

ギ
，

バ
ラ

科
：

ズ
ミ

、
マ

メ
ザ

ク
ラ

、
ナ

ナ
カ

マ
ド

、
ウ

ワ
ミ

ズ
ザ

ク
ラ

 

1
4
5
 

ク
ロ

ミ
ス

ジ
シ

ロ
エ

ダ
シ

ャ
ク

 
M
y
r
t
e
t
a
 
a
n
g
e
l
i
c
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
エ

ゴ
ノ

キ
科

：
エ

ゴ
ノ

キ
、

ハ
ク

ウ
ン

ボ
ク

 

1
4
6
 

コ
ウ

ス
ア

オ
シ

ャ
ク

 
C
h
l
o
r
i
s
s
a
 
o
b
l
i
t
e
r
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
キ

ク
科

：
ア

キ
ノ

キ
リ

ン
ソ

ウ
の

花
、

マ
メ

科
：

ク
サ

フ
ジ

 

1
4
7
 

コ
ガ

タ
ツ

バ
メ

エ
ダ

シ
ャ

ク
 

O
u
r
a
p
t
e
r
y
x
 
o
b
t
u
s
i
c
a
u
d
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 
ヤ

ナ
ギ

科
、

カ
バ

ノ
キ

科
、

ブ
ナ

科
、

ク
ス

ノ
キ

科
、

ア
ワ

ブ
キ

科
、

マ
タ

タ
ビ

科
、

ツ
バ

キ
科

、
ツ

ツ
ジ

科
、

エ
ゴ

ノ
キ

科
、

ス
イ

カ
ズ

ラ
科

、
カ

エ
デ

科
 

1
4
8
 

コ
ガ

タ
ヒ

メ
ア

オ
シ

ャ
ク

 
J
o
d
i
s
 
o
r
i
e
n
t
a
l
i
s
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
バ

ラ
（

バ
ラ

科
）

 

1
4
9
 

コ
ス

ジ
シ

ロ
エ

ダ
シ

ャ
ク

 
C
a
b
e
r
a
 
p
u
r
u
s
 
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
カ

バ
ノ

キ
科

：
ヤ

シ
ャ

ブ
シ

、
ヒ

メ
ヤ

シ
ャ

ブ
シ

、
ヤ

マ
ハ

ン
ノ

キ
、
ミ

ヤ
マ

カ
ワ

ラ
ハ

ン
ノ

キ
、

シ
ラ

カ
ン

バ
 

1
5
0
 

ゴ
マ

フ
キ

エ
ダ

シ
ャ

ク
 

A
n
g
e
r
o
n
a
 
n
i
g
r
i
s
p
a
r
s
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
カ

バ
ノ

キ
科

、
ブ

ナ
科

、
ニ

レ
科

、
マ

メ
科

、
ト

チ
ノ

キ
科

、
ア

ワ
ブ

キ
科

、
ツ

ツ
ジ

科
、

ス
イ

カ
ズ

ラ
科

、
ミ

カ
ン

科
 

1
5
1
 

コ
ヨ

ツ
メ

エ
ダ

シ
ャ

ク
 

O
p
h
t
h
a
l
m
i
t
i
s
 
i
r
r
o
r
a
t
a
r
i
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
バ

ラ
科

：
ズ

ミ
，

オ
オ

ズ
ミ

，
リ

ン
ゴ

、
カ

イ
ド

ウ
、

カ
マ

ツ
カ

、
ア

ズ
キ

ナ
シ
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6
7
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

1
5
2
 

サ
ビ

イ
ロ

ナ
ミ

シ
ャ

ク
P
s
e
u
d
o
c
o
l
l
i
x
 
h
y
p
e
r
y
t
h
r
u
s
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
サ

ク
ラ

ソ
ウ

科
：

イ
ズ

セ
ン

リ
ョ

ウ
，

シ
マ

イ
ズ

セ
ン

リ
ョ

ウ

1
5
3
 

シ
ダ

エ
ダ

シ
ャ

ク
P
e
t
r
o
p
h
o
r
a
 
c
h
l
o
r
o
s
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ワ

ラ
ビ

科
：

ワ
ラ

ビ

1
5
4
 

シ
ラ

フ
シ

ロ
オ

ビ
ナ

ミ
シ

ャ
ク

T
r
i
c
h
o
d
e
z
i
a
 

k
i
n
d
e
r
m
a
n
n
i
 

l
e
e
c
h
i
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ア

ジ
サ

イ
科

：
ヤ

マ
ア

ジ
サ

イ

1
5
5
 

シ
ロ

ジ
マ

エ
ダ

シ
ャ

ク
E
u
r
y
o
b
e
i
d
i
a
 

l
a
n
g
u
i
d
a
t
a
 

l
a
n
g
u
i
d
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
モ

チ
ノ

キ
科

：
モ

チ
ノ

キ

1
5
6
 

シ
ロ

ツ
バ

メ
エ

ダ
シ

ャ
ク

O
u
r
a
p
t
e
r
y
x
 
m
a
c
u
l
i
c
a
u
d
a
r
i
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

チ
イ

科
：

イ
チ

イ
、

キ
ャ

ラ
ボ

ク
、

チ
ャ

ボ
ガ

ヤ
、

イ
ヌ

ガ
ヤ

科
：

イ
ヌ

ガ
ヤ

、
マ

ツ
科

：
ト

ウ
ヒ

1
5
7
 

シ
ロ

ヒ
メ

シ
ャ

ク
S
c
o
p
u
l
a
 
n
i
v
e
a
r
i
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
未

知
 

1
5
8
 

シ
ロ

モ
ン

ク
ロ

エ
ダ

シ
ャ

ク
P
r
o
t
e
o
s
t
r
e
n
i
a
 
l
e
d
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ツ

ル
ウ

メ
モ

ド
キ

、
マ

ユ
ミ

、
コ

マ
ユ

ミ
、

ツ
リ

バ
ナ

、
ヒ

ロ
バ

ツ
リ

バ
ナ

、
ク

ロ
ヅ

ル
、

ツ
ル

マ
サ

キ

1
5
9
 

ス
ギ

ノ
キ

エ
ダ

シ
ャ

ク
E
c
t
r
o
p
i
s
 
s
p
.
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ヒ

ノ
キ

科
：

ス
ギ

1
6
0
 

セ
ス

ジ
ナ

ミ
シ

ャ
ク

E
v
e
c
l
i
p
t
o
p
e
r
a
 

i
l
l
i
t
a
t
a
 

i
l
l
i
t
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ア

ケ
ビ

科
：

ア
ケ

ビ
、

ミ
ツ

バ
ア

ケ
ビ

1
6
1
 

ソ
ト

キ
ク

ロ
エ

ダ
シ

ャ
ク

S
c
i
o
n
o
m
i
a
 
m
e
n
d
i
c
a
 
m
e
n
d
i
c
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ホ

ウ
ラ

イ
シ

ダ
科

：
ク

ジ
ャ

ク
シ

ダ
、

オ
シ

ダ
科

：
リ

ョ
ウ

メ
ン

シ
ダ

、
ジ

ュ
ウ

モ
ン

ジ
シ

ダ
、

ク
サ

ソ
テ

ツ
、

ミ
ゾ

シ
ダ

1
6
2
 

チ
ャ

マ
ダ

ラ
エ

ダ
シ

ャ
ク

A
m
b
l
y
c
h
i
a
 
i
n
s
u
e
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ク

ス
ノ

キ
科

：
ア

ブ
ラ

チ
ャ

ン
、

ク
ロ

モ
ジ

、
：

シ
キ

ミ

1
6
3
 

ツ
マ

ト
ビ

キ
エ

ダ
シ

ャ
ク

B
i
z
i
a
 
a
e
x
a
r
i
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ク

ワ
科

：
ク

ワ

1
6
4
 

ト
ビ

モ
ン

オ
オ

エ
ダ

シ
ャ

ク
B
i
s
t
o
n
 
r
o
b
u
s
t
u
s
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

、
ニ

レ
科

、
バ

ラ
科

、
マ

メ
科

、
ニ

シ
キ

ギ
科

、
カ

エ
デ

科
、

ツ
バ

キ
科

、
ミ

ズ
キ

科
、

モ
ク

セ
イ

科
、

ス
イ

カ
ズ

ラ
科

な
ど

各
科

 

1
6
5
 

ナ
カ

ウ
ス

エ
ダ

シ
ャ

ク
A
l
c
i
s
 
a
n
g
u
l
i
f
e
r
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
マ

ツ
（

マ
ツ

科
）

、
ブ

ナ
（

ブ
ナ

科
）

、
バ

ラ
科

、
ツ

バ
キ

科
、

ツ
ツ

ジ
科

な
ど

広
食

性

1
6
6
 

ナ
カ

キ
エ

ダ
シ

ャ
ク

P
l
a
g
o
d
i
s
 
d
o
l
a
b
r
a
r
i
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

1
6
7
 

ナ
カ

グ
ロ

チ
ビ

ナ
ミ

シ
ャ

ク
E
u
p
i
t
h
e
c
i
a
 
d
a
e
m
i
o
n
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
未

知
 

1
6
8
 

ナ
ミ

シ
ャ

ク
亜

科
の

一
種

L
a
r
e
n
t
i
i
n
a
e
 

s
p
.
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

1
6
9
 

ハ
ガ

タ
ナ

ミ
シ

ャ
ク

E
u
s
t
r
o
m
a
 

m
e
l
a
n
c
h
o
l
i
c
u
m
 

m
e
l
a
n
c
h
o
l
i
c
u
m
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ツ

タ
・

ヤ
マ

ブ
ド

ウ
（

飼
育

記
録

）

1
7
0
 

ハ
グ

ル
マ

エ
ダ

シ
ャ

ク
S
y
n
e
g
i
a
 
h
a
d
a
s
s
a
 
h
a
d
a
s
s
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
モ

チ
ノ

キ
科

：
イ

ヌ
ツ

ゲ
、

ア
オ

ハ
ダ

、
ソ

ヨ
ゴ

、
ス

イ
カ

ズ
ラ

科
：

ウ
ゴ

ッ
ク

バ
ネ

ウ
ツ

ギ
、

ツ
ク

バ
ネ

ウ
ツ

ギ

1
7
1
 

ヒ
ト

ツ
メ

オ
オ

ヒ
メ

シ
ャ

ク
P
r
o
b
l
e
p
s
i
s
 
s
u
p
e
r
a
n
s
 
s
u
p
e
r
a
n
s
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
モ

ク
セ

イ
科

：
イ

ボ
タ

ノ
キ

1
7
2
 

ヒ
メ

シ
ャ

ク
亜

科
の

一
種

S
t
e
r
r
h
i
n
a
e
 
s
p
.
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

1
7
3
 

ヒ
ョ

ウ
モ

ン
エ

ダ
シ

ャ
ク

A
r
i
c
h
a
n
n
a
 

g
a
s
c
h
k
e
v
i
t
c
h
i
i
 

g
a
s
c
h
k
e
v
i
t
c
h
i
i
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ツ

ツ
ジ

科
：

ア
セ

ビ
、

ハ
ナ

ヒ
リ

ノ
キ

、
レ

ン
ゲ

ツ
ツ

ジ
、

ク
ロ

マ
メ

ノ
キ

1
7
4
 

ビ
ロ

ー
ド

ナ
ミ

シ
ャ

ク
 

S
i
b
a
t
a
n
i
a
 
m
a
c
t
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ア

ジ
サ

イ
科

：
ヤ

マ
ア

ジ
サ

イ

1
7
5
 

ヒ
ロ

バ
ウ

ス
ア

オ
エ

ダ
シ

ャ
ク

P
a
r
a
d
a
r
i
s
a
 

c
h
l
o
a
u
g
e
s
 

k
u
r
o
s
a
w
a
i
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

：
ウ

バ
メ

ガ
シ

，
モ

ク
レ

ン
科

：
シ

デ
コ

ブ
シ

 

1
7
6
 

ヒ
ロ

バ
ツ

バ
メ

ア
オ

シ
ャ

ク
M
a
x
a
t
e
s
 
i
l
l
i
t
u
r
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
バ

ラ
科

：
モ

モ
、

ソ
メ

イ
ヨ

シ
ノ

 

1
7
7
 

フ
タ

ス
ジ

オ
エ

ダ
シ

ャ
ク

R
h
y
n
c
h
o
b
a
p
t
a
 

c
e
r
v
i
n
a
r
i
a
 

b
i
l
i
n
e
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
モ

チ
ノ

キ
科

：
ア

オ
ハ

ダ
、
ミ

ヤ
マ

ウ
メ

モ
ド

キ
、

オ
ト

ギ
リ

ソ
ウ

科
：

タ
ン

ナ
サ

ワ
フ

ク
ギ

1
7
8
 

フ
タ

ホ
シ

シ
ロ

エ
ダ

シ
ャ

ク
L
o
m
o
g
r
a
p
h
a
 

b
i
m
a
c
u
l
a
t
a
 

s
u
b
n
o
t
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
バ

ラ
科

：
ソ

メ
イ

ヨ
シ

ノ
、
カ

ス
ミ

ザ
ク

ラ
、
マ

メ
ザ

ク
ラ

、
ウ

ワ
ミ

ズ
ザ

ク
ラ

、
ナ

ナ
カ

マ
ド

、
モ

モ

1
7
9
 

フ
ト

ジ
マ

ナ
ミ

シ
ャ

ク
 
X
a
n
t
h
o
r
h
o
e
 
s
a
t
u
r
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
セ

リ
科

：
ニ

ン
ジ

ン
、

ミ
ツ

バ
、

ア
ブ

ラ
ナ

科
：

野
菜

類
、

キ
ク

科
：

セ
ン

ダ
ン

グ
サ

1
8
0
 

フ
ト

フ
タ

オ
ビ

エ
ダ

シ
ャ

ク
E
c
t
r
o
p
i
s
 
c
r
e
p
u
s
c
u
l
a
r
i
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ヤ

ナ
ギ

科
、

ク
ス

ノ
キ

科
、

マ
メ

科
：

ダ
イ

ズ
、

ク
サ

フ
ジ

、
ミ

カ
ン

科
、

ト
ウ

ダ
イ

グ
サ

科
、

ツ
バ

キ
科

、
ツ

ツ
ジ

科
、

ミ
ズ

キ
科

、
ダ

イ
ズ

、
ゼ

ン
マ

イ
科

：
ゼ

ン
マ

イ
、

オ
シ

ダ
科

：
ベ

ニ
シ

ダ
、

ク
ル

ミ
科

：
ク

ル
ミ

1
8
1
 

フ
ト

ベ
ニ

ス
ジ

ヒ
メ

シ
ャ

ク
T
i
m
a
n
d
r
a
 
a
p
i
c
i
r
o
s
e
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
タ

デ
科

：
ミ

ズ
ヒ

キ
、

ミ
ゾ

ソ
バ

、
イ

ヌ
タ

デ

1
8
2
 

ヘ
リ

グ
ロ

マ
ダ

ラ
エ

ダ
シ

ャ
ク

A
b
r
a
x
a
s
 
s
a
t
o
i
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ニ

レ
科

：
ハ

ル
ニ

レ
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6
8
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

1
8
3
 

ホ
シ

ス
ジ

シ
ロ

エ
ダ

シ
ャ

ク
M
y
r
t
e
t
a
 
p
u
n
c
t
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
カ

エ
デ

科
：

ヤ
マ

モ
ミ

ジ

1
8
4
 

ホ
ソ

バ
ト

ガ
リ

ナ
ミ

シ
ャ

ク
C
a
r
i
g
e
 
s
c
u
t
i
l
i
m
b
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
未

知
 

1
8
5
 

ホ
ソ

バ
ナ

ミ
シ

ャ
ク

T
y
l
o
p
t
e
r
a
 
b
e
l
l
a
 
b
e
l
l
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ウ

コ
ギ

科
：

タ
ラ

ノ
キ

1
8
6
 

ホ
ソ

バ
ハ

ラ
ア

カ
ア

オ
シ

ャ
ク

C
h
l
o
r
i
s
s
a
 
a
n
a
d
e
m
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

：
ク

リ
、

ク
ワ

科
：

コ
ウ

ゾ
、

バ
ラ

科
：

ソ
メ

イ
ヨ

シ
ノ

，
モ

モ
、

マ
メ

科
：

ヤ
マ

ハ

1
8
7
 

マ
エ

キ
シ

ロ
エ

ダ
シ

ャ
ク

L
o
m
o
g
r
a
p
h
a
 
i
n
a
m
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
未

知
 

1
8
8
 

マ
エ

キ
ト

ビ
エ

ダ
シ

ャ
ク

N
o
t
h
o
m
i
z
a
 
f
o
r
m
o
s
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ヌ
ツ

ゲ
、

ソ
ヨ

ゴ
、

ア
オ

ハ
ダ

、
ミ

ヤ
マ

ウ
メ

モ
ド

キ
な

ど
モ

チ
ノ

キ
科

1
8
9
 

マ
エ

キ
ヒ

メ
シ

ャ
ク

S
c
o
p
u
l
a
 

n
i
g
r
o
p
u
n
c
t
a
t
a
 

i
m
b
e
l
l
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ス

イ
カ

ズ
ラ

科
：

ス
イ

カ
ズ

ラ
、

ヤ
ナ

ギ
科

：
ヤ

ナ
ギ

、
バ

ラ
科

：
バ

ラ
、

リ
ン

ゴ
、

ノ
イ

バ
ラ

1
9
0
 

マ
ツ

オ
オ

エ
ダ

シ
ャ

ク
D
e
i
l
e
p
t
e
n
i
a
 
r
i
b
e
a
t
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
マ

ツ
科

：
カ

ラ
マ

ツ
、

ア
カ

ト
ド

マ
ツ

、
モ

ミ
、

ウ
ル

シ
科

：
ツ

タ
ウ

ル
シ

、
バ

ラ
科

：
キ

イ
チ

ゴ
、

ニ
シ

キ
ギ

科
：

ツ
ル

マ
サ

キ
、

ブ
ナ

科
：

コ
ナ

ラ
、

ツ
ツ

ジ
科

：
ミ

ヤ
マ

キ
リ

シ
マ

1
9
1
 

マ
ル

ハ
グ

ル
マ

エ
ダ

シ
ャ

ク
S
y
n
e
g
i
a
 
i
c
h
i
n
o
s
a
w
a
n
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
モ

チ
ノ

キ
科

：
イ

ヌ
ツ

ゲ
、

ア
オ

ハ
ダ

1
9
2
 

マ
ル

バ
ト

ビ
ス

ジ
エ

ダ
シ

ャ
ク

A
n
a
b
o
a
r
m
i
a
 
a
e
c
h
m
e
e
s
s
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
未

知
（

ハ
ル

ニ
レ

（
ニ

レ
科

）
飼

育
記

録
）

 

1
9
3
 

ミ
ス

ジ
ツ

マ
キ

リ
エ

ダ
シ

ャ
ク

X
e
r
o
d
e
s
 

r
u
f
e
s
c
e
n
t
a
r
i
u
s
 

r
u
f
e
s
c
e
n
t
a
r
i
u
s
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
マ

ツ
科

：
マ

ツ
，
ア

カ
マ

ツ
，
カ

ラ
マ

ツ
、
ア

カ
ト

ド
マ

ツ
、
ス

ギ
科

：
ス

ギ
、

ヒ
ノ

キ
科

：
ハ

イ
ネ

ズ

1
9
4
 

ミ
ヤ

マ
ツ

バ
メ

エ
ダ

シ
ャ

ク
T
h
i
n
o
p
t
e
r
y
x
 
d
e
l
e
c
t
a
n
s
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ア

カ
バ

ナ
科

：
ミ

ズ
タ

マ
ソ

ウ

1
9
5
 

ユ
ウ

マ
ダ

ラ
エ

ダ
シ

ャ
ク

A
b
r
a
x
a
s
 
m
i
r
a
n
d
a
 
m
i
r
a
n
d
a
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
マ

サ
キ

、
コ

マ
ユ

ミ
、

ツ
ル

マ
サ

キ
な

ど
ニ

シ
シ

ギ
科

1
9
6
 

リ
ン

ゴ
ツ

ノ
エ

ダ
シ

ャ
ク

P
h
t
h
o
n
o
s
e
m
a
 
t
e
n
d
i
n
o
s
a
r
i
u
m
 

シ
ャ

ク
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ヤ

ナ
ギ

科
、
ブ

ナ
科

：
コ

ナ
ラ

、
ク

リ
、
ニ

レ
科

、
バ

ラ
科

：
リ

ン
ゴ

、
ナ

シ
、

カ
エ

デ
科

、
ツ

ツ
ジ

科
、

キ
ク

科

1
9
7
 

タ
ケ

カ
レ

ハ
E
u
t
h
r
i
x
 
a
l
b
o
m
a
c
u
l
a
t
a
 
d
i
r
e
c
t
a
 

カ
レ

ハ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ネ
科

タ
ケ

亜
科

：
タ

ケ
、

イ
ネ

科
：

サ
サ

、
ク

マ
ザ

サ
、

ス
ス

キ
、

ヨ
シ

1
9
8
 

マ
ツ

カ
レ

ハ
D
e
n
d
r
o
l
i
m
u
s
 
s
p
e
c
t
a
b
i
l
i
s
 

カ
レ

ハ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

1
9
9
 

オ
オ

ク
ワ

コ
モ

ド
キ

O
b
e
r
t
h
u
e
r
i
a
 
f
a
l
c
i
g
e
r
a
 

カ
イ

コ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

2
0
0
 

オ
オ

ミ
ズ

ア
オ

A
c
t
i
a
s
 
a
r
t
e
m
i
s
 
a
l
i
e
n
a
 

ヤ
マ

マ
ユ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

バ
ラ

科
：

サ
ク

ラ
，

モ
ミ

ジ
、

ウ
メ

,
リ

ン
ゴ

，
ナ

シ
，

ブ
ナ

科
：

ク
ヌ

ギ
、

コ
ナ

ラ
、

ク
リ

，
カ

バ
ノ

キ
科

：
ハ

ン
ノ

キ
，

カ
バ

ノ
キ

，
ツ

ツ
ジ

科
：

ア
セ

ビ
，

ミ
ズ

キ
科

：
ミ

ズ
キ

，
ム

ク
ロ

ジ
科

：
モ

ミ
ジ

類
，

ミ
ソ

ハ
ギ

科
：

ザ
ク

ロ

2
0
1
 

オ
ナ

ガ
ミ

ズ
ア

オ
c
t
i
a
s
 
g
n
o
m
a
 
g
n
o
m
a
 

ヤ
マ

マ
ユ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

N
T
 

ー
 

2
0
2
 

ヒ
メ

ヤ
マ

マ
ユ

S
a
t
u
r
n
i
a
 
j
o
n
a
s
i
i
 
j
o
n
a
s
i
i
 

ヤ
マ

マ
ユ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

r
y
o
u
k
a
i
s
i
m
a
s
i
t
a
 

2
0
3
 

ヤ
マ

マ
ユ

A
n
t
h
e
r
a
e
a
 
y
a
m
a
m
a
i
 

ヤ
マ

マ
ユ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

 
ブ

ナ
科

：
ク

ヌ
ギ

、
コ

ナ
ラ

、
カ

シ
ワ

、
カ

シ
，

マ
デ

バ
シ

イ
，

ク
リ

，
バ

ラ
科

：
ケ

カ
マ

ツ
カ

2
0
4
 

ウ
ン

モ
ン

ス
ズ

メ
C
a
l
l
a
m
b
u
l
y
x
 

t
a
t
a
r
i
n
o
v
i
i
 

g
a
b
y
a
e
 

ス
ズ

メ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ニ

レ
科

：
ケ

ヤ
キ

、
ハ

ル
ニ

レ
、

ア
キ

ニ
レ

2
0
5
 

ク
ル

マ
ス

ズ
メ

A
m
p
e
l
o
p
h
a
g
a
 

r
u
b
i
g
i
n
o
s
a
 

r
u
b
i
g
i
n
o
s
a
 

ス
ズ

メ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ド
ウ

科
：

ツ
タ

、
ノ

ブ
ド

ウ
、
エ

ビ
ヅ

ル
、
ユ

キ
ノ

シ
タ

科
：

ノ
リ

ウ
ツ

ギ
、

マ
タ

タ
ビ

科
：

キ
ウ

イ

2
0
6
 

セ
ス

ジ
ス

ズ
メ

T
h
e
r
e
t
r
a
 

o
l
d
e
n
l
a
n
d
i
a
e
 

o
l
d
e
n
l
a
n
d
i
a
e
 

ス
ズ

メ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

ブ
ド

ウ
科

：
ヤ

ブ
カ

ラ
シ

、
ノ

ブ
ド

ウ
、

ツ
リ

フ
ネ

ソ
ウ

科
：

ホ
ウ

セ
ン

カ
、

サ
ト

イ
モ

科
：

サ
ト

イ
モ

、
テ

ン
ナ

ン
シ

ョ
ウ

、
コ

ン
ニ

ャ
ク

、
カ

ラ
ス

ビ
シ

ャ
ク

、
ム

サ
シ

ア
ブ

ミ
、

ヒ
ル

ガ
オ

科
：

サ
ツ

マ
イ

モ
、

ミ
ソ

ハ
ギ

科
：

タ
バ

コ
ソ

ウ
＝

ベ
ニ

チ
ョ

ウ
ジ

、
ア

カ
ネ

科
：
フ

タ
バ

ム
グ

ラ
、
ク

サ
サ

ン
ダ

ン
カ

，
ツ

リ
フ

ネ
ソ

ウ
科

：
ニ

ュ
ー

ギ
ニ

ア
イ

ン
パ

チ
エ

ン
ス

、
ア

カ
バ

ナ
科

：
ミ

ズ
タ

マ
ソ

ウ

2
0
7
 

ビ
ロ

ウ
ド

ス
ズ

メ
 

R
h
a
g
a
s
t
i
s
 
m
o
n
g
o
l
i
a
n
a
 

ス
ズ

メ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ア

カ
ネ

科
：

カ
ワ

ラ
マ

ツ
バ

、
メ

ギ
科

：
ヘ

ビ
ノ

ボ
ラ

ズ
、
ブ

ド
ウ

科
：

ツ
タ

，
ノ

ブ
ド

ウ
，

ブ
ド

ウ
、

ヤ
ブ

カ
ラ

シ
、

ア
カ

バ
ナ

科
：

オ
オ

マ
ツ

ヨ
イ

グ
サ

、
フ

ク
シ

ャ
、

ツ
リ

フ
ネ

ソ
ウ

科
：

ホ
ウ

セ
ン

カ

2
0
8
 

ホ
シ

ヒ
メ

ホ
ウ

ジ
ャ

ク
N
e
o
g
u
r
e
l
c
a
 

h
i
m
a
c
h
a
l
a
 

s
a
n
g
a
i
c
a
 

ス
ズ

メ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ア

カ
ネ

科
：

ヘ
ク

ソ
カ

ズ
ラ

2
0
9
 

ホ
シ

ホ
ウ

ジ
ャ

ク
M
a
c
r
o
g
l
o
s
s
u
m
 
p
y
r
r
h
o
s
t
i
c
t
a
 

ス
ズ

メ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ヘ

ク
ソ

カ
ズ

ラ
・

ア
カ

ネ

2
1
0
 

モ
モ

ス
ズ

メ
M
a
r
u
m
b
a
 

g
a
s
c
h
k
e
w
i
t
s
c
h
i
i
 

e
c
h
e
p
h
r
o
n
 

ス
ズ

メ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
 
バ

ラ
科

：
ウ

メ
、

モ
モ

、
サ

ク
ラ

、
ア

ン
ズ

、
ス

モ
モ

、
リ

ン
ゴ

、
ナ

シ
、

ニ
ワ

ウ
メ

、
ヤ

マ
ブ

キ
、
マ

ル
メ

ロ
、
ビ

ワ
、
カ

イ
ド

ウ
、
ウ

ワ
ミ

ズ
ザ

ク
ラ

，

68



6
9
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

ニ
シ

キ
ギ

科
：

ニ
シ

キ
ギ

，
ツ

ゲ
科

：
ツ

ゲ
、

ス
イ

カ
ズ

ラ
科

：
ハ

コ
ネ

ウ
ツ

ギ

2
1
1
 

オ
オ

エ
グ

リ
シ

ャ
チ

ホ
コ

P
t
e
r
o
s
t
o
m
a
 
g
i
g
a
n
t
i
n
u
m
 

シ
ャ

チ
ホ

コ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
マ

メ
科

：
イ

ヌ
エ

ン
ジ

ュ
、

フ
ジ

、
ハ

リ
エ

ン
ジ

ュ
、

ニ
セ

ア
カ

シ
ア

2
1
2
 

カ
エ

デ
シ

ャ
チ

ホ
コ

S
e
m
i
d
o
n
t
a
 
b
i
l
o
b
a
 

シ
ャ

チ
ホ

コ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ト

チ
ノ

キ
科

：
ト

チ
ノ

キ
、

カ
エ

デ
科

：
カ

ジ
カ

エ
デ

、
ヤ

マ
シ

バ
カ

エ
デ

、
ウ

リ
カ

エ
デ

、
イ

ロ
ハ

カ
エ

デ

2
1
3
 

ク
ビ

ワ
シ

ャ
チ

ホ
コ

S
h
a
k
a
 
a
t
r
o
v
i
t
t
a
t
u
s
 

シ
ャ

チ
ホ

コ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
カ

エ
デ

科
：

カ
エ

デ
、

ツ
タ

モ
ミ

ジ
、

モ
ミ

ジ

2
1
4
 

ス
ジ

エ
グ

リ
シ

ャ
チ

ホ
コ

P
t
i
l
o
d
o
n
 
h
o
e
g
e
i
 

シ
ャ

チ
ホ

コ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
カ

エ
デ

科
：

カ
エ

デ
類

、
ム

ク
ロ

ジ
科

：
ム

ク
ロ

ジ

2
1
5
 

ハ
イ

イ
ロ

シ
ャ

チ
ホ

コ
M
i
c
r
o
p
h
a
l
e
r
a
 
g
r
i
s
e
a
 

シ
ャ

チ
ホ

コ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ミ

ネ
カ

エ
デ

、
カ

ジ
カ

エ
デ

、
イ

ロ
ハ

モ
ミ

ジ
（

カ
エ

デ
科

）

2
1
6
 

バ
イ

バ
ラ

シ
ロ

シ
ャ

チ
ホ

コ
 

C
n
e
t
h
o
d
o
n
t
a
 

g
r
i
s
e
s
c
e
n
s
 

g
r
i
s
e
s
c
e
n
s
 

シ
ャ

チ
ホ

コ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

2
1
7
 

モ
ン

ク
ロ

シ
ャ

チ
ホ

コ
P
h
a
l
e
r
a
 
f
l
a
v
e
s
c
e
n
s
 

シ
ャ

チ
ホ

コ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
サ

ク
ラ

2
1
8
 

カ
シ

ワ
マ

イ
マ

イ
L
y
m
a
n
t
r
i
a
 
m
a
t
h
u
r
a
 
a
u
r
o
r
a
 

ド
ク

ガ
科

 
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

：
カ

シ
ワ

、
コ

ナ
ラ

、
ク

ヌ
ギ

、
ア

ベ
マ

キ
，

ア
ラ

カ
シ

，
ク

リ
、

イ
タ

ジ
イ

、
バ

ラ
科

：
サ

ク
ラ

、
リ

ン
ゴ

、
ナ

シ
、

カ
エ

デ
科

：
イ

ロ
ハ

モ
ミ

ジ

2
1
9
 

キ
ド

ク
ガ

E
u
p
r
o
c
t
i
s
 
p
i
p
e
r
i
t
a
 

ド
ク

ガ
科

 
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

，
カ

バ
ノ

キ
科

，
ニ

レ
科

，
マ

ン
サ

ク
科

、
リ

ョ
ウ

ブ
科

、
エ

ゴ
ノ

キ
科

，
ツ

ヅ
ジ

科
、

カ
エ

デ
科

、
マ

メ
科

，
ト

ウ
ダ

イ
グ

サ
科

な
ど

多
食

性
 

2
2
0
 

シ
ロ

オ
ビ

ド
ク

ガ
N
u
m
e
n
e
s
 

a
l
b
o
f
a
s
c
i
a
 

a
l
b
o
f
a
s
c
i
a
 

ド
ク

ガ
科

 
チ

ョ
ウ

目
未

知
 

2
2
1
 

ス
ゲ

オ
オ

ド
ク

ガ
L
a
e
l
i
a
 
g
i
g
a
n
t
e
a
 

ド
ク

ガ
科

 
チ

ョ
ウ

目
イ

ネ
科

：
サ

サ

2
2
2
 

ド
ク

ガ
 

A
r
t
a
x
a
 
s
u
b
f
l
a
v
a
 

ド
ク

ガ
科

 
チ

ョ
ウ

目
バ

ラ
科

：
サ

ク
ラ

属
、

バ
ラ

属
、

キ
イ

チ
ゴ

属
，

ブ
ナ

科
コ

ナ
ラ

属
：

ア
ベ

マ
キ

、
カ

キ
ノ

キ
科

：
カ

キ
ノ

キ
、

タ
デ

科
：

イ
タ

ド
リ

2
2
3
 

ニ
ワ

ト
コ

ド
ク

ガ
T
o
p
o
m
e
s
o
i
d
e
s
 
j
o
n
a
s
i
i
 

ド
ク

ガ
科

 
チ

ョ
ウ

目
カ

マ
ツ

カ
、

ズ
ミ

（
バ

ラ
科

）
、

ブ
ナ

（
ブ

ナ
科

）
、

ニ
ワ

ト
コ

（
ス

イ
カ

ズ
ラ

科
）

2
2
4
 

ヒ
メ

シ
ロ

モ
ン

ド
ク

ガ
O
r
g
y
i
a
 
t
h
y
e
l
l
i
n
a
 

ド
ク

ガ
科

 
チ

ョ
ウ

目
バ

ラ
科

：
リ

ン
ゴ

、
ウ

メ
、

サ
ク

ラ
、

ス
モ

モ
、

ク
ワ

科
：

ク
ワ

、
ブ

ナ
科

コ
ナ

ラ
属

：
ク

ヌ
ギ

、
ヤ

ナ
ギ

科
：

ポ
プ

ラ
、
バ

ラ
科

、
ハ

ン
ノ

キ
科

、
マ

メ
科

：
ダ

イ
ズ

、
イ

ン
ゲ

ン
マ

メ
、

ア
サ

科
：

ホ
ッ

プ
、

ア
オ

イ
科

：
ハ

マ
ボ

ウ

2
2
5
 

マ
イ

マ
イ

ガ
L
y
m
a
n
t
r
i
a
 
d
i
s
p
a
r
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ド
ク

ガ
科

 
チ

ョ
ウ

目
バ

ラ
科

：
サ

ク
ラ

、
リ

ン
ゴ

、
ブ

ナ
科

コ
ナ

ラ
属

：
ク

ヌ
ギ

、
ブ

ナ
科

コ
ナ

ラ
属

：
ア

ラ
カ

シ
、

ア
ベ

マ
キ

，
ク

リ
属

：
ク

リ
、

バ
ラ

科
：

ウ
メ

、
バ

ラ
、

ヤ
ナ

ギ
科

：
ヤ

ナ
ギ

、
ニ

レ
科

：
ケ

ヤ
キ

、
カ

バ
ノ

キ
科

：
ハ

ン
ノ

キ

2
2
6
 

マ
メ

ド
ク

ガ
C
i
f
u
n
a
 
l
o
c
u
p
l
e
s
 
c
o
n
f
u
s
a
 

ド
ク

ガ
科

 
チ

ョ
ウ

目
マ

メ
科

：
ダ

イ
ズ

、
フ

ジ
、
バ

ラ
科

：
カ

イ
ド

ウ
，
バ

ラ
，
ニ

レ
科

：
ケ

ヤ
キ

、
ユ

キ
ノ

シ
タ

科
：

ウ
ツ

ギ
、
ブ

ナ
科

コ
ナ

ラ
属

：
コ

ナ
ラ

、
ク

ヌ
ギ

，
ア

サ
科

：
エ

ノ
キ

2
2
7
 

ア
カ

ス
ジ

シ
ロ

コ
ケ

ガ
C
y
a
n
a
 
h
a
m
a
t
a
 
h
a
m
a
t
a
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
 
地

衣
類

・
蘚

類
 

2
2
8
 

カ
ノ

コ
ガ

A
m
a
t
a
 
f
o
r
t
u
n
e
i
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
キ

ク
科

：
タ

ン
ポ

ポ
，

ギ
シ

ギ
シ

，
ト

キ
サ

科
：

ス
ギ

ナ
，

マ
メ

科
：

ツ
メ

ク
サ

類
，

枯
葉

？

2
2
9
 

キ
ハ

ラ
ゴ

マ
ダ

ラ
ヒ

ト
リ

S
p
i
l
o
s
o
m
a
 

l
u
b
r
i
c
i
p
e
d
u
m
 

s
a
n
g
a
i
c
u
m
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ク

ワ
科

：
ク

ワ
、

バ
ラ

科
：

サ
ク

ラ
、

ア
ブ

ラ
ナ

科
：

野
菜

、
マ

メ
科

：
マ

メ
類

、
ダ

イ
ズ

2
3
0
 

キ
ベ

リ
ネ

ズ
ミ

ホ
ソ

バ
G
h
o
r
i
a
 
g
i
g
a
n
t
e
a
 
g
i
g
a
n
t
e
a
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
地

衣
類

 

2
3
1
 

キ
マ

エ
ク

ロ
ホ

ソ
バ

G
h
o
r
i
a
 
c
o
l
l
i
t
o
i
d
e
s
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
地

衣
類

 

2
3
2
 

ク
ビ

ワ
ウ

ス
グ

ロ
ホ

ソ
バ

M
a
c
r
o
b
r
o
c
h
i
s
 

s
t
a
u
d
i
n
g
e
r
i
 

s
t
a
u
d
i
n
g
e
r
i
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
地

衣
類

 

2
3
3
 

ク
ワ

ゴ
マ

ラ
ヒ

ト
リ

L
e
m
y
r
a
 
i
m
p
a
r
i
l
i
s
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

：
ク

リ
、
コ

ナ
ラ

、
ヤ

ナ
ギ

科
：

ヤ
ナ

ギ
、
ユ

キ
ノ

シ
タ

科
：

ウ
ツ

ギ
、

ス
イ

カ
ズ

ラ
科

：
サ

ン
ゴ

ジ
ュ

、
ガ

マ
ズ

ミ
、

ク
ワ

科
：

ク
ワ

、
マ

メ
科

：
エ

ン
ド

ウ

2
3
4
 

ゴ
マ

ダ
ラ

ベ
ニ

コ
ケ

ガ
 

B
a
r
s
i
n
e
 
p
u
l
c
h
r
a
 
l
e
a
c
r
i
t
a
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
 
蘚

類
 

2
3
5
 

シ
ロ

ヒ
ト

リ
C
h
i
o
n
a
r
c
t
i
a
 
n
i
v
e
a
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
タ

デ
科

：
ス

イ
バ

、
イ

タ
ド

リ
、

ギ
シ

ギ
シ

、
キ

ク
科

：
タ

ン
ポ

ポ
、

オ
オ

バ
コ

科
：

オ
オ

バ
コ

2
3
6
 

ス
ジ

ベ
ニ

コ
ケ

ガ
B
a
r
s
i
n
e
 
s
t
r
i
a
t
a
 
s
t
r
i
a
t
a
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
 
地

衣
類

 

2
3
7
 

ス
ジ

モ
ン

ヒ
ト

リ
S
p
i
l
a
r
c
t
i
a
 

s
e
r
i
a
t
o
p
u
n
c
t
a
t
a
 

s
e
r
i
a
t
o
p
u
n
c
t
a
t
a
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ク

ワ
科

：
ク

ワ
、

ニ
レ

科
：

ケ
ヤ

キ
、

バ
ラ

科
：

サ
ク

ラ

69



7
0
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

2
3
8
 

ハ
ガ

タ
ベ

ニ
コ

ケ
ガ

B
a
r
s
i
n
e
 
a
b
e
r
r
a
n
s
 
a
b
e
r
r
a
n
s
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
 
地

衣
類

 

2
3
9
 

ヒ
メ

キ
ホ

ソ
バ

E
i
l
e
m
a
 
c
r
i
b
r
a
t
a
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

2
4
0
 

フ
タ

ス
ジ

ヒ
ト

リ
S
p
i
l
a
r
c
t
i
a
 
b
i
f
a
s
c
i
a
t
a
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ク

ワ

2
4
1
 

ベ
ニ

シ
タ

ヒ
ト

リ
 

R
h
y
p
a
r
i
o
i
d
e
s
 
n
e
b
u
l
o
s
a
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
オ

オ
バ

コ
科

：
オ

オ
バ

コ
、

キ
ク

科
：

タ
ン

ポ
ポ

2
4
2
 

ベ
ニ

ヘ
リ

コ
ケ

ガ
 

M
i
l
t
o
c
h
r
i
s
t
a
 
m
i
n
i
a
t
a
 
r
o
s
a
r
i
a
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
地

衣
類

 

2
4
3
 

ホ
シ

ベ
ニ

シ
タ

ヒ
ト

リ
R
h
y
p
a
r
i
o
i
d
e
s
 

a
m
u
r
e
n
s
i
s
 

n
i
p
p
o
n
e
n
s
i
s
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
タ

デ
科

：
ス

イ
バ

，
ギ

シ
ギ

シ

2
4
4
 

ヨ
ツ

ボ
シ

ホ
ソ

バ
L
i
t
h
o
s
i
a
 
q
u
a
d
r
a
 

ヒ
ト

リ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
地

衣
類

・
腐

植
物

 

2
4
5
 

ア
ゲ

ハ
モ

ド
キ

E
p
i
c
o
p
e
i
a
 
h
a
i
n
e
s
i
i
 

ア
ゲ

ハ
モ

ド
キ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

2
4
6
 

ク
ロ

ス
ジ

コ
ブ

ガ
M
e
g
a
n
o
l
a
'
 
f
u
m
o
s
a
 

コ
ブ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ク
ヌ

ギ
、

コ
ナ

ラ
、

カ
シ

ワ
、

ク
リ

な
ど

ブ
ナ

科

2
4
7
 

サ
ラ

サ
リ

ン
ガ

C
a
m
p
t
o
l
o
m
a
 
i
n
t
e
r
i
o
r
a
t
u
m
 

コ
ブ

ガ
科

チ
ョ

ウ
目

ク
ヌ

ギ
，

コ
ナ

ラ
な

ど
ブ

ナ
科

2
4
8
 

ア
カ

バ
キ

リ
ガ

O
r
t
h
o
s
i
a
 
c
a
r
n
i
p
e
n
n
i
s
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
バ

ラ
科

：
サ

ク
ラ

、
ブ

ナ
科

ク
ヌ

ギ
，

ア
ベ

マ
キ

，
コ

ナ
ラ

，
カ

シ
ワ

、
ニ

レ
科

：
エ

ノ
キ

 

2
4
9
 

ア
ケ

ビ
コ

ノ
ハ

E
u
d
o
c
i
m
a
 
t
y
r
a
n
n
u
s
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ア

ケ
ビ

科
：

ム
ベ

、
ア

ケ
ビ

、
ツ

ヅ
ラ

フ
ジ

科
：
ア

オ
ツ

ズ
ラ

フ
ジ

、
メ

ギ
科

：
ヒ

イ
ラ

ギ
ナ

ン
テ

ン
、
メ

ギ
，
ヘ

ビ
ノ

ボ
ラ

ズ
，
ア

ケ
ビ

科
：
ミ

ツ
バ

ア
ケ

ビ
、

カ
キ

ノ
キ

科
：

カ
キ

ノ
キ

2
5
0
 

ア
ト

ジ
ロ

キ
リ

ガ
D
i
o
s
z
e
g
h
y
a
n
a
 
m
i
r
a
b
i
l
i
s
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

：
カ

シ
ワ

 

2
5
1
 

ア
ミ

メ
ケ

ン
モ

ン
L
o
p
h
o
n
i
c
t
a
 
c
o
n
f
u
s
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
未

知
 

2
5
2
 

イ
ネ

ヨ
ト

ウ
S
e
s
a
m
i
a
 
i
n
f
e
r
e
n
s
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ネ
、

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

な
ど

イ
ネ

科

2
5
3
 

ウ
ス

ア
オ

モ
ン

コ
ヤ

ガ
B
r
y
o
p
h
i
l
i
n
a
 
m
o
l
l
i
c
u
l
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

：
ア

ラ
カ

シ
 

2
5
4
 

ウ
ス

イ
ロ

ア
ツ

バ
Z
a
n
c
l
o
g
n
a
t
h
a
 
l
i
l
a
c
i
n
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
針

葉
樹

の
生

葉
 

2
5
5
 

ウ
ス

エ
グ

リ
バ

C
a
l
y
p
t
r
a
 
t
h
a
l
i
c
t
r
i
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

科
：

カ
ラ

マ
ツ

ソ
ウ

、
ツ

ヅ
ラ

フ
ジ

科
：

ア
オ

ツ
ヅ

ラ
フ

ジ

2
5
6
 

ウ
ン

モ
ン

ク
チ

バ
 
M
o
c
i
s
 
a
n
n
e
t
t
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
マ

メ
科

：
フ

ジ
、

ハ
ギ

、
ニ

セ
ア

カ
シ

ア
、

ヌ
ス

ビ
ト

ハ
ギ

、
ヤ

ブ
マ

メ
、

ツ
ル

マ
メ

、
キ

ツ
ネ

サ
サ

ゲ
、

ダ
イ

ズ

2
5
7
 

ウ
ン

モ
ン

ツ
マ

キ
リ

ア
ツ

バ
P
a
n
g
r
a
p
t
a
 
p
e
r
t
u
r
b
a
n
s
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
モ

ク
セ

イ
科

：
イ

ボ
タ

ノ
キ

：
イ

ボ
タ

ノ
キ

2
5
8
 

エ
ゾ

ギ
ク

キ
ン

ウ
ワ

バ
C
t
e
n
o
p
l
u
s
i
a
 
a
l
b
o
s
t
r
i
a
t
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
エ

ゾ
ギ

ク
、

ヒ
メ

ジ
ョ

オ
ン

、
ア

レ
チ

ノ
ギ

ク
、

キ
ン

セ
ン

カ
な

ど
キ

ク
科

2
5
9
 

オ
オ

ア
カ

キ
リ

バ
R
u
s
i
c
a
d
a
 
p
r
i
v
a
t
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ア

オ
イ

科
：

ム
ク

ゲ
、

フ
ヨ

ウ

2
6
0
 

オ
オ

ア
カ

マ
エ

ア
ツ

バ
S
i
m
p
l
i
c
i
a
 
n
i
p
h
o
n
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
枯

葉
 

2
6
1
 

オ
オ

ウ
ス

ヅ
マ

カ
ラ

ス
ヨ

ト
ウ

A
m
p
h
i
p
y
r
a
 
e
r
e
b
i
n
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

：
ア

ラ
カ

シ
，

ニ
レ

科
：

ケ
ヤ

キ
，

バ
ラ

科
：

リ
ン

ゴ
，

モ
モ

，
ス

モ
モ

，
マ

メ
ザ

ク
ラ

，
ブ

ド
ウ

科
：

ブ
ド

ウ
，

グ
ミ

科
：

ア
キ

グ
ミ

，
モ

ク
セ

イ
科

：
ネ

ズ
ミ

モ
チ

2
6
2
 

オ
オ

シ
ラ

ホ
シ

ア
ツ

バ
E
d
e
s
s
e
n
a
 
h
a
m
a
d
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

：
ク

ヌ
ギ

 

2
6
3
 

オ
オ

タ
バ

コ
ガ

H
e
l
i
c
o
v
e
r
p
a
 

a
r
m
i
g
e
r
a
 

a
r
m
i
g
e
r
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ネ
科

，
ナ

ス
科

，
マ

メ
科

，
ア

オ
イ

科
，

ア
ブ

ラ
ナ

科
，

キ
ク

科
，

ナ
デ

シ
コ

科
な

ど
多

科

2
6
4
 

オ
ス

グ
ロ

ト
モ

エ
S
p
i
r
a
m
a
 
r
e
t
o
r
t
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
マ

メ
科

：
ネ

ム
ノ

キ
，

ア
カ

シ
ア

、
モ

リ
シ

マ
ア

カ
シ

ア

2
6
5
 

キ
ク

キ
ン

ウ
ワ

バ
T
h
y
s
a
n
o
p
l
u
s
i
a
 
i
n
t
e
r
m
i
x
t
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

2
6
6
 

キ
ク

ビ
ゴ

マ
ケ

ン
モ

ン
 
M
o
m
a
 
k
o
l
t
h
o
f
f
i
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
カ

バ
ノ

キ
科

：
ク

マ
シ

デ
、

サ
ワ

シ
バ

2
6
7
 

キ
ク

ビ
ヒ

メ
ヨ

ト
ウ

P
r
o
m
e
t
o
p
u
s
 
f
l
a
v
i
c
o
l
l
i
s
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
マ

ツ
科

：
カ

ラ
マ

ツ

2
6
8
 

キ
シ

タ
ミ

ド
リ

ヤ
ガ

X
e
s
t
i
a
 
e
f
f
l
o
r
e
s
c
e
n
s
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
未

知
 

2
6
9
 

キ
ト

ガ
リ

キ
リ

ガ
T
e
l
o
r
t
a
 
e
d
e
n
t
a
t
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ロ
ハ

カ
エ

デ

2
7
0
 

キ
マ

ダ
ラ

ア
ツ

バ
L
o
p
h
o
m
i
l
i
a
 
p
o
l
y
b
a
p
t
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

：
ク

ヌ
ギ

、
ク

リ
 

2
7
1
 

ク
ロ

キ
シ

タ
ア

ツ
バ

H
y
p
e
n
a
 
a
m
i
c
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ラ
ク

サ
科

：
ヤ

ブ
マ

オ
、

カ
ラ

ム
シ

2
7
2
 

ク
ロ

ク
モ

ヤ
ガ

H
e
r
m
o
n
a
s
s
a
 
c
e
c
i
l
i
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
キ

ク
科

：
ハ

ル
ジ

オ
ン

、
タ

デ
科

：
ギ

シ
ギ

シ

2
7
3
 

ク
ロ

フ
ケ

ン
モ

ン
C
r
a
n
i
o
p
h
o
r
a
 
j
a
n
k
o
w
s
k
i
i
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
モ

ク
セ

イ
科

：
ト

ネ
リ

コ
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7
1
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

2
7
4
 

コ
ガ

タ
キ

シ
タ

バ
C
a
t
o
c
a
l
a
 
p
r
a
e
g
n
a
x
 
p
r
a
e
g
n
a
x
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

コ
ナ

ラ
属

：
ミ

ズ
ナ

ラ
、

ナ
ラ

ガ
シ

ワ
、

マ
メ

科
：

ハ
ギ

属
、

フ
ジ

属
 

2
7
5
 

コ
フ

サ
ヤ

ガ
E
u
t
e
l
i
a
 
a
d
u
l
a
t
r
i
c
o
i
d
e
s
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

：
ウ

バ
メ

ガ
シ

、
ク

ヌ
ギ

、
コ

ナ
ラ

、
ウ

ル
シ

科
：

ヤ
マ

ウ
ル

シ
、

ハ
ゼ

、
マ

シ
サ

ク
科

：
フ

ウ
ノ

キ
、

ウ
ル

シ
科

：
ヌ

ル
デ

、
ハ

ゼ
ノ

キ
 

2
7
6
 

コ
ブ

ヒ
ゲ

ア
ツ

バ
Z
a
n
c
l
o
g
n
a
t
h
a
 
l
u
n
a
l
i
s
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
広

葉
樹

の
枯

葉
 

2
7
7
 

ゴ
マ

ケ
ン

モ
ン

 
M
o
m
a
 
a
l
p
i
u
m
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

：
ミ

ズ
ナ

ラ
、

ク
ヌ

ギ
、

カ
シ

ワ
ク

リ
、

カ
バ

ノ
キ

科
：

シ
ラ

カ
ン

バ
 

2
7
8
 

シ
マ

カ
ラ

ス
ヨ

ト
ウ

A
m
p
h
i
p
y
r
a
 
p
y
r
a
m
i
d
e
a
 
y
a
m
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
 
バ

ラ
科

：
サ

ク
ラ

、
ブ

ナ
科

：
ク

ヌ
ギ

、
コ

ナ
ラ

，
広

葉
樹

 

2
7
9
 

シ
マ

ヨ
ト

ウ
E
u
c
a
r
t
a
 
f
a
s
c
i
a
t
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
未

知
 

2
8
0
 

シ
ロ

シ
タ

ケ
ン

モ
ン

H
y
l
o
n
y
c
t
a
 
h
e
r
c
u
l
e
s
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ニ

レ
科

：
ハ

ル
ニ

レ
、

ケ
ヤ

キ
、

ア
キ

ニ
レ

2
8
1
 

シ
ロ

ス
ジ

ア
ツ

バ
B
e
r
t
u
l
a
 
s
p
a
c
o
a
l
i
s
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
広

葉
樹

の
枯

葉
 

2
8
2
 

シ
ロ

ス
ジ

ト
モ

エ
M
e
t
o
p
t
a
 
r
e
c
t
i
f
a
s
c
i
a
t
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ユ

リ
科

：
サ

ル
ト

リ
イ

バ
ラ

、
シ

オ
デ

2
8
3
 

シ
ロ

フ
コ

ヤ
ガ

P
r
o
t
o
d
e
l
t
o
t
e
 
p
y
g
a
r
g
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ネ
科

（
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

）

2
8
4
 

シ
ロ

フ
ヒ

メ
ケ

ン
モ

ン
G
e
r
b
a
t
h
o
d
e
s
 
p
a
u
p
e
r
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

：
ミ

ズ
ナ

ラ
 

2
8
5
 

シ
ロ

マ
ダ

ラ
ヒ

メ
ヨ

ト
ウ

I
a
m
b
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
未

知
 

2
8
6
 

シ
ロ

モ
ン

オ
ビ

ヨ
ウ

ト
ウ

A
t
h
e
t
i
s
 
l
i
n
e
o
s
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
キ

ク
科

：
エ

ゾ
ギ

ク
・

タ
ン

ポ
ポ

類
・

ヨ
モ

ギ
、

タ
デ

科
：

マ
マ

コ
ノ

シ
リ

ヌ
グ

イ
・

ス
イ

バ
、

ヒ
ル

ガ
オ

科
：

ヒ
ル

ガ
オ

の
生

葉
ま

た
は

枯
葉

2
8
7
 

シ
ロ

モ
ン

オ
ビ

ヨ
ト

ウ
A
t
h
e
t
i
s
 
l
i
n
e
o
s
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
キ

ク
科

：
エ

ゾ
ギ

ク
、

ヨ
モ

ギ
、

タ
ン

ポ
ポ

、
ヒ

ル
ガ

オ
科

：
ヒ

ル
ガ

オ
、

タ
デ

科

2
8
8
 

シ
ロ

モ
ン

ヤ
ガ

X
e
s
t
i
a
 
c
-
n
i
g
r
u
m
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
オ

オ
バ

コ
（

オ
オ

バ
コ

科
）
、
キ

ク
科

、
ム

ギ
（

イ
ネ

科
）
、
ジ

ャ
ガ

イ
モ
（

ナ
ス

科
）

、
マ

メ
科

牧
草

、
ダ

イ
ズ

（
マ

メ
科

）
な

ど
多

科

2
8
9
 

タ
イ

ワ
ン

キ
シ

タ
ア

ツ
バ

H
y
p
e
n
a
 
t
r
i
g
o
n
a
l
i
s
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ヤ

ブ
マ

オ
・

カ
ラ

ム
シ

・
ア

カ
ソ

・
ラ

ミ
ー

・
タ

イ
ワ

ン
ト

リ
ア

シ

2
9
0
 

ツ
マ

オ
ビ

ア
ツ

バ
Z
a
n
c
l
o
g
n
a
t
h
a
 
g
r
i
s
e
l
d
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
マ

ツ
科

：
コ

メ
ツ

ガ
、

ア
カ

マ
ツ

、
ス

ギ
科

：
ス

ギ

2
9
1
 

ト
ビ

イ
ロ

ト
ラ

ガ
S
a
r
b
a
n
i
s
s
a
 
s
u
b
f
l
a
v
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ド
ウ

科
：

ツ
タ

、
ヤ

ブ
カ

ラ
シ

、
ブ

ド
ウ

 

2
9
2
 

ト
ビ

フ
タ

ス
ジ

ア
ツ

バ
L
e
i
o
s
t
o
l
a
 
m
o
l
l
i
s
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
エ

ゴ
ノ

キ
科

：
エ

ゴ
ノ

キ

2
9
3
 

ナ
カ

オ
ビ

キ
リ

ガ
D
r
y
o
b
o
t
o
d
e
s
 
i
n
t
e
r
m
i
s
s
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ナ
科

：
ア

ベ
マ

キ
，

コ
ナ

ラ
，

ナ
ラ

ガ
シ

ワ
 

2
9
4
 

ネ
ジ

ロ
コ

ヤ
ガ

M
a
l
i
a
t
t
h
a
 
c
h
a
l
c
o
g
r
a
m
m
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
未

知
 

2
9
5
 

ハ
グ

ル
マ

ト
モ

エ
（

ト
モ

エ
ガ

?
）

S
p
i
r
a
m
a
 
h
e
l
i
c
i
n
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
マ

メ
科

：
ネ

ム
ノ

キ

2
9
6
 

ヒ
ト

ス
ジ

ア
ツ

バ
H
y
p
e
n
a
 
t
a
t
o
r
h
i
n
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
未

知
 

2
9
7
 

ヒ
メ

コ
ブ

ヒ
ゲ

ア
ツ

バ
Z
a
n
c
l
o
g
n
a
t
h
a
 
t
a
r
s
i
p
e
n
n
a
l
i
s
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
広

葉
樹

の
枯

葉
 

2
9
8
 

ヒ
メ

ト
ラ

ガ
A
s
t
e
r
o
p
e
t
e
s
 
n
o
c
t
u
i
n
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ブ

ド
ウ

科
：

ヤ
マ

ブ
ド

ウ
、

サ
ン

カ
ク

ヅ
ル

 

2
9
9
 

ヒ
メ

ハ
ナ

マ
ガ

リ
ア

ツ
バ

H
a
d
e
n
n
i
a
 
n
a
k
a
t
a
n
i
i
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
未

知
 

3
0
0
 

フ
ク

ラ
ス

ズ
メ

A
r
c
t
e
 
c
o
e
r
u
l
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ラ
ク

サ
科

：
コ

ア
カ

ソ
、

カ
ラ

ム
シ

、
ヤ

ブ
マ

オ
、

ラ
セ

イ
タ

ソ
ウ

、
ア

ジ
サ

イ
科

：
マ

ル
バ

ウ
ツ

ギ
、

ク
ワ

科
：

カ
ナ

ム
グ

ラ
、

ク
ワ

、
イ

ラ
ク

サ
科

：
ラ

ミ
ー

、
イ

ラ
ク

サ

3
0
1
 

フ
タ

オ
ビ

キ
ヨ

ト
ウ

M
y
t
h
i
m
n
a
 
t
u
r
c
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ネ
科

：
ヌ

マ
ガ

ヤ
、

オ
ギ

、
ヨ

シ

3
0
2
 

フ
タ

オ
ビ

コ
ヤ

ガ
N
a
r
a
n
g
a
 
a
e
n
e
s
c
e
n
s
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ネ
科

：
イ

ネ

3
0
3
 

フ
タ

ス
ジ

ア
ツ

バ
B
e
r
t
u
l
a
 
b
i
s
t
r
i
g
a
t
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
コ

バ
ノ

イ
シ

カ
グ

マ
科

：
コ

バ
ノ

イ
シ

カ
グ

マ

3
0
4
 

フ
タ

ス
ジ

ヨ
ト

ウ
P
r
o
t
o
m
i
s
e
l
i
a
 
b
i
l
i
n
e
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ヒ

ノ
キ

科
：

ヒ
ノ

キ

3
0
5
 

ベ
ニ

ト
ガ

リ
ア

ツ
バ

 
N
a
g
a
n
o
e
l
l
a
 
t
i
m
a
n
d
r
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
未

知
 

3
0
6
 

ホ
ン

ド
コ

ブ
ヒ

ゲ
ア

ツ
バ

Z
a
n
c
l
o
g
n
a
t
h
a
 
c
u
r
v
i
l
i
n
e
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
未

知
 

3
0
7
 

マ
エ

モ
ン

ツ
マ

キ
リ

ア
ツ

バ
P
a
n
g
r
a
p
t
a
 
c
o
s
t
i
n
o
t
a
t
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
バ

ラ
科

：
サ

ク
ラ

 

3
0
8
 

マ
ダ

ラ
エ

グ
リ

バ
P
l
u
s
i
o
d
o
n
t
a
 
c
a
s
t
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ツ

ヅ
ラ

フ
ジ

科
：

ア
オ

ツ
ヅ

ラ
フ

ジ

3
0
9
 

マ
ル

シ
ラ

ホ
シ

ア
ツ

バ
E
d
e
s
s
e
n
a
 
g
e
n
t
i
u
s
a
l
i
s
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
未

知
 

3
1
0
 

モ
ク

メ
ク

チ
バ

P
e
r
i
n
a
e
n
i
a
 
a
c
c
i
p
i
t
e
r
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
エ

ノ
キ

（
ニ

レ
科

）

3
1
1
 

モ
モ

イ
ロ

ツ
マ

キ
リ

コ
ヤ

ガ
L
o
p
h
o
r
u
z
a
 
p
u
l
c
h
e
r
r
i
m
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ユ

リ
科

：
サ

ル
ト

リ
イ

バ
ラ

、
シ

オ
デ

71



7
2
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

3
1
2
 

モ
ン

ム
ラ

サ
キ

ク
チ

バ
E
r
c
h
e
i
a
 
u
m
b
r
o
s
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
マ

メ
科

：
フ

ジ
，

ネ
ム

ノ
キ

3
1
3
 

ヤ
ガ

科
の

一
種

 
s
p
.
1

N
o
c
t
u
i
d
a
e
 
s
p
1
.
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目

3
1
4
 

ヤ
マ

ガ
タ

ア
ツ

バ
B
o
m
o
l
o
c
h
a
 
s
t
y
g
i
a
n
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ユ

キ
ノ

シ
タ

科
：

ウ
ツ

ギ
、

ア
ジ

サ
イ

科
：

マ
ル

バ
ウ

ツ
ギ

、
イ

ラ
ク

サ
科

：
ア

カ
ソ

3
1
5
 

ル
リ

モ
ン

ク
チ

バ
L
a
c
e
r
a
 
p
r
o
c
e
l
l
o
s
a
 

ヤ
ガ

科
チ

ョ
ウ

目
ジ

ャ
ケ

ツ
イ

バ
ラ

科
：

ジ
ャ

ケ
ツ

イ
バ

ラ
 

3
1
6
 

ア
オ

バ
セ

セ
リ

C
h
o
a
s
p
e
s
 
b
e
n
j
a
m
i
n
i
i
 

セ
セ

リ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目

3
1
7
 

イ
チ

モ
ン

ジ
セ

セ
リ

P
a
r
n
a
r
a
 
g
u
t
t
a
t
a
 
g
u
t
t
a
t
a
 

セ
セ

リ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ネ
科

：
イ

ネ
，

イ
ヌ

ム
ギ

，
チ

ガ
ヤ

，
エ

ノ
コ

ロ
グ

サ
，

メ
ヒ

シ
バ

，
ス

ス
キ

，
ア

ズ
マ

ネ
ザ

ザ
，

ク
サ

ヨ
シ

3
1
8
 

オ
オ

チ
ャ

バ
ネ

セ
セ

リ
P
o
l
y
t
r
e
m
i
s
 
p
e
l
l
u
c
i
d
a
 

セ
セ

リ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ネ
科

：
ス

ス
キ

、
イ

ネ
，

ア
ズ

マ
ネ

ザ
サ

、
オ

カ
メ

ザ
サ

、
ミ

ヤ
コ

ザ
サ

、
ク

マ
ザ

サ
、

メ
ダ

ケ
、

カ
ン

チ
ク

3
1
9
 

キ
マ

ダ
ラ

セ
セ

リ
P
o
t
a
n
t
h
u
s
 
f
l
a
v
u
s
 

セ
セ

リ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目

3
2
0
 

コ
チ

ャ
バ

ネ
セ

セ
リ

T
h
o
r
e
s
s
a
 
v
a
r
i
a
 

セ
セ

リ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ネ
科

：
メ

ダ
ケ

、
ミ

ヤ
コ

ザ
サ

，
ア

ヅ
マ

ザ
ザ

な
ど

3
2
1
 

ダ
イ

ミ
ョ

ウ
セ

セ
リ

 
D
a
i
m
i
o
 
t
e
t
h
y
s
 

セ
セ

リ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ヤ

マ
ノ

イ
モ

科
：

ヤ
マ

ノ
イ

モ
、

オ
ニ

ド
コ

ロ
、
ツ

ク
ネ

イ
モ

、
ニ

ガ
カ

シ
ュ

ウ

3
2
2
 

チ
ャ

バ
ネ

セ
セ

リ
P
e
l
o
p
i
d
a
s
 
m
a
t
h
i
a
s
 

セ
セ

リ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目

3
2
3
 

ヒ
メ

キ
マ

ダ
ラ

セ
セ

リ
O
c
h
l
o
d
e
s
 
o
c
h
r
a
c
e
u
s
 

セ
セ

リ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ネ
科

：
ス

ス
キ

，
チ

ヂ
ミ

ザ
サ

，
ア

シ
ボ

ソ
，

マ
カ

モ
ジ

グ
サ

，
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

：
ミ

ヤ
マ

シ
ラ

ス
ゲ

3
2
4
 

ホ
ソ

バ
セ

セ
リ

I
s
o
t
e
i
n
o
n
 
l
a
m
p
r
o
s
p
i
l
u
s
 

セ
セ

リ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目

3
2
5
 

ミ
ヤ

マ
セ

セ
リ

E
r
y
n
n
i
s
 
m
o
n
t
a
n
u
s
 

セ
セ

リ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目

3
2
6
 

ミ
ヤ

マ
チ

ャ
バ

ネ
セ

セ
リ

P
e
l
o
p
i
d
a
s
 
j
a
n
s
o
n
i
s
 

セ
セ

リ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目

3
2
7
 

ア
ゲ

ハ
P
a
p
i
l
i
o
 
x
u
t
h
u
s
 

ア
ゲ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目

3
2
8
 

ウ
ス

バ
シ

ロ
チ

ョ
ウ

P
a
r
n
a
s
s
i
u
s
 
c
i
t
r
i
n
a
r
i
u
s
 

ア
ゲ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ケ

シ
科

：
ム

ラ
サ

キ
ケ

マ
ン

、
エ

ゾ
エ

ン
ゴ

サ
ク

、
ヤ

マ
エ

ン
ゴ

サ
ク

な
ど

3
2
9
 

オ
ナ

ガ
ア

ゲ
ハ

P
a
p
i
l
i
o
 
m
a
c
i
l
e
n
t
u
s
 

ア
ゲ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ミ

カ
ン

科
：

コ
ク

サ
ギ

，
サ

ン
シ

ョ
ウ

，
カ

ラ
ス

ザ
ン

シ
ョ

ウ
，
イ

ヌ
ザ

ン
シ

ョ
ウ

、
ミ

ヤ
マ

シ
キ

ミ
，

コ
ク

サ
ギ

3
3
0
 

カ
ラ

ス
ア

ゲ
ハ

P
a
p
i
l
i
o
 
d
e
h
a
a
n
i
i
 

ア
ゲ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ミ

カ
ン

科
：

コ
ク

サ
ギ

，
カ

ラ
ス

ザ
ン

シ
ョ

ウ
，

キ
ハ

ダ
，
サ

ン
シ

ョ
ウ

，
栽

培
ミ

カ
ン

類

3
3
1
 

キ
ア

ゲ
ハ

P
a
p
i
l
i
o
 
m
a
c
h
a
o
n
 

ア
ゲ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
セ

リ
科

：
ニ

ン
ジ

ン
，

セ
リ

，
シ

シ
ウ

ド
，

パ
セ

リ
，

ミ
ツ

バ

3
3
2
 

ギ
フ

チ
ョ

ウ
 

 
L
u
e
h
d
o
r
f
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ア
ゲ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
V
U
 

絶
滅

危
惧

種
 

3
3
3
 

ク
ロ

ア
ゲ

ハ
P
a
p
i
l
i
o
 
p
r
o
t
e
n
o
r
 

ア
ゲ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ミ

カ
ン

科
：

サ
ン

シ
ョ

ウ
，
カ

ラ
ス

ザ
ン

シ
ョ

ウ
，

イ
ヌ

ザ
ン

シ
ョ

ウ
，

ハ
マ

セ
ン

ダ
ン

，
栽

培
ミ

カ
ン

類

3
3
4
 

ジ
ャ

コ
ウ

ア
ゲ

ハ
 

B
y
a
s
a
 
a
l
c
i
n
o
u
s
 

ア
ゲ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ウ

マ
ノ

ス
ズ

ク
サ

科

3
3
5
 

ナ
ガ

サ
キ

ア
ゲ

ハ
P
a
p
i
l
i
o
 
m
e
m
n
o
n
 

ア
ゲ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ー

 

3
3
6
 

ナ
ミ

ア
ゲ

ハ
P
a
p
i
l
i
o
 
x
u
t
h
u
s
 

ア
ゲ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ミ

カ
ン

科
：

ミ
カ

ン
、

カ
ラ

タ
チ

、
サ

ン
シ

ョ
ウ

，
イ

ヌ
ザ

ン
シ

ョ
ウ

，
カ

ラ
ス

ザ
ン

シ
ョ

ウ
，

ハ
マ

セ
ン

ダ
ン

3
3
7
 

ミ
ヤ

マ
カ

ラ
ス

ア
ゲ

ハ
P
a
p
i
l
i
o
 
m
a
a
c
k
i
i
 

ア
ゲ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ミ

カ
ン

科
：

キ
ハ

ダ
、

カ
ラ

ス
ザ

ン
シ

ョ
ウ

、
ハ

マ
セ

ン
ダ

ン
、

コ
ク

サ
ギ

3
3
8
 

モ
ン

キ
ア

ゲ
ハ

P
a
p
i
l
i
o
 

h
e
l
e
n
u
s
 

n
i
c
c
o
n
i
c
o
l
e
n
s
 

ア
ゲ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ミ

カ
ン

科
：

カ
ラ

ス
ザ

ン
シ

ョ
ウ

，
ハ

マ
セ

ン
ダ

ン
，

カ
ラ

タ
チ

，
ユ

ズ
，

栽
培

ミ
カ

ン
類

3
3
9
 

キ
タ

キ
チ

ョ
ウ

E
u
r
e
m
a
 
m
a
n
d
a
r
i
n
a
 
m
a
n
d
a
r
i
n
a
 

シ
ロ

チ
ョ

ウ
科

チ
ョ

ウ
目

マ
メ

科
：

ネ
ム

ノ
キ

･
メ

ド
ハ

ギ
･
ク

サ
ネ

ム
、
ク

ロ
ウ

メ
モ

ド
キ

科
：

ク
ロ

ウ
メ

モ
ド

キ
･
ク

ロ
ツ

バ
ラ

3
4
0
 

ス
ジ

グ
ロ

シ
ロ

チ
ョ

ウ
P
i
e
r
i
s
 
m
e
l
e
t
e
 

シ
ロ

チ
ョ

ウ
科

チ
ョ

ウ
目

ア
ブ

ラ
ナ

科
：

タ
ネ

ツ
ケ

バ
ナ

や
ハ

タ
ザ

オ
，

イ
ヌ

ガ
ラ

シ
、

ダ
イ

コ
ン

3
4
1
 

ツ
マ

キ
チ

ョ
ウ

A
n
t
h
o
c
h
a
r
i
s
 
s
c
o
l
y
m
u
s
 

シ
ロ

チ
ョ

ウ
科

チ
ョ

ウ
目

ー
 

3
4
2
 

モ
ン

キ
チ

ョ
ウ

C
o
l
i
a
s
 
e
r
a
t
e
 
p
o
l
i
o
g
r
a
p
h
y
s
 

シ
ロ

チ
ョ

ウ
科

チ
ョ

ウ
目

マ
メ

科
：

ア
カ

ツ
メ

ク
サ

，
シ

ロ
ツ

メ
ク

サ
，

レ
ン

ゲ
，

ダ
イ

ズ
，

ニ
セ

ア
カ

シ
ア

3
4
3
 

モ
ン

シ
ロ

チ
ョ

ウ
A
r
t
o
g
e
i
a
 
r
a
p
a
e
 
c
r
u
c
i
v
o
r
a
 

シ
ロ

チ
ョ

ウ
科

チ
ョ

ウ
目

ア
ブ

ラ
ナ

･
キ

ャ
ベ

ツ
･
ブ

ロ
ッ

コ
リ

ー
･
ダ

イ
コ

ン
･
カ

ブ

3
4
4
 

ヤ
マ

ト
ス

ジ
グ

ロ
シ

ロ
チ

ョ
ウ

P
i
e
r
i
s
 
n
e
s
i
s
 

シ
ロ

チ
ョ

ウ
科

チ
ョ

ウ
目

ー
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7
3
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

3
4
5
 

ア
カ

タ
テ

ハ
V
a
n
e
s
s
a
 
i
n
d
i
c
a
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目

幼
虫

は
イ

ラ
ク

サ
科

：
カ

ラ
ム

シ
・

ヤ
ブ

マ
オ

・
ク

サ
マ

オ
・

イ
ラ

ク
サ

（
草

本
）

、
ニ

レ
科

：
ケ

ヤ
キ

・
ハ

ル
ニ

レ
・

オ
ヒ

ョ
ウ

（
木

本
）

、
成

虫
は

成
虫

は
ア

ザ
ミ

・
サ

ザ
ン

カ
な

ど
の

数
々

の
花

、
カ

キ
ノ

キ
な

ど
の

腐
果

、
獣

糞
や

樹
液

。
 

3
4
6
 

ア
サ

ギ
マ

ダ
ラ

P
a
r
a
n
t
i
c
a
 
s
i
t
a
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ー

 

3
4
7
 

ア
サ

マ
イ

チ
モ

ン
ジ

L
a
d
o
g
a
 
g
l
o
r
i
f
i
c
a
 
g
l
o
r
i
f
i
c
a
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ス

イ
カ

ズ
ラ

科
：

ス
イ

カ
ズ

ラ
，

，
タ

ニ
ウ

ズ
キ

，
ニ

シ
キ

ウ
ツ

ギ
，

ハ
コ

ネ
ウ

ツ
ギ

､
キ

ン
ギ

ン
ボ

ク

3
4
8
 

イ
シ

ガ
ケ

チ
ョ

ウ
C
y
r
e
s
t
i
s
 
t
h
y
o
d
a
m
a
s
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ー

 

3
4
9
 

イ
チ

モ
ン

ジ
チ

ョ
ウ

L
i
m
e
n
i
t
i
s
 
c
a
m
i
l
l
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ス

イ
カ

ズ
ラ

科
：

ス
イ

カ
ズ

ラ
、

タ
ニ

ウ
ツ

ギ
、
ヤ

ブ
ウ

ツ
ギ

，
ヒ

ョ
ウ

タ
ン

ボ
ク

、
ハ

コ
ネ

ウ
ツ

ギ

3
5
0
 

ウ
ラ

ギ
ン

ス
ジ

ヒ
ョ

ウ
モ

ン
A
r
g
y
r
o
n
o
m
e
 
l
a
o
d
i
c
e
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
V
U
 

絶
滅

危
機

増
大

種
 

3
5
1
 

ウ
ラ

ギ
ン

ヒ
ョ

ウ
モ

ン
F
a
b
r
i
c
i
a
n
a
 
a
d
i
p
p
e
 
p
a
l
l
e
s
c
e
n
s
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ス

ミ
レ

類

3
5
2
 

ウ
ラ

ナ
ミ

ジ
ャ

ノ
メ

Y
p
t
h
i
m
a
 
m
o
t
s
c
h
u
l
s
k
y
i
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目

3
5
3
 

オ
オ

ウ
ラ

ギ
ン

ス
ジ

ヒ
ョ

ウ
モ

ン
A
r
g
y
r
o
n
o
m
e
 
r
u
s
l
a
n
a
 
l
y
s
i
p
p
e
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ス

ミ
レ

科
：

ス
ミ

レ
，

ノ
ジ

ス
ミ

レ
，

ツ
ボ

ス
ミ

レ

3
5
4
 

オ
オ

ウ
ラ

ギ
ン

ヒ
ョ

ウ
モ

ン
F
a
b
r
i
c
i
a
n
a
 
n
e
r
i
p
p
e
 
n
e
r
i
p
p
e
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
C
R
 

絶
滅

種
 

ス
ミ

レ
科

：
ス

ミ
レ

，
ニ

ョ
イ

ス
ミ

レ
，

ノ
ジ

ス
ミ

レ
，

ツ
ボ

ス
ミ

レ

3
5
5
 

オ
オ

ヒ
カ

ゲ
N
i
n
g
u
t
a
 
s
c
h
r
e
n
c
k
i
i
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
分

布
上

 
重

要
種

 

3
5
6
 

オ
オ

ム
ラ

サ
キ

S
a
s
a
k
i
a
 
c
h
a
r
o
n
d
a
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
N
T
 

絶
滅

危
機

増
大

種
 

3
5
7
 

キ
タ

テ
ハ

P
o
l
y
g
o
n
i
a
 
c
-
a
u
r
e
u
m
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
幼

虫
：

ク
ワ

科
：

カ
ナ

ム
グ

ラ
 

3
5
8
 

キ
マ

ダ
ラ

ヒ
カ

ゲ
の

一
種

N
e
o
p
e
 
s
p
.
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ネ
科

：
サ

サ
類

な
ど

3
5
9
 

ク
モ

ガ
タ

ヒ
ョ

ウ
モ

ン
N
e
p
h
a
r
g
y
n
n
i
s
 
a
n
a
d
y
o
m
e
n
e
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
希

少
種

 

3
6
0
 

ク
ロ

コ
ノ

マ
チ

ョ
ウ

M
e
l
a
n
i
t
i
s
 
p
h
e
d
i
m
a
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目

3
6
1
 

ク
ロ

ヒ
カ

ゲ
L
e
t
h
e
 
d
i
a
n
a
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ネ
科

：
メ

ダ
ケ

，
ア

ズ
マ

グ
サ

，
ヤ

ダ
ケ

，
ミ

ヤ
コ

ザ
サ

，
チ

シ
マ

ザ
サ

、
ネ

ザ
サ

、
ク

マ
ザ

サ

3
6
2
 

ク
ロ

ヒ
カ

ゲ
モ

ド
キ

L
e
t
h
e
 
m
a
r
g
i
n
a
l
i
s
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
E
N
 

絶
滅

危
惧

種
 

3
6
3
 

コ
ジ

ャ
ノ

メ
M
y
c
a
l
e
s
i
s
 

f
r
a
n
c
i
s
c
a
 

p
e
r
d
i
c
c
a
s
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ネ
科

：
ア

シ
ボ

ソ
，

チ
ヂ

ミ
ザ

サ
，

ス
ス

キ
，
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

：
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ

3
6
4
 

ゴ
マ

ダ
ラ

チ
ョ

ウ
 

H
e
s
t
i
n
a
 
p
e
r
s
i
m
i
l
i
s
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ア

サ
科

 
：

エ
ノ

キ

3
6
5
 

コ
ミ

ス
ジ

N
e
p
t
i
s
 
s
a
p
p
h
o
 
i
n
t
e
r
m
e
d
i
a
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
マ

メ
科

：
ク

ズ
，

フ
ジ

，
ニ

セ
ア

カ
シ

ア
ハ

ギ
，

ア
ズ

キ
，

タ
ン

キ
リ

マ
メ

3
6
6
 

コ
ム

ラ
サ

キ
C
a
l
l
i
c
a
r
p
a
 
d
i
c
h
o
t
o
m
a
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
そ

の
他

 
重

要
種

 
ヤ

ナ
ギ

科
：

ネ
コ

ヤ
ナ

ギ
，

シ
ダ

レ
ヤ

ナ
ギ

3
6
7
 

サ
カ

ハ
チ

チ
ョ

ウ
A
r
a
s
c
h
n
i
a
 
b
u
r
e
j
a
n
a
 
s
t
r
i
g
o
s
a
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ラ
ク

サ
科

：
ア

カ
ソ

、
コ

ア
カ

ソ
、

イ
ラ

ク
サ

3
6
8
 

サ
ト

キ
マ

ダ
ラ

ヒ
カ

ゲ
N
e
o
p
e
 
g
o
s
c
h
k
e
v
i
t
s
c
h
i
i
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目

3
6
9
 

シ
ー

タ
テ

ハ
P
o
l
y
g
o
n
i
a
 
c
-
a
l
b
u
m
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目

3
7
0
 

ジ
ャ

ノ
メ

チ
ョ

ウ
 

M
i
n
o
i
s
 
d
r
y
a
s
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ス

ス
キ

、
ス

ズ
メ

ノ
カ

タ
ビ

ラ
、
ノ

ガ
リ

ヤ
ス

や
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

の
ヒ

カ
ゲ

ス
ゲ

、
シ

ョ
ウ

ジ
ョ

ウ
ズ

ゲ
な

ど
イ

ネ
科

3
7
1
 

ス
ジ

ボ
ソ

ヤ
マ

キ
チ

ョ
ウ

G
o
n
e
p
t
e
r
y
x
 
a
s
p
a
s
i
a
 

シ
ロ

チ
ョ

ウ
科

チ
ョ

ウ
目

希
少

種
 

ー
 

3
7
2
 

ス
ミ

ナ
ガ

シ
D
i
c
h
o
r
r
a
g
i
a
 
n
e
s
i
m
a
c
h
u
s
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ア

ワ
ブ

キ
科

：
ア

ワ
ブ

キ
，

ミ
ヤ

マ
ハ

ハ
ソ

、
ヤ

マ
ビ

ワ

3
7
3
 

ツ
マ

グ
ロ

ヒ
ョ

ウ
モ

ン
A
r
g
y
r
e
u
s
 
h
y
p
e
r
b
i
u
s
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ス

ミ
レ

・
パ

ン
ジ

ー
・

ビ
オ

ラ

3
7
4
 

テ
ン

グ
チ

ョ
ウ

L
i
b
y
t
h
e
a
 
c
e
l
t
i
s
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
エ

ノ
キ

な
ど

ニ
レ

科

3
7
5
 

ヒ
オ

ド
シ

チ
ョ

ウ
N
y
m
p
h
a
l
i
s
 

x
a
n
t
h
o
m
e
l
a
s
 

j
a
p
o
n
i
c
a
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
ア

サ
科

：
エ

ノ
キ

、
エ

ゾ
エ

ノ
キ

、
ハ

ル
ニ

レ
、

ア
キ

ニ
レ

，
ヤ

ナ
ギ

科
：

エ
ゾ

ヤ
ナ

ギ
，

シ
ロ

ヤ
ナ

ギ
，

イ
ラ

レ
ヤ

ナ
ギ

3
7
6
 

ヒ
カ

ゲ
チ

ョ
ウ

L
e
t
h
e
 
s
i
c
e
l
i
s
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
イ

ネ
科

：
メ

ダ
ケ

，
ア

ズ
マ

グ
サ

，
ヤ

ダ
ケ

，
ク

マ
ザ

サ
，

ミ
ヤ

コ
ザ

サ

73



 

7
4
 

 番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

3
7
7
 

ヒ
メ

ア
カ

タ
テ

ハ
 

V
a
n
e
s
s
a
 
c
a
r
d
u
i
 
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
キ

ク
科

：
ハ

ハ
コ

グ
サ

，
エ

ゾ
ノ

キ
ツ

ネ
ア

ザ
ミ

、
オ

オ
ヨ

モ
ギ

、
シ

ロ
ヨ

モ
ギ

、
.
 
ゴ

ボ
ウ

、
エ

ゾ
イ

ラ
ク

サ
 
ヒ

メ
チ

チ
コ

グ
サ

 

3
7
8
 

ヒ
メ

ウ
ラ

ナ
ミ

ジ
ャ

ノ
メ

 
Y
p
t
h
i
m
a
 
a
r
g
u
s
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
イ

ネ
科

：
ス

ス
キ

、
チ

ヂ
ミ

ザ
サ

、
チ

ガ
ヤ

，
メ

ヒ
シ

バ
，
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

：
シ

ョ
ウ

ジ
ョ

ウ
ス

ゲ
 

3
7
9
 

ヒ
メ

キ
マ

ダ
ラ

ヒ
カ

ゲ
 

Z
o
p
h
o
e
s
s
a
 
c
a
l
l
i
p
t
e
r
i
s
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

3
8
0
 

ヒ
メ

ジ
ャ

ノ
メ

 
M
y
c
a
l
e
s
i
s
 
g
o
t
a
m
a
 
f
u
l
g
i
n
i
a
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
イ

ネ
科

：
イ

ネ
、

メ
ヒ

シ
バ

，
チ

ガ
ヤ

，
ス

ス
キ

，
チ

ジ
ミ

ザ
サ

，
ア

ズ
マ

ネ
ザ

サ
，

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
：

カ
サ

ス
ゲ

，
ヒ

メ
ス

ゲ
 

3
8
1
 

ミ
ス

ジ
チ

ョ
ウ

 
N
e
p
t
i
s
 
p
h
i
l
y
r
a
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

3
8
2
 

ミ
ド

リ
ヒ

ョ
ウ

モ
ン

 
A
r
g
y
n
n
i
s
 
p
a
p
h
i
a
 
t
s
u
s
h
i
m
a
n
a
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
ス

ミ
レ

科
：

エ
ゾ

ノ
タ

チ
ス

ボ
ス

ミ
レ

、
 
タ

チ
ツ

ボ
ス

ミ
レ

 

3
8
3
 

メ
ス

グ
ロ

ヒ
ョ

ウ
モ

ン
 

D
a
m
o
r
a
 
s
a
g
a
n
a
 
l
i
a
n
e
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
ス

ミ
レ

科
：

タ
チ

ツ
ボ

ス
ミ

レ
 

3
8
4
 

ヤ
マ

キ
マ

ダ
ラ

ヒ
カ

ゲ
 

N
e
o
p
e
 
n
i
p
h
o
n
i
c
a
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

3
8
5
 

ル
リ

タ
テ

ハ
 

K
a
n
i
s
k
a
 
c
a
n
a
c
e
 

タ
テ

ハ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
ユ

リ
科

：
サ

ル
ト

リ
イ

バ
ラ

、
ホ

ト
ト

ギ
ス

 

3
8
6
 

ア
イ

ノ
ミ

ド
リ

シ
ジ

ミ
 

C
h
r
y
s
o
z
e
p
h
y
r
u
s
 
b
r
i
l
l
a
n
t
i
n
u
s
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

3
8
7
 

ウ
ラ

キ
ン

シ
ジ

ミ
 

U
s
s
u
r
i
a
n
a
 
s
t
y
g
i
a
n
a
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

3
8
8
 

ウ
ラ

ギ
ン

シ
ジ

ミ
 

C
u
r
e
t
i
s
 
a
c
u
t
a
 
p
a
r
a
c
u
t
a
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
マ

メ
科

：
フ

ジ
、

ヤ
マ

フ
ジ

、
ク

ズ
、

ク
ラ

ラ
、

ミ
ヤ

 
ギ

ノ
ハ

ギ
、

ヤ
マ

ハ
ギ

な
ど

の
蕾

、
実

、
新

芽
 

3
8
9
 

ウ
ラ

ク
ロ

シ
ジ

ミ
 

I
r
a
t
s
u
m
e
 
o
r
s
e
d
i
c
e
 
o
r
s
e
d
i
c
e
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

3
9
0
 

ウ
ラ

ナ
ミ

ア
カ

シ
ジ

ミ
 

J
a
p
o
n
i
c
a
 
s
a
e
p
e
s
t
r
i
a
t
a
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

3
9
1
 

ウ
ラ

ナ
ミ

シ
ジ

ミ
 

L
a
m
p
i
d
e
s
 
b
o
e
t
i
c
u
s
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
エ

ン
ド

ウ
、

ソ
ラ

マ
メ

・
ア

ズ
キ

・
ク

ズ
・

ハ
ギ

類
な

ど
の

芽
・

花
・

蕾
・

子
実

 

3
9
2
 

ウ
ラ

ミ
ス

ジ
シ

ジ
ミ

 
W
a
g
i
m
o
 
s
i
g
n
a
t
u
s
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

3
9
3
 

エ
ゾ

ミ
ド

リ
シ

ジ
ミ

 
F
a
v
o
n
i
u
s
 
j
e
z
o
e
n
s
i
s
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

3
9
4
 

オ
オ

ミ
ド

リ
シ

ジ
ミ

 
F
a
v
o
n
i
u
s
 
o
r
i
e
n
t
a
l
i
s
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

3
9
5
 

キ
マ

ダ
ラ

ル
リ

ツ
バ

メ
 

S
p
i
n
d
a
s
i
s
 
t
a
k
a
n
o
n
i
s
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
N
T
 

絶
滅

危
機

増
大

種
 

幼
虫

は
主

に
マ

ツ
類

，
サ

ク
ラ

，
キ

リ
な

ど
の

古
木

に
発

生
す

る
．
卵

か
ら

孵
化

す
る

と
幼

虫
は

古
木

に
あ

る
ハ

リ
ブ

ト
シ

リ
ア

ゲ
ア

リ
の

巣
に

入
る

．
こ

の
共

生
ア

リ
に

よ
っ

て
口

移
し

に
動

物
質

の
餌

を
与

え
ら

れ
る

と
と

も
に

外
敵

か
ら

守
ら

れ
る

幼
虫

越
冬

を
へ

て
蛹

化
ま

で
育

て
て

も
ら

う
．

代
わ

り
に

こ
の

幼
虫

は
背

中
の

蜜
腺

か
ら

共
生

ア
リ

に
蜜

を
与

え
る

．
 

3
9
6
 

キ
リ

シ
マ

ミ
ド

リ
シ

ジ
ミ

 
T
h
e
r
m
o
z
e
p
h
y
r
u
s
 
a
t
a
x
u
s
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

3
9
7
 

ク
ロ

シ
ジ

ミ
 

N
i
p
h
a
n
d
a
 
f
u
s
c
a
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
E
N
 

絶
滅

危
機

増
大

種
 

 

3
9
8
 

ゴ
イ

シ
シ

ジ
ミ

 
T
a
r
a
k
a
 
h
a
m
a
d
a
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

3
9
9
 

コ
ツ

バ
メ

 
C
a
l
l
o
p
h
r
y
s
 
f
e
r
r
e
a
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
幼

虫
：

ツ
ツ

ジ
科

：
ア

セ
ビ

，
ヤ

マ
ツ

ツ
ジ

，
ス

イ
カ

ズ
ラ

科
：

ガ
マ

ズ
ミ

，
バ

ラ
科

：
ボ

ケ
，

ユ
キ

ヤ
ナ

ギ
，

ユ
キ

ノ
シ

タ
科

：
ア

カ
シ

ョ
ウ

マ
 

4
0
0
 

ス
ギ

タ
ニ

ル
リ

シ
ジ

ミ
 

C
e
l
a
s
t
r
i
n
a
 
s
u
g
i
t
a
n
i
i
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
ト

チ
ノ

キ
科

：
ト

チ
ノ

キ
（

花
）

．
 

4
0
1
 

ツ
バ

メ
シ

ジ
ミ

 
E
v
e
r
e
s
 
a
r
g
i
a
d
e
s
 
a
r
g
i
a
d
e
s
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
マ

メ
科

：
シ

ロ
ツ

メ
ク

サ
、
カ

ラ
ス

ノ
エ

ン
ド

ウ
，

レ
ン

ゲ
ソ

ウ
、
ナ

ン
テ

ン
ハ

ギ
、

ヤ
マ

ハ
ギ

、
コ

マ
ツ

ナ
ギ

 

4
0
2
 

ト
ラ

フ
シ

ジ
ミ

 
R
a
p
a
l
a
 
a
r
a
t
a
 
a
r
a
t
a
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
マ

メ
科

：
フ

ジ
，
ニ

セ
ア

カ
シ

ア
，
ク

ズ
，
ア

ジ
サ

イ
科

：
ウ

ツ
ギ

，
バ

ラ
科

：
ノ

イ
バ

ラ
，

ツ
ツ

ジ
科

：
ナ

ツ
ハ

ゼ
，

ミ
ズ

キ
科

：
ミ

ズ
キ

，
そ

の
他

種
々

の
植

物
の

花
，

つ
ぼ

み
，

若
い

果
実

 

4
0
3
 

ヒ
サ

マ
ツ

ミ
ド

リ
シ

ジ
ミ

 
C
h
r
y
s
o
z
e
p
h
y
r
u
s
 

h
i
s
a
m
a
t
s
u
s
a
n
u
s
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

4
0
4
 

フ
ジ

ミ
ド

リ
シ

ジ
ミ

 
S
i
b
a
t
a
n
i
o
z
e
p
h
y
r
u
s
 
f
u
j
i
s
a
n
u
s
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

4
0
5
 

ベ
ニ

シ
ジ

ミ
 

L
y
c
a
e
n
a
 
p
h
l
a
e
a
s
 
d
a
i
m
i
o
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
ス

イ
バ

・
ヒ

メ
ス

イ
バ

・
ギ

シ
ギ

シ
・

エ
ゾ

ノ
ギ

シ
ギ

シ
・

ノ
ダ

イ
オ

ウ
な

ど
 

4
0
6
 

ベ
ニ

ジ
ジ

ミ
 

L
y
c
a
e
n
a
 
p
h
l
a
e
a
s
 

 
シ

ジ
ミ

チ
ョ

ウ
科

 
チ

ョ
ウ

目
 

 
 

 
 

ス
イ

バ
・

ヒ
メ

ス
イ

バ
・

ギ
シ

ギ
シ

・
エ

ゾ
ノ

ギ
シ

ギ
シ

・
ノ

ダ
イ

オ
ウ

な
ど

 

4
0
7
 

ミ
ズ

イ
ロ

オ
ナ

ガ
シ

ジ
ミ

 
A
n
t
i
g
i
u
s
 
a
t
t
i
l
i
a
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

4
0
8
 

ミ
ド

リ
シ

ジ
ミ

 
N
e
o
z
e
p
h
y
r
u
s
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
 

チ
ョ

ウ
目
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7
5
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

4
0
9
 

ミ
ヤ

マ
カ

ラ
ス

シ
ジ

ミ
S
t
r
y
m
o
n
i
d
i
a
 
m
e
r
a
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
希

少
種

 

4
1
0
 

ム
ラ

サ
キ

ツ
バ

メ
N
a
r
a
t
h
u
r
a
 
b
a
z
a
l
u
s
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目

4
1
1
 

ヤ
マ

ト
シ

ジ
ミ

P
s
e
u
d
o
z
i
z
e
e
r
i
a
 
m
a
h
a
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
カ

タ
バ

ミ

4
1
2
 

ル
ー

ミ
ス

ミ
ド

リ
シ

ジ
ミ

P
a
n
c
h
a
l
a
 
g
a
n
e
s
a
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目

4
1
3
 

ル
リ

シ
ジ

ミ
C
e
l
a
s
t
r
i
n
a
 
a
r
g
i
o
l
u
s
 

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
チ

ョ
ウ

目
マ

メ
科

：
フ

ジ
，

ヤ
マ

ハ
ギ

，
ク

ラ
ラ

，
ク

ズ
，

ミ
ズ

キ
科

：
ミ

ズ
キ

，
タ

デ
科

：
イ

タ
ヂ

リ
，

オ
オ

イ
タ

ド
リ

，
バ

ラ
科

，
シ

ソ
科

な
ど

の
花

蕾

4
1
4
 

ク
ロ

ツ
ヤ

ハ
ダ

コ
メ

ツ
キ

H
e
m
i
c
r
e
p
i
d
i
u
s
 
s
e
c
e
s
s
u
s
 

コ
メ

ツ
キ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
：

腐
葉

土
，

木
の

腐
腐

物
 

4
1
5
 

ア
オ

カ
ミ

キ
リ

モ
ド

キ
X
a
n
t
h
o
c
h
r
o
a
 
w
a
t
e
r
h
o
u
s
e
i
 

カ
ミ

キ
リ

モ
ド

キ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

幼
虫

：
朽

木
，

成
虫

：
花

粉
 

4
1
6
 

ア
オ

ゴ
ミ

ム
シ

C
h
l
a
e
n
i
u
s
 
p
a
l
l
i
p
e
s
 

オ
サ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
チ

ョ
ウ

目
：

多
科

の
幼

虫
，

ウ
ン

カ
・

ヨ
コ

バ
イ

な
ど

の
草

上
性

昆
虫

類

4
1
7
 

ア
オ

ジ
ョ

ウ
カ

イ
T
h
e
m
u
s
 
c
y
a
n
i
p
e
n
n
i
s
 

ジ
ョ

ウ
カ

イ
ボ

ン
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
小

型
昆

虫
な

ど
 

4
1
8
 

ア
オ

ハ
ナ

ム
グ

リ
E
u
c
e
t
o
m
a
 
r
o
e
l
o
f
s
i
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

幼
虫

：
朽

木
・

落
葉

な
ど

腐
植

物
，

成
虫

：
花

蜜
 

4
1
9
 

ア
カ

ア
シ

オ
オ

ク
シ

コ
メ

ツ
キ

A
m
p
e
d
u
s
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 

コ
メ

ツ
キ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目

4
2
0
 

ア
カ

ア
シ

ク
ロ

コ
メ

ツ
キ

A
m
p
e
d
u
s
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 

コ
メ

ツ
キ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目

4
2
1
 

ア
カ

ガ
ネ

ア
オ

ハ
ム

シ
ダ

マ
シ

A
r
t
h
r
o
m
a
c
r
a
 
d
e
c
o
r
a
 

ゴ
ミ

ム
シ

ダ
マ

シ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目

4
2
2
 

ア
カ

ク
ビ

ヒ
メ

ゴ
モ

ク
ム

シ
B
r
a
d
y
c
e
l
l
u
s
 
l
a
e
t
i
c
o
l
o
r
 

オ
サ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
地

上
を

歩
き

回
っ

て
小

昆
虫

や
カ

タ
ツ

ム
リ

な
ど

の
小

動
物

を
捕

食
す

る
。

ま
た

新
鮮

な
死

肉
も

摂
食

。
 

4
2
3
 

ア
カ

ホ
シ

テ
ン

ト
ウ

C
h
i
l
o
c
o
r
u
s
 
r
u
b
i
d
u
s
 

テ
ン

ト
ウ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
・

成
虫

：
カ

イ
ガ

ラ
ム

シ
類

の
幼

虫
 

4
2
4
 

ア
キ

タ
ク

ロ
ナ

ガ
オ

サ
ム

シ
A
p
o
t
o
m
o
p
t
e
r
u
s
 
p
o
r
r
e
c
t
i
c
o
l
l
i
s
 

p
o
r
r
e
c
t
i
c
o
l
l
i
s
 

オ
サ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目

4
2
5
 

ア
ト

ボ
シ

ア
オ

ゴ
ミ

ム
シ

C
h
l
a
e
n
i
u
s
 
n
a
e
v
i
g
e
r
 

オ
サ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
昆

虫
類

な
ど

の
死

骸
 

4
2
6
 

イ
タ

ド
リ

ハ
ム

シ
G
a
l
l
e
r
u
c
i
d
a
 
b
i
f
a
s
c
i
a
t
a
 

ハ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

タ
デ

科
：

イ
タ

ド
リ

，
ス

イ
バ

，
ギ

シ
ギ

シ

4
2
7
 

ウ
ス

バ
カ

ミ
キ

リ
M
e
g
o
p
i
s
 
s
i
n
i
c
a
 

カ
ミ

キ
リ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目

4
2
8
 

ウ
バ

マ
タ

ム
シ

C
h
a
l
c
o
p
h
o
r
a
 

j
a
p
o
n
i
c
a
 

j
a
p
o
n
i
c
a
 

タ
マ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
：

マ
ツ

科
の

朽
木

の
材

部
，

成
虫

：
花

・
花

粉
・

花
蜜

 

4
2
9
 

ウ
リ

ハ
ム

シ
A
u
l
a
c
o
p
h
o
r
a
 
f
e
m
o
r
a
l
i
s
 

ハ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

幼
虫

は
根

部
、

成
虫

は
ウ

リ
科

：
キ

ュ
ウ

リ
･
カ

ボ
チ

ャ
･
ス

イ
カ

･
ウ

リ
の

葉
な

ど
 

4
3
0
 

エ
グ

リ
バ

ネ
ヒ

ゲ
ナ

ガ
ゾ

ウ
ム

シ
（

エ
グ

リ
ヒ

ゲ
ナ

ガ
ゾ

ウ
ム

シ
?
）

A
u
t
o
t
r
o
p
i
s
 
b
a
s
i
p
e
n
n
i
s
 

ゾ
ウ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

枯
木

：
ニ

レ
科

：
ケ

ヤ
キ

な
ど

 

4
3
1
 

オ
オ

オ
サ

ム
シ

C
a
r
a
b
u
s
 
d
e
h
a
a
n
i
i
 

オ
サ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
ミ

ミ
ズ

、
ケ

バ
エ

，
ガ

の
幼

虫
，

カ
タ

ツ
ム

リ
，

落
ち

葉

4
3
2
 

オ
オ

オ
バ

ボ
タ

ル
L
u
c
i
d
i
n
a
 
a
c
c
e
n
s
a
 

ホ
タ

ル
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

幼
虫

は
肉

食
性

で
、

朽
ち

木
、

放
置

木
に

い
る

小
昆

虫
な

ど
を

捕
食

 

4
3
3
 

オ
オ

ス
ジ

コ
ガ

ネ
M
i
m
e
l
a
 
c
o
s
t
a
t
a
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

4
3
4
 

オ
オ

セ
ン

チ
コ

ガ
ネ

G
e
o
t
r
u
p
e
s
 
a
u
r
a
t
u
s
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

分
布

上
重

要
種

 
動

物
の

糞
 

4
3
5
 

オ
オ

ゾ
ウ

ム
シ

S
i
p
a
l
i
n
u
s
 
g
i
g
a
s
 

オ
サ

ゾ
ウ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
針

葉
樹

：
マ

ツ
、

ス
ギ

、
ヒ

ノ
キ

、
広

葉
樹

な
ど

の
枯

木
、

切
り

株
、

伐
倒

丸
太

 

4
3
6
 

オ
オ

ツ
ヤ

ハ
ダ

コ
メ

ツ
キ

S
t
e
n
a
g
o
s
t
u
s
 
u
m
b
r
a
t
i
l
i
s
 

コ
メ

ツ
キ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
：

カ
ミ

キ
リ

ム
シ

の
幼

虫
，

成
虫

：
草

木
の

葉
や

花
 

4
3
7
 

オ
オ

ニ
ジ

ュ
ウ

ヤ
ホ

シ
テ

ン
ト

ウ
E
p
i
l
a
c
h
n
a
 

v
i
g
i
n
t
i
o
c
t
o
m
a
c
u
l
a
t
a
 

テ
ン

ト
ウ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
・

成
虫

：
ナ

ス
科

：
ジ

ャ
ガ

イ
モ

，
ナ

ス
 

4
3
8
 

オ
オ

メ
キ

バ
ネ

ハ
ム

シ
ダ

マ
シ

（
ハ

ム
シ

ダ
マ

シ
）

L
a
g
r
i
a
 
r
u
f
i
p
e
n
n
i
s
 

ハ
ム

シ
ダ

マ
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
：

朽
木

、
落

ち
葉

な
ど

の
腐

物
物

 

4
3
9
 

オ
ジ

ロ
ア

シ
ナ

ガ
ゾ

ウ
ム

シ
M
e
s
a
l
c
i
d
o
d
e
s
 
t
r
i
f
i
d
u
s
 

ゾ
ウ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

マ
メ

科
：

ク
ズ

（
幼

虫
：

虫
こ

ぶ
状

内
）

4
4
0
 

オ
ト

シ
ブ

ミ
（

ナ
ミ

オ
ト

シ
ブ

ミ
）
 

A
p
o
d
e
r
u
s
 
j
e
k
e
l
i
i
 

オ
ト

シ
ブ

ミ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

ブ
ナ

科
：

ク
ヌ

ギ
、

ク
リ

，
コ

ナ
ラ

，
カ

バ
ノ

キ
科

：
ハ

ン
ノ

キ
，

シ
ラ

カ
バ

 

4
4
1
 

オ
バ

ボ
タ

ル
L
u
c
i
d
i
n
a
 
b
i
p
l
a
g
i
a
t
a
 

ホ
タ

ル
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

幼
虫

：
ミ

ミ
ズ

（
飼

育
）

 

4
4
2
 

カ
ク

ム
ネ

ベ
ニ

ボ
タ

ル
L
y
p
o
n
i
a
 
q
u
a
d
r
i
c
o
l
l
i
s
 

ベ
ニ

ボ
タ

ル
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
：

朽
木

，
成

虫
：

草
木

の
葉

，
花

，
花

蜜
 

4
4
3
 

カ
タ

ク
リ

ハ
ム

シ
S
a
n
g
a
r
i
o
l
a
 
p
u
n
c
t
a
t
o
s
t
r
i
a
t
a
 

ハ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

ユ
リ

科
：

ヤ
マ

ユ
リ

､
ウ

バ
ユ

リ
､
オ

ニ
ユ

リ
､
カ

タ
ク

リ

4
4
4
 

カ
ツ

オ
ゾ

ウ
ム

シ
L
i
x
u
s
 
i
m
p
r
e
s
s
i
v
e
n
t
r
i
s
 

ゾ
ウ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

タ
デ

科
：

ミ
ゾ

ソ
バ

，
イ

タ
ド

リ
な

ど
茎

内
部

を
食

害
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7
6
 

 番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

4
4
5
 

カ
ミ

キ
リ

モ
ド

キ
科

の
一

種
 

O
e
d
e
m
e
r
i
d
a
e
 
s
p
.
 

カ
ミ

キ
リ

モ
ド

キ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
 

 
 

 
 

 
 

4
4
6
 

カ
メ

ノ
コ

テ
ン

ト
ウ

 
A
i
o
l
o
c
a
r
i
a
 
h
e
x
a
s
p
i
l
o
t
a
 

テ
ン

ト
ウ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

 
 

 
 

 
幼

虫
・

成
虫

：
ク

ル
ミ

ハ
ム

シ
，
ヤ

ナ
ギ

ハ
ム

シ
，
ド

ロ
ノ

キ
ハ

ム
シ

な
ど

の
幼

虫
 

4
4
7
 

キ
イ

ロ
カ

ミ
キ

リ
モ

ド
キ

 
N
a
c
e
r
d
e
s
 
h
i
l
l
e
r
i
 
h
i
l
l
e
r
i
 

カ
ミ

キ
リ

モ
ド

キ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
 

 
 

 
 

幼
虫

：
針

葉
樹

の
朽

木
，

成
虫

：
花

蜜
 

4
4
8
 

キ
イ

ロ
ゲ

ン
セ

イ
 

Z
o
n
i
t
i
s
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
 

ツ
チ

ハ
ン

ミ
ョ

ウ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
 

 
 

 
 

幼
虫

：
ハ

ナ
バ

チ
科

：
オ

オ
ハ

キ
リ

バ
チ

の
巣

に
寄

生
，

成
虫

：
ミ

カ
ン

科
：

イ
ヌ

ザ
ン

シ
ョ

ウ
の

花
 

4
4
9
 

キ
イ

ロ
タ

マ
ノ

ミ
ハ

ム
シ

 
S
p
h
a
e
r
o
d
e
r
m
a
 
u
n
i
c
o
l
o
r
 

ハ
ム

シ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
 

 
 

 
 

ア
ケ

ビ
科

：
ア

ケ
ビ

，
ミ

ツ
バ

ア
ケ

ビ
，

ボ
タ

ン
ヅ

ル
 

4
5
0
 

キ
ク

ビ
ア

オ
ハ

ム
シ

 
A
g
e
l
a
s
a
 
n
i
g
r
i
c
e
p
s
 

ハ
ム

シ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
 

 
 

 
 

マ
タ

タ
ビ

科
：

サ
ル

ナ
シ

，
ア

ジ
サ

イ
科

：
ノ

リ
ウ

ツ
ギ

 

4
5
1
 

キ
バ

ネ
カ

ミ
キ

リ
モ

ド
キ

 
X
a
n
t
h
o
c
h
r
o
a
 
l
u
t
e
i
p
e
n
n
i
s
 

カ
ミ

キ
リ

モ
ド

キ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
 

 
 

 
 

成
虫

：
花

蜜
，

花
粉

 

4
5
2
 

キ
ボ

シ
カ

ミ
キ

リ
 

P
s
a
c
o
t
h
e
a
 
h
i
l
a
r
i
s
 
h
i
l
a
r
i
s
 

カ
ミ

キ
リ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

 
 

 
 

 
幼

虫
：

ク
ワ

科
：

ク
ワ

，
イ

チ
ジ

ク
，
ミ

カ
ン

科
：

柑
橘

類
，
成

虫
：

ク
ワ

科
：

ク
ワ

，
イ

チ
ジ

ク
 

4
5
3
 

キ
マ

ダ
ラ

カ
ミ

キ
リ

 
A
e
o
l
e
s
t
h
e
s
 

c
h
r
y
s
o
t
h
r
i
x
 

c
h
r
y
s
o
t
h
r
i
x
 

カ
ミ

キ
リ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

4
5
4
 

キ
マ

ワ
リ

 
P
l
e
s
i
o
p
h
t
h
a
l
m
u
s
 
n
i
g
r
o
c
y
a
n
e
u
s
 

ゴ
ミ

ム
シ

ダ
マ

シ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
 

 
 

 
 

幼
虫

：
朽

度
が

進
ん

だ
柔

ら
か

い
朽

木
。

 
 

4
5
5
 

キ
ョ

ウ
ト

ア
オ

ハ
ナ

ム
グ

リ
 

 
P
r
o
t
a
e
t
i
a（

N
i
p
p
o
n
o
p
r
o
t
a
e
t
i
a
）

l
e
n
z
i
 
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
 

 
 

要
注

目
種

 
幼

虫
：

朽
木

・
落

葉
な

ど
腐

植
物

，
成

虫
：

花
蜜

 

4
5
6
 

キ
ン

イ
ロ

ジ
ョ

ウ
カ

イ
 

T
h
e
m
u
s
 
e
p
i
s
c
o
p
a
l
i
s
 

ジ
ョ

ウ
カ

イ
ボ

ン
科

 
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

 
 

 
 

 
幼

虫
：

昆
虫

な
ど

小
動

物
，

成
虫

：
小

型
昆

虫
 

4
5
7
 

ク
ル

ミ
ハ

ム
シ

 
G
a
s
t
r
o
l
i
n
a
 
d
e
p
r
e
s
s
a
 

ハ
ム

シ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
 

 
 

 
 

ク
ル

ミ
科

：
オ

ニ
グ

ル
ミ

，
サ

ワ
グ

ル
ミ

 

4
5
8
 

ク
ロ

ウ
リ

ハ
ム

シ
 

A
u
l
a
c
o
p
h
o
r
a
 
n
i
g
r
i
p
e
n
n
i
s
 

ハ
ム

シ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
 

 
 

 
 

ウ
リ

科
：

カ
ラ

ス
ウ

リ
，

ウ
リ

，
マ

メ
科

：
ダ

イ
ズ

 

4
5
9
 

ク
ロ

カ
ミ

キ
リ

 
S
p
o
n
d
y
l
i
s
 
b
u
p
r
e
s
t
o
i
d
e
s
 

カ
ミ

キ
リ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

 
 

 
 

 
マ

ツ
科

：
マ

ツ
，

ヒ
ノ

キ
科

：
ス

ギ
，

ヒ
ノ

キ
な

ど
の

材
部

 

4
6
0
 

ク
ロ

コ
ガ

ネ
 

H
o
l
o
t
r
i
c
h
i
a
 
k
i
o
t
o
n
e
n
s
i
s
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
 

 
 

 
 

幼
虫

：
草

木
・

樹
木

の
根

，
成

虫
：

ブ
ナ

科
：

ク
ヌ

ギ
な

ど
広

葉
樹

の
葉

 

4
6
1
 

ク
ロ

ツ
ヤ

ハ
ダ

コ
メ

ツ
キ

 
H
e
m
i
c
r
e
p
i
d
i
u
s
 
s
e
c
e
s
s
u
s
 

コ
メ

ツ
キ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

 
 

 
 

 
幼

虫
：

腐
葉

土
，

木
の

腐
腐

物
 

4
6
2
 

ク
ロ

ツ
ヤ

ヒ
ゲ

ナ
ガ

ハ
ナ

ノ
ミ

 
A
n
c
h
y
c
t
e
i
s
 
m
o
n
t
i
c
o
l
a
 

ナ
ガ

ハ
ナ

ノ
ミ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

 
 

 
 

 
未

知
 

4
6
3
 

ク
ロ

ナ
ガ

オ
サ

ム
シ

 
C
a
r
a
b
u
s
 
p
r
o
c
e
r
u
l
u
s
 

オ
サ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

 
 

 
 

 
ミ

ミ
ズ

、
ケ

バ
エ

，
ガ

の
幼

虫
，

カ
タ

ツ
ム

リ
，

落
ち

葉
 

4
6
4
 

ク
ロ

ハ
ナ

コ
メ

ツ
キ

 
C
a
r
d
i
o
p
h
o
r
u
s
 
p
i
n
g
u
i
s
 

コ
メ

ツ
キ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

 
 

 
 

 
成

虫
：

柑
橘

類
・

ア
ザ

ミ
の

花
粉

・
新

芽
の

分
泌

液
、

ア
カ

メ
ガ

シ
ワ

の
葉

の
蜜

腺
、

ア
ブ

ラ
ム

シ
の

甘
露

 

4
6
5
 

ケ
ブ

カ
ト

ゲ
ア

シ
ヒ

ゲ
ボ

ソ
ゾ

ウ
ム

シ
 

P
h
y
l
l
o
b
i
u
s
 

（
O
d
o
n
t
o
p
h
y
l
l
o
b
i
u
s
）

a
r
m
a
t
u
s
 

ゾ
ウ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

 
 

 
 

 
コ

ナ
ラ

 

4
6
6
 

ゲ
ン

ジ
ボ

タ
ル

 
 
L
u
c
i
o
l
a
 
c
r
u
c
i
a
t
a
 

ホ
タ

ル
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
 

 
 

 
 

幼
虫

：
カ

ワ
ニ

ナ
科

：
巻

貝
の

カ
ワ

ニ
ナ

 

4
6
7
 

コ
ア

オ
ハ

ナ
ム

グ
リ

 
O
x
y
c
e
t
o
n
i
a
 
j
u
c
u
n
d
a
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
 

 
 

 
 

幼
虫

：
腐

植
物

，
成

虫
：

マ
ツ

科
 

4
6
8
 

コ
ウ

ヤ
ホ

ソ
ハ

ナ
カ

ミ
キ

リ
 

S
t
r
a
n
g
a
l
i
a
 
k
o
y
a
e
n
s
i
s
 

カ
ミ

キ
リ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

4
6
9
 

コ
ク

ロ
ナ

ガ
オ

サ
ム

シ
 

C
a
r
a
b
u
s
 
a
r
b
o
r
e
u
s
 

オ
サ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

 
 

 
 

 
ミ

ミ
ズ

、
ケ

バ
エ

，
ガ

の
幼

虫
，

カ
タ

ツ
ム

リ
，

落
ち

葉
 

4
7
0
 

コ
ク

ワ
ガ

タ
 

D
o
r
c
u
s
 
r
e
c
t
u
s
 

ク
ワ

ガ
タ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

 
 

 
 

 
 

4
7
1
 

コ
ニ

ワ
ハ

ン
ミ

ョ
ウ

 
C
i
c
i
n
d
e
l
a
 
t
r
a
n
s
b
a
i
c
a
l
i
c
a
 

ハ
ン

ミ
ョ

ウ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
 

 
 

 
 

成
虫

：
昆

虫
類

，
昆

虫
の

死
骸

，
幼

虫
：

地
面

に
穴

を
作

り
、

近
づ

い
た

ア
リ

な
ど

を
穴

か
ら

捕
食

 

4
7
2
 

コ
フ

キ
コ

ガ
ネ

 
M
e
l
o
l
o
n
t
h
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

 
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

 
 

 
 

 

幼
虫

：
ブ

ナ
科

：
ク

ヌ
ギ

､
コ

ナ
ラ

､
ミ

ズ
ナ

ラ
，

カ
シ

類
､
シ

イ
類

､
バ

ラ
科

：
サ

ク
ラ

類
､
ア

サ
科
：
エ

ノ
キ

､
ニ

レ
科
：
ケ

ヤ
キ

な
ど

の
広

葉
樹

の
根

，
成

虫
：

ブ
ナ

科
コ

ナ
ラ

属
：

ク
ヌ

ギ
､
コ

ナ
ラ

､
ミ

ズ
ナ

ラ
，

カ
シ

類
､
ク

リ
な

ど
の

広
葉

樹
の

葉
 

4
7
3
 

コ
ブ

ヒ
ゲ

ボ
ソ

ゾ
ウ

ム
シ

 
P
h
y
l
l
o
b
i
u
s
 

（
N
i
p
p
o
n
o
p
h
y
l
l
o
b
i
u
s
）

p
i
c
i
p
e
s
 
 

ゾ
ウ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

 
 

 
 

 
幼

虫
：

 
食

植
性

/
根

｡
各

種
広

葉
樹

の
髭

根
を

食
べ

る
｡
 

成
虫

：
 
食

植
性

/
葉

｡
広

食
性

｡
各

種
広

葉
樹

｡
 

4
7
4
 

ゴ
ミ

ム
シ

ダ
マ

シ
科

の
一

種
s
p
.
1
 

T
e
n
e
b
r
i
o
n
i
d
a
e
 
s
p
.
1
 

ゴ
ミ

ム
シ

ダ
マ

シ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
 

 
 

 
 

腐
植

物
、

菌
類

ま
た

は
地

衣
類

や
コ

ケ
な

ど
を

食
す

る
も

の
が

多
い

。
 

4
7
5
 

コ
メ

ツ
キ

ダ
マ

シ
科

の
一

種
 

E
u
c
n
e
m
i
d
a
e
 
s
p
.
 

コ
メ

ツ
キ

ダ
マ

シ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
 

 
 

 
 

 
 

4
7
6
 

ジ
ョ

ウ
カ

イ
ボ

ン
 

L
y
c
o
c
e
r
u
s
 
s
u
t
u
r
e
l
l
u
s
 

ジ
ョ

ウ
カ

イ
ボ

ン
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
 

 
 

 
 

 
 

4
7
7
 

シ
ラ

ホ
シ

カ
ミ

キ
リ

 
G
l
e
n
e
a
 
r
e
l
i
c
t
a
 
r
e
l
i
c
t
a
 

カ
ミ

キ
リ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

 
 

 
 

 
幼

虫
：
広

葉
樹

の
材

部
：
ク

ル
ミ

科
：

サ
ワ

グ
ル

ミ
、
オ

ニ
グ

ル
な

ど
，
成

虫
：

植
物

の
葉

・
蜜

，
ア

ジ
サ

イ
類

（
タ

マ
ア

ジ
サ

イ
）

，
ガ

マ
ズ

ミ
類

（
ス

イ
カ

76



7
7
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

ズ
ラ

科
）

，
ブ

ド
ウ

科
（

ノ
ブ

ド
ウ

）
、

マ
タ

タ
ビ

科
（

サ
ル

ナ
シ

）
な

ど
の

広
葉

樹
の

葉
脈

と
そ

の
近

く
を

線
状

に
食

べ
る

 

4
7
8
 

シ
リ

ナ
ガ

カ
ミ

キ
リ

モ
ド

キ
（

シ
ロ

ナ
ガ

カ
マ

キ
リ

モ
ド

キ
?
）

X
a
n
t
h
o
c
h
r
o
a
 
c
a
u
d
a
t
a
 

カ
ミ

キ
リ

モ
ド

キ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

幼
虫

：
針

葉
樹

の
朽

木
，

成
虫

：
花

蜜
 

4
7
9
 

シ
ロ

コ
ブ

ゾ
ウ

ム
シ

E
p
i
s
o
m
u
s
 
t
u
r
r
i
t
u
s
 
t
u
r
r
i
t
u
s
 

ゾ
ウ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

マ
メ

科
：

ク
ズ

，
ハ

ギ
，

ニ
セ

ア
カ

シ
ア

，
フ

ジ

4
8
0
 

ス
ジ

コ
ガ

ネ
A
n
o
m
a
l
a
 
t
e
s
t
a
c
e
i
p
e
s
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

4
8
1
 

セ
マ

ダ
ラ

コ
ガ

ネ
A
n
o
m
a
l
a
 
o
r
i
e
n
t
a
l
i
s
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

幼
虫

：
草

木
の

根
，

成
虫

：
イ

ネ
科

：
シ

バ
類

，
タ

デ
科

：
イ

タ
ド

リ
な

ど
の

葉
 

4
8
2
 

セ
ン

チ
コ

ガ
ネ

P
h
e
l
o
t
r
u
p
e
s
 
l
a
e
v
i
s
t
r
i
a
t
u
s
 

セ
ン

チ
コ

ガ
ネ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目

4
8
3
 

タ
ケ

ト
ラ

カ
ミ

キ
リ

C
h
l
o
r
o
p
h
o
r
u
s
 
a
n
n
u
l
a
r
i
s
 

カ
ミ

キ
リ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
：

イ
ネ

科
：

タ
ケ

類
（

マ
ダ

ケ
，

モ
ウ

ソ
ウ

ダ
ケ

）
の

材
部

，
成

虫
：

池
か

：
タ

ケ
類

 

4
8
4
 

タ
マ

ゴ
ゾ

ウ
ム

シ
D
y
s
c
e
r
u
s
 
o
r
i
e
n
t
a
l
i
s
 

ゾ
ウ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

キ
ク

科
：

ア
ザ

ミ

4
8
5
 

ツ
ヤ

コ
ガ

ネ
A
n
o
m
a
l
a
 
l
u
c
e
n
s
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

4
8
6
 

ド
ウ

ガ
ネ

ブ
イ

ブ
イ

 
A
n
o
m
a
l
a
 
c
u
p
r
e
a
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

幼
虫

：
草

木
の

根
，
成

虫
：

ブ
ド

ウ
科

：
ブ

ド
ウ

，
バ

ラ
科

：
ウ

メ
，
イ

チ
ゴ

，
マ

メ
科

：
エ

ダ
マ

メ
、
サ

ヤ
イ

ン
ゲ

ン
、

ヒ
ル

ガ
オ

科
：

サ
ツ

マ
イ

モ
な

ど
の

葉
・

花
弁

4
8
7
 

ト
ゲ

ヒ
ゲ

ト
ラ

カ
ミ

キ
リ

D
e
m
o
n
a
x
 
t
r
a
n
s
i
l
i
s
 

カ
ミ

キ
リ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目

4
8
8
 

ト
ホ

シ
テ

ン
ト

ウ
E
p
i
l
a
c
h
n
a
 
a
d
m
i
r
a
b
i
l
i
s
 

テ
ン

ト
ウ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
・

成
虫

：
ウ

リ
科

：
ア

マ
チ

ャ
ズ

ル
，

カ
ラ

ス
ウ

リ
 

4
8
9
 

ナ
ガ

チ
ャ

コ
ガ

ネ
H
e
p
t
o
p
h
y
l
l
a
 
p
i
c
e
a
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

幼
虫

：
イ

チ
イ

科
：

イ
チ

イ
な

ど
針

葉
樹

，
ツ

ツ
ジ

科
：

ツ
ツ

ジ
な

ど
落

葉
樹

の
な

ど
草

木
の

根
，

成
虫

：
広

葉
樹

の
葉

 

4
9
0
 

ナ
ナ

ホ
シ

テ
ン

ト
ウ

C
o
c
c
i
n
e
l
l
a
 
s
e
p
t
e
m
p
u
n
c
t
a
t
a
 

テ
ン

ト
ウ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
ア

ブ
ラ

ム
シ

類
や

ハ
ダ

ニ
類

な
の

ど
小

動
物

4
9
1
 

ナ
ミ

テ
ン

ト
ウ

H
a
r
m
o
n
i
a
 
a
x
y
r
i
d
i
s
 

テ
ン

ト
ウ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
・

成
虫

：
ア

ブ
ラ

ム
シ

類
 

4
9
2
 

ナ
ラ

ル
リ

オ
ト

シ
ブ

ミ
E
u
o
p
s
 
k
o
n
o
i
 

オ
ト

シ
ブ

ミ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

ク
ヌ

ギ
、

コ
ナ

ラ
、

カ
シ

ワ

4
9
3
 

ニ
ジ

ュ
ウ

ヤ
ホ

シ
テ

ン
ト

ウ
H
e
n
o
s
e
p
i
l
a
c
h
n
a
 

v
i
g
i
n
t
i
o
c
t
o
p
u
n
c
t
a
t
a
 

テ
ン

ト
ウ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
・

成
虫

：
ナ

ス
科

：
ジ

ャ
ガ

イ
モ

，
ナ

ス
，

ウ
リ

科
：

ニ
ガ

ウ
リ

 

4
9
4
 

ヌ
ノ

ビ
キ

オ
サ

ム
シ

C
a
r
a
b
u
s
 

i
w
a
w
a
k
i
a
n
u
s
 

n
a
r
u
k
a
w
a
i
 

オ
サ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目

4
9
5
 

ノ
コ

ギ
リ

カ
ミ

キ
リ

P
r
i
o
n
u
s
 
i
n
s
u
l
a
r
i
s
 
i
n
s
u
l
a
r
i
s
 

カ
ミ

キ
リ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
：

マ
ツ

類
・

ス
ギ

な
ど

針
葉

樹
の

切
株

・
根

，
成

虫
：

樹
皮

や
樹

液
 

4
9
6
 

ハ
ス

ジ
カ

ツ
オ

ゾ
ウ

ム
シ

L
i
x
u
s
 
a
c
u
t
i
p
e
n
n
i
s
 

ゾ
ウ

ム
シ

科
 

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

キ
ク

科
：

キ
ク

類
，

ヨ
モ

ギ
，

ア
ザ

ミ

4
9
7
 

ハ
ン

ミ
ョ

ウ
C
i
c
i
n
d
e
l
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

オ
サ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
昆

虫
類

 

4
9
8
 

ヒ
ガ

シ
マ

ル
ム

ネ
ジ

ョ
ウ

カ
イ

P
r
o
t
h
e
m
u
s
 
r
e
i
n
i
i
 

ジ
ョ

ウ
カ

イ
ボ

ン
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
小

型
昆

虫
な

ど
 

4
9
9
 

ヒ
メ

オ
サ

ム
シ

C
a
r
a
b
u
s
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 

オ
サ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
ミ

ミ
ズ

、
ケ

バ
エ

，
ガ

の
幼

虫
，

カ
タ

ツ
ム

リ
，

落
ち

葉

5
0
0
 

ヒ
メ

ク
ロ

オ
ト

シ
ブ

ミ
A
p
o
d
e
r
u
s
 
e
r
y
t
h
r
o
g
a
s
t
e
r
 

オ
ト

シ
ブ

ミ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

ブ
ナ

科
：

ク
ヌ

ギ
・

コ
ナ

ラ
、

、
バ

ラ
科

：
バ

ラ
・

フ
ジ

 

5
0
1
 

ヒ
メ

コ
ガ

ネ
A
n
o
m
a
l
a
 
r
u
f
o
c
u
p
r
e
a
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

幼
虫

：
地

中
で

植
物

（
芝

や
農

作
物

）
の

根
，

成
虫

：
マ

メ
類

、
ブ

ド
ウ

、
ク

リ
な

ど
の

葉

5
0
2
 

ヒ
メ

コ
ブ

オ
ト

シ
ブ

ミ
P
h
y
m
a
t
a
p
o
d
e
r
u
s
 
p
a
v
e
n
s
 

オ
ト

シ
ブ

ミ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

イ
ラ

ク
サ

科
：

カ
ラ

ム
シ

，
コ

ア
カ

ソ

5
0
3
 

ヒ
メ

ス
ジ

コ
ガ

ネ
M
i
m
e
l
a
 
f
l
a
v
i
l
a
b
r
i
s
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

幼
虫

：
草

木
の

根
，

成
虫

：
タ

デ
科

：
イ

タ
ド

リ
，

ブ
ド

ウ
科

：
ノ

ブ
ド

ウ
，

ハ
ン

ノ
キ

科
：

ヤ
マ

ハ
ン

ノ
キ

な
ど

の
広

葉
樹

の
葉

5
0
4
 

ヒ
メ

ト
ラ

ハ
ナ

ム
グ

リ
L
a
s
i
o
t
r
i
c
h
i
u
s
 
s
u
c
c
i
n
c
t
u
s
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

成
虫

：
蜜

・
花

粉
、

幼
虫

：
朽

ち
木

 

5
0
5
 

ヒ
メ

ヒ
ゲ

ナ
ガ

カ
ミ

キ
リ

M
o
n
o
c
h
a
m
u
s
 
s
u
b
f
a
s
c
i
a
t
u
s
 

カ
ミ

キ
リ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目

5
0
6
 

ヒ
メ

ビ
ロ

ウ
ド

コ
ガ

ネ
M
a
l
a
d
e
r
a
 
o
r
i
e
n
t
a
l
i
s
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

幼
虫

：
草

木
の

根
，
成

虫
：

キ
ク

科
：

タ
ン

ポ
ポ

類
､
ハ

ル
ジ

オ
ン

､
ヒ

メ
ジ

ョ
オ

ン
､
マ

メ
科

：
カ

ラ
ス

ノ
エ

ン
ド

ウ
多

科
の

花
粉

・
葉

5
0
7
 

フ
タ

モ
ン

サ
ビ

カ
ミ

キ
リ

R
o
p
i
c
a
 
c
a
e
n
o
s
a
 

カ
ミ

キ
リ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
ク

ワ
科

：
ア

コ
ウ

・
ガ

ジ
ュ

マ
ル

・
シ

マ
グ

ワ
、

ト
ウ

ダ
イ

グ
サ

科
：

ア
カ

メ
ガ

シ
ワ

5
0
8
 

ブ
ト

ウ
ハ

マ
キ

チ
ョ

ッ
キ

リ
 

A
s
p
i
d
o
b
y
c
t
i
s
c
u
s
 
l
a
c
u
n
i
p
e
n
n
i
s
 

オ
ト

シ
ブ

ミ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

ブ
ド

ウ
科

：
ブ

ド
ウ

，
エ

ビ
ヅ

ル
 

5
0
9
 

ヘ
イ

ケ
ボ

タ
ル

A
q
u
a
t
i
c
a
 
l
a
t
e
r
a
l
i
s
 

ホ
タ

ル
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

要
注

目
種

 
モ

ノ
ア

ラ
ガ

イ
科

：
モ

ノ
ア

ラ
ガ

イ

77



7
8
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

5
1
0
 

ヘ
リ

グ
ロ

リ
ン

ゴ
カ

ミ
キ

リ
N
u
p
s
e
r
h
a
 
m
a
r
g
i
n
e
l
l
a
 

カ
ミ

キ
リ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
：

キ
ク

科
な

ど
の

茎
：

ヨ
モ

ギ
類

、
ア

ザ
ミ

類
，

ヒ
ヨ

ド
リ

バ
ナ

成
虫

：
キ

ク
科

の
葉

：
ア

ザ
ミ

類

5
1
1
 

ホ
ソ

カ
ッ

コ
ウ

ム
シ

P
r
o
p
y
l
e
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

カ
ッ

コ
ウ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
：
朽

ち
木

内
に

穿
孔

し
て

住
み

、
朽

木
の

中
に

い
る

他
の

甲
虫

の
幼

虫
を

捕
食

す
る

と
考

え
ら

れ
る

。
成

虫
：

朽
木

、
花

、
キ

ノ
コ

な
ど

に
い

る
小

昆
虫

を
捕

食
す

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

5
1
2
 

ホ
タ

ル
モ

ド
キ

亜
科

の
一

種
D
r
i
l
o
n
i
u
s
 
s
p
.
1
 

ホ
タ

ル
モ

ド
キ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
未

知
 

5
1
3
 

マ
イ

マ
イ

カ
ブ

リ
D
a
m
a
s
t
e
r
 
b
l
a
p
t
o
i
d
e
s
 

オ
サ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目

5
1
4
 

マ
メ

コ
ガ

ネ
P
o
p
i
l
l
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

マ
メ

科
：

ク
ズ

･
ダ

イ
ズ

、
ブ

ナ
科

：
ク

ヌ
ギ

･
ア

ベ
マ

キ
･
コ

ナ
ラ

、
ヤ

ナ
ギ

科
：

シ
ダ

レ
ヤ

ナ
ギ

5
1
5
 

マ
ル

ガ
タ

ビ
ロ

ウ
ド

コ
ガ

ネ
M
a
l
a
d
e
r
a
 
s
e
c
r
e
t
a
 

コ
ガ

ネ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

成
虫

：
草

木
の

葉
，

幼
虫

：
芝

生
の

根
 

5
1
6
 

マ
ル

ム
ネ

ジ
ョ

ウ
カ

イ
P
r
o
t
h
e
m
u
s
 
c
i
u
s
i
a
n
u
s
 

ジ
ョ

ウ
カ

イ
ボ

ン
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
：

昆
虫

な
ど

小
動

物
，

成
虫

：
小

型
昆

虫
 

5
1
7
 

ミ
ヤ

マ
カ

ミ
キ

リ
M
a
l
l
a
m
b
y
x
 
r
a
d
d
e
i
 

カ
ミ

キ
リ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
：

ブ
ナ

科
・

ク
ワ

科
：

コ
ナ

ラ
、

ク
ヌ

ギ
、

イ
チ

ジ
ク

な
ど

の
生

木
，

成
虫

：
ブ

ナ
科

：
ク

ヌ
ギ

、
コ

ナ
ラ

な
ど

の
樹

液
 

5
1
8
 

ミ
ヤ

マ
ク

ワ
ガ

タ
L
u
c
a
n
u
s
 
m
a
c
u
l
i
f
e
m
o
r
a
t
u
s
 

ク
ワ

ガ
タ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
：

広
葉

樹
の

朽
木

，
成

虫
：

ブ
ナ

科
：

ク
ヌ

ギ
、

コ
ナ

ラ
，

ミ
ズ

ナ
ラ

、
ヤ

ナ
ギ

科
：

ヤ
ナ

ギ
，
ニ

レ
科

：
ハ

ル
ニ

レ
，
ム

ク
ロ

ジ
科

：
イ

タ
ヤ

カ
エ

デ
，

カ
バ

ノ
キ

科
：

シ
ラ

カ
バ

な
ど

の
樹

液

5
1
9
 

ム
ネ

ア
カ

ク
ロ

ジ
ョ

ウ
カ

イ
C
a
n
t
h
a
r
i
s
 
a
d
u
s
t
i
c
o
l
l
i
s
 

ジ
ョ

ウ
カ

イ
ボ

ン
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
小

昆
虫

 

5
2
0
 

ム
ネ

ク
リ

イ
ロ

ボ
タ

ル
C
y
p
h
o
n
o
c
e
r
u
s
 
r
u
f
i
c
o
l
l
i
s
 

ホ
タ

ル
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

5
2
1
 

ヤ
コ

ン
オ

サ
ム

シ
C
a
r
a
b
u
s
 
y
a
c
o
n
i
n
u
s
 
y
a
c
o
n
i
n
u
s
 

オ
サ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目

5
2
2
 

ヤ
マ

イ
モ

ハ
ム

シ
L
e
m
a
 
h
o
n
o
r
a
t
a
 

ハ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

ヤ
マ

ノ
イ

モ
科

：
ヤ

マ
ノ

イ
モ

，
オ

ニ
ド

コ
ロ

5
2
3
 

ヤ
マ

サ
ン

オ
サ

ム
シ

C
a
r
a
b
u
s
 
m
a
i
y
a
s
a
n
u
s
 

オ
サ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目

5
2
4
 

ヤ
マ

ト
ア

ザ
ミ

テ
ン

ト
ウ

（
コ

ブ
オ

オ
ニ

ジ
ュ

ウ
ヤ

ホ
シ

テ
ン

ト
ウ

）
E
p
i
l
a
c
h
n
a
 
n
i
p
o
n
i
c
a
 

テ
ン

ト
ウ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
幼

虫
・

成
虫

：
キ

ク
科

：
ア

ザ
ミ

類
 

5
2
5
 

ヤ
マ

ト
オ

サ
ム

シ
C
a
r
a
b
u
s
 
y
a
m
a
t
o
 

オ
サ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目

5
2
6
 

ヤ
マ

ト
オ

サ
ム

シ
ダ

マ
シ

B
l
a
p
s
 
j
a
p
o
n
e
n
s
i
s
 

ゴ
ミ

ム
シ

ダ
マ

シ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
N
T
 

要
注

目
種

 
米

糠
・

野
菜

 

5
2
7
 

ヨ
ツ

ス
ジ

ハ
ナ

カ
ミ

キ
リ

L
e
p
t
u
r
a
 

o
c
h
r
a
c
e
o
f
a
s
c
i
a
t
a
 

o
c
h
r
a
c
e
o
f
a
s
c
i
a
t
a
 

カ
ミ

キ
リ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
成

虫
は

樹
液

・
花

粉
、

幼
虫

は
針

葉
樹

の
倒

木
（

朽
木

）
 

5
2
8
 

ヨ
ツ

ボ
シ

ハ
ム

シ
P
a
r
i
d
a
e
 
q
u
a
d
r
i
p
l
a
g
i
a
t
a
 

ハ
ム

シ
科

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

ウ
リ

科
：

カ
ラ

ス
ウ

リ

5
2
9
 

リ
ン

ゴ
カ

ミ
キ

リ
O
b
e
r
e
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

カ
ミ

キ
リ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
バ

ラ
科

：
ソ

メ
イ

ヨ
シ

ノ
、

ヤ
マ

ザ
ク

ラ
、

ナ
シ

 

5
3
0
 

ル
リ

カ
ミ

キ
リ

B
a
c
c
h
i
s
a
 （

B
a
c
c
h
i
s
a
）
f
o
r
t
u
n
e
i
 

j
a
p
o
n
i
c
a
 

カ
ミ

キ
リ

ム
シ

科
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
バ

ラ
科

各
種

の
生

木
：

ナ
シ

，
カ

マ
ツ

カ
，

ボ
ケ

、
ヒ

メ
リ

ン
ゴ

 

5
3
1
 

ル
リ

ツ
ヤ

ヒ
メ

キ
マ

ワ
リ

モ
ド

キ
S
i
m
a
l
u
r
a
 
c
o
e
r
u
l
e
a
 

ゴ
ミ

ム
シ

ダ
マ

シ
科

 
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目

5
3
2
 

オ
オ

ス
ズ

メ
バ

チ
V
e
s
p
a
 
m
a
n
d
a
r
i
n
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ス
ズ

メ
バ

チ
科

ハ
チ

目

幼
虫

：
動

物
食
（

成
虫

か
ら

与
え

ら
れ

る
噛

み
砕

い
た

昆
虫

類
、
ク

モ
類

、
カ

エ
ル

・
ヘ

ビ
な

ど
死

体
）

成
虫

：
ク

ヌ
ギ

、
コ

ナ
ラ

、
ア

ベ
マ

キ
な

ど
の

樹
液

、
カ

キ
、

ブ
ド

ウ
な

ど
の

熟
果

な
ど

。

5
3
3
 

キ
イ

ロ
ス

ズ
メ

バ
チ

V
e
s
p
a
 
s
i
m
i
l
i
m
a
 
x
a
n
t
h
o
p
t
e
r
a
 

ス
ズ

メ
バ

チ
科

ハ
チ

目

幼
虫

：
動

物
食
（

成
虫

か
ら

与
え

ら
れ

る
噛

み
砕

い
た

昆
虫

類
、
ク

モ
類

、
カ

エ
ル

・
ヘ

ビ
な

ど
死

体
）

成
虫

：
ク

ヌ
ギ

、
コ

ナ
ラ

、
ア

ベ
マ

キ
な

ど
の

樹
液

、
カ

キ
、

ブ
ド

ウ
な

ど
の

熟
果

な
ど

。

5
3
4
 

ク
ロ

ス
ズ

メ
バ

チ
V
e
s
p
u
l
a
 
f
l
a
v
i
c
e
p
s
 

ス
ズ

メ
バ

チ
科

ハ
チ

目
幼

虫
：

成
虫

が
鱗

翅
目

の
幼

虫
、
ハ

エ
、
ア

ブ
な

ど
の

小
型

の
昆

虫
や

ク
モ

な
ど

を
狩

り
与

え
る

。
 

5
3
5
 

コ
ガ

タ
ス

ズ
メ

バ
チ

V
e
s
p
a
 
a
n
a
l
i
s
 

ス
ズ

メ
バ

チ
科

ハ
チ

目
ハ

エ
目

：
ハ

エ
，

ア
ブ

，
ハ

チ
目

：
ア

シ
ナ

ガ
バ

チ
類

，
コ

ガ
ネ

ム
シ

類
の

小
型

甲
虫

，
チ

ョ
ウ

目
：

幼
虫

，
ク

モ
類

5
3
6
 

ヒ
メ

ス
ズ

メ
バ

チ
V
e
s
p
a
 
d
u
c
a
l
i
s
 

ス
ズ

メ
バ

チ
科

ハ
チ

目
ア

シ
ナ

ガ
バ

チ
類

の
幼

虫
・

蛹

5
3
7
 

キ
ボ

シ
ア

シ
ナ

ガ
バ

チ
P
o
l
i
s
t
e
s
 
n
i
p
p
o
n
e
n
s
i
s
 

ス
ズ

メ
バ

チ
科

ハ
チ

目
幼

虫
：

チ
ョ

ウ
目

，
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
：

ハ
ム

シ
の

幼
虫

 

5
3
8
 

コ
ア

シ
ナ

ガ
バ

チ
P
o
l
i
s
t
e
s
 
s
n
e
l
l
e
n
i
 

ス
ズ

メ
バ

チ
科

ハ
チ

目
幼

虫
：

チ
ョ

ウ
目

，
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
：

ハ
ム

シ
の

幼
虫
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7
9
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

5
3
9
 

ム
モ

ン
ホ

ソ
ア

シ
ナ

ガ
バ

チ
P
a
r
a
p
o
l
y
b
i
a
 
i
n
d
i
c
a
 

ス
ズ

メ
バ

チ
科

ハ
チ

目
幼

虫
：

チ
ョ

ウ
目

，
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
：

ハ
ム

シ
の

幼
虫

 

5
4
0
 

ヤ
マ

ト
ア

シ
ナ

ガ
バ

チ
P
o
l
i
s
t
e
s
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 

ス
ズ

メ
バ

チ
科

ハ
チ

目
D
D
 

幼
虫

：
チ

ョ
ウ

目
，

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

：
ハ

ム
シ

の
幼

虫
 

5
4
1
 

オ
オ

フ
タ

オ
ビ

ド
ロ

バ
チ

A
n
t
e
r
h
y
n
c
h
i
u
m
 

f
l
a
v
o
m
a
r
g
i
n
a
t
u
m
 

ス
ズ

メ
バ

チ
科

ハ
チ

目
幼

虫
：

チ
ョ

ウ
目

：
ハ

マ
キ

ガ
科

，
ツ

ト
ガ

科
，

コ
ウ

チ
ュ

ウ
目

：
ハ

ム
シ

の
幼

虫
 

5
4
2
 

ス
ズ

バ
チ

E
u
m
e
n
e
s
 
d
e
c
o
r
a
t
a
 

ス
ズ

メ
バ

チ
科

ハ
チ

目
昆

虫
類

 

5
4
3
 

ミ
カ

ド
ト

ッ
ク

リ
バ

チ
E
u
m
e
n
e
s
 
m
i
c
a
d
o
 

ス
ズ

メ
バ

チ
科

ハ
チ

目
幼

虫
：

チ
ョ

ウ
目

，
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
：

ハ
ム

シ
の

幼
虫

 

5
4
4
 

ヤ
マ

ト
ハ

ム
シ

ド
ロ

バ
チ

S
y
m
m
o
r
p
h
u
s
 
a
p
i
c
i
o
r
n
a
t
u
s
 

ス
ズ

メ
バ

チ
科

ハ
チ

目
幼

虫
：

ハ
ム

シ
科

：
フ

ジ
ハ

ム
シ

の
幼

虫
 

5
4
5
 

ニ
ホ

ン
ミ

ツ
バ

チ
A
p
i
s
 
c
e
r
a
n
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ミ
ツ

バ
チ

科
ハ

チ
目

各
種

の
花

蜜
と

花
粉

 

5
4
6
 

オ
オ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

B
o
m
b
u
s
 
h
y
p
o
c
r
i
t
a
 

ミ
ツ

バ
チ

科
ハ

チ
目

各
種

の
花

粉
・

蜜
 

5
4
7
 

ク
ロ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

B
o
m
b
u
s
 
i
g
n
i
t
u
s
 

ミ
ツ

バ
チ

科
ハ

チ
目

N
T
 

希
少

種
 

成
虫

：
各

種
花

蜜
 

5
4
8
 

ト
ラ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

B
o
m
b
u
s
 
d
i
v
e
r
s
u
s
 

ミ
ツ

バ
チ

科
ハ

チ
目

各
種

の
花

蜜
・

花
粉

 

5
4
9
 

ヤ
ヨ

イ
ヒ

メ
ハ

ナ
バ

チ
A
n
d
r
e
n
a
 
h
e
b
e
s
 

ミ
ツ

バ
チ

科
ハ

チ
目

成
虫

：
ア

ブ
ラ

ナ
科

：
ハ

コ
ベ

、
オ

オ
バ

コ
科

：
オ

オ
イ

ヌ
ノ

フ
グ

リ
（

花
）
 

5
5
0
 

ク
マ

バ
チ

X
y
l
o
c
o
p
a
 
L
a
t
r
e
i
l
l
e
 

ミ
ツ

バ
チ

科
ハ

チ
目

5
5
1
 

ア
メ

バ
チ

亜
科

の
一

種
 
s
p
.
1

O
p
h
i
o
n
i
n
a
e
 
s
p
.
1
 

ヒ
メ

バ
チ

科
ハ

チ
目

メ
ス

成
虫

が
膜

翅
目

、
甲

虫
目

、
鱗

翅
目

、
双

翅
目

な
ど

の
幼

虫
・

蛹
、

ク
モ

の
成

体
や

卵
囊

な
ど

に
産

卵
し

、
幼

虫
は

そ
れ

ら
に

捕
食

寄
生

。

5
5
2
 

コ
ン

ボ
ウ

ア
メ

バ
チ

H
a
b
r
o
n
y
x
 
i
n
s
i
d
i
a
t
o
r
 

ヒ
メ

バ
チ

科
ハ

チ
目

ヤ
マ

マ
ユ

ガ
科

：
ヤ

ヤ
ヤ

ユ
，

ク
ス

サ
ン

な
ど

の
幼

虫
に

寄
生

5
5
3
 

ヒ
メ

バ
チ

科
の

一
種

s
p
.
1
 

I
c
h
n
e
u
m
o
n
i
d
a
e
 
s
p
.
1
 

ヒ
メ

バ
チ

科
ハ

チ
目

鱗
翅

目
幼

虫
・

蛹
な

ど
 

5
5
4
 

ヒ
メ

バ
チ

科
の

一
種

s
p
.
2
 

I
c
h
n
e
u
m
o
n
i
d
a
e
 
s
p
.
2
 

ヒ
メ

バ
チ

科
ハ

チ
目

鱗
翅

目
幼

虫
・

蛹
な

ど
 

5
5
5
 

ベ
ッ

コ
ウ

ア
メ

バ
チ

モ
ド

キ
 

H
a
b
r
o
n
y
x
 
i
n
s
i
d
i
a
t
o
r
 

ヒ
メ

バ
チ

科
ハ

チ
目

ヤ
マ

マ
ユ

ガ
科

：
ヤ

ヤ
ヤ

ユ
な

ど
の

幼
虫

に
寄

生

5
5
6
 

ム
ラ

サ
キ

メ
ン

ガ
タ

ヒ
メ

バ
チ

 
M
e
t
o
p
i
u
s
 

（
C
e
r
a
t
o
p
i
u
s

）
c
i
t
r
a
t
u
s
 

ヒ
メ

バ
チ

科
ハ

チ
目

成
虫

：
花

蜜
，

花
粉

 

5
5
7
 

ハ
ラ

ナ
ガ

ツ
チ

バ
チ

M
e
g
a
c
a
m
p
s
o
m
e
r
i
s
 
s
c
h
u
l
t
h
e
s
s
i
 

ツ
チ

バ
チ

科
ハ

チ
目

幼
虫

：
コ

ガ
ネ

ム
シ

類
の

幼
虫

，
成

虫
：

花
粉

，
花

蜜
 

5
5
8
 

オ
オ

ハ
キ

リ
バ

チ
M
e
g
a
c
h
i
l
e
 
s
c
u
l
p
t
u
r
a
l
i
s
 

ハ
キ

リ
バ

チ
科

ハ
チ

目
マ

メ
科

：
ク

ズ
，

キ
ク

科
：

ア
ザ

ミ
，

ア
オ

イ
科

：
ア

オ
ギ

リ
，

ミ
カ

ン
科

：
カ

ラ
ス

ザ
ン

シ
ョ

ウ
，
モ

ク
セ

イ
科

：
ト

ウ
ネ

ズ
ミ

モ
チ

な
ど

の
花

粉
・

花
蜜

な
ど

5
5
9
 

ツ
ル

ガ
ハ

キ
リ

バ
チ

（
バ

ラ
ハ

キ
リ

バ
チ

モ
ド

キ
）

M
e
g
a
c
h
i
l
e
 
t
s
u
r
u
g
e
n
s
i
s
 

ハ
キ

リ
バ

チ
科

ハ
チ

目
マ

メ
科

：
ハ

ギ

5
6
0
 

オ
オ

モ
ン

ク
ロ

ク
モ

バ
チ

A
n
o
p
l
i
u
s
 
s
a
m
a
r
i
e
n
s
i
s
 

ク
モ

バ
チ

科
ハ

チ
目

成
虫

：
各

種
の

花
蜜

。
幼

虫
：

成
虫

が
ア

シ
ダ

カ
グ

モ
な

ど
の

大
型

の
ク

モ
類

を
狩

っ
て

産
卵

し
、

幼
虫

の
エ

サ
に

す
る

。
穴

を
掘

っ
て

エ
サ

を
埋

め
る

。
 

5
6
1
 

ク
リ

タ
マ

バ
チ

D
r
y
o
c
o
s
m
u
s
 
k
u
r
i
p
h
i
l
u
s
 

タ
マ

バ
チ

科
ハ

チ
目

5
6
2
 

ナ
ラ

ハ
ウ

ラ
シ

ロ
タ

マ
バ

チ
C
y
n
i
p
i
d
a
e
 
s
p
.
 

タ
マ

バ
チ

科
ハ

チ
目

ブ
ナ

科
：

コ
ナ

ラ
，

カ
シ

ワ
 

5
6
3
 

ナ
ラ

ハ
ウ

ラ
シ

ロ
タ

マ
フ

シ
ー

 
タ

マ
バ

チ
科

ハ
チ

目

5
6
4
 

イ
ワ

ガ
ラ

ミ
ハ

バ
チ

 
P
e
r
i
n
e
u
r
a
 
p
i
c
t
i
p
e
n
n
i
s
 

ハ
バ

チ
科

ハ
チ

目
ア

ジ
サ

イ
科

：
イ

ワ
ガ

ラ
ミ

5
6
5
 

サ
ク

ラ
ヒ

ラ
タ

ハ
バ

チ
N
e
u
r
o
t
o
m
a
 
i
r
i
d
e
s
c
e
n
s
 

ハ
バ

チ
科

ハ
チ

目
バ

ラ
科

：
サ

ク
ラ

 

5
6
6
 

ゼ
ン

マ
イ

ハ
バ

チ
 

S
t
r
o
n
g
y
l
o
g
a
s
t
e
r
 
o
s
m
u
n
d
a
e
 

ハ
バ

チ
科

ハ
チ

目
ゼ

ン
マ

イ
科

：
ゼ

ン
マ

イ
 

5
6
7
 

ニ
ホ

ン
カ

ブ
ラ

バ
チ
（

カ
ブ

ラ
ハ

バ
チ

）
A
t
h
a
l
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ハ
バ

チ
科

ハ
チ

目
ア

ブ
ラ

ナ
科

：
ダ

イ
コ

ン
，

ハ
ク

サ
イ

，
カ

ブ
、

キ
ャ

ベ
ツ

な
ど

5
6
8
 

ハ
バ

チ
亜

科
の

一
種

P
e
r
i
n
e
u
r
a
 
 
s
p
.
1

P
e
r
i
n
e
u
r
a
 
 
s
p
.
1
 

ハ
バ

チ
科

ハ
チ

目

5
6
9
 

ハ
バ

チ
科

 
 
 
s
p
.
1
 

T
e
n
t
h
r
e
d
i
n
i
d
a
e
 
s
p
.
1
 

ハ
バ

チ
科

ハ
チ

目

5
7
0
 

ハ
バ

チ
科

 
 
 
s
p
.
2
 

T
e
n
t
h
r
e
d
i
n
i
d
a
e
 
s
p
.
2
 

ハ
バ

チ
科

ハ
チ

目

5
7
1
 

ハ
バ

チ
科

 
 
 
s
p
.
3
 

T
e
n
t
h
r
e
d
i
n
i
d
a
e
 
s
p
.
3
 

ハ
バ

チ
科

ハ
チ

目

5
7
2
 

マ
ル

ハ
バ

チ
B
o
m
b
u
s
 
i
g
n
i
t
u
s
 

ハ
バ

チ
科

ハ
チ

目

5
7
3
 

ル
リ

チ
ュ

ウ
レ

ン
ジ

A
r
g
e
 
s
i
m
i
l
i
s
 

ミ
フ

シ
ハ

バ
チ

科
ハ

チ
目

ツ
ツ

ジ
科

：
サ

ツ
キ

・
ヤ

マ
ツ

ツ
ジ

・
キ

リ
シ

マ
ツ

ツ
ジ

・
オ

オ
ム

ラ
サ

キ
・

リ
ュ

ウ
キ

ュ
ウ

ツ
ツ

ジ
・

ヨ
ド

ガ
ワ

ツ
ツ

ジ

79



8
0
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

5
7
4
 

ク
ロ

オ
オ

ア
リ

C
a
m
p
o
n
o
t
u
s
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 

ア
リ

科
ハ

チ
目

昆
虫

の
死

骸
，

チ
ョ

ウ
目

：
幼

虫
を

捕
食

，
ア

ブ
ラ

ム
シ

類
の

蜜
，

パ
ン

・
菓

子
類

 

5
7
5
 

ク
ロ

ヤ
マ

ア
リ

F
o
r
m
i
c
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ア
リ

科
ハ

チ
目

ア
ブ

ラ
ム

シ
の

甘
露

や
花

の
蜜

、
昆

虫
の

死
骸

、
花

び
ら

や
ツ

ク
シ

の
穂

。

5
7
6
 

ハ
ヤ

シ
ケ

ア
リ

L
a
s
i
u
s
 
h
a
y
a
s
h
i
 

ア
リ

科
ハ

チ
目

ア
ブ

ラ
ム

シ
甘

露
・

昆
虫

類

5
7
7
 

ハ
リ

ブ
ト

シ
リ

ア
ゲ

ア
リ

C
r
e
m
a
t
o
g
a
s
t
e
r
 
m
a
t
s
u
m
u
r
a
i
 

ア
リ

科
ハ

チ
目

キ
マ

ダ
ラ

ル
リ

ツ
バ

メ
，
ム

ラ
サ

キ
ツ

バ
メ

な
ど

シ
ジ

ミ
チ

ョ
ウ

科
，
ア

ブ
ラ

ム
シ

類
，

カ
イ

ガ
ラ

ム
シ

類
の

甘
露

、
植

物
の

花
外

蜜
腺

樹
皮

の
層

間
の

間
隙

や
、

枝
や

幹
の

枯
死

腐
朽

し
た

部
分

に
巣

を
つ

く
る

。

5
7
8
 

ヒ
ゲ

ナ
ガ

ケ
ア

リ
L
a
s
i
u
s
 
p
r
o
d
u
c
t
u
s
 

ア
リ

科
ハ

チ
目

ア
ブ

ラ
ム

シ
の

甘
露

や
花

の
蜜

、
昆

虫
の

死
骸

、
花

び
ら

や
ツ

ク
シ

の
穂

。

5
7
9
 

ム
ネ

ア
カ

オ
オ

ア
リ

C
a
m
p
o
n
o
t
u
s
 
o
b
s
c
u
r
i
p
e
s
 

ア
リ

科
ハ

チ
目

ア
ブ

ラ
ム

シ
の

甘
露

．
朽

木
や

枯
れ

木
に

営
巣

5
8
0
 

ア
ケ

ビ
コ

ン
ボ

ウ
ハ

バ
チ

Z
e
r
a
e
a
 
a
k
e
b
i
i
 

コ
ン

ボ
ウ

ハ
バ

チ
科

ハ
チ

目
ア

ケ
ビ

科
：

ア
ケ

ビ
，

ミ
ツ

バ
ア

ケ
ビ

5
8
1
 

ウ
マ

ノ
オ

バ
チ

E
u
u
r
o
b
r
a
c
o
n
 
y
o
k
a
h
a
m
a
e
 

コ
マ

ユ
バ

チ
科

ハ
チ

目
N
T
 

希
少

種
 

ミ
ヤ

マ
カ

ミ
キ

リ
の

蛹
な

ど
に

寄
生

5
8
2
 

カ
タ

コ
ハ

ナ
バ

チ
属

の
一

種
 

p
.
1

L
a
s
i
o
g
l
o
s
s
u
m
 
s
p
.
1
 

コ
ハ

ナ
バ

チ
科

ハ
チ

目

5
8
3
 

キ
ア

シ
ブ

ト
コ

バ
チ

B
r
a
c
h
y
m
e
r
i
a
 
l
a
s
u
s
 

ア
シ

ブ
ト

コ
バ

チ
科

ハ
チ

目
チ

ョ
ウ

目
：

シ
ロ

チ
ョ

ウ
科

：
モ

ン
シ

ロ
チ

ョ
ウ

，
セ

セ
リ

チ
ョ

ウ
科

：
イ

チ
モ

ン
ジ

セ
セ

リ
，

ド
ク

ガ
科

：
マ

イ
マ

イ
ガ

な
ど

の
蛹

に
寄

生

5
8
4
 

コ
ガ

タ
ウ

ツ
ギ

ノ
ヒ

メ
ハ

ナ
バ

チ
A
n
d
r
e
n
a
 

（
C
a
l
o
m
e
l
i
s
s
s
a

）
t
s
u
k
u
b
a
n
a
 

ヒ
メ

ハ
ナ

バ
チ

科
ハ

チ
目

ア
ジ

ダ
イ

科
：

ウ
ツ

ギ
の

花
粉

5
8
5
 

シ
リ

ア
ゲ

コ
バ

チ
L
e
u
c
o
s
p
i
s
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

シ
リ

ア
ゲ

コ
バ

チ
科

ハ
チ

目
ハ

バ
チ

類
，

ア
ナ

バ
チ

類
，

ハ
ナ

バ
チ

類
，

ハ
キ

リ
バ

チ
類

の
幼

虫

5
8
6
 

ハ
エ

ヤ
ド

リ
ク

ロ
バ

チ
科

の
一

種
s
p
.
1

D
i
a
p
r
i
i
d
a
e
 
s
p
.
1
 

ハ
エ

ヤ
ド

リ
ク

ロ
バ

チ
科

ハ
チ

目
本

科
の

幼
虫

は
双

翅
目

幼
虫

（
蛹

）
に

内
部

寄
生

す
る

個
体

が
多

い
。

 

5
8
7
 

マ
ツ

ム
ラ

ベ
ッ

コ
ウ

コ
マ

ユ
バ

チ
B
r
a
u
n
s
i
a
 
m
a
t
s
u
m
u
r
a
i
 

コ
マ

ユ
バ

チ
科

ハ
チ

目
チ

ョ
ウ

目
：

幼
虫

に
寄

生

5
8
8
 

ミ
カ

ド
ア

リ
バ

チ
M
u
t
i
l
l
a
 
m
i
k
a
d
o
 

ア
リ

バ
チ

科
ハ

チ
目

幼
虫

：
ハ

ナ
バ

チ
科

：
ト

ラ
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
の

幼
虫

に
寄

生
 

5
8
9
 

A
n
d
r
e
n
a
蔟

の
一

種
 

A
n
d
r
e
n
a
 
s
p
.
1
 

ヒ
メ

ハ
ナ

バ
チ

科
ハ

チ
目

5
9
0
 

キ
ン

ケ
ハ

ラ
ナ

ガ
ツ

チ
バ

チ
C
a
m
p
s
o
m
e
r
i
s
 
p
r
i
s
m
a
t
i
c
a
 

ツ
チ

バ
チ

科
ハ

チ
目

5
9
1
 

ナ
ラ

ハ
ウ

ラ
サ

カ
ズ

キ
タ

マ
バ

チ
ー

 
タ

マ
バ

チ
科

ハ
チ

目
コ

ナ
ラ

5
9
2
 

ベ
ッ

コ
ウ

ク
モ

バ
チ

 
C
y
p
h
o
n
o
n
y
x
 
f
u
l
v
o
g
n
a
t
h
u
s
 

ク
モ

バ
チ

科
ハ

チ
目

5
9
3
 

モ
ン

ク
モ

バ
チ

B
o
t
o
z
o
n
e
l
l
u
s
 
m
a
c
u
l
i
f
r
o
n
s
 

ク
モ

バ
チ

科
ハ

チ
目

5
9
4
 

オ
オ

ク
ロ

バ
エ

 
C
a
l
l
i
p
h
o
r
a
 
n
i
g
r
i
b
a
r
b
i
s
 

ク
ロ

バ
エ

科
ハ

エ
目

動
物

の
死

骸
 

5
9
5
 

ク
ロ

バ
ネ

キ
ノ

コ
バ

エ
科

の
一

種
s
p
.
1

S
c
i
a
r
i
d
a
e
 
s
p
.
1
 

ク
ロ

バ
ネ

キ
ノ

コ
バ

エ
科

ハ
エ

目
幼

虫
は

朽
木

や
樹

皮
の

内
部

な
ど

で
植

物
の

死
骸

や
朽

木
、

菌
類

な
ど

を
食

う
。

 

5
9
6
 

コ
ガ

ネ
オ

オ
ハ

リ
バ

エ
S
e
r
v
i
l
l
a
 
l
u
t
e
o
l
a
 

ヤ
ド

リ
バ

エ
科

ハ
エ

目
ス

ズ
メ

ガ
科

：
エ

ビ
ガ

ラ
ス

ズ
メ

な
ど

に
寄

生

5
9
7
 

シ
ラ

キ
メ

タ
マ

バ
エ

A
s
p
h
o
n
d
y
l
i
a
 
s
p
.
 

タ
マ

バ
エ

科
ハ

エ
目

ト
ウ

ダ
イ

グ
サ

科
：

シ
ラ

キ

5
9
8
 

セ
ス

ジ
ハ

リ
バ

エ
T
a
c
h
i
n
a
 
n
u
p
t
a
 

ヤ
ド

リ
バ

エ
科

ハ
エ

目
成

虫
：

動
物

の
糞

や
死

骸
，

花
，

果
実

な
ど

 
幼

虫
：

鱗
翅

目
な

ど
の

幼
虫

に
寄

生
。

 
 

5
9
9
 

ツ
マ

グ
ロ

キ
ン

バ
エ

S
t
o
m
o
r
h
i
n
a
 
o
b
s
o
l
e
t
a
 

ク
ロ

バ
エ

科
ハ

エ
目

幼
虫

：
動

物
死

骸
、

成
虫

：
花

の
蜜

 

6
0
0
 

ツ
ヤ

ホ
ソ

バ
エ

科
の

一
種

 
s
p
.
1

S
e
p
s
i
d
a
e
 
s
p
.
1
 

ツ
ヤ

ホ
ソ

ﾊ
ﾞ
ｴ
科

ハ
エ

目
動

物
の

糞
や

厩
肥

に
よ

く
発

生
 

6
0
1
 

ハ
ナ

バ
エ

科
の

一
種

s
p
.
1
 

A
n
t
h
o
m
y
i
i
d
a
e
 
s
p
.
1
 

ハ
ナ

ﾊ
ﾞ
ｴ
科

ハ
エ

目
成

虫
：
花

蜜
の

他
、
ア

ブ
ラ

ム
シ

の
甘

露
、
樹

液
、
動

物
の

糞
や

死
体

。
幼

虫
：

植
物

の
腐

敗
物

、
生

植
物

。
 

6
0
2
 

ヒ
ゲ

ナ
ガ

ヤ
チ

バ
エ

S
e
p
e
d
o
n
 
a
e
n
e
s
c
e
n
s
 

ヤ
チ

バ
エ

科
ハ

エ
目

幼
虫

：
ヒ

メ
モ

ノ
ア

ラ
ガ

イ
を

捕
え

て
食

べ
る

。
 

6
0
3
 

マ
ダ

ラ
ホ

ソ
ア

シ
ナ

ガ
バ

エ
C
o
n
d
y
l
o
s
t
y
l
u
s
 
n
e
b
u
l
o
s
u
s
 

ア
シ

ナ
ガ

バ
エ

科
ハ

エ
目

小
型

昆
虫

 

6
0
4
 

ア
リ

ノ
ス

ア
ブ

M
i
c
r
o
d
o
n
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 

ハ
ナ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

幼
虫

：
ト

ビ
イ

ロ
ケ

ア
リ

，
ハ

ヤ
シ

ケ
ア

リ
と

共
生

 

6
0
5
 

ウ
シ

ア
ブ

T
a
b
a
n
u
s
 
t
r
i
g
o
n
u
s
 

ア
ブ

科
ハ

エ
目

幼
虫

：
土

中
で

他
の

昆
虫

の
幼

虫
，
成

虫
：

オ
ス

は
花

粉
や

蜜
，

メ
ス

は
哺

乳
類

や
鳥

の
血

液
 

6
0
6
 

オ
オ

ハ
ナ

ア
ブ

P
h
y
t
o
m
i
a
 
z
o
n
a
t
a
 

ハ
ナ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

幼
虫

：
水

中
の

腐
植

物
、

成
虫

：
花

蜜
・

花
粉

 

6
0
7
 

キ
イ

ロ
ナ

ミ
ホ

シ
ヒ

ラ
タ

ア
ブ

S
y
r
p
h
u
s
 
v
i
t
r
i
p
e
n
n
i
s
 

ハ
ナ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

ア
ブ

ラ
ム

シ
科

：
ア

ブ
ラ

ム
シ

類

6
0
8
 

キ
ゴ

シ
ハ

ナ
ア

ブ
E
r
i
s
t
a
l
i
n
u
s
 
q
u
i
n
q
u
e
s
t
r
i
a
t
u
s
 

ハ
ナ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

成
虫

：
花

蜜
・

花
粉

 

80



8
1
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

6
0
9
 

ク
ロ

ハ
ナ

ア
ブ

E
r
i
s
t
a
l
i
s

（
E
o
s
e
r
i
s
t
a
l
i
s

）
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ハ
ナ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

多
科

：
花

蜜
，

花
粉

 

6
1
0
 

コ
ウ

カ
ア

ブ
P
t
e
c
t
i
c
u
s
 
t
e
n
e
b
r
i
f
e
r
 

ミ
ズ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

動
物

の
糞

．
ト

イ
レ

に
発

生
す

る
衛

生
害

虫
．

 

6
1
1
 

ゴ
マ

フ
ア

ブ
属

の
一

種
 

H
a
e
m
a
t
o
p
o
t
a
 
s
p
.
 

ア
ブ

科
ハ

エ
目

6
1
2
 

シ
オ

ヤ
ア

ブ
P
r
o
m
a
c
h
u
s
 
y
e
s
o
n
i
c
u
s
 

ム
シ

ヒ
キ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

昆
虫

類
 

6
1
3
 

シ
マ

ハ
ナ

ア
ブ

E
r
i
s
t
a
l
i
s
 
c
e
r
e
a
l
i
s
 

ハ
ナ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

6
1
4
 

シ
マ

ハ
ナ

ブ
E
r
i
s
t
a
l
i
s
 
c
e
r
e
a
l
i
s
 

ハ
ナ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

多
科

：
花

蜜
，

花
粉

 

6
1
5
 

シ
ロ

ス
ジ

ナ
ガ

ハ
ナ

ア
ブ

M
i
l
e
s
i
a
 
u
n
d
u
l
a
t
a
 

ハ
ナ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

多
科

：
花

蜜
，

花
粉

 

6
1
6
 

シ
ロ

ズ
ヒ

メ
ム

シ
ヒ

キ
P
h
i
l
o
n
i
c
u
s
 
a
l
b
i
c
e
p
s
 

ム
シ

ヒ
キ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

幼
虫
：
土

中
や

朽
木

中
に

棲
み

，
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
の

幼
虫

な
ど

ほ
か

の
昆

虫
を

捕
食

、
成

虫
：

ハ
エ

科
：

ホ
ソ

ヒ
ラ

タ
ア

ブ
，
ヒ

ト
ス

ジ
シ

マ
カ

な
ど

の
昆

虫
の

体
液

を
吸

う
 

6
1
7
 

シ
ロ

フ
ア

ブ
T
a
b
a
n
u
s
 
t
r
i
g
e
m
i
n
u
s
 

ア
ブ

科
ハ

エ
目

幼
虫
：
土

中
で

ミ
ミ

ズ
や

土
壌

性
小

昆
虫

､
貝

類
な

ど
か

ら
捕

食
吸

汁
，
成

虫
：

食
植

性
/
樹

液
（

♂
♀

）
･
吸

血
性
（

♀
）
｡
コ

ナ
ラ

や
ク

ヌ
ギ

､
ヤ

ナ
ギ

類
な

ど
各

種
広

葉
樹

を
利

用
す

る
ほ

か
､
♀

は
ウ

シ
や

ウ
マ

､
ヒ

ト
な

ど
の

哺
乳

類
か

ら
吸

血
 

6
1
8
 

ス
キ

バ
ツ

リ
ア

ブ
V
i
l
l
a
 
l
i
m
b
a
t
a
 

ツ
リ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

幼
虫

：
ハ

チ
の

幼
虫

な
ど

に
寄

生
 

6
1
9
 

タ
カ

サ
ゴ

モ
モ

ブ
ト

ハ
ナ

ア
ブ

M
a
l
l
o
t
a
 
t
a
k
a
s
a
g
e
n
s
i
s
 

ハ
ナ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

多
科

：
花

蜜
，

花
粉

 

6
2
0
 

ツ
マ

キ
オ

オ
ヒ

ラ
タ

ア
ブ

D
i
d
e
o
i
d
e
s
 
c
o
q
u
i
l
l
e
t
t
i
 

ハ
ナ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

ア
ブ

ラ
ム

シ
科

：
ア

ブ
ラ

ム
シ

類

6
2
1
 

ナ
ガ

ヒ
メ

ヒ
ラ

タ
ア

ブ
S
p
h
a
e
r
o
p
h
o
r
i
a
 
c
y
l
i
n
d
r
i
c
a
 

ハ
ナ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

ア
ブ

ラ
ム

シ
科

：
ア

ブ
ラ

ム
シ

類

6
2
2
 

ナ
ミ

ハ
ナ

ア
ブ

E
r
i
s
t
a
l
i
s
 
t
e
n
a
x
 

ハ
ナ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

多
科

：
花

蜜
，

花
粉

 

6
2
3
 

ニ
ト

ベ
ハ

ラ
ボ

ソ
ツ

リ
ア

ブ
S
y
s
t
r
o
p
u
s
 
n
i
t
o
b
e
i
 

ツ
リ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

多
科

：
花

蜜
，

花
粉

 

6
2
4
 

ヒ
メ

キ
ン

イ
シ

ア
ブ

C
h
o
e
r
a
d
e
s
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ム
シ

ヒ
キ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

幼
虫
：
土

中
や

朽
木

中
に

棲
み

，
コ

ウ
チ

ュ
ウ

目
の

幼
虫

な
ど

ほ
か

の
昆

虫
を

捕
食

、
成

虫
：

昆
虫

の
体

液
を

吸
う

 

6
2
5
 

ビ
ロ

ウ
ド

ツ
リ

ア
ブ

 
B
o
m
b
y
l
i
u
s
 
m
a
j
o
r
 

ツ
リ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

幼
虫

：
ヒ

メ
ハ

ナ
バ

チ
類

の
幼

虫
に

寄
生

，
成

虫
：

各
種

花
蜜

 

6
2
6
 

ホ
ソ

ヒ
メ

ヒ
ラ

タ
ア

ブ
S
p
h
a
e
r
o
p
h
o
r
i
a
 
m
a
c
r
o
g
a
s
t
e
r
 

ハ
ナ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

多
科

多
種

の
花

粉
・

蜜
 

6
2
7
 

ホ
ソ

ヒ
ラ

タ
ア

ブ
E
p
i
s
y
r
p
h
u
s
 
b
a
l
t
e
a
t
u
s
 

ハ
ナ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

ア
ブ

ラ
ム

シ
科

：
ア

ブ
ラ

ム
シ

類

6
2
8
 

マ
ガ

リ
ケ

ム
シ

ヒ
キ

N
e
o
i
t
a
m
u
s
 
a
n
g
u
s
t
i
c
o
r
n
i
s
 

ム
シ

ヒ
キ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

幼
虫

は
土

中
や

朽
木

中
に

棲
み

、
甲

虫
の

幼
虫

な
ど

昆
虫

を
捕

食
、
成

虫
は

小
型

の
ハ

エ
、

ガ
ガ

ン
ボ

な
ど

昆
虫

の
体

液
 

6
2
9
 

マ
ダ

ラ
コ

シ
ボ

ソ
ハ

ナ
ア

ブ
B
a
c
c
h
a
 
m
a
c
u
l
a
t
a
 

ハ
ナ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

多
科

：
花

蜜
，

花
粉

 

6
3
0
 

マ
メ

ヒ
ラ

タ
ア

ブ
P
a
r
a
g
u
s
 
h
a
e
m
o
r
r
h
o
u
s
 

ヒ
ラ

タ
ア

ブ
科

ハ
エ

目
ア

ブ
ラ

ム
シ

を
捕

食

6
3
1
 

ム
シ

ヒ
キ

ア
ブ

科
の

一
種

 
s
p
.
1

A
s
i
l
i
d
a
e
 
s
p
.
1
 

ム
シ

ヒ
キ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

幼
虫

：
土

壌
中

、
樹

皮
下

の
コ

ガ
ネ

ム
シ

な
ど

の
昆

虫
類

の
卵

、
幼

虫
、

蛹
を

食
う

、
成

虫
：

他
昆

虫
を

捕
ら

え
て

体
液

を
吸

う
。

 

6
3
2
 

ル
リ

ミ
ズ

ア
ブ

S
a
r
g
u
s
 
n
i
p
h
o
n
e
n
s
i
s
 

ミ
ズ

ア
ブ

科
ハ

エ
目

幼
虫

：
雑

食
性

/
腐

植
質

｡
水

中
の

腐
植

質
や

藻
類

，
成

虫
：

食
植

性
/
花

蜜
｡
多

く
の

花
で

吸
蜜

 

6
3
3
 

T
i
p
u
l
a
属

の
一

種
 

T
i
p
u
l
a
 
s
p
.
 

ガ
ガ

ン
ボ

科
 

ハ
エ

目
成

虫
：

花
蜜

，
幼

虫
：

土
中

で
植

物
根

 

6
3
4
 

キ
イ

ロ
ホ

ソ
ガ

ガ
ン

ボ
N
e
p
h
r
o
t
o
m
a
 
v
i
r
g
a
t
a
 

ガ
ガ

ン
ボ

科
 

ハ
エ

目
幼

虫
：

腐
敗

し
た

植
物

 

6
3
5
 

キ
リ

ウ
ジ

ガ
ガ

ン
ボ

T
i
p
u
l
a
 
a
i
n
o
 

ガ
ガ

ン
ボ

科
 

ハ
エ

目
イ

ネ
科

：
イ

ネ
，

ム
ギ

の
腐

植
物

，
根

や
新

芽
を

食
害

6
3
6
 

ク
ロ

キ
リ

ウ
ジ

ガ
ガ

ン
ボ

T
i
p
u
l
a
 

（
Y
a
m
a
t
o
t
i
p
u
l
a

）
p
a
t
a
g
i
a
t
a
 

ガ
ガ

ン
ボ

科
 

ハ
エ

目
植

物
の

根
 

6
3
7
 

ミ
カ

ド
ガ

ガ
ン

ボ
C
t
e
n
a
c
r
o
s
c
e
l
i
s
 
m
i
k
a
d
o
 

ガ
ガ

ン
ボ

科
 

ハ
エ

目
幼

虫
：

腐
植

物
．

山
地

に
生

息
．

 

6
3
8
 

エ
ゴ

タ
マ

バ
エ

R
h
o
p
a
l
o
m
y
i
a
?
 
s
t
y
r
a
c
o
p
h
i
r
a
 

タ
マ

バ
エ

科
ハ

エ
目

エ
ゴ

ノ
キ

6
3
9
 

ホ
ソ

ガ
ガ

ン
ボ

属
の

一
種

N
e
p
h
r
o
t
o
m
a
 
s
p
.
 

ガ
ガ

ン
ボ

科
 

ハ
エ

目
植

物
の

根
 

6
4
0
 

ヤ
マ

ト
ア

ブ
T
a
b
a
n
u
s
 
r
u
f
i
d
e
n
s
 

ア
ブ

科
ハ

エ
目

6
4
1
 

H
o
m
o
e
o
c
e
r
u
s
 
の

一
種

 
H
o
m
o
e
o
c
e
r
u
s
 
s
p
.
 

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

科
カ

メ
ム

シ
目

葉
や

茎
､
若

果
の

汁
 

6
4
2
 

ア
オ

モ
ン

ツ
ノ

カ
メ

ム
シ

E
l
a
s
m
o
s
t
e
t
h
u
s
 
n
u
b
i
l
u
s
 

ツ
ノ

カ
メ

ム
シ

科
カ

メ
ム

シ
目

ウ
コ

ギ
科

：
ヤ

ツ
デ

，
キ

ヅ
タ

，
ウ

ド
，

タ
ラ

ノ
キ

，
ヤ

マ
ウ

コ
ギ

，
コ

シ
ア

ブ
ラ

，
ム

ク
ロ

ジ
科

：
モ

ミ
ジ

，
ミ

ズ
キ

科
：

ミ
ズ

キ
の

花
や

汁

81



 

8
2
 

 番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

6
4
3
 

ア
カ

ア
シ

カ
ス

ミ
カ

メ
 

O
n
o
m
a
u
s
 
l
a
u
t
u
s
 

カ
ス

ミ
カ

メ
ム

シ
科

 
カ

メ
ム

シ
目

 
 

 
 

 
イ

ラ
ク

サ
科

：
イ

ラ
ク

サ
，
ア

ジ
サ

イ
科

：
ウ

ツ
ギ

類
，
キ

ク
科

：
ア

ザ
ミ

類
，

オ
オ

バ
コ

科
：

オ
オ

バ
コ

，
シ

ダ
類

な
ど

の
花

や
果

実
の

汁
 

6
4
4
 

ア
カ

ヒ
メ

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

 
R
h
o
p
a
l
u
s
 
m
a
c
u
l
a
t
u
s
 

ヒ
メ

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

科
 
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

イ
ネ

科
：

イ
ネ

，
エ

ノ
コ

ロ
グ

サ
，

タ
デ

科
，

キ
ク

科
な

ど
の

汁
 

6
4
5
 

ア
カ

マ
キ

バ
サ

シ
ガ

メ
 

G
o
r
p
i
s
 
b
r
e
v
i
l
i
n
e
a
t
u
s
 

マ
キ

バ
サ

シ
ガ

メ
科

 
カ

メ
ム

シ
目

 
 

 
 

 
少

昆
虫

類
．

樹
上

の
葉

上
に

生
息

．
 

6
4
6
 

ア
ム

ー
ル

シ
ロ

ヘ
リ

ナ
ガ

カ
メ

ム
シ

 
P
a
n
a
o
r
u
s
 
c
s
i
k
i
i
 

ナ
ガ

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

。
種

々
の

花
に

集
ま

る
。

 

6
4
7
 

エ
サ

キ
モ

ン
キ

ツ
ノ

カ
メ

ム
シ

 
S
a
s
t
r
a
g
a
l
a
 
e
s
a
k
i
i
 

ツ
ノ

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

ミ
ズ

キ
科

：
ミ

ズ
キ

，
ウ

ル
シ

科
：

ハ
ゼ

ノ
キ

，
ミ

カ
ン

科
：

カ
ラ

ス
ザ

ン
シ

ョ
ウ

，
サ

ン
シ

ョ
ウ

な
ど

の
植

物
液

 

6
4
8
 

オ
オ

ツ
マ

キ
ヘ

リ
カ

メ
ム

シ
 

H
y
g
i
a
 
l
a
t
i
v
e
n
t
r
i
s
 

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

キ
ク

科
：

ア
ザ

ミ
，

バ
ラ

科
：

キ
イ

チ
ゴ

，
ミ

ツ
バ

ウ
ツ

ギ
科

：
ゴ

ン
ズ

イ
な

ど
の

茎
の

汁
 

6
4
9
 

オ
オ

ト
ビ

サ
シ

ガ
メ

 
I
s
y
n
d
u
s
 
o
b
s
c
u
r
u
s
 

サ
シ

ガ
メ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

 
 

6
5
0
 

オ
オ

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

 
M
o
l
i
p
t
e
r
y
x
 
f
u
l
i
g
i
n
o
s
a
 

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

キ
ク

科
：

ア
ザ

ミ
類

，
フ

キ
，

バ
ラ

科
：

モ
ミ

ジ
イ

チ
ゴ

、
ク

マ
イ

チ
ゴ

、
キ

ジ
ム

シ
ロ

の
汁

 

6
5
1
 

オ
オ

メ
カ

メ
ム

シ
 

P
i
o
c
o
r
i
s
 
v
a
r
i
u
s
 
 

ナ
ガ

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

昆
虫

類
：

カ
イ

ガ
ラ

ム
シ

類
，

ア
ブ

ラ
ム

シ
類

な
ど

 

6
5
2
 

ク
サ

ギ
カ

メ
ム

シ
 

H
a
l
y
o
m
o
r
p
h
a
 
h
a
l
y
s
 

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

ク
サ

ギ
（

シ
ソ

科
）
、
マ

ツ
（

マ
ツ

科
）
、
イ

チ
イ
（

イ
チ

イ
科

）
、
ス

ギ
（

ス
ギ

科
）

、
サ

ク
ラ

（
バ

ラ
科

）
、

キ
リ

（
キ

リ
科

）
、

ク
ワ

（
ク

ワ
科

）
な

ど
多

科
 

6
5
3
 

ク
ロ

マ
ダ

ラ
ナ

ガ
カ

メ
ム

シ
科

の
一

種
 

s
p
.
1
 

H
e
t
e
r
o
g
a
s
t
r
i
d
a
e
 
s
p
.
1
 

ク
ロ

マ
ダ

ラ
ナ

ガ
カ

メ
ム

シ
科

 
カ

メ
ム

シ
目

 
 

 
 

 
 

6
5
4
 

ケ
ブ

カ
ヒ

メ
ヘ

リ
カ

メ
ム

シ
 

R
h
o
p
a
l
u
s
 
s
a
p
p
o
r
e
n
s
i
s
 

ヒ
メ

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

 

6
5
5
 

コ
ガ

シ
ラ

ア
ワ

フ
キ

 
E
o
s
c
a
r
t
a
 
a
s
s
i
m
i
l
i
s
 

コ
ガ

シ
ラ

ア
ワ

フ
キ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

キ
ク

科
：

ヨ
モ

ギ
、

ナ
ス

科
：

シ
シ

ト
ウ

（
植

物
液

）
 

6
5
6
 

シ
マ

サ
シ

ガ
メ

 
S
p
h
e
d
a
n
o
l
e
s
t
e
s
 

i
m
p
r
e
s
s
i
c
o
l
l
i
s
 

サ
シ

ガ
メ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

ハ
ム

シ
類

な
ど

甲
虫

類
･
鱗

翅
類

な
ど

の
幼

虫
の

体
液

を
吸

う
。

 

6
5
7
 

シ
ラ

ホ
シ

カ
メ

ム
シ

 
E
y
s
a
r
c
o
r
i
s
 
v
e
n
t
r
a
l
i
s
 

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

イ
ネ

科
：

イ
ネ

・
エ

ノ
コ

ロ
グ

サ
・

チ
ガ

ヤ
・

ハ
イ

キ
ビ

・
ネ

ズ
ミ

ノ
オ

 

6
5
8
 

シ
ラ

ホ
シ

カ
メ

ム
シ

の
一

種
 

E
y
s
a
r
c
o
r
i
s
 
s
p
.
1
 

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

 

6
5
9
 

シ
ロ

ヘ
リ

ナ
ガ

カ
メ

ム
シ

 
P
a
n
a
o
r
u
s
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 

ナ
ガ

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

各
科

の
植

物
液

 

6
6
0
 

チ
ャ

イ
ロ

カ
メ

ム
シ

 
E
u
r
y
g
a
s
t
e
r
 
t
e
s
t
u
d
i
n
a
r
i
a
 

キ
ン

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

イ
ネ

科
：

チ
カ

ラ
シ

バ
，

ス
ス

キ
の

穂
 

6
6
1
 

チ
ャ

バ
ネ

ア
オ

カ
メ

ム
シ

 
P
l
a
u
t
i
a
 
c
r
o
s
s
o
t
a
 
s
t
a
l
i
 

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

 

6
6
2
 

ツ
マ

ジ
ロ

カ
メ

ム
シ

 
M
e
n
i
d
a
 
v
i
o
l
a
c
e
a
 

カ
メ

ム
シ

科
 
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

ブ
ナ

科
：

ク
ヌ

ギ
、

コ
ナ

ラ
，

キ
リ

科
：

キ
リ

，
マ

メ
科

：
フ

ジ
の

汁
 

6
6
3
 

ツ
ヤ

ア
オ

カ
メ

ム
シ

 
G
l
a
u
c
i
a
s
 
s
u
b
p
u
n
c
t
a
t
u
s
 

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

イ
ネ

科
・

マ
メ

科
な

ど
子

実
 

6
6
4
 

ト
ゲ

カ
メ

ム
シ

 
C
a
r
b
u
l
a
 
h
u
m
e
r
i
g
e
r
a
 

カ
メ

ム
シ

科
 
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

キ
ク

科
：

ヨ
モ

ギ
，

フ
キ

，
ア

ザ
ミ

類
な

ど
，

バ
ラ

科
：

ク
マ

イ
チ

ゴ
，

モ
ミ

ジ
イ

チ
ゴ

な
ど

，
ウ

コ
ギ

科
：

ウ
ド

，
タ

ラ
の

汁
．

山
地

に
生

息
．

 

6
6
5
 

ト
ゲ

シ
ラ

ホ
シ

カ
メ

ム
シ

 
E
y
s
a
r
c
o
r
i
s
 
a
e
n
e
u
s
 
 

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

イ
ネ

科
：

イ
ネ

，
メ

ヒ
シ

バ
，

ノ
ビ

エ
，

エ
ノ

コ
ロ

グ
サ

、
ス

ズ
メ

ノ
テ

ッ
ポ

ウ
の

穂
な

ど
の

汁
 

6
6
6
 

ナ
カ

グ
ロ

カ
ス

ミ
カ

メ
 

A
d
e
l
p
h
o
c
o
r
i
s
 
s
u
t
u
r
a
l
i
s
 

カ
ス

ミ
カ

メ
ム

シ
科

 
カ

メ
ム

シ
目

 
 

 
 

 
イ

ネ
科

：
イ

ネ
 

6
6
7
 

ハ
ラ

ビ
ロ

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

 
H
o
m
o
e
o
c
e
r
u
s
 
d
i
l
a
t
a
t
u
s
 

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

マ
メ

科
：

ミ
ソ

ナ
オ

シ
，

ヌ
ス

ビ
ト

ハ
ギ

 

6
6
8
 

ハ
リ

カ
メ

ム
シ

 
C
l
e
t
u
s
 
r
u
s
t
i
c
u
s
 

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

イ
ネ

科
：

メ
ヒ

シ
バ

の
汁

 

6
6
9
 

ヒ
メ

チ
ャ

バ
ネ

ア
オ

カ
メ

ム
シ

 
P
l
a
u
t
i
a
 
h
i
m
e
c
h
a
b
a
n
e
 

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

針
葉

樹
，

広
葉

樹
，

柑
橘

類
な

ど
果

樹
 

6
7
0
 

ヒ
メ

ツ
ノ

カ
メ

ム
シ

 
E
l
a
s
m
u
c
h
a
 
p
u
t
o
n
i
 

ツ
ノ

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

第
一

世
代

：
ク

ワ
科

：
ク

ワ
，

ヤ
マ

グ
ワ

，
コ

ウ
ゾ

な
ど

の
汁

 
第

二
世

代
：

ア
ジ

サ
イ

科
：

ノ
リ

ウ
ツ

ギ
，

バ
ラ

科
：

フ
サ

ザ
ク

ラ
，

カ
バ

ノ
キ

科
：

ヤ
シ

ャ
ブ

シ
，

ヒ
ノ

キ
科

：
ヒ

ノ
キ

（
子

実
）

な
ど

の
汁

 

6
7
1
 

ブ
チ

ヒ
ゲ

カ
メ

ム
シ

 
D
o
l
y
c
o
r
i
s
 
b
a
c
c
a
r
u
m
 

カ
メ

ム
シ

科
 

カ
メ

ム
シ

目
 

 
 

 
 

幼
虫

は
マ

メ
科

：
ダ

イ
ズ

、
キ

ク
科

：
ゴ

ボ
ウ

、
ア

ブ
ラ

ナ
科

：
ダ

イ
コ

ン
、

ゴ
マ

科
：

ゴ
マ

、
セ

リ
科

：
ニ

ン
ジ

ン
、
ア

オ
イ

科
：

ワ
タ

、
ヒ

ガ
ン

バ
ナ

科
：

ネ
ギ

、
イ

ネ
科

：
イ

ネ
な

ど
 

6
7
2
 

ブ
チ

ヒ
ゲ

ク
ロ

カ
ス

ミ
カ

メ
 

A
d
e
l
p
h
o
c
o
r
i
s
 
t
r
i
a
n
n
u
l
a
t
u
s
 

カ
ス

ミ
カ

メ
ム

シ
科

 
カ

メ
ム

シ
目

 
 

 
 

 
マ

メ
科

，
キ

ク
科

：
ヨ

モ
ギ

，
イ

ネ
科

な
ど

の
汁

 

82



8
3
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

6
7
3
 

ヘ
ラ

ク
ヌ

ギ
カ

メ
ム

シ
U
r
o
s
t
y
l
i
s
 
a
n
n
u
l
i
c
o
r
n
i
s
 

ク
ヌ

ギ
カ

メ
ム

シ
科

カ
メ

ム
シ

目
ブ

ナ
科

：
ク

ヌ
ギ

，
コ

ナ
ラ

，
カ

シ
ワ

 

6
7
4
 

ホ
シ

ハ
ラ

ビ
ロ

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

H
o
m
o
e
o
c
e
r
u
s
 

（
T
l
i
p
o
n
i
u
s

）
u
n
i
p
u
n
c
t
a
t
u
s
 
 

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

科
カ

メ
ム

シ
目

マ
メ

科
：

ク
ズ

，
フ

ジ
，

メ
ド

ハ
ギ

な
ど

の
汁

6
7
5
 

ホ
ソ

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

R
i
p
t
o
r
t
u
s
 
p
e
d
e
s
t
r
i
s
 

ホ
ソ

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

科
カ

メ
ム

シ
目

マ
メ

科
：

ダ
イ

ズ
・

イ
ン

ゲ
ン

・
サ

サ
ゲ

・
エ

ン
ド

ウ
・

レ
ン

ゲ
、

バ
ラ

科
：

ナ
シ

・
イ

チ
ゴ

、
カ

キ
ノ

キ
科

・
カ

キ
：

、
イ

ネ
科

：
イ

ネ
：

、
ヒ

ル
ガ

オ
科

：
サ

ツ
マ

イ
モ

、
ゴ

マ
科

：
ゴ

マ
、

ウ
コ

ギ
科

：
ヤ

ツ
デ

、
柑

橘
類

の
子

実
・

植
物

液
や

花
蜜

な
ど

6
7
6
 

マ
ダ

ラ
カ

ス
ミ

カ
メ

C
y
p
h
o
d
e
m
i
d
e
a
 
s
a
u
n
d
e
r
s
i
 

カ
ス

ミ
カ

メ
ム

シ
科

カ
メ

ム
シ

目
イ

ネ
科

・
カ

ヤ
ツ

リ
グ

サ
科

（
植

物
液

）

6
7
7
 

ム
ラ

サ
キ

シ
ラ

ホ
シ

カ
メ

ム
シ

E
y
s
a
r
c
o
r
i
s
 
a
n
n
a
m
i
t
a
 

カ
メ

ム
シ

科
カ

メ
ム

シ
目

キ
ク

科
：

タ
ン

ポ
ポ

，
ハ

ル
ジ

オ
ン

，
ア

レ
チ

ノ
ギ

ク
，

イ
ネ

科
，

マ
メ

科
，

の
穂

な
ど

の
汁

・
山

地
に

生
息

．

6
7
8
 

モ
ン

シ
ロ

ナ
ガ

カ
メ

ム
シ

P
a
h
a
o
r
u
s
 
a
l
b
o
m
a
c
u
l
a
t
u
s
 

ナ
ガ

カ
メ

ム
シ

科
カ

メ
ム

シ
目

マ
メ

科
：

ダ
イ

ズ
，

シ
ソ

科
：

ト
ウ

バ
ナ

，
イ

ネ
科

：
イ

ネ
な

ど
の

植
物

液

6
7
9
 

ヨ
コ

ヅ
ナ

サ
シ

ガ
メ

A
g
r
i
o
s
p
h
o
d
r
u
s
 
d
o
h
r
n
i
 

サ
シ

ガ
メ

科
カ

メ
ム

シ
目

昆
虫

類
。

サ
ク

ラ
、

エ
ノ

キ
、

ケ
ヤ

キ
、

ク
ワ

、
ヤ

ナ
ギ

、
ク

ス
な

ど
の

大
木

の
樹

上
で

生
活

 

6
8
0
 

ア
ブ

ラ
ゼ

ミ
G
r
a
p
t
o
p
s
a
l
t
r
i
a
 
n
i
g
r
o
f
u
s
c
a
t
a
 

セ
ミ

科
カ

メ
ム

シ
目

幼
虫

：
根

樹
液

、
成

虫
：

幹
樹

液
。

 

6
8
1
 

ツ
ク

ツ
ク

ボ
ウ

シ
M
e
i
m
u
n
a
 
o
p
a
l
i
f
e
r
a
 

セ
ミ

科
カ

メ
ム

シ
目

幼
虫

：
根

樹
液

、
成

虫
：

幹
樹

液
。

 

6
8
2
 

ニ
イ

ニ
イ

ゼ
ミ

P
l
a
t
y
p
l
e
u
r
a
 
k
a
e
m
p
f
e
r
i
 

セ
ミ

科
カ

メ
ム

シ
目

幼
虫

：
根

樹
液

、
成

虫
：

幹
樹

液
。

 

6
8
3
 

ヒ
グ

ラ
シ

T
a
n
n
a
 
j
a
p
o
n
e
n
s
i
s
 

セ
ミ

科
カ

メ
ム

シ
目

幼
虫

：
根

樹
液

、
成

虫
：

幹
樹

液
。

 

6
8
4
 

ミ
ン

ミ
ン

ゼ
ミ

O
n
c
o
t
y
m
p
a
n
a
 
m
a
c
u
l
a
t
i
c
o
l
l
i
s
 

セ
ミ

科
カ

メ
ム

シ
目

幼
虫

：
根

樹
液

、
成

虫
：

幹
樹

液
。

 

6
8
5
 

ア
オ

バ
ハ

ゴ
ロ

モ
G
e
i
s
h
a
 
d
i
s
t
i
n
c
t
i
s
s
i
m
a
 

ハ
ゴ

ロ
モ

科
カ

メ
ム

シ
目

ミ
カ

ン
科

，
ク

ワ
科

：
ク

ワ
，

チ
ャ

ノ
キ

科
：

チ
ャ

ノ
キ

な
ど

樹
木

6
8
6
 

ア
ミ

ガ
サ

ハ
ゴ

ロ
モ

P
o
c
h
a
z
i
a
 
a
l
b
o
m
a
c
u
l
a
t
a
 

ハ
ゴ

ロ
モ

科
カ

メ
ム

シ
目

ミ
カ

ン
科

，
ク

ワ
科

な
ど

樹
木

6
8
7
 

ベ
ッ

コ
ウ

ハ
ゴ

ロ
モ

 
O
r
o
s
a
n
g
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ハ
ゴ

ロ
モ

科
カ

メ
ム

シ
目

ア
ジ

サ
イ

科
：

ウ
ツ

ギ
，

ク
ワ

科
：

ク
ワ

，
ツ

バ
キ

科
：

チ
ャ

ノ
キ

，
ウ

コ
ギ

科
：

ウ
ド

，
バ

ラ
科

：
リ

ン
ゴ

，
ミ

カ
ン

，
マ

メ
科

，
イ

ネ
科

の
汁

6
8
8
 

イ
ボ

タ
ヒ

シ
ウ

ン
カ

K
u
v
e
r
a
 
l
i
g
u
s
t
r
i
 

ヒ
シ

ウ
ン

カ
科

カ
メ

ム
シ

目
モ

ク
セ

イ
科

：
イ

ボ
タ

ノ
キ

．
山

地
に

生
息

．

6
8
9
 

オ
オ

ヨ
コ

バ
イ

C
i
c
a
d
e
l
l
a
 
v
i
r
i
d
i
s
 

ヨ
コ

バ
イ

科
カ

メ
ム

シ
目

イ
ネ

科
：

イ
ネ

・
ム

ギ
、

バ
ラ

科
：

ダ
イ

ズ
・

バ
ラ

、
ク

ワ
科

：
ク

ワ
、

ア
ヤ

メ
科

：
ア

ヤ
メ

（
植

物
液

）

6
9
0
 

ク
ロ

ス
ジ

ア
ワ

フ
キ

A
p
h
r
o
p
h
o
r
a
 
v
i
t
t
a
t
a
 

ア
ワ

フ
キ

ム
シ

科
カ

メ
ム

シ
目

多
年

生
植

物
 

6
9
1
 

シ
ロ

オ
ビ

ア
ワ

フ
キ

A
p
h
r
o
p
h
o
r
a
 
i
n
t
e
r
m
e
d
i
a
 

ア
ワ

フ
キ

ム
シ

科
カ

メ
ム

シ
目

ヤ
ナ

ギ
科

：
ヤ

ナ
ギ

類
の

汁

6
9
2
 

ツ
マ

グ
ロ

オ
オ

ヨ
コ

バ
イ

B
o
t
h
r
o
g
o
n
i
a
 
f
e
r
r
u
g
i
n
e
a
 

ヨ
コ

バ
イ

科
カ

メ
ム

シ
目

マ
メ

科
：

ダ
イ

ズ
、
ラ

ッ
カ

セ
イ

，
ク

ワ
科

：
ク

ワ
，
イ

チ
ジ

ク
，
ツ

バ
キ

科
：

チ
ャ

ノ
キ

，
ブ

ド
ウ

科
：

ブ
ド

ウ
，

ミ
カ

ン
科

：
柑

橘
類

，
カ

キ
ノ

キ
科

：
カ

キ
ノ

キ
な

ど
多

科
の

汁

6
9
3
 

テ
ン

グ
ア

ワ
フ

キ
P
h
i
l
a
g
r
a
 
a
l
b
i
n
o
t
a
t
a
 

ア
ワ

フ
キ

ム
シ

科
カ

メ
ム

シ
目

キ
ク

科
：

ア
ザ

ミ
，

ヨ
モ

ギ

6
9
4
 

ト
ビ

イ
ロ

ツ
ノ

ゼ
ミ

M
a
c
h
a
e
r
o
t
y
p
u
s
 
s
i
b
i
r
i
c
u
s
 

ツ
ノ

ゼ
ミ

科
カ

メ
ム

シ
目

マ
メ

科
：

フ
ジ

，
ハ

ギ
な

ど
の

汁

6
9
5
 

マ
ダ

ラ
ア

ワ
フ

キ
A
w
a
f
u
k
i
a
 
n
a
w
a
e
 

ア
ワ

フ
キ

ム
シ

科
カ

メ
ム

シ
目

ス
ギ

の
根

（
植

物
液

）

6
9
6
 

マ
ツ

モ
ム

シ
N
o
t
o
n
e
c
t
a
 
t
r
i
g
u
t
t
a
t
a
 

マ
ツ

モ
ム

シ
科

カ
メ

ム
シ

目
小

さ
な

昆
虫

や
小

魚
、

オ
タ

マ
ジ

ャ
ク

シ
な

ど
の

体
液

 

6
9
7
 

オ
オ

ホ
シ

カ
メ

ム
シ

P
h
y
s
o
p
e
l
t
a
 
g
u
t
t
a
 

オ
オ

ホ
シ

カ
メ

ム
シ

科
カ

メ
ム

シ
目

6
9
8
 

ハ
サ

ミ
ツ

ノ
カ

メ
ム

シ
A
c
a
n
t
h
o
s
o
m
a
 
f
o
r
f
i
c
u
l
a
 

ツ
ノ

カ
メ

ム
シ

科
カ

メ
ム

シ
目

6
9
9
 

モ
ミ

ジ
ニ

タ
ケ

イ
ア

ブ
ラ

ム
シ

P
e
r
i
p
h
y
l
l
u
s
 
c
a
l
i
f
o
r
n
i
e
n
s
i
s
 

ア
ブ

ラ
ム

シ
科

カ
メ

ム
シ

目
イ

ロ
ハ

カ
エ

デ

7
0
0
 

ア
オ

モ
ン

イ
ト

ト
ン

ボ
I
s
c
h
n
u
r
a
 
s
e
n
e
g
a
l
e
n
s
i
s
 

イ
ト

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

7
0
1
 

ア
キ

ア
カ

ネ
S
y
m
p
e
t
r
u
m
 
f
r
e
q
u
e
n
s
 

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
 

7
0
2
 

ア
サ

ヒ
ナ

カ
ワ

ト
ン

ボ
M
n
a
i
s
 
p
r
u
i
n
o
s
a
 

カ
ワ

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
 

7
0
3
 

ア
ジ

ア
イ

ト
ト

ン
ボ

I
s
c
h
n
u
r
a
 
a
s
i
a
t
i
c
a
 

イ
ト

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

7
0
4
 

ウ
ス

バ
キ

ト
ン

ボ
P
a
n
t
a
l
a
 
f
l
a
v
e
s
c
e
n
s
 

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

7
0
5
 

オ
オ

ア
オ

イ
ト

ト
ン

ボ
L
e
s
t
e
s
 
t
e
m
p
o
r
a
l
i
s
 

ア
オ

イ
ト

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
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8
4
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

7
0
6
 

オ
オ

シ
オ

カ
ラ

ト
ン

ボ
O
r
t
h
e
t
r
u
m
 

t
r
i
a
n
g
u
l
a
r
e
 

m
e
l
a
n
i
a
 

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
 

7
0
7
 

オ
オ

ヤ
マ

ト
ン

ボ
M
a
c
r
o
m
i
a
 
a
m
p
h
i
g
e
n
a
 

ヤ
マ

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

7
0
8
 

オ
オ

ル
リ

ボ
シ

ヤ
ン

マ
A
e
s
h
n
a
 
c
r
e
n
a
t
a
 

ヤ
ン

マ
科

ト
ン

ボ
目

7
0
9
 

オ
ジ

ロ
サ

ナ
エ

S
t
y
l
o
g
o
m
p
h
u
s
 
s
u
z
u
k
i
i
 

サ
ナ

エ
ト

ン
ボ

科
ト

ン
ボ

目
幼

虫
は

ミ
ジ

ン
コ

･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
 

7
1
0
 

オ
ニ

ヤ
ン

マ
A
n
o
t
o
g
a
s
t
e
r
 
s
i
e
b
o
l
d
i
i
 

オ
ニ

ヤ
ン

マ
科

ト
ン

ボ
目

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
 

7
1
1
 

ギ
ン

ヤ
ン

マ
 

A
n
a
x
 
p
a
r
t
h
e
n
o
p
e
 

ヤ
ン

マ
科

ト
ン

ボ
目

7
1
2
 

ク
ロ

イ
ト

ト
ン

ボ
C
e
r
c
i
o
n
 
c
a
l
a
m
o
r
u
m
 

イ
ト

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
 

7
1
3
 

ク
ロ

ス
ジ

ギ
ン

ヤ
ン

マ
A
n
a
x
 
n
i
g
r
o
f
a
s
c
i
a
t
u
s
 

ヤ
ン

マ
科

ト
ン

ボ
目

7
1
4
 

コ
オ

ニ
ヤ

ン
マ

S
i
e
b
o
l
d
i
u
s
 
a
l
b
a
r
d
a
e
 

サ
ナ

エ
ト

ン
ボ

科
ト

ン
ボ

目

7
1
5
 

コ
シ

ア
キ

ト
ン

ボ
P
s
e
u
d
o
t
h
e
m
i
s
 
z
o
n
a
t
a
 

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
 

7
1
6
 

シ
オ

カ
ラ

ト
ン

ボ
O
r
t
h
e
t
r
u
m
 

a
l
b
i
s
t
y
l
u
m
 

s
p
e
c
i
o
s
u
m
 

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
 

7
1
7
 

シ
オ

ヤ
ト

ン
ボ

O
r
t
h
e
t
r
u
m
 

j
a
p
o
n
i
c
u
m
 

j
a
p
o
n
i
c
u
m
 

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
 

7
1
8
 

シ
ョ

ウ
ジ

ョ
ウ

ト
ン

ボ
C
r
o
c
o
t
h
e
m
i
s
 

s
e
r
v
i
l
i
a
 

m
a
r
i
a
n
n
a
e
 

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
．

平
地

の
池

沼
で

生
息

．
 

7
1
9
 

セ
ス

ジ
イ

ト
ト

ン
ボ

P
a
r
a
c
e
r
c
i
o
n
 
h
i
e
r
o
g
l
y
p
h
i
c
u
m
 

イ
ト

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

7
2
0
 

タ
イ

リ
ク

ア
キ

ア
カ

ネ
S
y
m
p
e
t
r
u
m
 
s
t
r
i
o
l
a
t
u
m
 

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
 

7
2
1
 

タ
カ

ネ
ト

ン
ボ

S
o
m
a
t
o
c
h
l
o
r
a
 
u
c
h
i
d
a
i
 

エ
ゾ

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
．

夏
季

に
低

山
地

の
樹

陰
が

多
い

池
沼

に
生

息
．

 

7
2
2
 

ダ
ビ

ド
サ

ナ
エ

 
D
a
v
i
d
i
u
s
 
n
a
n
u
s
 

サ
ナ

エ
ト

ン
ボ

科
ト

ン
ボ

目
幼

虫
は

ミ
ジ

ン
コ

･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
．

春
季

の
渓

流
に

多
い

．
 

7
2
3
 

チ
ョ

ウ
ト

ン
ボ

R
h
y
o
t
h
e
m
i
s
 
f
u
l
i
g
i
n
o
s
a
 

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
．

平
地

の
池

沼
に

生
息

．
 

7
2
4
 

ト
ラ

フ
ト

ン
ボ

E
p
i
t
h
e
c
a
 
m
a
r
g
i
n
a
t
a
 

エ
ゾ

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

要
注

目
種

 

7
2
5
 

ナ
ツ

ア
カ

ネ
S
y
m
p
e
t
r
u
m
 
d
a
r
w
i
n
i
a
n
u
m
 

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

そ
の

他
 

重
要

種
 

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
 

7
2
6
 

ニ
ホ

ン
カ

ワ
ト

ン
ボ

M
n
a
i
s
 
c
o
s
t
a
l
i
s
 

カ
ワ

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
 

7
2
7
 

ネ
キ

ト
ン

ボ
S
y
m
p
e
t
r
u
m
 

s
p
e
c
i
o
s
u
m
 

s
p
e
c
i
o
s
u
m
 

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

7
2
8
 

ノ
シ

メ
ト

ン
ボ

S
y
m
p
e
t
r
u
m
 
i
n
f
u
s
c
a
t
u
m
 

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
 

7
2
9
 

ハ
グ

ロ
ト

ン
ボ

C
a
l
o
p
t
e
r
y
x
 
a
t
r
a
t
a
 

カ
ワ

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

7
3
0
 

ヒ
メ

ア
カ

ネ
S
y
m
p
e
t
r
u
m
 
p
a
r
v
u
l
u
m
 

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

そ
の

他
 

重
要

種
 

7
3
1
 

ヒ
メ

ク
ロ

サ
ナ

エ
L
a
n
t
h
u
s
 
f
u
j
i
a
c
u
s
 

サ
ナ

エ
ト

ン
ボ

科
ト

ン
ボ

目

7
3
2
 

フ
タ

ス
ジ

サ
ナ

エ
T
r
i
g
o
m
p
h
u
s
 
i
n
t
e
r
r
u
p
t
u
s
 

サ
ナ

エ
ト

ン
ボ

科
ト

ン
ボ

目
N
T
 

希
少

種
 

7
3
3
 

ホ
ソ

ミ
イ

ト
ト

ン
ボ

A
c
i
a
g
r
i
o
n
 
m
i
g
r
a
t
u
m
 

イ
ト

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

7
3
4
 

ホ
ソ

ミ
オ

ツ
ネ

ン
ト

ン
ボ

I
n
d
o
l
e
s
t
e
s
 
p
e
r
e
g
r
i
n
u
s
 

ア
オ

イ
ト

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

7
3
5
 

マ
ユ

タ
テ

ア
カ

ネ
S
y
m
p
e
t
r
u
m
 
e
r
o
t
i
c
u
m
 
e
r
o
t
i
c
u
m
 

ト
ン

ボ
科

ト
ン

ボ
目

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
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8
5
 

 番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

7
3
6
 

ミ
ヤ

マ
ア

カ
ネ

 
S
y
m
p
e
t
r
u
m
 

p
e
d
e
m
o
n
t
a
n
u
m
 

e
l
a
t
u
m
 

ト
ン

ボ
科

 
ト

ン
ボ

目
 

 
 

希
少

種
 

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
．

初
夏

～
晩

秋
ま

で
水

田
で

生
息

．
 

7
3
7
 

ミ
ヤ

マ
カ

ワ
ト

ン
ボ

 
C
a
l
o
p
t
e
r
y
x
 
c
o
r
n
e
l
i
a
 

カ
ワ

ト
ン

ボ
科

 
 

ト
ン

ボ
目

 
 

 
 

 
幼

虫
は

ミ
ジ

ン
コ

･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
．

深
い

渓
流

で
3
0
分

程
度

も
潜

っ
て

木
の

根
，

朽
木

に
産

卵
す

る
．

 

7
3
8
 

ミ
ル

ン
ヤ

ン
マ

 
P
l
a
n
a
e
s
c
h
n
a
 
m
i
l
n
e
i
 

ヤ
ン

マ
科

 
ト

ン
ボ

目
 

 
 

 
 

 

7
3
9
 

ム
カ

シ
ト

ン
ボ

 
E
p
i
o
p
h
l
e
b
i
a
 
s
u
p
e
r
s
t
e
s
 

ム
カ

シ
ト

ン
ボ

科
 

ト
ン

ボ
目

 
 

 
 

 
 

7
4
0
 

ム
カ

シ
ヤ

ン
マ

 
T
a
n
y
p
t
e
r
y
x
 
p
r
y
e
r
i
 

ム
カ

シ
ヤ

ン
マ

科
 

ト
ン

ボ
目

 
 

 
 

 
幼

虫
は

ミ
ジ

ン
コ

･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
 

7
4
1
 

モ
ノ

サ
シ

ト
ン

ボ
 

P
s
e
u
d
o
c
o
p
e
r
a
 
a
n
n
u
l
a
t
a
 

モ
ノ

サ
シ

ト
ン

ボ
科

 
ト

ン
ボ

目
 

 
 

 
 

幼
虫

は
ミ

ジ
ン

コ
･
小

魚
･
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

な
ど

、
成

虫
は

昆
虫

類
･
小

型
動

物
な

ど
肉

食
 

7
4
2
 

リ
ス

ア
カ

ネ
 

S
y
m
p
e
t
r
u
m
 
r
i
s
i
 
r
i
s
i
 
 

ト
ン

ボ
科

 
ト

ン
ボ

目
 

 
 

 
 

 

7
4
3
 

ル
リ

ボ
シ

ヤ
ン

マ
 

A
e
s
h
n
a
 
j
u
n
c
e
a
 
j
u
n
c
e
a
 

ヤ
ン

マ
科

 
ト

ン
ボ

目
 

 
 

要
注

目
種

 
 

7
4
4
 

ウ
ス

イ
ロ

サ
サ

キ
リ

 
C
o
n
o
c
e
p
h
a
l
u
s
 
c
h
i
n
e
n
s
i
s
 

キ
リ

ギ
リ

ス
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

イ
ネ

科
草

本
の

穂
と

小
さ

な
節

足
動

物
の

死
骸

を
食

う
。

 

7
4
5
 

エ
ン

マ
コ

オ
ロ

ギ
 

T
e
l
e
o
g
r
y
l
l
u
s
 
e
m
m
a
 

コ
オ

ロ
ギ

科
 

バ
ッ

タ
目

 
 

 
 

 
植

物
の

実
や

葉
、

小
動

物
の

死
骸

な
ど

雑
食

性
 

7
4
6
 

オ
ン

ブ
バ

ッ
タ

 
A
t
r
a
c
t
o
m
o
r
p
h
a
 
l
a
t
a
 

オ
ン

ブ
バ

ッ
タ

科
 

バ
ッ

タ
目

 
 

 
 

 
マ

メ
科

：
ク

ズ
、

ア
サ

科
：

カ
ナ

ム
グ

ラ
、

イ
ラ

ク
サ

科
：

カ
ラ

ム
シ

な
ど

広
葉

植
物

 

7
4
7
 

カ
ン

タ
ン

 
O
e
c
a
n
t
h
u
s
 
l
o
n
g
i
c
a
u
d
a
 

 
 

コ
オ

ロ
ギ

科
 

バ
ッ

タ
目

 
 

 
 

 
ア

ブ
ラ

ム
シ

類
，

ヨ
モ

ギ
，

ク
ズ

の
葉

，
花

粉
，

花
弁

 

7
4
8
 

キ
リ

ギ
リ

ス
 

C
o
n
o
c
e
p
h
a
l
u
s
 
m
e
l
a
e
n
u
s
 

キ
リ

ギ
リ

ス
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

サ
サ

な
ど

イ
ネ

科
 

7
4
9
 

キ
ン

キ
フ

キ
バ

ッ
タ

 
P
a
r
a
p
o
d
i
s
m
a
 
s
u
b
a
s
t
r
i
s
 

バ
ッ

タ
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

マ
メ

科
：

ク
ズ

、
キ

ク
科

：
フ

キ
な

ど
 

7
5
0
 

ク
サ

キ
リ

 
H
o
m
o
r
o
c
o
r
y
p
h
u
s
 
l
i
n
e
o
s
u
s
 

キ
リ

ギ
リ

ス
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

イ
ネ

科
・

カ
ヤ

ツ
リ

グ
サ

科
な

ど
草

本
：

実
，

葉
，

昆
虫

．
草

原
に

生
息

．
 

7
5
1
 

ク
ダ

マ
キ

モ
ド

キ
の

一
種

 
H
o
l
o
c
h
l
o
r
a
 
s
p
.
 

ツ
ユ

ム
シ

科
 

バ
ッ

タ
目

 
 

 
 

 
落

葉
広

葉
樹

の
葉

．
樹

上
で

生
息

．
 

7
5
2
 

ク
ツ

ワ
ム

シ
 

M
e
c
o
p
o
d
a
 
n
i
p
p
o
n
e
n
s
i
s
 

キ
リ

ギ
リ

ス
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

マ
メ

科
：

ク
ズ

，
ウ

リ
科

：
カ

ラ
ス

ウ
リ

，
ア

マ
チ

ャ
ヅ

ル
、

ア
レ

チ
ウ

リ
，

ブ
ド

ウ
科

：
ヤ

ブ
カ

ラ
シ

，
ア

カ
ネ

科
：

ヘ
ク

ソ
カ

ズ
ラ

，
イ

ネ
科

：
ツ

ユ
ク

サ
や

メ
ヒ

シ
バ

 

7
5
3
 

ク
ラ

ズ
ミ

ウ
マ

 
T
a
c
h
y
c
i
n
e
s
 
a
s
y
n
a
m
o
r
u
s
 

カ
マ

ド
ウ

マ
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

昆
虫

の
死

骸
 

7
5
4
 

ク
ル

マ
バ

ッ
タ

 
G
a
s
t
r
i
m
a
r
g
u
s
 
m
a
r
m
o
r
a
t
u
s
 

バ
ッ

タ
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

イ
ネ

科
，

双
子

葉
植

物
な

ど
多

科
 

7
5
5
 

ク
ル

マ
バ

ッ
タ

モ
ド

キ
 

O
e
d
a
l
e
u
s
 
i
n
f
e
r
n
a
l
i
s
 

バ
ッ

タ
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

 

7
5
6
 

サ
サ

キ
リ

 
C
o
n
o
c
e
p
h
a
l
u
s
 
m
e
l
a
e
n
u
s
 

キ
リ

ギ
リ

ス
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

サ
サ

な
ど

イ
ネ

科
．

山
地

林
間

の
多

湿
な

草
地

に
生

息
．

 

7
5
7
 

シ
ョ

ウ
リ

ョ
ウ

バ
ッ

タ
 

A
c
r
i
d
a
 
c
i
n
e
r
e
a
 

バ
ッ

タ
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

イ
ネ

科
，

双
子

葉
植

物
な

ど
多

科
 

7
5
8
 

セ
ス

ジ
ツ

ユ
ム

シ
 

D
u
c
e
t
i
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

キ
リ

ギ
リ

ス
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

ヨ
モ

ギ
、
セ

イ
タ

カ
ア

ワ
ダ

チ
ソ

ウ
な

ど
キ

ク
科

、
ハ

ギ
、
ア

カ
ツ

メ
ク

サ
な

ど
マ

メ
科

，
イ

ネ
科

な
ど

多
科

 

7
5
9
 

ダ
イ

リ
フ

キ
バ

ッ
タ

 
C
a
l
l
o
p
o
d
i
s
m
a
 
d
a
i
r
i
s
a
m
a
 

バ
ッ

タ
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

マ
メ

科
：

ク
ズ

、
キ

ク
科

：
フ

キ
な

ど
 

7
6
0
 

タ
ン

ボ
オ

カ
メ

コ
オ

ロ
ギ

 
L
o
x
o
b
l
e
m
m
u
s
 
a
o
m
o
r
i
e
n
s
i
s
 

コ
オ

ロ
ギ

科
 
 

バ
ッ

タ
目

 
 

 
 

 
 

7
6
1
 

タ
ン

ボ
コ

オ
ロ

ギ
 

M
o
d
i
c
o
g
r
y
l
l
u
s
 
s
i
a
m
e
n
s
i
s
 

コ
オ

ロ
ギ

科
 

バ
ッ

タ
目

 
 

 
 

 
 

7
6
2
 

ツ
ヅ

レ
サ

セ
コ

オ
ロ

ギ
 

V
e
l
a
r
i
f
i
c
t
o
r
u
s
 
m
i
c
a
d
o
 

コ
オ

ロ
ギ

科
 

バ
ッ

タ
目

 
 

 
 

 
植

物
の

実
や

葉
、

小
動

物
の

死
骸

な
ど

雑
食

性
 

7
6
3
 

ツ
マ

グ
ロ

イ
ナ

ゴ
 

S
t
e
t
h
o
p
h
y
m
a
 
m
a
g
i
s
t
e
r
 

バ
ッ

タ
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

イ
ネ

科
，

マ
メ

科
：

ア
ル

フ
ァ

ル
フ

ァ
な

ど
草

本
多

科
（

葉
・

茎
）

．
水

辺
の

草
地

に
生

息
．

 

7
6
4
 

ツ
マ

グ
ロ

バ
ッ

タ
 

S
t
e
t
h
o
p
h
y
m
a
 
m
a
g
i
s
t
e
r
 

バ
ッ

タ
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

 

7
6
5
 

ツ
ユ

ム
シ

 
P
h
a
n
e
r
o
p
t
e
r
a
 
f
a
l
c
a
t
a
 

キ
リ

ギ
リ

ス
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

キ
ク

科
：

ヨ
モ

ギ
、

セ
イ

タ
カ

ア
ワ

ダ
チ

ソ
ウ

、
マ

メ
科

：
ハ

ギ
、

ア
カ

ツ
メ

ク
サ

の
新

芽
・

若
葉

や
蕾

、
花

、
若

い
子

実
 

7
6
6
 

ナ
ナ

フ
シ

モ
ド

キ
 

B
a
c
u
l
u
m
 

i
r
r
e
g
u
l
a
r
i
t
e
r
 

d
e
n
t
a
t
u
m
 

ナ
ナ

フ
シ

科
 

バ
ッ

タ
目

 
 

 
 

 
広

葉
樹

各
科

の
葉

 

7
6
7
 

ハ
ラ

ヒ
シ

バ
ッ

タ
 

T
e
t
r
i
x
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ヒ
シ

バ
ッ

タ
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

成
虫

：
エ

ノ
コ

ロ
グ

サ
、

オ
ヒ

シ
バ

、
ス

ス
キ

。
 

7
6
8
 

ヒ
シ

バ
ッ

タ
 

T
e
t
r
i
x
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

ヒ
シ

バ
ッ

タ
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

 

7
6
9
 

ヒ
ロ

バ
ネ

ヒ
ナ

バ
ッ

タ
 

S
t
e
n
o
b
o
t
h
r
u
s
 
f
u
m
a
t
u
s
 

バ
ッ

タ
科

 
バ

ッ
タ

目
 

 
 

 
 

各
科

の
葉

 

85



8
6
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

7
7
0
 

フ
キ

バ
ッ

タ
亜

科
 
の

一
種

 
s
p
.
1

M
e
l
a
n
o
p
l
i
n
a
e
 
s
p
.
1
 

バ
ッ

タ
科

 
バ

ッ
タ

目
 

フ
キ

バ
ッ

タ
類

。
マ

メ
科

：
ク

ズ
、

キ
ク

科
：

フ
キ

・
フ

ジ
バ

カ
マ

な
ど

7
7
1
 

フ
キ

バ
ッ

タ
亜

科
の

一
種

M
e
l
a
n
o
p
l
i
n
a
e
 
s
p
.
 

バ
ッ

タ
科

 
バ

ッ
タ

目
 

キ
ク

科
：

フ
キ

,
フ

ジ
バ

カ
マ

,
マ

メ
科

：
ク

ズ

7
7
2
 

ホ
シ

サ
サ

キ
リ

C
o
n
o
c
e
p
h
a
l
u
s
 
m
a
c
u
l
a
t
u
s
 

キ
リ

ギ
リ

ス
科

バ
ッ

タ
目

 

7
7
3
 

ホ
ソ

ク
ビ

ツ
ユ

ム
シ

S
h
i
r
a
k
i
s
o
t
i
m
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

キ
リ

ギ
リ

ス
科

バ
ッ

タ
目

 
落

葉
広

葉
樹

の
葉

．
山

地
の

高
い

木
で

な
い

樹
上

に
生

息
．

 

7
7
4
 

マ
ダ

ラ
カ

マ
ド

ウ
マ

D
i
e
s
t
r
a
m
m
e
n
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

カ
マ

ド
ウ

マ
科

バ
ッ

タ
目

 
昆

虫
の

死
骸

 

7
7
5
 

マ
ダ

ラ
ス

ズ
D
i
a
n
e
m
o
b
i
u
s
 
n
i
g
r
o
f
a
s
c
i
a
t
u
s
 

ヒ
バ

リ
モ

ド
キ

科
バ

ッ
タ

目
 

枯
れ

草
・

草
の

根
・

昆
虫

の
死

骸
な

ど
 

7
7
6
 

ミ
ツ

カ
ド

コ
オ

ロ
ギ

L
o
x
o
b
l
e
m
m
u
s
 
d
o
e
n
i
t
z
i
 

コ
オ

ロ
ギ

科
バ

ッ
タ

目
 

植
物

の
実

や
葉

、
小

動
物

の
死

骸
な

ど
雑

食
性

 

7
7
7
 

ミ
ヤ

マ
フ

キ
バ

ッ
タ

P
a
r
a
p
o
d
i
s
m
a
 
s
p
.
 

バ
ッ

タ
科

 
バ

ッ
タ

目
 

キ
ク

科
：

フ
キ

，
マ

メ
科

：
ク

ズ
．

山
地

に
生

息
．

7
7
8
 

モ
リ

オ
カ

メ
コ

オ
ロ

ギ
L
o
x
o
b
l
e
m
m
u
s
 
s
y
l
v
e
s
t
r
i
s
 

コ
オ

ロ
ギ

科
バ

ッ
タ

目
 

植
物

の
実

や
葉

、
小

動
物

の
死

骸
な

ど
雑

食
性

 

7
7
9
 

ヤ
ブ

キ
リ

T
e
t
t
i
g
o
n
i
a
 
o
r
i
e
n
t
a
l
i
s
 

キ
リ

ギ
リ

ス
科

バ
ッ

タ
目

 
幼

虫
：

植
物

：
葉

や
花

の
花

粉
，

成
虫

：
昆

虫
：

セ
ミ

・
ガ

 

7
8
0
 

ヤ
マ

ト
フ

キ
バ

ッ
タ

P
a
r
a
p
o
d
i
s
m
a
 
s
e
t
o
u
c
h
i
e
n
s
i
s
 

バ
ッ

タ
科

 
バ

ッ
タ

目
 

フ
キ

・
ク

ズ

7
8
1
 

オ
オ

カ
マ

キ
リ

T
e
n
o
d
e
r
a
 
a
r
i
d
i
f
o
r
i
a
 

カ
マ

キ
リ

科
カ

マ
キ

リ
目

幼
虫

・
成

虫
と

も
に

昆
虫

類
を

捕
ら

え
て

食
べ

る
。

 

7
8
2
 

カ
マ

キ
リ

科
の

一
種

s
p
.
1
 

M
a
n
t
i
d
a
e
 
s
p
.
1
 

カ
マ

キ
リ

科
カ

マ
キ

リ
目

幼
虫

・
成

虫
と

も
に

昆
虫

類
を

捕
ら

え
て

食
べ

る
。

 

7
8
3
 

カ
マ

キ
リ

科
の

一
種

s
p
.
2
 

 
M
a
n
t
i
d
a
e
 
s
p
.
2
 

カ
マ

キ
リ

科
カ

マ
キ

リ
目

幼
虫

・
成

虫
と

も
に

昆
虫

類
を

捕
ら

え
て

食
べ

る
。

 

7
8
4
 

オ
オ

ク
ラ

カ
ケ

カ
ワ

ゲ
ラ

P
a
r
a
g
n
e
t
i
n
a
 
t
i
n
c
t
i
p
e
n
n
i
s
 

カ
ワ

ゲ
ラ

科
カ

ワ
ゲ

ラ
目

水
生

昆
虫

の
幼

虫
 

7
8
5
 

オ
オ

ヤ
マ

カ
ワ

ゲ
ラ

O
y
a
m
i
a
 
l
u
g
u
b
r
i
s
 

カ
ワ

ゲ
ラ

科
カ

ワ
ゲ

ラ
目

小
昆

虫
や

付
着

藻
類

 

7
8
6
 

ク
ロ

ヒ
ゲ

カ
ワ

ゲ
ラ

K
a
m
i
m
u
r
i
a
 
q
u
a
d
r
a
t
a
 

カ
ワ

ゲ
ラ

科
カ

ワ
ゲ

ラ
目

幼
虫

：
肉

食
で

他
の

水
生

昆
虫

 

7
8
7
 

マ
ル

バ
ネ

シ
リ

ア
ゲ

P
a
n
o
r
p
a
 
n
i
p
p
o
n
e
n
s
i
s
 

シ
リ

ア
ゲ

ム
シ

科
シ

リ
ア

ゲ
ム

シ
目

幼
虫

：
土

中
の

昆
虫

，
成

虫
：

小
動

物
・

昆
虫

の
死

骸
 

7
8
8
 

ミ
ス

ジ
シ

リ
ア

ゲ
P
a
n
o
r
p
a
 
t
r
i
z
o
n
a
t
a
 

シ
リ

ア
ゲ

ム
シ

科
シ

リ
ア

ゲ
ム

シ
目

幼
虫

：
土

中
の

昆
虫

，
成

虫
：

小
動

物
・

昆
虫

の
死

骸
 

7
8
9
 

ヤ
マ

ト
シ

リ
ア

ゲ
P
a
n
o
r
p
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

シ
リ

ア
ゲ

ム
シ

科
シ

リ
ア

ゲ
ム

シ
目

幼
虫

は
土

中
で

虫
を

食
べ

る
肉

食
性

、
成

虫
は

小
動

物
や

昆
虫

の
死

骸
 

7
9
0
 

コ
ブ

ハ
サ

ミ
ム

シ
?

A
n
e
c
h
u
r
a
 
h
a
r
m
a
n
d
i
？

 
ク

ギ
ヌ

キ
ハ

サ
ミ

ム
シ

科
ハ

サ
ミ

ム
シ

目
小

型
昆

虫
・

落
葉

な
ど

 

7
9
1
 

ハ
マ

ベ
ハ

サ
ミ

ム
シ

A
n
i
s
o
l
a
b
i
s
 
m
a
r
i
t
i
m
a
 

ハ
サ

ミ
ム

シ
科

ハ
サ

ミ
ム

シ
目

植
物

の
葉

や
果

実
、
動

物
の

死
骸

な
ど

を
食

う
。
鱗

翅
目

の
幼

虫
、
ダ

ン
ゴ

ム
シ

な
ど

を
鋏

を
利

用
し

て
捕

食
す

る
。

7
9
2
 

K
i
s
a
u
r
a
属

の
一

種
（

s
p
.
2
）

 
K
i
s
a
u
r
a
 
s
p
.
2
 

カ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

7
9
3
 

ア
オ

ヒ
ゲ

ナ
ガ

ト
ビ

ケ
ラ

M
y
s
t
a
c
i
d
e
s
 
a
z
u
r
e
u
s
 

ヒ
ゲ

ナ
ガ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

7
9
4
 

ア
シ

ガ
ラ

ク
ダ

ト
ビ

ケ
ラ

T
i
n
o
d
e
s
 
a
s
h
i
g
a
r
a
n
i
s
 

カ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

7
9
5
 

ア
ミ

メ
シ

マ
ト

ビ
ケ

ラ
A
c
t
o
p
s
y
c
h
e
 
s
p
i
n
i
f
e
r
a
 

ア
ミ

メ
シ

マ
ト

ビ
ケ

ラ
科

ト
ビ

ケ
ラ

目
石

の
表

面
の

藻
・

落
ち

葉
・

小
動

物
 

7
9
6
 

イ
ロ

タ
ニ

ガ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

D
o
l
o
p
h
i
l
o
d
e
s
 
i
r
o
e
n
s
i
s
 

カ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

7
9
7
 

ウ
ル

マ
ー

ク
ダ

ト
ビ

ケ
ラ

P
s
y
c
h
o
m
y
i
a
 
a
c
u
t
i
p
e
n
n
i
s
 

カ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

7
9
8
 

キ
ソ

イ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

N
y
c
t
i
o
p
h
y
l
a
x
 
k
i
s
o
e
n
s
i
s
 

イ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

7
9
9
 

キ
ソ

タ
ニ

ガ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

k
i
s
a
u
r
a
 
k
i
s
o
e
n
s
i
s
 

カ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
0
0
 

ク
マ

ノ
カ

ク
ツ

ツ
ト

ビ
ケ

ラ
L
e
p
i
d
o
s
t
o
m
a
 
k
u
m
a
n
o
e
n
c
e
 

カ
ク

ツ
ツ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
0
1
 

コ
ウ

ノ
ナ

ガ
レ

ト
ビ

ケ
ラ

R
h
y
a
c
o
p
h
i
l
a
 
k
o
h
n
a
e
 

ナ
ガ

レ
ト

ビ
ケ

ラ
科

ト
ビ

ケ
ラ

目
石

の
表

面
の

藻
・

落
ち

葉
・

小
動

物
 

8
0
2
 

コ
ガ

タ
シ

マ
ト

ビ
ケ

ラ
C
h
e
u
m
a
t
o
p
s
y
c
h
e
 
b
r
e
v
i
l
i
n
e
a
t
a
 

シ
マ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
0
3
 

ゴ
マ

ダ
ラ

ヒ
ゲ

ナ
ガ

ト
ビ

ケ
ラ

 
O
e
c
e
t
i
s
 
n
i
g
r
o
p
u
n
c
t
a
t
a
 

ヒ
ゲ

ナ
ガ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
0
4
 

サ
ト

ウ
カ

ク
ツ

ツ
ト

ビ
ケ

ラ
L
e
p
i
d
o
s
t
o
m
a
 
s
a
t
o
i
 

カ
ク

ツ
ツ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
0
5
 

シ
ロ

フ
マ

ル
バ

ネ
ト

ビ
ケ

ラ
P
h
y
r
g
a
n
o
p
s
y
c
h
e
 
b
r
u
n
n
e
a
 

マ
ル

バ
ネ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
0
6
 

シ
ン

ボ
タ

ニ
ガ

ワ
ト

ビ
ケ

ラ
D
o
l
o
p
h
i
l
o
d
e
s
 
s
h
i
n
b
o
e
n
s
i
s
 

カ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物
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8
7
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

8
0
7
 

ツ
ダ

コ
タ

ニ
ガ

ワ
ト

ビ
ケ

ラ
C
h
i
m
a
r
r
a
 
t
s
u
d
a
i
 

カ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
0
8
 

ツ
ダ

タ
ニ

ガ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

K
i
s
a
u
r
a
 
t
s
u
d
a
i
 

カ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
0
9
 

ト
ウ

ヨ
ウ

カ
ク

ツ
ツ

ト
ビ

ケ
ラ

L
e
p
i
d
o
s
t
o
m
a
 
o
r
i
e
n
t
a
l
e
 

カ
ク

ツ
ツ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
1
0
 

ナ
ガ

オ
カ

ナ
ガ

レ
ト

ビ
ケ

ラ
R
h
y
a
c
o
p
h
i
l
a
 
n
a
g
a
o
k
a
e
n
c
i
s
 

ナ
ガ

レ
ト

ビ
ケ

ラ
科

ト
ビ

ケ
ラ

目
石

の
表

面
の

藻
・

落
ち

葉
・

小
動

物
 

8
1
1
 

ナ
ガ

レ
ト

ビ
ケ

ラ
属

の
一

種
（

s
p
.
1
1
）

R
h
y
a
c
o
p
h
i
l
a
 
s
p
.
1
1
 

ナ
ガ

レ
ト

ビ
ケ

ラ
科

ト
ビ

ケ
ラ

目
石

の
表

面
の

藻
・

落
ち

葉
・

小
動

物
 

8
1
2
 

ナ
ガ

レ
ト

ビ
ケ

ラ
属

の
一

種
（

s
p
.
2
）

R
h
y
a
c
o
p
h
i
l
a
 
s
p
.
2
 

ナ
ガ

レ
ト

ビ
ケ

ラ
科

ト
ビ

ケ
ラ

目
石

の
表

面
の

藻
・

落
ち

葉
・

小
動

物
 

8
1
3
 

ナ
ガ

レ
ト

ビ
ケ

ラ
属

の
一

種
（

s
p
.
9
）

R
h
y
a
c
o
p
h
i
l
a
 
s
p
.
9
 

ナ
ガ

レ
ト

ビ
ケ

ラ
科

ト
ビ

ケ
ラ

目
石

の
表

面
の

藻
・

落
ち

葉
・

小
動

物
 

8
1
4
 

ナ
ラ

カ
ク

ツ
ツ

ト
ビ

ケ
ラ

L
e
p
i
d
o
s
t
o
m
a
 
n
a
r
a
e
n
c
e
 

カ
ク

ツ
ツ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
1
5
 

ヌ
マ

ヒ
メ

ト
ビ

ケ
ラ

H
y
d
r
o
p
t
i
l
a
 
i
t
o
i
 

ヒ
メ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
1
6
 

ノ
ザ

キ
タ

ニ
ガ

ワ
ト

ビ
ケ

ラ
k
i
s
a
u
r
a
 
n
o
z
a
k
i
i
 

カ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
1
7
 

ハ
モ

チ
ク

サ
ツ

ミ
ト

ビ
ケ

ラ
O
e
c
e
t
i
s
 
h
a
m
o
c
h
i
e
n
s
i
s
 

ヒ
ゲ

ナ
ガ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
1
8
 

ヒ
ゲ

ナ
ガ

カ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

S
t
e
n
o
p
s
y
c
h
e
 
m
a
r
m
o
r
a
t
a
 

ヒ
ゲ

ナ
ガ

カ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
1
9
 

ヒ
メ

タ
ニ

ガ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

属
の

一
種

（
s
p
.
5
）

W
o
r
m
a
l
d
i
a
 
s
p
.
5
 

カ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
2
0
 

フ
ジ

ノ
タ

ニ
ガ

ワ
ト

ビ
ケ

ラ
W
o
r
m
a
l
d
i
a
 
f
u
j
i
n
o
e
n
s
i
s
 

カ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
2
1
 

フ
タ

ス
ジ

キ
ソ

ト
ビ

ケ
ラ

P
s
i
l
o
t
r
e
t
a
 
k
i
s
o
e
n
s
i
s
 

フ
ト

ヒ
ゲ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
2
2
 

ヘ
イ

ワ
ナ

ガ
レ

ト
ビ

ケ
ラ

R
h
y
a
c
o
p
h
i
l
a
 
p
a
c
a
t
a
 

ナ
ガ

レ
ト

ビ
ケ

ラ
科

ト
ビ

ケ
ラ

目
石

の
表

面
の

藻
・

落
ち

葉
・

小
動

物
 

8
2
3
 

ホ
タ

ル
ト

ビ
ケ

ラ
N
o
t
h
o
p
s
y
c
h
e
 
r
u
f
i
c
o
l
l
i
s
 

エ
グ

リ
ト

ビ
ケ

ラ
科

ト
ビ

ケ
ラ

目
石

の
表

面
の

藻
・

落
ち

葉
・

小
動

物
 

8
2
4
 

マ
ツ

イ
ヒ

メ
ト

ビ
ケ

ラ
H
y
d
r
o
p
t
i
l
a
 
p
h
e
n
i
a
n
i
a
 

ヒ
メ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
2
5
 

ミ
ミ

タ
ニ

ガ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

D
o
l
o
p
h
i
l
o
d
e
s
 
a
u
r
i
c
u
l
a
t
a
 

カ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
2
6
 

ミ
ヤ

マ
イ

ワ
ト

ビ
ケ

ラ
属

の
一

種
（

s
p
.
2
）

P
l
e
c
t
r
o
c
n
e
m
i
a
 
s
p
.
2
 

イ
ワ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
2
7
 

ミ
ヤ

マ
シ

マ
ト

ビ
ケ

ラ
属

の
一

種
（

s
p
）

D
i
p
l
e
c
t
r
o
n
a
 s
p
.（

a
i
e
n
s
i
s
 g
r
.
）
 

シ
マ

ト
ビ

ケ
ラ

科
 

ト
ビ

ケ
ラ

目
石

の
表

面
の

藻
・

落
ち

葉
・

小
動

物
 

8
2
8
 

ム
ネ

カ
ク

ト
ビ

ケ
ラ

E
c
n
o
m
u
s
 
t
e
n
e
l
l
u
s
 

シ
ン

テ
イ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
2
9
 

ヤ
マ

モ
ト

ナ
ガ

レ
ト

ビ
ケ

ラ
R
h
y
a
c
o
p
h
i
l
a
 
y
a
m
a
m
o
t
o
i
 

ナ
ガ

レ
ト

ビ
ケ

ラ
科

ト
ビ

ケ
ラ

目

8
3
0
 

ヨ
シ

イ
ナ

ガ
レ

ト
ビ

ケ
ラ

R
h
y
a
c
o
p
h
i
l
a
 
y
o
s
i
i
a
n
a
 

ナ
ガ

レ
ト

ビ
ケ

ラ
科

ト
ビ

ケ
ラ

目
石

の
表

面
の

藻
・

落
ち

葉
・

小
動

物
 

8
3
1
 

ヨ
ツ

メ
ト

ビ
ケ

ラ
P
e
r
i
s
s
o
n
e
u
r
a
 
p
a
r
a
d
o
x
a
 

フ
ト

ヒ
ゲ

ト
ビ

ケ
ラ

科
ト

ビ
ケ

ラ
目

石
の

表
面

の
藻

・
落

ち
葉

・
小

動
物

 

8
3
2
 

レ
ゼ

イ
ナ

ガ
レ

ト
ビ

ケ
ラ

R
h
y
a
c
o
p
h
i
l
a
 
l
e
z
e
y
i
 

ナ
ガ

レ
ト

ビ
ケ

ラ
科

ト
ビ

ケ
ラ

目
石

の
表

面
の

藻
・

落
ち

葉
・

小
動

物
 

8
3
3
 

ガ
ガ

ン
ボ

カ
ゲ

ロ
ウ

 
D
i
p
t
e
r
o
m
i
m
u
s
 
t
i
p
u
l
i
f
o
r
m
i
s
 

ガ
ガ

ン
ボ

カ
ゲ

ロ
ウ

科
 

カ
ゲ

ロ
ウ

目
幼

虫
：

分
解

が
進

ん
で

柔
ら

か
く

な
っ

た
落

葉
や

付
着

藻
類

 

8
3
4
 

ク
ロ

タ
ニ

ガ
ワ

カ
ゲ

ロ
ウ

E
c
d
y
o
n
u
r
u
s
 
t
o
b
i
i
r
o
n
i
s
 

ヒ
ラ

タ
カ

ゲ
ロ

ウ
科

カ
ゲ

ロ
ウ

目
藻

 
（

珪
藻

、
藍

藻
）

や
植

物
の

破
片

 

8
3
5
 

フ
タ

モ
ン

コ
カ

ゲ
ロ

ウ
B
a
e
t
i
s
 
t
a
i
w
a
n
e
n
s
i
s
 

コ
カ

ゲ
ロ

ウ
科

カ
ゲ

ロ
ウ

目
幼

虫
：

瀬
の

石
や

倒
流

木
表

面
の

付
着

藻
類

 

8
3
6
 

エ
ダ

ナ
ナ

フ
シ

M
i
c
a
d
i
n
a
 
y
a
s
u
m
a
t
s
u
i
 

ナ
ナ

フ
シ

科
ナ

ナ
フ

シ
目

バ
ラ

科
：

サ
ク

ラ
、
カ

シ
，
ブ

ナ
科

：
コ

ナ
ラ

、
ブ

ナ
な

ど
の

樹
液

；
バ

ラ
科

：
ノ

イ
バ

ラ
，

ブ
ナ

科
：

ク
ヌ

ギ
，
タ

デ
科

：
イ

タ
ド

リ
な

ど
様

々
な

植
物

の
葉

8
3
7
 

ウ
ス

バ
カ

ゲ
ロ

ウ
B
a
l
i
g
a
 
m
i
c
a
n
s
 

ウ
ス

バ
カ

ゲ
ロ

ウ
科

ア
ミ

カ
ゲ

ロ
ウ

目
幼

虫
は

ア
リ

ジ
ゴ

ク
を

つ
く

り
，

迷
い

落
ち

て
き

た
地

表
歩

行
性

節
足

動
物

の
体

液
を

吸
う

 

8
3
8
 

ス
カ

シ
ヒ

ロ
バ

カ
ゲ

ロ
ウ

O
s
m
y
l
u
s
 
h
y
a
l
i
n
a
t
u
s
 

ヒ
ロ

バ
カ

ゲ
ロ

ウ
科

ア
ミ

カ
ゲ

ロ
ウ

目
未

知
．

山
地

に
生

息
．
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8
8
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

既
知

植
物

種
、

備
考

 

8
3
9
 

ヨ
ツ

ボ
シ

ク
サ

カ
ゲ

ロ
ウ

C
h
r
y
s
o
p
a
 
s
e
p
t
e
m
p
u
n
c
t
a
t
a
 

ク
サ

カ
ゲ

ロ
ウ

科
ア

ミ
カ

ゲ
ロ

ウ
目

ア
ブ

ラ
ム

シ
類

8
4
0
 

ク
ロ

ス
ジ

ヘ
ビ

ト
ン

ボ
C
h
r
y
s
o
p
a
 
s
e
p
t
e
m
p
u
n
c
t
a
t
a
 

ヘ
ビ

ト
ン

ボ
科

ヘ
ビ

ト
ン

ボ
目

水
生

昆
虫

食
 

8
4
1
 

ヘ
ビ

ト
ン

ボ
P
r
o
t
o
h
e
r
m
e
s
 
g
r
a
n
d
i
s
 

ヘ
ビ

ト
ン

ボ
科

ヘ
ビ

ト
ン

ボ
目

8
4
2
 

ヤ
マ

ト
ク

ロ
ス

ジ
ヘ

ビ
ト

ン
ボ

P
a
r
a
c
h
a
u
l
i
o
d
e
s
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 

ヘ
ビ

ト
ン

ボ
科

ヘ
ビ

ト
ン

ボ
目

水
生

昆
虫

食
 

※
学

名
、

分
類

、
既

知
植

物
種

は
寺

本
氏

の
文

献
調

査
結

果
か

ら
記

載
し

た
。
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8
9
 

付
表

３
．

鈴
鹿

の
森

で
見

ら
れ

る
魚

類
（

学
名

や
分

類
は

2
0
2
4
年

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
生

物
リ

ス
ト

に
準

拠
し

た
。
）

 
番 号

 
種

名
 

学
名

 
属

名
 

科
名

 
目

名
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

分
布

 
上

流
域

 
分

布
 

中
流

域
 

1
 

カ
ワ

ヨ
シ

ノ
ボ

リ
R
h
i
n
o
g
o
b
i
u
s
 
f
l
u
m
i
n
e
u
s
 

ヨ
シ

ノ
ボ

リ
属

ハ
ゼ

科
ス

ズ
キ

目
要

注
目

種
 

〇
 

〇
 

2
 

オ
ウ

ミ
ヨ

シ
ノ

ボ
リ

R
h
i
n
o
g
o
b
i
u
s
 
s
p
.
O
M
 

ヨ
シ

ノ
ボ

リ
属

ハ
ゼ

科
ス

ズ
キ

目
〇

 

3
 

カ
ジ

カ
C
o
t
t
u
s
 
p
o
l
l
u
x
 

カ
ジ

カ
属

カ
ジ

カ
科

ス
ズ

キ
目

〇
 

4
 

ド
ン

コ
 

O
d
o
n
t
o
b
u
t
i
s
 
o
b
s
c
u
r
a
 

ド
ン

コ
属

 
ド

ン
コ

科
 

ス
ズ

キ
目

そ
の

他
 

重
要

種
 

〇
 

5
 

タ
カ

ハ
ヤ

R
h
y
n
c
h
o
c
y
p
r
i
s
 
o
x
y
c
e
p
h
a
l
a
 

ア
ブ

ラ
ハ

ヤ
属

コ
イ

科
コ

イ
目

要
注

目
種

 
〇

 

6
 

ア
ブ

ラ
ハ

ヤ
R
h
y
n
c
h
o
c
y
p
r
i
s
 
l
a
g
o
w
s
k
i
i
 
s
t
e
i
n
d
a
c
h
n
e
r
i
 

ア
ブ

ラ
ハ

ヤ
属

コ
イ

科
コ

イ
目

要
注

目
種

 
〇

 

7
 

ム
ギ

ツ
ク

P
u
n
g
t
u
n
g
i
a
 
h
e
r
z
i
 

ム
ギ

ツ
ク

属
コ

イ
科

コ
イ

目
希

少
種

 
〇

 

8
 

モ
ツ

ゴ
P
s
e
u
d
o
r
a
s
b
o
r
a
 
p
a
r
v
a
 

モ
ツ

ゴ
属

コ
イ

科
コ

イ
目

希
少

種
 

〇
 

9
 

イ
ト

モ
ロ

コ
S
q
u
a
l
i
d
u
s
 
g
r
a
c
i
l
i
s
 
g
r
a
c
i
l
i
s
 

ス
ゴ

モ
ロ

コ
属

コ
イ

科
コ

イ
目

絶
滅

危
機

 
増

大
種

 
〇

 

1
0
 

ギ
ン

ブ
ナ

 
C
a
r
a
s
s
i
u
s
 
s
p
.
 

フ
ナ

属
コ

イ
科

コ
イ

目
要

注
目

種
 

〇
 

1
1
 

カ
ワ

ム
ツ

C
a
n
d
i
d
i
a
 
t
e
m
m
i
n
c
k
i
i
 

カ
ワ

ム
ツ

属
コ

イ
科

コ
イ

目
〇

 

1
2
 

オ
イ

カ
ワ

O
p
s
a
r
i
i
c
h
t
h
y
s
 
p
l
a
t
y
p
u
s
 

ハ
ス

属
コ

イ
科

コ
イ

目
〇

 

1
3
 

ア
ブ

ラ
ボ

テ
T
a
n
a
k
i
a
 
l
i
m
b
a
t
a
 

ア
ブ

ラ
ボ

テ
属

コ
イ

科
コ

イ
目

絶
滅

危
機

 
増

大
種

 
〇

 

1
4
 

ド
ジ

ョ
ウ

 
M
i
s
g
u
r
n
u
s
 
a
n
g
u
i
l
l
i
c
a
u
d
a
t
u
s
 

ド
ジ

ョ
ウ

属
 

ド
ジ

ョ
ウ

科
 

コ
イ

目
要

注
目

種
 

〇
 

1
5
 

ニ
シ

シ
マ

ド
ジ

ョ
ウ

C
o
b
i
t
i
s
 
s
p
.
 
B
I
W
A
E
 
t
y
p
e
 
B
 

シ
マ

ド
ジ

ョ
ウ

属
ド

ジ
ョ

ウ
科

 
コ

イ
目

要
注

目
種

 
〇

 

1
6
 

ア
ジ

メ
ド

ジ
ョ

ウ
N
i
w
a
e
l
l
a
 
d
e
l
i
c
a
t
a
 

ア
ジ

メ
ド

ジ
ョ

ウ
属

ド
ジ

ョ
ウ

科
 

コ
イ

目
希

少
種

 
〇

 

1
7
 

ス
ナ

ヤ
ツ

メ
L
e
t
h
e
n
t
e
r
o
n
 
s
p
p
.
 

カ
ワ

ヤ
ツ

メ
属

ヤ
ツ

メ
ウ

ナ
ギ

科
ヤ

ツ
メ

ウ
ナ

ギ
目

〇
 

1
8
 

ア
ユ

P
l
e
c
o
g
l
o
s
s
u
s
 
a
l
t
i
v
e
l
i
s
 
a
l
t
i
v
e
l
i
s
 

ア
ユ

属
ア

ユ
科

サ
ケ

目
分

布
上

 
重

要
種

 
〇

 

1
9
 

ア
マ

ゴ
（

サ
ツ

キ
マ

ス
）

O
n
c
o
r
h
y
n
c
h
u
s
 
m
a
s
o
u
 
i
s
h
i
k
a
w
a
e
 

サ
ケ

属
サ

ケ
科

サ
ケ

目
要

注
目

種
 

〇
 

〇
 

2
0
 

イ
ワ

ナ
S
l
v
e
l
i
n
u
s
 
l
e
u
c
o
m
a
e
n
i
s
 

サ
ケ

属
サ

ケ
科

サ
ケ

目
絶

滅
危

機
 

増
大

種
 

〇
 

2
1
 

ギ
ギ

 
T
a
c
h
y
s
u
r
u
s
 
n
u
d
i
c
e
p
s
 

ギ
バ

チ
属

 
ギ

ギ
科

 
ナ

マ
ズ

目
絶

滅
危

惧
種

 
〇

 

2
2
 

ア
カ

ザ
L
i
o
b
a
g
r
u
s
 
r
e
i
n
i
i
 

ア
カ

ザ
属

ア
カ

ザ
科

ナ
マ

ズ
目

希
少

種
 

〇
 

2
3
 

カ
マ

ツ
カ

P
o
u
r
t
h
i
a
e
a
 
v
i
l
l
o
s
a
 
v
a
r
.
l
a
e
v
i
s
 

カ
マ

ツ
カ

属
バ

ラ
科

 
バ

ラ
目

 
〇

 

※
上

流
域

は
愛

知
川

の
源

流
側

か
ら

永
源

寺
ダ

ム
の

上
部

ま
で

、
中

流
域

は
永

源
寺

ダ
ム

の
下

部
か

ら
春

日
橋

付
近

ま
で

と
し

た
。

※
中

流
域

の
分

布
は

2
0
0
2
～

2
0
0
3
年

の
文

献
調

査
時

の
も

の
を

参
照

し
た

。
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9
0
 

付
表

４
．

鈴
鹿

の
森

で
見

ら
れ

る
両

生
類

（
学

名
や

分
類

は
2
0
2
4
年

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
生

物
リ

ス
ト

に
準

拠
し

た
。
）

 
番 号

 
種

名
 

学
名

 
属

名
 

科
名

 
目

名
 

現
地

 
調

査
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

1
 

ヒ
ダ

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
H
y
n
o
b
i
u
s
 
k
i
m
u
r
a
e
 

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
属

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
科

有
尾

目
 

○
 

N
T
 

希
少

種
 

2
 

マ
ホ

ロ
バ

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
H
y
n
o
b
i
u
s
 
g
u
t
t
a
t
u
s
 

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
属

サ
ン

シ
ョ

ウ
ウ

オ
科

有
尾

目
 

○
 

V
U
 

希
少

種
 

3
 

ハ
コ

ネ
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

O
n
y
c
h
o
d
a
c
t
y
l
u
s
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 

ハ
コ

ネ
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

属
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

科
有

尾
目

 
希

少
種

 

4
 

ア
カ

ハ
ラ

イ
モ

リ
C
y
n
o
p
s
 
p
y
r
r
h
o
g
a
s
t
e
r
 

イ
モ

リ
属

イ
モ

リ
科

有
尾

目
 

○
 

N
T
 

要
注

目
種

 

5
 

ア
ズ

マ
ヒ

キ
ガ

エ
ル

B
u
f
o
 
f
o
r
m
o
s
u
s
 

ヒ
キ

ガ
エ

ル
属

ヒ
キ

ガ
エ

ル
科

無
尾

目
 

○
 

希
少

種
 

6
 

ナ
ガ

レ
ヒ

キ
ガ

エ
ル

B
u
f
o
 
t
o
r
r
e
n
t
i
c
o
l
a
 

ヒ
キ

ガ
エ

ル
属

ヒ
キ

ガ
エ

ル
科

無
尾

目
 

○
 

希
少

種
 

7
 

ヒ
ガ

シ
ニ

ホ
ン

ア
マ

ガ
エ

ル
D
r
y
o
p
h
y
t
e
s
 
l
e
o
p
a
r
d
u
s
 

ア
マ

ガ
エ

ル
属

ア
マ

ガ
エ

ル
科

無
尾

目
 

○
 

8
 

タ
ゴ

ガ
エ

ル
R
a
n
a
 
t
a
g
o
i
 

ア
カ

ガ
エ

ル
属

ア
カ

ガ
エ

ル
科

無
尾

目
 

○
 

要
注

目
種

 

9
 

ナ
ガ

レ
タ

ゴ
ガ

エ
ル

R
a
n
a
 
s
a
k
u
r
a
i
i
 

ア
カ

ガ
エ

ル
属

ア
カ

ガ
エ

ル
科

無
尾

目
 

○
 

希
少

種
 

1
0
 

ヤ
マ

ア
カ

ガ
エ

ル
R
a
n
a
 
o
r
n
a
t
i
v
e
n
t
r
i
s
 

ア
カ

ガ
エ

ル
属

ア
カ

ガ
エ

ル
科

無
尾

目
 

○
 

希
少

種
 

1
1
 

ト
ノ

サ
マ

ガ
エ

ル
P
e
l
o
p
h
y
l
a
x
 
n
i
g
r
o
m
a
c
u
l
a
t
u
s
 

ト
ノ

サ
マ

ガ
エ

ル
属

ア
カ

ガ
エ

ル
科

無
尾

目
 

○
 

N
T
 

要
注

目
種

 

1
2
 

ツ
チ

ガ
エ

ル
G
l
a
n
d
i
r
a
n
a
 
r
u
g
o
s
a
 

ツ
チ

ガ
エ

ル
属

ア
カ

ガ
エ

ル
科

無
尾

目
 

○
 

要
注

目
種

 

1
3
 

シ
ュ

レ
ー

ゲ
ル

ア
オ

ガ
エ

ル
Z
h
a
n
g
i
x
a
l
u
s
 
s
c
h
l
e
g
e
l
i
i
 

ア
オ

ガ
エ

ル
属

ア
オ

ガ
エ

ル
科

無
尾

目
 

○
 

要
注

目
種

 

1
4
 

モ
リ

ア
オ

ガ
エ

ル
Z
h
a
n
g
i
x
a
l
u
s
 
a
r
b
o
r
e
u
s
 

ア
オ

ガ
エ

ル
属

ア
オ

ガ
エ

ル
科

無
尾

目
 

○
 

要
注

目
種

 

1
5
 

カ
ジ

カ
ガ

エ
ル

B
u
e
r
g
e
r
i
a
 
b
u
e
r
g
e
r
i
 

カ
ジ

カ
ガ

エ
ル

属
ア

オ
ガ

エ
ル

科
無

尾
目

 
○

 
要

注
目

種
 

付
表

５
．

鈴
鹿

の
森

で
見

ら
れ

る
爬

虫
類

（
学

名
や

分
類

は
2
0
2
4
年

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
生

物
リ

ス
ト

に
準

拠
し

た
。
）

 
番 号

 
種

名
 

学
名

 
属

名
 

科
名

 
目

名
 

現
地

 
調

査
 

環
境

省
 

R
D
B
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

1
 

ニ
ホ

ン
イ

シ
ガ

メ
M
a
u
r
e
m
y
s
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 

イ
シ

ガ
メ

属
イ

シ
ガ

メ
科

カ
メ

目
○

 
N
T
 

希
少

種
 

2
 

ニ
ホ

ン
ヤ

モ
リ

G
e
k
k
o
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 

ヤ
モ

リ
属

ヤ
モ

リ
科

有
鱗

目
 

○
 

3
 

ヒ
ガ

シ
ニ

ホ
ン

ト
カ

ゲ
P
l
e
s
t
i
o
d
o
n
 
f
i
n
i
t
i
m
u
s
 

ト
カ

ゲ
属

ト
カ

ゲ
科

有
鱗

目
 

○
 

要
注

目
種

 

4
 

ニ
ホ

ン
カ

ナ
ヘ

ビ
T
a
k
y
d
r
o
m
u
s
 
t
a
c
h
y
d
r
o
m
o
i
d
e
s
 

カ
ナ

ヘ
ビ

属
カ

ナ
ヘ

ビ
科

有
鱗

目
 

○
 

5
 

タ
カ

チ
ホ

ヘ
ビ

A
c
h
a
l
i
n
u
s
 
s
p
i
n
a
l
i
s
 

タ
カ

チ
ホ

ヘ
ビ

属
タ

カ
チ

ホ
ヘ

ビ
科

有
鱗

目
 

○
 

要
注

目
種

 

6
 

シ
マ

ヘ
ビ

E
l
a
p
h
e
 
q
u
a
d
r
i
v
i
r
g
a
t
a
 

ナ
メ

ラ
属

ナ
ミ

ヘ
ビ

科
有

鱗
目

 
○

 

7
 

ア
オ

ダ
イ

シ
ョ

ウ
E
l
a
p
h
e
 
c
l
i
m
a
c
o
p
h
o
r
a
 

ナ
メ

ラ
属

ナ
ミ

ヘ
ビ

科
有

鱗
目

 
○

 

8
 

ジ
ム

グ
リ

 
E
u
p
r
e
p
i
o
p
h
i
s
 
c
o
n
s
p
i
c
i
l
l
a
t
u
s
 

ジ
ム

グ
リ

属
 

ナ
ミ

ヘ
ビ

科
有

鱗
目

 
○

 
要

注
目

種
 

9
 

シ
ロ

マ
ダ

ラ
L
y
c
o
d
o
n
 
o
r
i
e
n
t
a
l
i
s
 

オ
オ

カ
ミ

ヘ
ビ

属
ナ

ミ
ヘ

ビ
科

有
鱗

目
 

○
 

要
注

目
種

 

1
0
 

ヒ
バ

カ
リ

H
e
b
i
u
s
 
v
i
b
a
k
a
r
i
 
v
i
b
a
k
a
r
i
 

ヒ
バ

カ
リ

属
ナ

ミ
ヘ

ビ
科

有
鱗

目
 

○
 

要
注

目
種

 

1
1
 

ヤ
マ

カ
ガ

シ
R
h
a
b
d
o
p
h
i
s
 
t
i
g
r
i
n
u
s
 

ヤ
マ

カ
ガ

シ
属

ナ
ミ

ヘ
ビ

科
有

鱗
目

 
○

 
要

注
目

種
 

1
2
 

ニ
ホ

ン
マ

ム
シ

G
l
o
y
d
i
u
s
 
b
l
o
m
h
o
f
f
i
i
 

マ
ム

シ
属

ク
サ

リ
ヘ

ビ
科

有
鱗

目
 

○
 

要
注

目
種
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9
1
 

付
表

６
．

鈴
鹿

の
森

で
見

ら
れ

る
鳥

類
（

学
名

や
分

類
は

2
0
2
4
年

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
生

物
リ

ス
ト

に
準

拠
し

た
。
）

 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

生
息

区
分

 
属

名
 

科
名

 
目

名
 

確
認

 

頻
度

 

文
化

財
 

保
護

法
 

種
の

 

保
存

法
 

環
境

省
 

R
L
2
0
2
0
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

1
 

ヤ
マ

ド
リ

S
y
r
m
a
t
i
c
u
s
 
s
o
e
m
m
e
r
r
i
n
g
i
i
 

留
鳥

 
ヤ

マ
ド

リ
属

キ
ジ

科
キ

ジ
目

◎
 

他
 

2
 

キ
ジ

P
h
a
s
i
a
n
u
s
 
c
o
l
c
h
i
c
u
s
 

留
鳥

 
キ

ジ
属

キ
ジ

科
キ

ジ
目

△
 

3
 

オ
シ

ド
リ

A
i
x
 
g
a
l
e
r
i
c
u
l
a
t
a
 

留
鳥

・
冬

鳥
 

オ
シ

ド
リ

属
カ

モ
科

カ
モ

目
〇

 
D
D
 

希
少

 

4
 

キ
ジ

バ
ト

S
t
r
e
p
t
o
p
e
l
i
a
 
o
r
i
e
n
t
a
l
i
s
 

留
鳥

 
キ

ジ
バ

ト
属

ハ
ト

科
ハ

ト
目

◎
 

5
 

ア
オ

バ
ト

T
r
e
r
o
n
 
s
i
e
b
o
l
d
i
i
 

留
鳥

 
ア

オ
バ

ト
属

ハ
ト

科
ハ

ト
目

〇
 

希
少

 

6
 

カ
ワ

ウ
P
h
a
l
a
c
r
o
c
o
r
a
x
 
c
a
r
b
o
 

留
鳥

 
ウ

属
ウ

科
カ

ツ
オ

ド
リ

目
〇

 

7
 

ミ
ゾ

ゴ
イ

G
o
r
s
a
c
h
i
u
s
 
g
o
i
s
a
g
i
 

夏
鳥

 
ミ

ゾ
ゴ

イ
属

サ
ギ

科
ペ

リ
カ

ン
目

 
△

 
V
U
 

増
大

 

8
 

ジ
ュ

ウ
イ

チ
 

H
i
e
r
o
c
o
c
c
y
x
 
h
y
p
e
r
y
t
h
r
u
s
 

夏
鳥

 
ジ

ュ
ウ

イ
チ

属
 

カ
ッ

コ
ウ

科
カ

ッ
コ

ウ
目

△
 

希
少

 

9
 

ホ
ト

ト
ギ

ス
C
u
c
u
l
u
s
 
p
o
l
i
o
c
e
p
h
a
l
u
s
 

夏
鳥

 
カ

ッ
コ

ウ
属

カ
ッ

コ
ウ

科
カ

ッ
コ

ウ
目

△
 

希
少

 

1
0
 

ツ
ツ

ド
リ

C
u
c
u
l
u
s
 
o
p
t
a
t
u
s
 

夏
鳥

 
カ

ッ
コ

ウ
属

カ
ッ

コ
ウ

科
カ

ッ
コ

ウ
目

△
 

希
少

 

1
1
 

カ
ッ

コ
ウ

C
u
c
u
l
u
s
 
c
a
n
o
r
u
s
 

夏
鳥

 
カ

ッ
コ

ウ
属

カ
ッ

コ
ウ

科
カ

ッ
コ

ウ
目

△
 

希
少

 

1
2
 

ヨ
タ

カ
C
a
p
r
i
m
u
l
g
u
s
 
i
n
d
i
c
u
s
 

夏
鳥

 
ヨ

タ
カ

属
ヨ

タ
カ

科
ヨ

タ
カ

目
△

 
N
T
 

増
大

 

1
3
 

ハ
リ

オ
ア

マ
ツ

バ
メ

H
i
r
u
n
d
a
p
u
s
 
c
a
u
d
a
c
u
t
u
s
 

旅
鳥

 
ハ

リ
オ

ア
マ

ツ
バ

メ
属

ア
マ

ツ
バ

メ
科

ア
マ

ツ
バ

メ
目

△
 

1
4
 

ア
マ

ツ
バ

メ
A
p
u
s
 
p
a
c
i
f
i
c
u
s
 

旅
鳥

 
ア

マ
ツ

バ
メ

属
ア

マ
ツ

バ
メ

科
ア

マ
ツ

バ
メ

目
△

 

1
5
 

ヤ
マ

シ
ギ

S
c
o
l
o
p
a
x
 
r
u
s
t
i
c
o
l
a
 

冬
鳥

 
ヤ

マ
シ

ギ
属

シ
ギ

科
チ

ド
リ

目
△

 
希

少
 

1
6
 

ミ
サ

ゴ
P
a
n
d
i
o
n
 
h
a
l
i
a
e
t
u
s
 

留
鳥

 
ミ

サ
ゴ

属
ミ

サ
ゴ

科
タ

カ
目

△
 

N
T
 

希
少

 

1
7
 

ハ
チ

ク
マ

P
e
r
n
i
s
 
p
t
i
l
o
r
h
y
n
c
h
u
s
 

夏
鳥

 
ハ

チ
ク

マ
属

タ
カ

科
タ

カ
目

〇
 

N
T
 

増
大

 

1
8
 

ト
ビ

M
i
l
v
u
s
 
m
i
g
r
a
n
s
 

留
鳥

 
ト

ビ
属

タ
カ

科
タ

カ
目

◎
 

1
9
 

オ
ジ

ロ
ワ

シ
H
a
l
i
a
e
e
t
u
s
 
a
l
b
i
c
i
l
l
a
 

冬
鳥

 
オ

ジ
ロ

ワ
シ

属
タ

カ
科

タ
カ

目
△

 
国

天
 

国
内

 
V
U
 

増
大

 

2
0
 

ツ
ミ

A
c
c
i
p
i
t
e
r
 
g
u
l
a
r
i
s
 

留
鳥

 
ハ

イ
タ

カ
属

タ
カ

科
タ

カ
目

△
 

希
少

 

2
1
 

ハ
イ

タ
カ

A
c
c
i
p
i
t
e
r
 
n
i
s
u
s
 

留
鳥

 
ハ

イ
タ

カ
属

タ
カ

科
タ

カ
目

△
 

N
T
 

希
少

 

2
2
 

オ
オ

タ
カ

A
c
c
i
p
i
t
e
r
 
g
e
n
t
i
l
i
s
 

留
鳥

 
ハ

イ
タ

カ
属

タ
カ

科
タ

カ
目

△
 

N
T
 

希
少

 

2
3
 

サ
シ

バ
B
u
t
a
s
t
u
r
 
i
n
d
i
c
u
s
 

夏
鳥

 
サ

シ
バ

属
タ

カ
科

タ
カ

目
〇

 
V
U
 

希
少

 

2
4
 

ノ
ス

リ
B
u
t
e
o
 
b
u
t
e
o
 

留
鳥

・
冬

鳥
 

ノ
ス

リ
属

タ
カ

科
タ

カ
目

△
 

希
少

 

2
5
 

ク
マ

タ
カ

N
i
s
a
e
t
u
s
 
n
i
p
a
l
e
n
s
i
s
 

留
鳥

 
ク

マ
タ

カ
属

タ
カ

科
タ

カ
目

△
 

国
内

 
E
N
 

危
惧

 

2
6
 

オ
オ

コ
ノ

ハ
ズ

ク
O
t
u
s
 
l
e
m
p
i
j
i
 

留
鳥

 
コ

ノ
ハ

ズ
ク

属
フ

ク
ロ

ウ
科

フ
ク

ロ
ウ

目
△

 
危

惧
 

2
7
 

フ
ク

ロ
ウ

S
t
r
i
x
 
u
r
a
l
e
n
s
i
s
 

留
鳥

 
フ

ク
ロ

ウ
属

フ
ク

ロ
ウ

科
フ

ク
ロ

ウ
目

△
 

希
少

 

2
8
 

ア
オ

バ
ズ

ク
N
i
n
o
x
 
s
c
u
t
u
l
a
t
a
 

夏
鳥

 
ア

オ
バ

ズ
ク

属
フ

ク
ロ

ウ
科

フ
ク

ロ
ウ

目
△

 
希

少
 

2
9
 

ア
カ

シ
ョ

ウ
ビ

ン
H
a
l
c
y
o
n
 
c
o
r
o
m
a
n
d
a
 

夏
鳥

 
ア

カ
シ

ョ
ウ

ビ
ン

属
カ

ワ
セ

ミ
科

ブ
ッ

ポ
ウ

ソ
ウ

目
 

〇
 

希
少

 

3
0
 

カ
ワ

セ
ミ

A
l
c
e
d
o
 
a
t
t
h
i
s
 

留
鳥

 
カ

ワ
セ

ミ
属

カ
ワ

セ
ミ

科
ブ

ッ
ポ

ウ
ソ

ウ
目

 
〇

 
希

少
 

3
1
 

ヤ
マ

セ
ミ

M
e
g
a
c
e
r
y
l
e
 
l
u
g
u
b
r
i
s
 

留
鳥

 
ヤ

マ
セ

ミ
属

カ
ワ

セ
ミ

科
ブ

ッ
ポ

ウ
ソ

ウ
目

 
△

 
危

惧
 

3
2
 

ブ
ッ

ポ
ウ

ソ
ウ

 
E
u
r
y
s
t
o
m
u
s
 
o
r
i
e
n
t
a
l
i
s
 

夏
鳥

 
ブ

ッ
ポ

ウ
ソ

ウ
属

 
ブ

ッ
ポ

ウ
ソ

ウ
科

 
ブ

ッ
ポ

ウ
ソ

ウ
目

 
△

 
E
N
 

危
惧

 

3
3
 

コ
ゲ

ラ
D
e
n
d
r
o
c
o
p
o
s
 
k
i
z
u
k
i
 

留
鳥

 
ア

カ
ゲ

ラ
属

キ
ツ

ツ
キ

科
キ

ツ
ツ

キ
目

◎
 

3
4
 

オ
オ

ア
カ

ゲ
ラ

D
e
n
d
r
o
c
o
p
o
s
 
l
e
u
c
o
t
o
s
 

留
鳥

 
ア

カ
ゲ

ラ
属

キ
ツ

ツ
キ

科
キ

ツ
ツ

キ
目

◎
 

希
少

 

3
5
 

ア
カ

ゲ
ラ

D
e
n
d
r
o
c
o
p
o
s
 
m
a
j
o
r
 

留
鳥

 
ア

カ
ゲ

ラ
属

キ
ツ

ツ
キ

科
キ

ツ
ツ

キ
目

〇
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9
2
 

 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

生
息

区
分

 
属

名
 

科
名

 
目

名
 

確
認

 

頻
度

 

文
化

財
 

保
護

法
 

種
の

 

保
存

法
 

環
境

省
 

R
L
2
0
2
0
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

3
6
 

ア
オ

ゲ
ラ

 
P
i
c
u
s
 
a
w
o
k
e
r
a
 

留
鳥

 
ア

オ
ゲ

ラ
属

 
キ

ツ
ツ

キ
科

 
キ

ツ
ツ

キ
目

 
◎

 
 

 
 

 
 

 
 

 

3
7
 

チ
ョ

ウ
ゲ

ン
ボ

ウ
 

F
a
l
c
o
 
t
i
n
n
u
n
c
u
l
u
s
 

旅
鳥

・
冬

鳥
 

ハ
ヤ

ブ
サ

属
 

ハ
ヤ

ブ
サ

科
 

ハ
ヤ

ブ
サ

目
 

△
 

 
 

 
 

 
 

希
少

 

3
8
 

ハ
ヤ

ブ
サ

 
F
a
l
c
o
 
p
e
r
e
g
r
i
n
u
s
 

留
鳥

 
ハ

ヤ
ブ

サ
属

 
ハ

ヤ
ブ

サ
科

 
ハ

ヤ
ブ

サ
目

 
△

 
 

 
国

内
 

V
U
 

希
少

 

3
9
 

ヤ
イ

ロ
チ

ョ
ウ

 
P
i
t
t
a
 
n
y
m
p
h
a
 

夏
鳥

 
ヤ

イ
ロ

チ
ョ

ウ
属

 
ヤ

イ
ロ

チ
ョ

ウ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

△
 

 
 

国
内

 
E
N
 

注
目

 

4
0
 

サ
ン

シ
ョ

ウ
ク

イ
 

P
e
r
i
c
r
o
c
o
t
u
s
 
d
i
v
a
r
i
c
a
t
u
s
 

夏
鳥

 
サ

ン
シ

ョ
ウ

ク
イ

属
 

サ
ン

シ
ョ

ウ
ク

イ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

〇
 

 
 

 
 

V
U
 

希
少

 

4
1
 

サ
ン

コ
ウ

チ
ョ

ウ
 

T
e
r
p
s
i
p
h
o
n
e
 
a
t
r
o
c
a
u
d
a
t
a
 

夏
鳥

 
サ

ン
コ

ウ
チ

ョ
ウ

属
 

カ
サ

サ
ギ

ヒ
タ

キ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

△
 

 
 

 
 

 
 

希
少

 

4
2
 

モ
ズ

 
L
a
n
i
u
s
 
b
u
c
e
p
h
a
l
u
s
 

留
鳥

 
モ

ズ
属

 
モ

ズ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

〇
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
3
 

カ
ケ

ス
 

G
a
r
r
u
l
u
s
 
g
l
a
n
d
a
r
i
u
s
 

留
鳥

 
カ

ケ
ス

属
 

カ
ラ

ス
科

 
ス

ズ
メ

目
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
4
 

ハ
シ

ボ
ソ

ガ
ラ

ス
 

C
o
r
v
u
s
 
c
o
r
o
n
e
 

留
鳥

 
カ

ラ
ス

属
 

カ
ラ

ス
科

 
ス

ズ
メ

目
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
5
 

ハ
シ

ブ
ト

ガ
ラ

ス
 

C
o
r
v
u
s
 
m
a
c
r
o
r
h
y
n
c
h
o
s
 

留
鳥

 
カ

ラ
ス

属
 

カ
ラ

ス
科

 
ス

ズ
メ

目
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
6
 

キ
ク

イ
タ

ダ
キ

 
R
e
g
u
l
u
s
 
r
e
g
u
l
u
s
 

冬
鳥

 
キ

ク
イ

タ
ダ

キ
属

 
キ

ク
イ

タ
ダ

キ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

△
 

 
 

 
 

 
 

希
少

 

4
7
 

コ
ガ

ラ
 

P
o
e
c
i
l
e
 
m
o
n
t
a
n
u
s
 

留
鳥

 
コ

ガ
ラ

属
 

シ
ジ

ュ
ウ

カ
ラ

科
 

ス
ズ

メ
目

 
〇

 
 

 
 

 
 

 
 

 

4
8
 

ヤ
マ

ガ
ラ

 
P
o
e
c
i
l
e
 
v
a
r
i
u
s
 

留
鳥

 
コ

ガ
ラ

属
 

シ
ジ

ュ
ウ

カ
ラ

科
 

ス
ズ

メ
目

 
◎

 
 

 
 

 
 

 
 

 

4
9
 

ヒ
ガ

ラ
 

P
e
r
i
p
a
r
u
s
 
a
t
e
r
 

留
鳥

 
ヒ

ガ
ラ

属
 

シ
ジ

ュ
ウ

カ
ラ

科
 

ス
ズ

メ
目

 
◎

 
 

 
 

 
 

 
 

 

5
0
 

シ
ジ

ュ
ウ

カ
ラ

 
P
a
r
u
s
 
m
i
n
o
r
 

留
鳥

 
シ

ジ
ュ

ウ
カ

ラ
属

 
シ

ジ
ュ

ウ
カ

ラ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
1
 

ツ
バ

メ
 

H
i
r
u
n
d
o
 
r
u
s
t
i
c
a
 

夏
鳥

 
ツ

バ
メ

属
 

ツ
バ

メ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

〇
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
2
 

イ
ワ

ツ
バ

メ
 

D
e
l
i
c
h
o
n
 
d
a
s
y
p
u
s
 

夏
鳥

 
イ

ワ
ツ

バ
メ

属
 

ツ
バ

メ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

△
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
3
 

ヒ
ヨ

ド
リ

 
H
y
p
s
i
p
e
t
e
s
 
a
m
a
u
r
o
t
i
s
 

留
鳥

 
ヒ

ヨ
ド

リ
属

 
ヒ

ヨ
ド

リ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
4
 

ウ
グ

イ
ス

 
C
e
t
t
i
a
 
d
i
p
h
o
n
e
 

留
鳥

 
ウ

グ
イ

ス
属

 
ウ

グ
イ

ス
科

 
ス

ズ
メ

目
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
5
 

ヤ
ブ

サ
メ

 
U
r
o
s
p
h
e
n
a
 
s
q
u
a
m
e
i
c
e
p
s
 

夏
鳥

 
ヤ

ブ
サ

メ
属

 
ウ

グ
イ

ス
科

 
ス

ズ
メ

目
 

〇
 

 
 

 
 

 
 

希
少

 

5
6
 

エ
ナ

ガ
 

A
e
g
i
t
h
a
l
o
s
 
c
a
u
d
a
t
u
s
 

留
鳥

 
エ

ナ
ガ

属
 

エ
ナ

ガ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
7
 

メ
ボ

ソ
ム

シ
ク

イ
 

P
h
y
l
l
o
s
c
o
p
u
s
 
x
a
n
t
h
o
d
r
y
a
s
 

旅
鳥

 
ム

シ
ク

イ
属

 
ム

シ
ク

イ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

△
 

 
 

 
 

 
 

希
少

 

5
8
 

セ
ン

ダ
イ

ム
シ

ク
イ

 
P
h
y
l
l
o
s
c
o
p
u
s
 
c
o
r
o
n
a
t
u
s
 

夏
鳥

 
ム

シ
ク

イ
属

 
ム

シ
ク

イ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

△
 

 
 

 
 

 
 

希
少

 

5
9
 

メ
ジ

ロ
 

Z
o
s
t
e
r
o
p
s
 
j
a
p
o
n
i
c
u
s
 

留
鳥

 
メ

ジ
ロ

属
 

メ
ジ

ロ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
0
 

ミ
ソ

サ
ザ

イ
 

T
r
o
g
l
o
d
y
t
e
s
 
t
r
o
g
l
o
d
y
t
e
s
 

留
鳥

 
ミ

ソ
サ

ザ
イ

属
 

ミ
ソ

サ
ザ

イ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

希
少

 

6
1
 

カ
ワ

ガ
ラ

ス
 

C
i
n
c
l
u
s
 
p
a
l
l
a
s
i
i
 

留
鳥

 
カ

ワ
ガ

ラ
ス

属
 

カ
ワ

ガ
ラ

ス
科

 
ス

ズ
メ

目
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

希
少

 

6
2
 

ト
ラ

ツ
グ

ミ
 

Z
o
o
t
h
e
r
a
 
d
a
u
m
a
 

留
鳥

 
ト

ラ
ツ

グ
ミ

属
 

ヒ
タ

キ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

〇
 

 
 

 
 

 
 

希
少

 

6
3
 

ク
ロ

ツ
グ

ミ
 

T
u
r
d
u
s
 
c
a
r
d
i
s
 

夏
鳥

 
ツ

グ
ミ

属
 

ヒ
タ

キ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

希
少

 

6
4
 

シ
ロ

ハ
ラ

 
T
u
r
d
u
s
 
p
a
l
l
i
d
u
s
 

冬
鳥

 
ツ

グ
ミ

属
 

ヒ
タ

キ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
5
 

ア
カ

ハ
ラ

 
T
u
r
d
u
s
 
c
h
r
y
s
o
l
a
u
s
 

冬
鳥

 
ツ

グ
ミ

属
 

ヒ
タ

キ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

〇
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
6
 

ツ
グ

ミ
 

T
u
r
d
u
s
 
n
a
u
m
a
n
n
i
 

冬
鳥

 
ツ

グ
ミ

属
 

ヒ
タ

キ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6
7
 

コ
マ

ド
リ

 
L
u
s
c
i
n
i
a
 
a
k
a
h
i
g
e
 

旅
鳥

 
ノ

ゴ
マ

属
 

ヒ
タ

キ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

△
 

 
 

 
 

 
 

増
大

 

6
8
 

コ
ル

リ
 

L
u
s
c
i
n
i
a
 
c
y
a
n
e
 

夏
鳥

 
ノ

ゴ
マ

属
 

ヒ
タ

キ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

△
 

 
 

 
 

 
 

増
大

 

6
9
 

ル
リ

ビ
タ

キ
 

T
a
r
s
i
g
e
r
 
c
y
a
n
u
r
u
s
 

冬
鳥

 
ル

リ
ビ

タ
キ

属
 

ヒ
タ

キ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

〇
 

 
 

 
 

 
 

希
少

 

7
0
 

ジ
ョ

ウ
ビ

タ
キ

 
P
h
o
e
n
i
c
u
r
u
s
 
a
u
r
o
r
e
u
s
 

冬
鳥

 
ジ

ョ
ウ

ビ
タ

キ
属

 
ヒ

タ
キ

科
 

ス
ズ

メ
目

 
〇

 
 

 
 

 
 

 
 

 

7
1
 

コ
サ

メ
ビ

タ
キ

 
M
u
s
c
i
c
a
p
a
 
d
a
u
u
r
i
c
a
 

夏
鳥

 
サ

メ
ビ

タ
キ

属
 

ヒ
タ

キ
科

 
ス

ズ
メ

目
 

△
 

 
 

 
 

 
 

希
少
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9
3
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

生
息

区
分

 
属

名
 

科
名

 
目

名
 

確
認

 

頻
度

 

文
化

財
 

保
護

法
 

種
の

 

保
存

法
 

環
境

省
 

R
L
2
0
2
0
 

滋
賀

県
 

R
D
B
 

7
2
 

キ
ビ

タ
キ

F
i
c
e
d
u
l
a
 
n
a
r
c
i
s
s
i
n
a
 

夏
鳥

 
キ

ビ
タ

キ
属

ヒ
タ

キ
科

ス
ズ

メ
目

◎
 

希
少

 

7
3
 

オ
オ

ル
リ

C
y
a
n
o
p
t
i
l
a
 
c
y
a
n
o
m
e
l
a
n
a
 

夏
鳥

 
オ

オ
ル

リ
属

ヒ
タ

キ
科

ス
ズ

メ
目

◎
 

希
少

 

7
4
 

ス
ズ

メ
P
a
s
s
e
r
 
m
o
n
t
a
n
u
s
 

留
鳥

 
ス

ズ
メ

属
ス

ズ
メ

科
ス

ズ
メ

目
〇

 

7
5
 

キ
セ

キ
レ

イ
M
o
t
a
c
i
l
l
a
 
c
i
n
e
r
e
a
 

留
鳥

 
セ

キ
レ

イ
属

セ
キ

レ
イ

科
ス

ズ
メ

目
◎

 

7
6
 

ハ
ク

セ
キ

レ
イ

M
o
t
a
c
i
l
l
a
 
a
l
b
a
 

留
鳥

 
セ

キ
レ

イ
属

セ
キ

レ
イ

科
ス

ズ
メ

目
〇

 

7
7
 

セ
グ

ロ
セ

キ
レ

イ
M
o
t
a
c
i
l
l
a
 
g
r
a
n
d
i
s
 

留
鳥

 
セ

キ
レ

イ
属

セ
キ

レ
イ

科
ス

ズ
メ

目
〇

 

7
8
 

ア
ト

リ
F
r
i
n
g
i
l
l
a
 
m
o
n
t
i
f
r
i
n
g
i
l
l
a
 

冬
鳥

 
ア

ト
リ

属
ア

ト
リ

科
ス

ズ
メ

目
◎

 

7
9
 

カ
ワ

ラ
ヒ

ワ
C
h
l
o
r
i
s
 
s
i
n
i
c
a
 

留
鳥

 
カ

ワ
ラ

ヒ
ワ

属
ア

ト
リ

科
ス

ズ
メ

目
◎

 

8
0
 

マ
ヒ

ワ
C
a
r
d
u
e
l
i
s
 
s
p
i
n
u
s
 

冬
鳥

 
マ

ヒ
ワ

属
ア

ト
リ

科
ス

ズ
メ

目
◎

 

8
1
 

ベ
ニ

マ
シ

コ
 

U
r
a
g
u
s
 
s
i
b
i
r
i
c
u
s
 

冬
鳥

 
ベ

ニ
マ

シ
コ

属
 

ア
ト

リ
科

ス
ズ

メ
目

△
 

希
少

 

8
2
 

ウ
ソ

P
y
r
r
h
u
l
a
 
p
y
r
r
h
u
l
a
 

旅
鳥

 
ウ

ソ
属

ア
ト

リ
科

ス
ズ

メ
目

△
 

希
少

 

8
3
 

シ
メ

C
o
c
c
o
t
h
r
a
u
s
t
e
s
 

c
o
c
c
o
t
h
r
a
u
s
t
e
s
 

冬
鳥

 
シ

メ
属

ア
ト

リ
科

ス
ズ

メ
目

△
 

8
4
 

イ
カ

ル
E
o
p
h
o
n
a
 
p
e
r
s
o
n
a
t
a
 

留
鳥

 
イ

カ
ル

属
ア

ト
リ

科
ス

ズ
メ

目
〇

 

8
5
 

ホ
オ

ジ
ロ

E
m
b
e
r
i
z
a
 
c
i
o
i
d
e
s
 

留
鳥

 
ホ

オ
ジ

ロ
属

ホ
オ

ジ
ロ

科
ス

ズ
メ

目
◎

 

8
6
 

カ
シ

ラ
ダ

カ
E
m
b
e
r
i
z
a
 
r
u
s
t
i
c
a
 

冬
鳥

 
ホ

オ
ジ

ロ
属

ホ
オ

ジ
ロ

科
ス

ズ
メ

目
△

 

8
7
 

ア
オ

ジ
E
m
b
e
r
i
z
a
 
s
p
o
d
o
c
e
p
h
a
l
a
 

冬
鳥

 
ホ

オ
ジ

ロ
属

ホ
オ

ジ
ロ

科
ス

ズ
メ

目
△

 

8
8
 

ク
ロ

ジ
E
m
b
e
r
i
z
a
 
v
a
r
i
a
b
i
l
i
s
 

冬
鳥

 
ホ

オ
ジ

ロ
属

ホ
オ

ジ
ロ

科
ス

ズ
メ

目
△

 
希

少
 

-
 

イ
ヌ

ワ
シ

A
q
u
i
l
a
 
c
h
r
y
s
a
e
t
o
s
 

留
鳥

 
イ

ヌ
ワ

シ
属

タ
カ

科
タ

カ
目

×
 

国
天

 
国

内
 

E
N
 

危
惧

 

-
 

コ
ノ

ハ
ズ

ク
O
t
u
s
 
s
u
n
i
a
 

夏
鳥

 
コ

ノ
ハ

ズ
ク

属
フ

ク
ロ

ウ
科

フ
ク

ロ
ウ

目
×

 
危

惧
 

※
調

査
範

囲
は

旧
永

源
寺

町
内

の
鈴

鹿
の

森

確
認

頻
度

 

◎
 

よ
く

見
る

 

※
調

査
期

間
は

2
0
0
2
年

～
2
0
2
3
年

〇
 

普
通

 

△
 

あ
ま

り
見

な
い

 

×
 

現
在

は
消

失
 

外
来

種
 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

生
息

区
分

 
属

名
 

科
名

 
目

名
 

確
認

 
頻

度
 

１
 

ガ
ビ

チ
ョ

ウ
 

G
a
r
r
u
l
a
x
 
c
a
n
o
r
u
s
 

留
鳥

 
ガ

ビ
チ

ョ
ウ

属
 

チ
メ

ド
リ

科
ス

ズ
メ

目
△

 

2
 

ソ
ウ

シ
チ

ョ
ウ

L
e
i
o
t
h
r
i
x
 
l
u
t
e
a
 

留
鳥

 
L
e
i
o
t
h
r
i
x
 

ソ
ウ

シ
チ

ョ
ウ

科
ス

ズ
メ

目
△

 

＊
コ

ジ
ュ

ケ
イ

も
外

来
種

で
は

あ
る

が
、

す
で

に
本

州
・

四
国

・
九

州
に

広
く

分
定

着
し

て
い

る
の

で
種

リ
ス

ト
に

加
え

て
い

る
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9
4
 

付
表

７
．

鈴
鹿

の
森

で
見

ら
れ

る
哺

乳
類

（
学

名
や

分
類

は
2
0
2
4
年

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
生

物
リ

ス
ト

に
準

拠
し

た
。
）

 

番 号
 

種
名

 
学

名
 

属
名

 
科

名
 

目
名

 
現

地
＊

1
 

確
認

種
 

文
化

財
 

保
護

法
 

種
の

 

保
存

法
 

滋
賀

県
R
D
B
 

2
0
2
0
 

彦
根

市
R
D
B
 

2
0
0
5
 

特
定

 

外
来

種
 

生
態

系
 

被
害

 

外
来

種
 

1
 

ジ
ネ

ズ
ミ

 
C
r
o
c
i
d
u
r
a
 
d
s
i
n
e
z
u
m
i
 

ジ
ネ

ズ
ミ

属
 

ト
ガ

リ
ネ

ズ
ミ

科
モ

グ
ラ

目
（

食
虫

目
）

要
注

目
種

 
要

注
目

種
Ⅱ

 

2
 

ヒ
ミ

ズ
U
r
o
t
r
i
c
h
u
s
 
t
a
l
p
o
i
d
e
s
 

ヒ
ミ

ズ
属

モ
グ

ラ
科

モ
グ

ラ
目

（
食

虫
目

）
要

注
目

種
Ⅱ

 

3
 

コ
ウ

ベ
モ

グ
ラ

M
o
g
e
r
a
 
w
o
g
u
r
a
 

モ
グ

ラ
属

モ
グ

ラ
科

モ
グ

ラ
目

（
食

虫
目

）

4
 

コ
キ

ク
ガ

シ
ラ

コ
ウ

モ
リ

R
h
i
n
o
l
o
p
h
u
s
 
c
o
r
n
u
t
u
s
 

キ
ク

ガ
シ

ラ

コ
ウ

モ
リ

属

キ
ク

ガ
シ

ラ

コ
ウ

モ
リ

科
コ

ウ
モ

リ
目

（
翼

手
目

）

5
 

キ
ク

ガ
シ

ラ
コ

ウ
モ

リ
R
h
i
n
o
l
o
p
h
u
s
 

f
e
r
r
u
m
e
q
u
i
n
u
m
 

キ
ク

ガ
シ

ラ

コ
ウ

モ
リ

属

キ
ク

ガ
シ

ラ

コ
ウ

モ
リ

科
コ

ウ
モ

リ
目

（
翼

手
目

）
絶

滅
危

惧
種

 
絶

滅
危

惧
種

 

6
 

ニ
ホ

ン
ザ

ル
M
a
c
a
c
a
 
f
u
s
c
a
t
a
 

マ
カ

ク
属

オ
ナ

ガ
ザ

ル
科

サ
ル

目
（

霊
長

目
）

〇
 

要
注

目
種

 
要

注
目

種
Ⅰ

 

7
 

ノ
ウ

サ
ギ

L
e
p
u
s
 
b
r
a
c
h
y
u
r
u
s
 

ノ
ウ

サ
ギ

属
ウ

サ
ギ

科
ウ

サ
ギ

目
〇

 
要

注
目

種
Ⅰ

 

8
 

ニ
ホ

ン
リ

ス
S
c
i
u
r
u
s
 
l
i
s
 

リ
ス

属
リ

ス
科

ネ
ズ

ミ
目

（
齧

歯
目

）
〇

 
危

急
種

 

9
 

ム
サ

サ
ビ

P
e
t
a
u
r
i
s
t
a
 
l
e
u
c
o
g
e
n
y
s
 

ム
サ

サ
ビ

属
リ

ス
科

ネ
ズ

ミ
目

（
齧

歯
目

）
〇

 
希

少
種

 
危

急
種

 

1
0
 

ア
カ

ネ
ズ

ミ
A
p
o
d
e
m
u
s
 
s
p
e
c
i
o
s
u
s
 

ア
カ

ネ
ズ

ミ
属

ネ
ズ

ミ
科

ネ
ズ

ミ
目

（
齧

歯
目

）
〇

 

1
1
 

ヒ
メ

ネ
ズ

ミ
A
p
o
d
e
m
u
s
 
a
r
g
e
n
t
e
u
s
 

ア
カ

ネ
ズ

ミ
属

ネ
ズ

ミ
科

ネ
ズ

ミ
目

（
齧

歯
目

）
希

少
種

 

1
2
 

カ
ヤ

ネ
ズ

ミ
M
i
c
r
o
m
y
s
 
m
i
n
u
t
u
s
 

カ
ヤ

ネ
ズ

ミ
属

ネ
ズ

ミ
科

ネ
ズ

ミ
目

（
齧

歯
目

）
希

少
種

 
希

少
種

 

1
3
 

ツ
キ

ノ
ワ

グ
マ

U
r
s
u
s
 
t
h
i
b
e
t
a
n
u
s
 

ク
マ

属
ク

マ
科

ネ
コ

目
（

食
肉

目
）

国
際

 
希

少
種

 
要

注
目

種
Ⅱ

 

1
4
 

ア
ラ

イ
グ

マ
P
r
o
c
y
o
n
 
l
o
t
o
r
 

ア
ラ

イ
グ

マ
属

ア
ラ

イ
グ

マ
科

ネ
コ

目
（

食
肉

目
）

○
 

総
-
緊

 

1
5
 

タ
ヌ

キ
N
y
c
t
e
r
e
u
t
e
s
 

p
r
o
c
y
o
n
o
i
d
e
s
 

タ
ヌ

キ
属

イ
ヌ

科
ネ

コ
目

（
食

肉
目

）
〇

 

1
6
 

キ
ツ

ネ
V
u
l
p
e
s
 
v
u
l
p
e
s
 

キ
ツ

ネ
属

イ
ヌ

科
ネ

コ
目

（
食

肉
目

）
〇

 

1
7
 

ノ
イ

ヌ
（

オ
オ

カ
ミ

）
C
a
n
i
s
 
l
u
p
u
s
 

イ
ヌ

属
イ

ヌ
科

ネ
コ

目
（

食
肉

目
）

総
-
重

 

1
8
 

テ
ン

（
ホ

ン
ド

テ
ン

）
M
a
r
t
e
s
 m
e
l
a
m
p
u
s
 （

M
.
 m
.
 

m
e
l
a
m
p
u
s
）

 
テ

ン
属

イ
タ

チ
科

ネ
コ

目
（

食
肉

目
）

〇
 

1
9
 

シ
ベ

リ
ア

イ
タ

チ
M
u
s
t
e
l
a
 
s
i
b
i
r
i
c
a
 

イ
タ

チ
属

イ
タ

チ
科

ネ
コ

目
（

食
肉

目
）

2
0
 

ニ
ホ

ン
イ

タ
チ

M
u
s
t
e
l
a
 
i
t
a
t
s
i
 

イ
タ

チ
属

イ
タ

チ
科

ネ
コ

目
（

食
肉

目
）

要
注

目
種

Ⅰ
 

2
1
 

ア
ナ

グ
マ

M
e
l
e
s
 
a
n
a
k
u
m
a
 

ア
ナ

グ
マ

属
イ

タ
チ

科
ネ

コ
目

（
食

肉
目

）
〇

 
要

注
目

種
Ⅱ

 

2
2
 

ハ
ク

ビ
シ

ン
P
a
g
u
m
a
 
l
a
r
v
a
t
a
 

ハ
ク

ビ
シ

ン
属

ジ
ャ

コ
ウ

ネ
コ

科
 

ネ
コ

目
（

食
肉

目
）

〇
 

総
-
重

 

2
3
 

ノ
ネ

コ
F
e
l
i
s
 
c
a
t
u
s
 

ネ
コ

属
ネ

コ
科

ネ
コ

目
（

食
肉

目
）

総
-
重

 

2
4
 

イ
ノ

シ
シ

S
u
s
 
s
c
r
o
f
a
 

イ
ノ

シ
シ

属
イ

ノ
シ

シ
科

ウ
シ

目
（

偶
蹄

目
）

〇
 

2
5
 

ニ
ホ

ン
ジ

カ
C
e
r
v
u
s
 
n
i
p
p
o
n
 

シ
カ

属
シ

カ
科

ウ
シ

目
（

偶
蹄

目
）

〇
 

2
6
 

カ
モ

シ
カ

C
a
p
r
i
c
o
r
n
i
s
 
c
r
i
s
p
u
s
 

カ
モ

シ
カ

属
ウ

シ
科

ウ
シ

目
（

偶
蹄

目
）

〇
 

特
天

 
絶

滅
危

惧
種

 
希

少
種

 

※
旧

永
源

寺
町

史
の

文
献

が
含

ま
れ

て
い

る
た

め
、

鈴
鹿

の
森

外
に

生
息

す
る

種
も

含
ま

れ
て

い
る

こ
と

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。

＊
1
：

自
動

撮
影

カ
メ

ラ
調

査
及

び
現

地
調

査
時

に
確

認
さ

れ
た

種
。

な
お

イ
タ

チ
属

や
ネ

ズ
ミ

科
も

確
認

さ
れ

た
が

、
種

同
定

が
困

難
な

た
め

除
外

し
た

。
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9
5
 

付
表

８
．

鈴
鹿

の
森

で
見

ら
れ

る
森

林
と

人
と

の
関

わ
り

一
覧

番 号
 

情
報

の
名

称
 

地
区

 

人
と

の
関

わ
り

区
分

 

情
報

の
内

容
 

暮 ら し
 

信 仰
 

生 業
 

交 流
 

伝 説
 

土 地 利 用
 

1
 

茨
川

・
三

筋
の

滝
 

茨
川

町
 

〇
 

〇
 

茶
屋

川
の

茨
川

廃
村

跡
よ

り
奥

に
あ

る
滝

で
、

惟
喬

親
王

が
犬

を
連

れ
て

こ
の

滝
ま

で
来

た
が

あ
ま

り
の

険
し

さ
に

引
き

返
し

た
た

め
、

犬
返

の
滝

の
別

名
が

あ
る

。
 

2
 

茨
川

の
廃

村
 

茨
川

町
 

〇
 

〇
 

〇
 

茨
川

町
は

か
つ

て
は

茨
茶

屋
村

と
呼

ば
れ

、
治

田
峠

を
越

え
て

の
伊

勢
と

の
交

易
の

宿
場

と
し

て
、

ま
た

、
蛇

谷
銀

山
の

基
地

と
し

て
栄

え
て

き
た

。
藤

原
岳

と
竜

ヶ
岳

の
中

間
に

あ
る

治
田

峠
は

、
天

正
1
1
年

に
羽

柴
秀

吉
の

伊
勢

亀
山

城
攻

め
の

際
に

、
そ

の
軍

勢
の

一
部

が
こ

こ
を

通
っ

た
と

い
う

記
録

が
あ

る
。
茨

川
は

昭
和

4
0
年

に
廃

村
に

な
り

、
現

在
は

茨
川

林
道

が
茨

川
集

落
跡

へ
至

る
道

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

が
、
か

つ
て

は
君

ヶ
畑

か
ら

ノ
タ

ノ
坂

を
超

え
て

茨
川

に
至

る
古

道
が

主
要

な
交

通
路

で
あ

っ
た

。
 

3
 

筒
井

利
一

さ
ん

の
日

記
 

茨
川

町
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

元
茨

川
住

民
の

筒
井

利
一

氏
（

故
人

）
が

村
の

日
々

の
生

活
に

つ
い

て
詳

細
な

日
記

を
残

し
て

お
り

、
非

常
に

貴
重

な
も

の
で

あ
る

。
 

4
 

新
町

と
の

交
流

 
茨

川
町

 
〇

 
〇

 
〇

 
当

時
は

炭
焼

き
が

主
産

業
で

、
焼

い
た

炭
は

治
田

峠
を

越
え

て
新

町
（

現
在

の
い

な
べ

市
北

勢
町

新
町

）
の

炭
問

屋
に

販
売

し
て

い
た

。
 

旧
永

源
寺

町
政

所
や

八
日

市
市

へ
出

る
よ

り
も

、
三

重
県

側
の

新
町

へ
出

る
方

が
は

る
か

に
便

利
で

あ
り

、
炭

の
販

売
の

ほ
か

、
生

活
用

品
の

買
い

出
し

な
ど

は
新

町
へ

出
て

行
い

、
ま

た
、

婚
姻

関
係

も
あ

っ
た

。
 

5
 

阿
下

喜
で

の
生

活
用

品
調

達
 

茨
川

町
 

〇
 

〇
 

〇
 

新
町

で
は

調
達

で
き

な
い

物
資

の
買

い
出

し
の

た
め

、
新

町
か

ら
バ

ス
に

乗
っ

て
阿

下
喜

（
現

在
の

い
な

べ
市

北
勢

町
阿

下
喜

。
三

岐
鉄

道
阿

下
喜

駅
周

辺
）

ま
で

出
て

い
た

。
茨

川
を

朝
早

く
出

て
、

帰
っ

て
く

る
頃

は
真

っ
暗

だ
っ

た
と

い
う

。
 

6
 

萱
尾

・
不

動
の

滝
 

萱
尾

町
 

〇
 

〇
 

〇
 

か
つ

て
萱

尾
に

は
非

常
に

大
き

な
「

萱
尾

瀧
」

が
あ

り
、

滝
の

そ
ば

に
あ

っ
た

大
瀧

神
社

は
、

古
来

よ
り

神
崎

・
愛

知
二

郡
の

水
田

を
す

べ
て

治
め

た
社

と
し

て
、

愛
知

川
流

域
1
5
9
村

の
農

民
の

信
仰

が
厚

か
っ

た
。

 
昔

、
瀬

田
の

唐
橋

に
住

ん
で

い
た

竜
神

が
姫

様
の

姿
に

な
っ

て
、

萱
尾

の
滝

祭
り

に
お

参
り

し
た

が
、

竜
の

姿
を

覗
き

見
ら

れ
た

こ
と

に
怒

り
狂

っ
た

と
い

う
昔

話
が

あ
る

。
萱

尾
瀧

は
現

在
は

永
源

寺
ダ

ム
の

底
に

沈
み

、
支

流
の

滝
が

「
不

動
の

滝
」

と
し

て
残

っ
て

い
る

。
 

7
 

茶
畑

 
君

ヶ
畑

町
 

〇
 

〇
 

こ
の

地
域

は
茶

の
生

産
に

適
し

て
お

り
、

現
在

は
ス

ギ
林

に
な

っ
て

い
る

集
落

の
周

り
も

茶
畑

で
あ

っ
た

。
茶

畑
の

中
に

桑
が

あ
り

、
適

度
な

日
陰

に
よ

っ
て

美
味

し
い

お
茶

の
生

産
で

き
た

。
木

地
師

の
ふ

る
さ

と
髙

松
会

の
活

動
場

所
は

か
つ

て
の

茶
工

場
で

、
茶

の
生

産
に

使
用

し
た

用
具

な
ど

が
残

さ
れ

て
い

る
。

 

8
 

大
火

の
発

生
 

君
ヶ

畑
町

 
〇

 
昭

和
3
3
年

1
2
月

９
日

に
君

ヶ
畑

町
で

大
火

が
発

生
し

、
多

く
の

民
家

が
焼

け
た

。
現

在
の

民
家

を
観

察
す

る
と

、
そ

れ
以

前
か

ら
残

る
民

家
と

立
て

直
し

た
民

家
の

違
い

が
わ

か
る

。
 

9
 

林
業

の
歴

史
 

君
ヶ

畑
町

 
〇

 

君
ヶ

畑
町

は
ス

ギ
の

産
地

で
、

植
林

地
の

う
ち

３
分

の
２

は
ス

ギ
で

あ
り

、
ヒ

ノ
キ

は
少

な
か

っ
た

。
植

林
が

盛
ん

に
行

わ
れ

（
君

ヶ
畑

は
県

営
林

、
造

林
公

社
が

多
い

）
、

植
栽

の
ア

ル
バ

イ
ト

に
出

る
と

収
入

が
あ

っ
た

。
昭

和
3
0
年

頃
は

直
径

１
メ

ー
ト

ル
の

木
を

３
本

伐
れ

ば
一

年
の

生
活

が
で

き
た

と
い

う
。

ス
ギ

、
ヒ

ノ
キ

を
植

林
す

る
た

め
に

、
広

葉
樹

（
シ

イ
タ

ケ
原

木
に

利
用

）
を

盛
ん

に
伐

採
し

た
。

君
ヶ

畑
に

は
君

ヶ
畑

製
材

所
（

従
業

員
2
0
名

）
と

丸
栄

製
材

所
（

５
名

）
が

あ
っ

た
。

ま
た

、
政

所
に

は
箕

半
（

み
の

は
ん

）
チ

ッ
プ

工
場

も
あ

っ
た

。
昭

和
3
9
年

頃
か

ら
林

業
は

衰
退

し
た

。
 

1
0
 

木
材

の
搬

出
 

君
ヶ

畑
町

 
〇

 
伐

採
し

た
木

材
の

搬
出

方
法

に
は

、
木

馬
（

キ
ン

マ
）

、
架

線
（

索
道

）
、

管
流

し
（

川
の

水
で

流
す

）
が

あ
っ

た
。

川
に

流
す

方
法

と
し

て
は

、
材

を
2
メ

ー
ト

ル
に

玉
切

り
し

、
川

を
せ

き
止

め
て

一
気

に
流

し
た

。
政

所
に

木
を

拾
う

場
所

が
あ

っ
た

。
の

た
引

き
と

言
っ

て
、

雪
の

中
で

引
き

出
す

方
法

も
あ

っ
た

。
 

1
1
 

ヒ
キ

ヤ
マ

君
ヶ

畑
町

 
〇

 
〇

 
〇

 
ヒ

キ
ヤ

マ
（

現
在

の
地

図
に
「

ヒ
キ

ノ
」

と
記

載
さ

れ
て

い
る

場
所

＝
標

高
8
4
3
.
8
ｍ

か
）

は
公

有
林

で
、

茅
場

で
あ

っ
た

。
刈

っ
た

茅
は

茅
葺

屋
根

や
お

茶
の

肥
料

と
し

て
利

用
し

て
い

た
。

遠
足

に
来

た
こ

と
も

あ
っ

た
。

1
2
 

薪
炭

林
 

君
ヶ

畑
町

 
〇

 
〇

 
か

つ
て

は
薪

炭
生

産
が

盛
ん

で
、

炭
や

薪
に

し
て

い
た

。
炭

に
す

る
木

と
薪

に
す

る
木

は
種

類
が

違
う

。
炭

は
農

協
に

販
売

し
、

八
日

市
、

三
重

ま
で

販
売

し
、

そ
の

売
り

上
げ

で
生

活
必

需
品

を
購

入
し

て
帰

っ
た

。
薪

炭
林

の
所

が
造

林
公

社
有

林
に

な
っ

て
い

る
。

 

1
3
 

御
池

岳
の

草
地

化
 

君
ヶ

畑
町

 
〇

 
御

池
岳

（
日

本
庭

園
と

呼
ば

れ
る

場
所

付
近

）
で

は
平

成
8
年

か
平

成
9
年

頃
に

火
災

（
タ

バ
コ

が
原

因
）

が
あ

り
、

草
地

に
な

っ
た

。
草

地
化

に
つ

い
て

は
ニ

ホ
ン

ジ
カ

の
食

害
も

関
係

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

1
4
 

御
池

岳
Ｔ

字
尾

根
の

ブ
ナ

林
君

ヶ
畑

町
 

〇
 

〇
 

御
池

岳
Ｔ

字
尾

根
の

ブ
ナ

林
は

東
近

江
市

の
「

1
0
0
年

後
に

残
し

た
い

鈴
鹿

の
森

」
に

選
定

さ
れ

て
お

り
、

す
で

に
エ

コ
ツ

ア
ー

な
ど

に
も

活
用

さ
れ

て
い

る
。

御
池

林
道

の
利

用
区

域
で

あ
る

こ
の

周
辺

に
は

県
営

林
が

非
常

に
多

く
の

面
積

を
占

め
て

お
り

、
Ｔ

字
尾

根
の

中
腹

も
ほ

と
ん

ど
が

ス
ギ

、
ヒ

ノ
キ

の
人

工
林

で
あ

る
が

、
尾

根
の

上
部

だ
け

は
ブ

ナ
林

が
残

さ
れ

て
い

る
。

地
元

住
民

の
話

に
よ

る
と

、
県

営
林

へ
の

貸
し

付
け

に
あ

た
り

、
尾

根
の

部
分

は
景

観
や

環
境

保
全

へ
の

配
慮

か
ら

、
人

工
林

の
対

象
か

ら
意

図
的

に
外

し
た

と
の

こ
と

で
、

結
果

的
に

貴
重

な
ブ

ナ
林

が
残

さ
れ

る
こ

と
に

な
っ

た
。

 

1
5
 

御
池

岳
の

土
地

の
境

界
争

い
 

君
ヶ

畑
町

 
〇

 

御
池

岳
の

「
御

池
平

」
と

呼
ば

れ
る

高
地

は
多

賀
町

大
君

ケ
畑

が
入

会
利

用
し

て
い

た
が

、
昭

和
3
8
年

に
こ

の
土

地
を

近
江

鉄
道

に
売

却
し

た
。

登
記

の
手

続
中

の
昭

和
4
0
年

、
同

地
は

永
源

寺
町

大
字

君
ヶ

畑
の

土
地

で
あ

る
と

し
て

提
訴

さ
れ

、
そ

の
後

、
地

形
、

地
物

の
検

討
、

地
図

の
検

討
、

古
地

図
、

古
文

書
の

検
討

、
所

有
の

検
討

が
行

わ
れ

た
結

果
、

昭
和

4
7
年

に
原

告
の

主
張

を
認

め
て

、
君

ヶ
畑

に
含

ま
れ

る
こ

と
と

し
て

境
界

が
確

定
さ

れ
た

。
 

こ
の

話
は

、
君

ヶ
畑

町
で

開
催

さ
れ

た
東

近
江

市
1
0
0
年

の
森

づ
く

り
地

域
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
も

話
題

に
な

り
、

こ
れ

に
興

味
を

持
っ

た
龍

谷
大

学
法

学
部

の
牛

尾
洋

也
教

授
が

詳
し

く
調

べ
、

論
文

を
書

か
れ

て
い

る
。

 

1
6
 

君
ヶ

畑
の

ア
カ

ガ
シ

・
ブ

ナ
林

 
君

ヶ
畑

町
 

〇
 

〇
 

〇
 

君
ヶ

畑
町

の
背

後
の

山
に

は
暖

温
帯

を
代

表
す

る
ア

カ
ガ

シ
、

中
間

温
帯

を
代

表
す

る
モ

ミ
、

冷
温

帯
を

代
表

す
る

ブ
ナ

が
混

在
し

、
大

木
も

見
ら

れ
る

な
ど

貴
重

で
あ

る
。

ま
た

、
こ

の
森

は
野

生
動

物
の

生
息

場
所

と
し

て
も

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

。
 

君
ヶ

畑
町

か
ら

宮
坂

峠
を

結
ぶ

古
道

沿
い

に
は

ア
カ

ガ
シ

、
ブ

ナ
、

ミ
ズ

ナ
ラ

、
イ

ヌ
シ

デ
な

ど
の

大
木

が
並

木
状

に
見

ら
れ

る
。

 
こ

の
よ

う
な

貴
重

な
森

が
残

さ
れ

て
き

た
背

景
は

、
大

皇
器

地
祖

神
社

の
神

域
と

し
て

保
護

さ
れ

て
き

た
こ

と
や

、
彦

根
に

通
ず

る
古

道
の

目
印

と
し

て
残

さ
れ

て
き

た
こ

と
な

ど
、

地
域

の
人

々
の

信
仰

や
暮

ら
し

と
密

接
な

関
り

が
あ

っ
た

こ
と

が
上

げ
ら

れ
る

。
 

95



9
6
 

番 号
 

情
報

の
名

称
 

地
区

 

人
と

の
関

わ
り

区
分

 

情
報

の
内

容
 

暮 ら し
 

信 仰
 

生 業
 

交 流
 

伝 説
 

土 地 利 用
 

1
7
 

長
瀬

の
身

代
わ

り
地

蔵
 

君
ヶ

畑
町

 
〇

 
〇

 

桑
名

か
ら

治
田

峠
を

越
え

て
茨

川
へ

降
り

て
き

た
骨

董
屋

が
、

後
ろ

を
つ

け
て

き
た

も
の

に
気

が
つ

い
て

、
生

き
た

心
地

が
し

な
い

ま
ま

に
君

ヶ
畑

の
奥

に
あ

る
長

瀬
の

橋
ま

で
や

っ
て

き
た

。
そ

こ
で

ち
ら

っ
と

振
り

返
る

と
、

橋
の

た
も

と
の

お
地

蔵
さ

ん
に

狼
が

か
ぶ

り
つ

い
て

い
た

。
そ

れ
か

ら
必

死
に

走
っ

て
君

ヶ
畑

ま
で

来
た

と
こ

ろ
で

、
骨

董
屋

は
お

地
蔵

さ
ん

が
身

代
わ

り
に

な
っ

て
く

だ
さ

っ
た

こ
と

を
知

っ
た

。
そ

れ
か

ら
誰

と
な

く
「

身
替

り
地

蔵
」

と
呼

ぶ
よ

う
に

な
っ

た
。

地
蔵

の
祠

は
今

も
長

瀬
の

橋
の

近
く

に
残

っ
て

い
る

。
 

1
8
 

御
池

岳
の

名
の

由
来

 
君

ヶ
畑

町
 

〇
 

〇
 

御
池

岳
は

石
灰

岩
の

山
で

、
山

頂
に

は
石

灰
岩

に
特

有
の

地
形

で
あ

る
ド

リ
ー

ネ
に

水
が

溜
ま

っ
て

で
き

た
池

が
い

く
つ

も
あ

り
、

こ
れ

が
山

名
の

由
来

に
な

っ
て

い
る

。
『

日
本

山
嶽

誌
』

に
は

「
山

上
平

坦
ニ

シ
テ

三
十

余
池

ア
リ

」
と

記
さ

れ
て

お
り

、
雨

乞
神

事
の

山
と

し
て

崇
め

ら
れ

て
き

た
。

 
犬

上
郡

甲
良

町
北

落
の

お
花

踊
で

知
ら

れ
る

雨
乞

神
事

が
御

池
岳

を
中

心
に

行
わ

れ
て

き
て

お
り

、
下

流
の

平
野

部
で

も
こ

の
山

を
信

仰
し

て
い

た
。

 

1
9
 

水
利

用
 

君
ヶ

畑
町

 
〇

 
谷

か
ら

水
を

引
い

て
、

字
ご

と
に

給
水

施
設

（
水

槽
と

蛇
口

が
あ

る
も

の
）

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。
君

ヶ
畑

町
に

は
8
箇

所
の

給
水

施
設

が
あ

る
。

 

2
0
 

鈴
鹿

山
脈

の
炭

窯
 

黄
和

田
町

 
〇

 
〇

 

鈴
鹿

山
脈

に
は

い
た

る
所

に
炭

窯
跡

が
あ

り
、

昭
和

3
0
年

代
ま

で
は

奥
永

源
寺

の
山

村
地

域
の

主
産

業
で

あ
っ

た
こ

と
を

示
し

て
い

る
。

 
以

下
、

『
平

成
2
6
年

度
大

学
地

域
連

携
課

題
解

決
支

援
事

業
成

果
報

告
』

（
東

近
江

市
・

滋
賀

県
立

大
学

）
よ

り
 

黄
和

田
の

人
は

近
く

の
山

で
焼

い
て

い
た

。
遠

い
山

は
三

重
の

人
が

や
っ

て
き

て
焼

い
て

い
た

。
１

～
３

年
で

一
つ

の
山

を
焼

い
た

ら
、

移
動

し
て

ま
た

焼
い

て
い

た
。

炭
は

三
重

県
に

持
っ

て
行

っ
て

売
っ

て
い

た
。

 

2
1
 

黄
和

田
の

ち
ん

 
黄

和
田

町
 

〇
 

〇
 

黄
和

田
町

の
日

枝
神

社
で

は
、

五
穀

豊
穣

の
祈

願
を

こ
め

て
「

ち
ん

」
の

祭
事

が
行

わ
れ

る
。
「

ち
ん

」
と

呼
ば

れ
る

1
4
種

の
動

植
物

を
模

し
た

餅
菓

子
（

米
粉

で
団

子
を

つ
く

り
、

こ
れ

を
忌

火
で

温
め

た
油

で
唐

揚
げ

に
す

る
）

を
、

村
の

若
衆

の
名

に
お

い
て

氏
子

総
代

を
通

じ
て

献
上

さ
れ

る
。

カ
イ

コ
の

よ
う

な
多

数
の

「
ち

ん
」

餅
は

子
イ

ヌ
を

模
し

て
1
2
0
個

作
ら

れ
、

イ
ノ

シ
シ

の
ち

ん
は

神
主

が
も

ら
い

、
オ

コ
ゼ

は
七

日
ま

で
山

の
神

に
供

え
ら

れ
る

。
そ

の
他

、
メ

イ
ン

に
な

る
１

４
種

の
「

ち
ん

」
餅

は
い

ず
れ

も
二

対
の

み
に

限
ら

れ
、

山
の

神
、

日
枝

の
ご

祭
神

や
神

主
に

配
ら

れ
て

供
え

ら
れ

る
も

の
で

、
サ

ル
、

ヒ
ヨ

ド
リ

、
カ

メ
、

キ
ク

、
ビ

ワ
の

葉
な

ど
多

彩
で

あ
る

。

2
2
 

水
利

用
 

黄
和

田
町

 
〇

 
茶

屋
川

と
神

崎
川

の
合

流
点

付
近

の
岩

に
穴

を
く

り
抜

い
て

、
本

流
の

水
を

直
接

、
黄

和
田

集
落

へ
水

路
で

引
い

て
い

る
。

 

2
3
 

岳
詣

り
 

黄
和

田
町

 
〇

 
〇

 
毎

年
１

回
７

月
７

日
に

岳
詣

り
と

言
っ

て
、

若
い

男
の

子
が

山
の

神
に

雨
乞

の
お

参
り

に
行

っ
て

い
た

。
岩

谷
川

の
上

の
大

杉
ま

で
行

く
。

（
略

）
当

日
は

春
に

用
意

し
た

ゼ
ン

マ
イ

の
白

和
え

と
お

神
酒

を
持

ち
、

鐘
と

太
鼓

を
鳴

ら
し

な
が

ら
登

っ
て

い
っ

た
。

根
元

の
周

り
が

１
丈

５
、

６
尺

あ
る

一
本

杉
の

と
こ

ろ
に

着
く

と
、

周
り

を
３

周
回

っ
て

杉
の

前
で

ゼ
ン

マ
イ

を
当

て
に

酒
を

飲
ん

だ
。

杉
に

は
天

狗
の

面
が

掛
か

っ
て

お
り

、
高

い
場

所
な

の
に

水
が

出
て

い
た

。
 

2
4
 

神
崎

川
源

流
の

ト
チ

ノ
キ

林
甲

津
畑

町
〇

 
〇

 

神
崎

川
の

上
流

に
あ

た
る

上
水

晶
谷

出
合

と
コ

ク
イ

谷
出

合
の

間
、

お
よ

び
コ

ク
イ

谷
出

合
よ

り
上

流
の

斜
面

に
ト

チ
ノ

キ
林

が
分

布
し

て
い

る
。

千
草

街
道

沿
い

に
幹

回
り

３
メ

ー
ト

ル
級

の
大

木
が

分
布

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
街

道
の

目
印

と
し

て
並

木
状

に
残

さ
れ

た
可

能
性

が
あ

る
。

ま
た

、
こ

の
周

辺
は

三
重

県
側

か
ら

の
方

が
ア

ク
セ

ス
が

良
く

、
関

わ
り

も
深

い
こ

と
か

ら
、

三
重

県
側

の
住

民
に

よ
る

ト
チ

の
実

利
用

が
あ

っ
た

可
能

性
が

あ
り

、
今

後
の

調
査

が
必

要
で

あ
る

。
 

2
5
 

千
草

街
道

の
巨

木
並

木
 

甲
津

畑
町

〇
 

〇
 

〇
 

千
草

街
道

に
は

鉱
山

跡
、

蓮
如

上
人

遺
跡

、
善

住
坊

の
隠

れ
岩

、
桜

地
蔵

な
ど

の
歴

史
遺

産
が

残
さ

れ
て

お
り

、
ま

た
街

道
沿

い
に

は
炭

窯
も

多
く

、
人

と
の

か
か

わ
り

が
濃

厚
な

古
道

で
あ

る
。

 
こ

の
街

道
沿

い
に

ミ
ズ

ナ
ラ

、
イ

ヌ
シ

デ
、

ク
マ

シ
デ

、
オ

オ
モ

ミ
ジ

、
ブ

ナ
、

オ
オ

イ
タ

ヤ
メ

イ
ゲ

ツ
、

ト
チ

ノ
キ

な
ど

の
巨

木
が

並
木

状
に

分
布

し
て

お
り

、
街

道
の

目
印

や
日

よ
け

な
ど

と
し

て
意

図
的

に
残

さ
れ

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
 

特
に

大
シ

デ
と

呼
ば

れ
る

イ
ヌ

シ
デ

の
巨

木
は

、
蓮

如
上

人
が

千
草

越
え

の
際

に
敵

の
追

撃
が

あ
り

、
甲

津
畑

の
黒

川
銀

右
衛

門
が

上
人

を
炭

窯
に

隠
し

て
難

を
逃

れ
、

上
人

が
傍

ら
の

シ
デ

の
巨

木
を

自
分

の
忘

れ
形

見
に

保
存

す
る

よ
う

に
託

し
た

と
い

う
言

い
伝

え
が

あ
る

。
 

2
6
 

甲
津

畑
の

鉱
山

甲
津

畑
町

〇
 

〇
 

甲
津

畑
か

ら
藤

切
谷

に
沿

っ
て

杉
峠

、
さ

ら
に

神
崎

川
源

流
化

か
ら

根
の

平
峠

に
至

る
千

草
街

道
沿

い
に

は
御

池
鉱

山
、

高
昌

鉱
山

な
ど

い
く

つ
か

の
鉱

山
が

あ
っ

た
。

杉
峠

の
東

の
御

池
鉱

山
で

は
昭

和
3
0
年

代
ま

で
銅

鉱
石

の
採

掘
が

行
わ

れ
、

学
校

跡
や

神
社

跡
な

ど
の

石
垣

も
残

さ
れ

て
い

る
。

2
7
 

大
峠

の
澤

 
甲

津
畑

町
〇

 
〇

 
雨

乞
岳

の
山

頂
の

す
ぐ

横
に

あ
る

「
大

峠
の

澤
」

と
呼

ば
れ

る
池

で
は

昔
か

ら
雨

乞
神

事
が

行
わ

れ
て

お
り

、
雨

乞
岳

の
名

の
由

来
に

な
っ

た
。

 

2
8
 

桜
地

蔵
 

甲
津

畑
町

〇
 

〇
 

〇
 

鈴
鹿

1
0
座

の
雨

乞
岳

と
イ

ブ
ネ

へ
の

登
山

道
で

も
あ

る
千

草
街

道
に

は
、
桜

地
蔵

の
祠

が
今

も
残

さ
れ

て
い

る
。
祠

の
近

く
に

桜
が

あ
っ

た
と

い
う

こ
の

地
蔵

は
、

街
道

を
歩

く
人

々
の

安
全

を
守

る
た

め
の

も
の

で
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
が

、
千

草
街

道
沿

い
で

操
業

さ
れ

て
い

た
鉱

山
（

御
池

鉱
山

、
高

昌
鉱

山
）

な
ど

の
隆

盛
と

と
も

に
「

あ
か

が
ね

地
蔵

」
と

し
て

鉱
山

関
係

者
の

信
仰

の
対

象
と

な
っ

た
。

し
か

し
、

や
が

て
鉱

山
は

閉
鎖

さ
れ

、
鉱

山
関

係
者

も
去

り
、

現
在

は
も

と
の

桜
地

蔵
と

し
て

地
元

住
民

に
大

事
に

さ
れ

て
い

る
。

 

2
9
 

姫
が

滝
 

佐
目

町
 

〇
 

〇
 

佐
目

子
谷

の
奥

に
あ

り
、

『
御

金
峯

塔
尾

参
詣

道
名

所
旧

跡
付

記
』

と
い

う
古

文
書

に
は

、
容

姿
端

麗
な

姫
君

が
「

自
分

は
こ

の
あ

た
り

の
山

の
守

護
で

あ
る

竜
王

の
乙

姫
で

あ
る

」
と

言
っ

て
滝

に
入

っ
た

と
い

う
話

が
書

か
れ

て
い

る
。

 

3
0
 

お
金

明
神

 
佐

目
町

 
〇

 
〇

 
〇

 

佐
目

町
に

保
存

さ
れ

て
い

る
『

佐
目

共
有

文
書

』
の

中
に

あ
る

「
御

金
塔

尾
之

縁
起

」
に

は
、

お
金

明
神

に
ま

つ
わ

る
伝

承
が

残
さ

れ
て

い
る

。
昔

、
か

ね
の

村
で

牛
が

暴
れ

て
村

人
を

困
ら

せ
て

い
た

と
こ

ろ
、

左
一

つ
目

の
童

子
が

現
れ

て
牛

を
追

い
払

い
、

自
分

が
鐘

明
神

で
あ

る
こ

と
を

告
げ

る
。

そ
の

後
、

再
び

襲
っ

て
き

た
牛

に
、

口
か

ら
炎

を
出

し
て

愛
知

川
の

石
に

吹
き

か
け

、
牛

に
投

げ
つ

け
て

退
治

し
た

。
村

人
は

こ
れ

を
守

護
に

知
ら

せ
、

守
護

は
御

金
明

神
を

建
立

す
る

。
佐

目
村

が
も

と
は

「
か

ね
の

村
」

、
佐

目
子

谷
が

「
か

ね
の

谷
」

と
呼

ば
れ

、
童

子
が

炎
を

吹
き

か
け

た
動

作
は

鉱
石

の
精

錬
の

様
子

を
示

し
て

お
り

、
ま

た
、

一
つ

目
は

鍛
冶

の
職

業
病

を
表

し
て

い
る

と
い

う
。

佐
目

の
若

宮
八

幡
宮

に
「

塔
尾

金
社

」
が

あ
り

、
祭

神
は

金
山

姫
命

で
あ

る
が

、
こ

れ
は

全
国

各
地

の
鉱

山
で

祀
ら

れ
て

い
る

神
で

あ
る

。
神

崎
川

の
上

流
の

上
谷

尻
谷

の
近

く
に

「
御

金
の

塔
」

ま
た

は
「

御
金

明
神

」
と

呼
ば

れ
る

天
狗

に
そ

っ
く

り
の

奇
岩

が
聳

え
立

っ
て

お
り

、
「

塔
尾

金
社

」
の

奥
宮

で
あ

る
。

こ
こ

は
佐

目
集

落
の

聖
地

で
も

あ
り

、
雨

乞
参

り
に

参
拝

し
て

い
た

と
い

う
。

流
域

と
し

96



9
7
 

番 号
 

情
報

の
名

称
 

地
区

 

人
と

の
関

わ
り

区
分

 

情
報

の
内

容
 

暮 ら し
 

信 仰
 

生 業
 

交 流
 

伝 説
 

土 地 利 用
 

て
は

神
崎

川
の

上
流

に
あ

た
り

、
杠

葉
尾

に
属

す
る

と
思

わ
れ

が
ち

だ
が

、
佐

目
子

谷
か

ら
は

み
出

し
て

、
こ

の
エ

リ
ア

が
佐

目
の

所
有

地
に

な
っ

て
い

る
の

は
、

佐
目

と
っ

て
非

常
に

重
要

な
場

所
で

あ
っ

た
こ

と
を

示
し

て
い

る
。

 

3
1
 

地
券

取
調

絵
地

図
 

全
域

 
〇

 
〇

 

龍
谷

大
学

法
学

部
の

牛
尾

洋
也

教
授

は
奥

永
源

寺
地

区
の

「
地

券
取

調
総

絵
図

」
の

研
究

を
さ

れ
て

お
り

、
絵

地
図

に
記

載
さ

れ
た

明
治

期
の

土
地

利
用

や
生

活
実

感
に

関
す

る
情

報
と

現
在

の
最

新
地

理
デ

ー
タ

を
比

較
お

よ
び

可
視

化
し

な
が

ら
、

地
域

で
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
を

開
催

し
、

地
域

の
想

い
に

合
致

す
る

将
来

像
を

描
こ

う
と

さ
れ

て
い

る
。

奥
永

源
寺

地
域

の
絵

地
図

は
す

べ
て

揃
っ

て
お

り
、

能
登

川
博

物
館

や
地

元
の

協
力

を
得

な
が

ら
、

絵
地

図
を

写
真

化
す

る
作

業
も

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 

3
2
 

識
蘆

の
滝

 
高

野
町

 
〇

 
識

蘆
の

滝
は

近
く

に
あ

る
永

源
寺

と
深

い
関

わ
り

が
あ

る
由

緒
の

あ
る

滝
で

、
京

都
五

山
の

高
僧

が
こ

こ
を

訪
れ

て
称

賛
し

た
と

い
う

記
録

が
あ

る
。

 

3
3
 

永
禅

の
滝

 
高

野
町

 
〇

 
識

蘆
の

滝
の

上
流

に
あ

り
、

永
源

寺
の

「
永

」
と

禅
宗

の
「

禅
」

が
そ

の
名

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

近
く

に
あ

る
永

源
寺

と
の

深
い

関
わ

り
が

想
起

さ
れ

る
が

、
詳

細
は

不
明

で
あ

る
。

 

3
4
 

観
世

音
菩

薩
の

滝
 

平
柳

町
 

〇
 

〇
 

宇
曽

川
の

上
流

に
あ

り
、

金
剛

輪
寺

の
食

い
し

ん
坊

の
密

僧
坊

が
誤

っ
て

滝
壺

に
落

ち
て

大
蛇

に
な

り
、

金
剛

輪
寺

の
住

職
が

観
世

音
菩

薩
の

称
名

を
唱

え
る

と
大

蛇
が

出
な

く
な

っ
た

と
い

う
話

が
『

近
江

の
む

か
し

話
』

に
載

っ
て

い
る

。
 

3
5
 

木
地

師
の

供
養

塔
 

蛭
谷

町
 

〇
 

〇
 

〇
 

蛭
谷

集
落

の
道

沿
い

に
建

つ
供

養
塔

に
は

「
当

国
尾

羽
梨

山
 

木
地

師
 

小
椋

六
左

衛
門

母
」

と
刻

ま
れ

て
い

る
。

江
戸

時
代

末
期

に
筒

井
八

幡
神

社
が

焼
失

し
、

そ
の

再
建

の
た

め
の

寄
付

勧
進

と
落

慶
法

要
に

現
在

の
長

浜
市

余
呉

町
尾

羽
梨

の
木

地
師

が
参

拝
し

、
先

祖
菩

提
を

願
っ

て
供

養
塔

を
建

立
し

た
も

の
で

あ
る

。
 

3
6
 

古
語

録
滝

 
政

所
町

 
〇

 
古

語
録

谷
の

下
流

に
あ

る
中

規
模

の
滝

。
古

語
録

谷
の

意
味

に
つ

い
て

『
鈴

鹿
の

山
と

谷
２

』
で

は
、

「
ご

ろ
ご

ろ
し

た
谷

」
が

転
化

し
た

説
、

「
小

五
郎

」
と

い
う

人
の

名
と

い
う

説
な

ど
が

あ
る

。
 

3
7
 

政
所

道
の

モ
ミ

林
 

政
所

町
 

〇
 

〇
 

〇
 

日
本

コ
バ

の
登

山
道

の
ひ

と
つ

で
あ

る
政

所
道

に
は

モ
ミ

の
純

林
が

あ
り

、
東

近
江

市
の

「
1
0
0

年
後

に
残

し
た

い
鈴

鹿
の

森
」

に
も

選
定

さ
れ

て
い

る
。

鈴
鹿

で
は

尾
根

部
に

境
界

木
と

し
て

残
さ

れ
て

い
る

例
や

、
広

葉
樹

に
混

じ
っ

て
生

育
し

て
い

る
例

は
よ

く
見

ら
れ

る
が

、
こ

の
場

所
の

よ
う

に
山

の
中

腹
か

ら
尾

根
に

か
け

て
純

林
に

近
い

形
で

林
を

形
成

し
て

い
る

の
は

珍
し

い
。

自
然

生
え

か
、

植
林

さ
れ

た
も

の
か

は
不

明
で

あ
る

が
、

植
林

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

と
す

る
と

、
地

域
の

暮
ら

し
や

生
業

と
ど

の
よ

う
な

つ
な

が
り

が
あ

っ
た

の
か

興
味

深
い

 

3
8
 

日
本

コ
バ

の
名

の
由

来
 

政
所

町
 

〇
 

〇
 

日
本

コ
バ

の
山

名
の

由
来

に
は

諸
説

が
あ

る
が

、
木

地
師

や
林

業
な

ど
に

関
係

す
る

木
場

（
コ

バ
）

や
九

州
型

の
焼

畑
の

こ
と

を
指

す
説

、
ま

た
、

休
憩

場
所

を
コ

バ
と

言
い

、
「

日
本

一
の

コ
バ

」
や

「
コ

バ
を

2
本

立
て

る
（

休
憩

す
る

）
間

に
登

れ
る

か
ら

」
と

い
う

説
も

あ
る

。
 

3
9
 

奇
人

の
窟

 
政

所
町

 
〇

 
〇

 
日

本
コ

バ
へ

の
登

山
道

の
途

中
に

あ
り

、
豹

の
穴

よ
り

上
部

に
あ

る
。

以
下

『
郷

土
歴

史
大

事
典

 
滋

賀
県

の
地

名
』

よ
り

。
 

（
ヒ

ョ
ウ

の
穴

の
）

近
く

の
岩

場
に

奇
人

の
窟

（
通

称
イ

ワ
ヤ

）
と

い
う

洞
穴

が
あ

り
、

古
代

人
の

住
居

跡
と

も
（

與
地

誌
略

）
、

廃
坑

跡
と

も
い

う
。

4
0
 

豹
の

穴
 

政
所

町
 

〇
 

〇
 

日
本

コ
バ

へ
の

登
山

道
で

あ
る

藤
川

谷
コ

ー
ス

の
中

腹
に

あ
る

洞
窟

で
、

コ
ウ

モ
リ

が
生

息
し

て
い

る
。

洞
窟

の
下

に
は

石
で

作
ら

れ
た

丸
い

井
戸

の
よ

う
な

構
造

物
が

あ
る

。
以

下
、

『
郷

土
歴

史
大

事
典

 
滋

賀
県

の
地

名
』

よ
り

。
 

中
畑

集
落

（
政

所
の

枝
郷

）
の

南
で

御
池

川
に

注
ぐ

藤
川

谷
に

は
ヒ

ョ
ウ

の
穴

（
ヒ

ヨ
ガ

洞
）

と
呼

ば
れ

る
鍾

乳
石

窟
が

あ
る

。
寂

室
元

光
も

同
所

を
探

訪
し

、
そ

の
著

「
寂

室
録

」
に

石
潤

説
な

る
一

文
を

載
せ

て
い

る
。

 

4
1
 

政
所

蓬
谷

鉱
山

跡
 

政
所

町
 

〇
 

〇
 

政
所

の
宮

の
谷

の
奥

に
あ

っ
た

鉱
山

。
現

地
に

は
今

も
坑

口
、

精
錬

や
住

居
跡

の
石

垣
な

ど
が

残
る

。
 

以
下

『
郷

土
歴

史
大

事
典

 
滋

賀
県

の
地

名
』

よ
り

。
 

政
所

の
山

中
、

蓬
谷

に
あ

っ
た

鉛
鉱

山
跡

。
安

政
２

年
に

採
掘

が
始

ま
り

、
明

治
６

年
に

は
五

代
友

厚
が

採
掘

を
引

継
ぎ

、
明

治
初

年
か

ら
銀

鉛
鉱

も
開

鉱
し

て
い

た
。

し
か

し
、

収
支

が
合

わ
ず

、
明

治
1
1
年

に
閉

山
し

た
（

滋
賀

県
史

）
。

 

4
2
 

藤
川

千
軒

 
政

所
町

 
〇

 
〇

 
日

本
コ

バ
へ

の
登

山
道

に
も

な
っ

て
い

る
藤

川
谷

に
は

、
木

地
師

発
祥

伝
説

の
地

と
も

伝
え

ら
れ

る
藤

川
千

軒
の

集
落

が
あ

っ
た

と
言

わ
れ

て
い

る
。

 

4
3
 

樹
齢

3
0
0
年

の
茶

樹
（

政
所

茶
）

 
政

所
町

 
〇

 
日

本
コ

バ
の

政
所

道
の

登
山

口
に

樹
齢

3
0
0
年

の
茶

樹
が

あ
り

、
県

の
自

然
記

念
物

に
指

定
さ

れ
て

い
る

。
通

常
の

チ
ャ

ノ
キ

は
一

番
茶

、
二

番
茶

、
三

番
茶

を
摘

み
取

っ
た

後
に

剪
定

さ
れ

、
4
0
年

に
一

度
く

ら
い

は
樹

勢
回

復
の

た
め

に
株

元
か

ら
伐

採
さ

れ
る

が
、

こ
の

株
だ

け
は

手
が

加
わ

っ
て

い
な

い
と

の
こ

と
で

あ
る

。
 

4
4
 

茅
場

（
か

や
ば

）
 

箕
川

町
 

〇
 

〇
 

箕
川

町
の

西
側

の
尾

根
（

現
在

は
大

山
谷

林
道

が
通

過
し

て
い

る
場

所
）

は
か

つ
て

は
茅

場
で

あ
っ

た
。

集
落

の
共

有
林

で
、

茅
葺

屋
根

の
材

料
に

使
用

さ
れ

た
も

の
と

思
わ

れ
る

が
、

戦
後

は
造

林
公

社
に

貸
し

付
け

ら
れ

て
い

る
。

 

4
5
 

盤
石

の
丘

 
箕

川
町

 
〇

 
〇

 
〇

 

日
本

コ
バ

の
北

東
尾

根
に

「
盤

石
の

丘
」

と
呼

ば
れ

る
眺

望
の

良
い

場
所

が
あ

り
、

旧
永

源
寺

町
の

む
か

し
話

を
集

め
た

『
小

椋
の

山
里

』
に

は
「

日
本

コ
バ

に
続

く
”

ば
ん

ぢ
ゃ

く
”

と
い

う
と

こ
ろ

に
は

、
昔

か
ら

大
き

な
蛇

が
い

た
と

言
う

」
と

い
う

話
が

紹
介

さ
れ

て
い

る
。

 
盤

石
の

丘
も

茅
場

で
あ

っ
た

と
思

わ
れ

、
現

在
も

ス
ス

キ
が

生
育

し
て

当
時

の
雰

囲
気

を
残

し
て

い
る

。
平

成
1
2
年

に
住

民
の

憩
い

の
場

と
し

て
整

備
さ

れ
、

ア
カ

マ
ツ

な
ど

が
植

栽
さ

れ
た

。

4
6
 

3
0
0
年

の
森

 
箕

川
町

 
〇

 
箕

川
町

の
集

落
の

北
側

に
3
0
0
年

前
に

植
栽

さ
れ

た
立

派
な

ス
ギ

林
が

あ
り

、
今

か
ら

3
0
年

ほ
ど

前
に

一
部

を
伐

採
し

た
と

こ
ろ

落
石

が
あ

り
、
そ

の
後

は
ほ

と
ん

ど
が

伐
採

さ
れ

ず
に

現
在

ま
で

残
さ

れ
て

い
る

。
箕

川
町

で
開

催
さ

れ
た

東
近

江
市

1
0
0
年

の
森

づ
く

り
地

域
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
は

、
市

役
所

と
地

元
の

方
が

協
力

し
て

歩
道

を
整

備
し

、
現

地
見

学
会

を
開

催
し

た
。

 

4
7
 

ス
ギ

フ
ァ

ン
ク

ラ
ブ

箕
川

町
 

〇
 

箕
川

町
の

集
落

の
東

側
の

高
台

に
ス

ギ
フ

ァ
ン

ク
ラ

ブ
の

活
動

拠
点

が
あ

る
。

炭
焼

窯
が

あ
り

、
炭

焼
の

技
術

や
文

化
を

継
承

す
る

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
 

4
8
 

ト
チ

ノ
キ

の
大

木
箕

川
町

 
〇

 
〇

 
箕

川
町

の
集

落
の

東
側

の
河

原
に

ト
チ

ノ
キ

の
大

木
が

あ
る

。
 

箕
川

ふ
れ

あ
い

サ
ロ

ン
よ

り
 

97



9
8
 

番 号
 

情
報

の
名

称
 

地
区

 

人
と

の
関

わ
り

区
分

 

情
報

の
内

容
 

暮 ら し
 

信 仰
 

生 業
 

交 流
 

伝 説
 

土 地 利 用
 

箕
川

に
は

ト
チ

ノ
キ

が
た

く
さ

ん
あ

る
。
山

の
神

さ
ん

に
は

子
孫

繁
栄

や
豊

作
を

願
っ

て
ト

チ
ノ

キ
で

男
性

と
女

性
を

作
っ

て
、
山

の
神

さ
ん

に
参

り
を

す
る

。
（

略
）

こ
っ

ち
で

は
栃

餅
は

し
ま

せ
ん

。
実

は
朽

木
の

方
か

ら
買

い
に

来
る

人
に

売
っ

て
い

ま
し

た
。

 

4
9
 

筒
井

峠
へ

の
古

道
 

箕
川

町
 

〇
 

箕
川

町
の

集
落

か
ら

筒
井

峠
を

経
て

彦
根

方
面

に
抜

け
る

古
道

が
２

万
５

千
分

の
１

地
形

図
に

破
線

で
記

さ
れ

て
い

る
。

現
在

は
荒

廃
し

て
お

り
、

今
後

、
エ

コ
ツ

ア
ー

等
に

利
用

す
る

場
合

は
再

整
備

が
必

要
。

5
0
 

十
字

禿
 

箕
川

町
 

〇
 

〇
 

箕
川

ト
ン

ネ
ル

の
東

の
山

腹
に

は
「

十
字

禿
」

と
呼

ば
れ

る
急

斜
面

が
あ

り
、

山
く

ず
れ

が
し

や
す

く
、

ま
た

、
木

が
育

ち
に

く
い

こ
と

か
ら

、
昔

か
ら

伐
採

を
戒

め
ら

れ
て

き
た

。
 

5
1
 

薪
炭

林
と

林
業

 
箕

川
町

 
〇

 

明
治

か
ら

昭
和

初
期

ま
で

は
炭

焼
が

主
産

業
で

、
天

然
の

ス
ギ

、
ヒ

ノ
キ

は
大

き
く

な
る

ま
で

残
し

て
、

木
材

と
し

て
販

売
し

て
い

た
。

戦
後

の
昭

和
2
0
年

代
か

ら
薪

炭
林

を
ス

ギ
、

ヒ
ノ

キ
の

造
林

地
に

変
え

て
い

っ
た

。
昭

和
4
5
年

頃
ま

で
、

伐
採

し
た

ス
ギ

、
ヒ

ノ
キ

は
三

重
県

の
鈴

鹿
、

四
日

市
の

木
材

市
場

に
運

搬
し

て
販

売
し

て
い

た
。

当
地

は
酸

性
土

壌
で

ス
ギ

の
色

つ
や

が
良

い
。

現
在

の
県

道
は

戦
前

は
馬

車
道

（
幅

員
２

メ
ー

ト
ル

程
度

）
で

、
昭

和
3
7
年

頃
に

現
在

の
よ

う
な

道
に

な
っ

た
。

町
内

に
は

５
軒

の
材

木
屋

（
製

材
工

場
）

が
あ

っ
た

。
木

材
は

電
柱

、
舟

板
、

樽
木

と
し

て
利

用
。

昭
和

2
0
年

～
4
5
年

頃
は

女
性

も
毎

日
山

に
入

り
、

枝
打

ち
や

下
刈

り
を

し
て

い
た

。
 

5
2
 

ク
サ

ギ
箕

川
町

 
〇

 
ク

サ
ギ

は
伐

採
後

に
生

え
て

く
る

樹
木

で
、

葉
は

臭
い

が
、

湯
が

い
て

天
日

に
干

し
て

冬
の

保
存

食
に

し
た

。

5
3
 

天
狗

の
滝

 
杠

葉
尾

町
 

〇
 

神
崎

川
の

上
流

に
あ

る
自

然
度

の
高

い
滝

で
、

周
辺

の
渓

谷
は

ゴ
ル

ジ
ュ

帯
（

廊
下

帯
）

と
な

り
、

沢
登

り
（

シ
ャ

ワ
ー

ク
ラ

イ
ミ

ン
グ

）
の

対
象

に
な

っ
て

い
る

。
 

5
4
 

風
越

谷
・

不
動

の
滝

 
杠

葉
尾

町
 

〇
 

〇
 

〇
 

神
崎

川
の

支
流

で
あ

る
風

越
谷

に
あ

る
滝

で
、

滝
の

近
く

に
は

不
動

尊
が

祀
ら

れ
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

る
。

『
神

崎
郡

誌
稿

』
に

よ
る

と
、

こ
の

滝
は

比
叡

山
の

回
峰

修
験

の
僧

が
不

動
尊

を
納

め
た

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
 

5
5
 

銚
子

が
口

の
カ

ヤ
ト

 
杠

葉
尾

町
 

〇
 

〇
 

「
山

と
高

原
地

図
」

の
銚

子
ヶ

口
山

頂
付

近
に

は
「

カ
ヤ

ト
の

尾
根

」
と

記
載

さ
れ

て
お

り
、

か
つ

て
は

杠
葉

尾
町

の
民

家
の

屋
根

材
と

し
て

利
用

す
る

た
め

の
茅

場
で

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
現

在
の

銚
子

ヶ
口

東
峰

周
辺

は
ウ

リ
ハ

ダ
カ

エ
デ

の
純

林
に

な
っ

て
い

る
。
ウ

リ
ハ

ダ
カ

エ
デ

は
先

駆
樹

種
（

パ
イ

オ
ニ

ア
）

で
あ

り
、

茅
場

が
利

用
さ

れ
な

く
な

っ
た

後
に

侵
入

し
て

林
に

な
っ

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
 

5
6
 

鹿
垣

（
し

し
が

き
）

 
杠

葉
尾

町
 

〇
 

杠
葉

尾
町

の
山

の
中

に
鹿

垣
（

し
し

が
き

）
と

呼
ば

れ
る

石
垣

が
今

も
残

さ
れ

て
い

る
。

 

5
7
 

水
利

用
 

杠
葉

尾
町

 
〇

 
〇

 
杠

葉
尾

集
落

の
谷

の
上

流
の

湯
（

井
）

か
ら

水
路

で
水

を
引

き
、

集
落

内
で

は
水

路
網

に
よ

っ
て

田
用

水
や

生
活

用
水

に
利

用
し

て
い

る
。

 

5
8
 

カ
ヤ

の
実

杠
葉

尾
町

 
〇

 

杠
葉

尾
町

の
集

落
内

や
河

原
に

カ
ヤ

の
大

木
が

今
も

残
さ

れ
て

い
る

（
フ

ッ
ト

パ
ス

資
源

調
査

で
判

明
）

。
 

以
下

、
『

平
成

2
6
年

度
大

学
地

域
連

携
課

題
解

決
支

援
事

業
成

果
報

告
』

（
東

近
江

市
・

滋
賀

県
立

大
学

）
よ

り
。

 
か

や
の

大
き

な
木

が
近

所
に

あ
っ

て
偶

然
落

ち
て

い
る

実
を

拾
っ

た
の

が
き

っ
か

け
。

孝
子

さ
ん

は
煎

っ
て

そ
の

ま
ま

食
さ

れ
て

い
た

が
、

和
子

さ
ん

は
油

分
が

多
い

木
の

実
の

た
め

、
薪

の
灰

を
ま

ぶ
し

て
一

週
間

お
い

て
お

き
、

そ
の

後
、

と
ぎ

汁
で

一
昼

夜
漬

け
て

お
く

。
そ

の
あ

と
殻

を
む

い
て

、
内

皮
が

つ
い

た
ま

ま
天

日
干

し
す

る
。

そ
の

あ
と

ゆ
っ

く
り

時
間

を
か

け
て

煎
る

と
極

上
の

味
に

な
る

と
の

こ
と

。
 

5
9
 

渋
川

七
滝

 
和

南
町

 
〇

 
渋

川
の

下
流

に
あ

る
７

つ
の

滝
群

で
、

『
近

江
神

崎
郡

誌
稿

 
下

巻
』

の
第

十
一

編
地

理
誌

に
「

瀧
之

浦
の

五
瀑

」
と

し
て

紹
介

さ
れ

て
い

る
。

 

6
0
 

八
風

峠
 

〇
 

〇
 

八
風

街
道

は
、

鎌
倉

、
室

町
の

頃
か

ら
山

越
商

人
が

こ
こ

を
越

え
て

伊
勢

、
東

海
方

面
と

交
易

を
お

こ
な

っ
た

古
道

で
あ

り
、

峠
に

は
鳥

居
と

「
八

風
大

明
神

」
の

石
碑

が
あ

る
。

 
『

小
椋

の
山

里
』

に
「

八
風

峠
の

山
あ

ら
し

」
と

い
う

民
話

が
あ

り
、

こ
の

峠
を

越
え

る
と

き
に

瀬
戸

物
を

割
っ

て
破

片
を

投
げ

捨
て

る
と

暴
風

雨
が

吹
き

荒
れ

る
と

の
話

で
あ

る
。

 

6
1
 

竜
ヶ

岳
西

尾
根

（
太

尾
）

の
ア

カ
ガ

シ
林

 
〇

 
〇

 
竜

ヶ
岳

西
尾

根
（

太
尾

）
に

は
ア

カ
ガ

シ
が

密
度

高
く

分
布

し
て

お
り

、
比

較
的

大
き

な
個

体
も

見
ら

れ
、

東
近

江
市

の
「

1
0
0
年

後
に

残
し

た
い

鈴
鹿

の
森

」
に

選
定

さ
れ

て
い

る
。

薪
炭

林
と

し
て

利
用

さ
れ

た
と

思
わ

れ
る

株
立

ち
や

境
界

木
と

し
て

伐
り

残
さ

れ
た

と
思

わ
れ

る
単

幹
も

見
ら

れ
、

人
と

の
関

わ
り

を
見

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

6
2
 

焼
野

 
〇

 
〇

 
茶

屋
川

の
左

岸
に

あ
る

焼
野

は
政

所
か

ら
山

ノ
神

峠
を

経
て

石
榑

峠
に

至
る

伊
勢

へ
の

交
易

路
の

中
継

点
と

考
え

ら
れ

、
昔

は
草

地
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
焼

畑
を

し
て

い
た

場
所

で
あ

る
と

い
う

説
も

あ
る

。
 

6
3
 

釈
迦

ヶ
岳

の
名

の
由

来
 

〇
 

〇
 

鈴
鹿

1
0
座

の
１

つ
で

あ
る

釈
迦

ヶ
岳

は
、
山

の
形

が
釈

迦
の

寝
姿

に
似

て
い

る
こ

と
に

由
来

す
る

と
の

説
が

あ
り

、
仙

香
谷

な
ど

仏
教

と
の

関
係

を
想

起
さ

せ
る

地
名

も
見

ら
れ

る
。

 
「

千
本

杉
」

と
い

う
民

話
は

、
釈

迦
ヶ

岳
に

隠
棲

す
る

聖
人

の
弟

子
に

な
ろ

う
と

訪
ね

た
山

伏
が

、
そ

の
思

い
を

果
た

せ
ず

、
そ

の
塚

の
傍

ら
に

珍
し

い
杉

が
生

え
て

き
た

と
い

う
話

で
、

こ
の

あ
た

り
が

仏
教

の
修

業
の

場
で

あ
っ

た
こ

と
を

う
か

が
わ

せ
る

。
 

6
4
 

天
狗

の
名

の
付

く
地

名
 

〇
 

鈴
鹿

に
は

天
狗

堂
、

天
狗

の
滝

、
天

狗
岩

な
ど

天
狗

の
名

の
付

く
地

名
が

あ
る

。
天

狗
は

イ
ヌ

ワ
シ

（
狗

鷲
）

の
こ

と
と

も
言

わ
れ

、
イ

ヌ
ワ

シ
が

険
し

い
岩

場
に

営
巣

し
た

ほ
か

、
岩

山
の

上
昇

気
流

に
乗

っ
て

飛
翔

す
る

こ
と

か
ら

、
こ

う
し

た
険

し
い

地
形

に
天

狗
の

名
が

付
い

た
も

の
と

さ
れ

て
い

る
。

 

※
今

回
の

調
査

等
で

収
集

し
た

情
報

の
み

を
記

載
し

て
お

り
、

鈴
鹿

の
森

で
見

ら
れ

る
全

て
の

森
林

と
人

と
の

関
わ

り
を

表
し

た
も

の
で

は
な

い
こ

と
に

留
意

す
る

必
要

が
あ

る
。
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